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市
市
一
町
か
で
は
な
い
元
和
絵
濶
及
び
寛
永
初
一
．

＇
莉
莉
債

痰
株
會
大
増
大

八
八

1
J

年
年
二
式
祉
手
手
の
-
年
の
絵
箇
に
は
切
支
丹
新
開
と
記
し

i

八
八
部
年

十

月
月
島
培
町
田
詞
廿
て
あ
る
。
竹
屋
某
が
住
ん
で
居
た
の
~

御
宋
廣

八

八

十

金

金

市

輝

咋

T

．
會
、
で
村
名
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
大
[

羞
九
州
方
面
御
旅
行
~
で
つ

I
I
一
た
久
遡
宮
多
嘉
王
殿
下
に
ほ
七
月
二
十

i

一

罪

晶

；

革

正

靡

七

月

一

日

か

ら

南

竹

犀

と

改

i

り

役

i

七
日
午
後
四
時
別
府
よ
り
厳
島
に
御
一

i

着
、
同
地
岩
惣
旅
館
に
御
一
泊
遊
さ
れ

i

一
た
が
翌
二
十
八
日
午
前
十
時
束
殿
、
陸
一

一
軍
運
轍
部
棧
橋
に
御
上
陸
遊
ば
さ
れ
尚
一

一
殿
下
に
ほ
自
動
車
に
て
直
ち
に
・
運
輸
一

-
部
‘
大
本
螢
跡
、
天
主
閣
を
御
親
察
遊

i

i

ば
さ
れ
、
後
更
に
陸
軍
衛
成
病
院
に
御
一

i

成
り
上
海
満
洲
事
愛
の
戦
傷
病
兵
に
御

i

i

鄭
重
な
る
御
言
薬
を
賜
り
親
し
く
御
慰
．

i

i

問
遊
ば
さ
れ
た
、
尚
ほ
御
賓
食
ほ
偕
行

i

-

i

祉
に
て
お
と
り
遊
ば
さ
れ
た
が
同
所
に
一

i

て
奥
助
役
ほ
廣
島
市
幾
會
の
特
産
「
メ

i

i

ロ
ン
」
二
籠
を
献
上
、
御
嘉
納
の
光
榮

i

｝
に
浴
し
た
。

}
同
日
午
後
一
時
四
十
五
分
脚
島
騨
翌
，

i

一
上
り
列
車
に
て
御
出
褻
遊
ば
さ
れ
た
が
．

i
J

i

同
騨
に
ほ
湯
澤
廣
島
縣
知
事
、
奥
助
役
-

i
を
初
め
在
廣
官
公
署
代
表
者
並
び
に
官
~

i

市
民
多
敷
の
見
送
り
が
あ
り
殿
下
に
ほ
．
ャ
・

i

い
と
も
御
機
嫁
う
る
ほ
し
く
御
出
要
遊
一

7

一
ば
さ
れ
た
。
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｛
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ほ
美
し
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リ
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ン
に
て
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ら
れ

i

i

た
る
献
上
の
メ
ロ
ン
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評
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瀬
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評
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0
廣
島
市
告
示
甲
第
一
I

l

六

競

．

厳
島
市
千
田
町
地
内
市
道
第
一
四
三
競
路
線
及
同
第

1
1
0
0競
路
線
ヲ
左
ノ
通

慶

更

認

定

ス

・

昭
和
八
年
七
月
二
十
五
日

【告
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殷

島

市

長

伊

巌

貞

次
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市

長

伊

朦

貞

次

幸
一

――「平
吾
六

＂＂ッ貝

付
,
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本
規
程
ハ
公
布
ノ
日
，
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
．

（
参
照
）
殷
島
市
職
業
紹
介
所
戦
業
紹
介
規
程
抜
抄

第
十
條
求
人
及
求
戦
申
込
ノ
有
効
期
間
ハ
申
込
ノ
．
日
ョ
リ
―
―
―
十
日
間
ト
ス

【
彙

報】

｀
；
茎
至
言
l-
―――目
4-qg-l-ー
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．．
 A
g
―
-
—
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m
,
l
u
[
-

』

-
u
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9
,
L
-
t

草
津
本

町
組

同艇
入
町

北
匿

同同同

元

線

代

猿
槃
町

西
組

綿

代

衛
生
組
長

十
日
市
町
元

を
な
し
、
小
憩
後
七
時
よ
り
行
軍
に
・
[

移
り
軍
隊
、
青
訓
合
同
哨
肌
隊
を
先
・

頭
に
第
一
兵
関
よ
り
逐
次
行
軍
隊
形
．
[

を
編
成
し
中
及
び
後
尾
に
救
談
班
を
し
い

附
し
て
進
路
を
裕
下
、
相
生
橋
、
左
g

-R
副

綿

代

小

畑

偲

作

官

町

電

車

逍

、

堺

町

一

丁

目

本

川

[

衛
生
組
長
橋
、
元
安
橋
、
本
通
筋
よ
り
堀
川
町
~

柳
橋
、
土
手
町
を
繹
て
比
治
山
御
便

元
評
議
・
員
木
村
千
代
松

饒
永
徹
太
郎
殿
前
廣
場
に
於
い
て
集
合
し
総
集
圃

評

議

員

長
の
指
揮
を
以
つ
て
参
拝
を
終
へ
市

衛
生
副
組
長

元元

同

山

下

浚

太

郎

評

議

員

長

の

疲

醗

に

て

、

天

皇

陛

下

の

萬

歳

]

を
一
一
一
唱
し
て
行
事
を
了
し
、
つ
い
で

為
一
、

衛
生
委
員

元元

同

豊

吉

下

山

解

散

し

た

の

が

九

時

で

あ

っ

た
。
嘗

H
参
巣
し
た
る
生
徒
は
終
始

士
氣
旺
盛
に
し
て
動
作
敏
活
一
絲
掘

る
A

所
な
く
能
く
平
素
鍛
錬
の
効
果

を
如
宜
に
疲
揮
し
豫
期
以
上
の
成
績

を
學
げ
た
る
こ
と
は
非
常
時
の
青
訓
[

生
徒
と
し
て
大
に
意
を
張
う
し
た
る

所
で
あ
っ
た
。

◎
町
穂
代
同
副
穂
代
就
任
認
可

（
自
七
月
十
六
日
）

至
七
月
三
十
一
日

白

島

北

町

線

代

金

谷

富

介

同

副

純

代

蔵

田

政

次

郎

穂

代

中

東

幸

次

郎

廣
瀬
町

新
市
組

軍
都
哭
市
の
少
年
園
は
桃
め
て
活
動

同

副

総

代

小

田

盛

蔵

線

代

坂

本

熊

吉

船
入
町
南

匿
西
組
的
少
年
園
で
あ
る
が
今
回
問
員
に
関
•
]

骰
精
紳
を
一
層
徹
底
せ
し
め
る
総
め

同

副

総

代

中

常

喜

太

郎

白

島

中

町

粗

長

木

村

松

次

郎

八

月

十

七

日

か

ら

二

十

一

H
迄
賀
茂

副
組
長
小
川
伴
六
郡
郷
原
長
谷
高
原
で
キ
ャ
ン
プ
生
活

三
篠
町
上
郷
組
長
松
下
荒
一
郎
を
行
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
尚
ほ
参
加

す
る
少
年
は
約
百
五
名
で
あ
る
が
東

◎
術
生
維
長
同
副
紐
長
就
任
認
可

（
自
六
月
二
十
三
日
）
京
本
部
よ
リ
ニ
荒
伯
爵
の
参
加
を
見

3

゜

至

七

月

二

十

一

日

る

筈

で

あ

る

0

,

．

4
 

白

島

北

町

組

長

金

谷

富

人

）

大

須

賀

町

組

長

奥

本

鐵

漢

市

役

所

吏

員

海

水

浴

場

似

↑

島
に
設
置

：
ぃ
副
組
長
西
村
静
一
郎

昨
年
十
月
創
立
さ
れ
た
廣
島
市
役
所

i

鷹
匠
町
西
部
下
組

組
長
．
石
田
専
一
郎
＇

副
組
長
三
永
逸
作
市
友
會
は
市
吏
員
の
空
揺
利
便
の
総
＇

｀
め
に
極
め
て
効
果
的
に
有
意
義
．
な
事

廣
瀬
町
新
市
組
・
・

'
組
：
長
，
大
村
新
太
郎
業
を
種
々
途
行
し
そ
の
存
在
の
意
義

ヽ
．
副
組
．
長
．
楠
原
茂
一
一
一
郎
を
充
分
に
疲
揮
し
つ

A
あ
る
の
で
あ
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廣
島
市
告
示
甲
第
一
I

l

八
競

殷
島
市
薬
研
堀
地
内
市
道
第
七
二
鰊
ノ
一
路
線
ヲ
左
ノ
通
愛
更
認
定
ス

昭

和

八

年

七

月

＝

エ

'

-

日

廣

島

市

長

伊

藤

貞

次

E
'
 ,
 

藷

＇

路

線

一

愛

更

認

定

路

線

一

路

線

名

＿

起

貼

＿

終

竺

疇

騨

起

貼

一

終

貼

＿

疇

輝

雰
一
琥
戸
に
五
讐
子
―
六
．
。
囀
に
地
＿
渭
翡
竺
―

h--

．o
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伊恒沖
勢木

松
蔵

吉
助
．
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口
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化
吋
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危
反
各
岱

1

l
灸
皮
佑
え
”
保

il
ん
/
＾
上
佑
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二
三
〇

廣
島
市
青
年
訓
練
所
創
設

第
八
周
年
記
念
合
同
演
習

賓
施
に
就
い
て

義
に
大
正
十
五
年
七
月
青
年
訓
練
所

が
創
設
せ
ら
れ
て
か
ら
本
市
宵
年
訓

練
は
其
の
目
的
達
成
の
た
め
鉱
意
努

力
し
て
ゐ
た
が
各
種
園
骰
及
び
有
志

者
の
後
援
と
に
よ
り
入
所
生
徒
漸
次

増
加
し
本
年
度
に
於
い
て
膝
に
二
千

七
百
餘
名
に
逹
す
る
盛
況
さ
で
訓
練

の
賞
綬
も
大
に
向
上
し
國
力
の
進
展

に
脊
す
る
所
勘
く
な
い
。
本
・
年
は
恰

も
創
設
第
八
周
年
に
該
賞
す
る
を
以

つ
て
、
こ
れ
を
記
念
す
べ
く
し
か
も

意
義
あ
ら
し
む
る
た
め
合
同
演
習
を

寅
施
し
禰
々
士
氣
の
振
興
を
期
し
た

の
で
あ
る
。

七
月
十
六
日
彿
聰
を
期
し
各
訓
練
所

は
適
宜
想
定
の
も
と
に
警
急
集
合
の

目
的
を
以
つ
て
午
前
四
時
一
二
十
分
西

練
兵
場
所
定
の
位
置
に
集
合
し
た
其

の
綿
人
員
職
員
以
下
千
八
百
五
十
餘

名
で
先
づ
各
集
圃
長
の
指
揮
に
よ
り

て
六
箇
集
圏
に
編
成
を
終
了
。
（
此
の

日
来
賓
と
し
て
縣
よ
り
學
務
部
長
、

軍
部
よ
り
部
附
少
豚
外
聯
隊
罷
司
.
,

令
官
以
下
の
職
員
、
市
側
ま
り
松
坂

市
會
議
長
外
市
會
議
員
の
臨
揚
を
見

た
次
い
で
総
集
圃
長
志
岐
大
佐
の
指

に
、
一
同
逝
拝
式
を
行

揮
の
も
と

ひ
、
大
井
主
事
の
指
揮
に
君
ヶ
代
を

合
唱
、
田
中
少
尉
の
指
揮
に
よ
っ
て

合
同
證
操
を
賞
施
し
、
更
に
終
つ
て

関
兵
及
び
分
列
式
を
行
っ
た
が
、
問

兵
に
は
各
青
訓
主
事
の
大
部
は
乗
馬

に
て
市
長
に
閲
行
そ
の
朕
意
氣
揚
々

た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
綴
い
て
市
長

の
訓
示
、
末
賓
、
學
務
部
長
部
附
少

府
の
祝
蹄
が
あ
り
、
最
後
に
大
井
主

事
の
指
揮
に
よ
っ
て
青
訓
歌
の
合
唱

,
l
1
1
t
'一

、
,
し
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浪？心
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呉
市
少
年
圃
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賀
茂
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高
原
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キ
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ン
プ
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佛
、
浮
華
の
悪
風
に
感
染
し
身
心
共
に
で
あ
る
と
思
ふ
0

峨
々
た
る
山
に
攀
ぢ
水
を
掬
し
て
の
ど
を
う
る
ほ
ナ
等
最
も
つ
4

そ
の
生
活
朕
態
に
闊
す
る
活
知
識

麻
痺
の
傾
向
を
有
し
て
ゐ
る
紳
の
創
造
登
り
蒼
弯
の
下
に
立
つ
て
大
自
然
の
紳
自
然
的
な
る
兒
童
生
活
の
姿
態
で
は
あ
を
得
た
り
或
ひ
ほ
自
然
並
び
に
人
間
祉

せ

る

大

自

然

の

中

に

慇

び

自

然

と

語

秘

に

ふ

れ

な

が

ら

自

由

な

る

大

氣

を

呼

る

。

會

を

描

き

又

は

種

々

な

る

手

藝

工

作

を

り
、
自
然
と
共
に
歌
ひ
、
紳
の
恩
寵
を
吸
し
、
或
ひ
は
悶
雅
幽
達
な
る
深
山
に
殊
に
朝
露
を
踏
ん
で
家
を
出
で
4

よ
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
工
夫
創
作
の
能
を

第――― 種
感
謝
し
つ

4
労
働
に
い
そ
し
む
る
の
原
入
っ
て
、
山
禽
の
囀
り
に
夏
虫
の
喘
朦
り
、
星
を
戴
く
頃
ま
で
苦
熱
と
戦
ひ
っ
養
ひ
動
植
物
等
を
採
集
し
て
そ
の
擦
本

始
人
の
生
活
が
な
い
、
ル
ゾ
ー
の
「
ヱ
に
自
然
の
妙
を
き
4

水
邊
山
野
に
疾
く
上
営
々
と
し
て
働
く
農
村
に
生
活
さ
せ
の
製
作
を
な
す
等
指
導
奨
勘
す
べ
き
こ

郵

ミ
ー
ル
」
と
ミ
レ
ー
の
「
晩
鐘
」
の
精
草
花
に
驚
異
と
疑
間
の
眼
を
み
は
ら
し
て
、
農
村
の
文
化
に
ひ
た
り
、
農
民
生
と
で
あ
る
°
殊
に
肺
祉
寺
院
に
詣
う
で

便物認
神
ほ
現
代
敬
育
上
電
要
な
る
一
原
理
で
む
る
事
で
は
あ
る
。
―
-
＿
伏
の
暑
熱
を
忘
活
を
理
解
さ
す
事
ほ
思
想
問
題
の
や
か
そ
の
境
内
の
消
淫
作
業
を
な
し
て
、
紳

れ
て
白
日
の
下
で
昆
虫
、
魚
介
を
追
ひ
ま
し
い
刻
下
敬
育
上
璽
要
な
る
問
題
で
佛
を
尊
重
し
、
報
本
反
始
の
精
紳
を
養

ほ
あ
る
。

可．
、
故
に
夏
季
施
設
ほ
能
ふ
限
り
山
村
海
植
物
を
採
集
す
る
事
に
我
を
忘
れ
飢
ふ
あ
る
°
之
ほ
餘
り
に
理
想
論
的
で
細
密
ふ
等
ほ
璽
要
な
こ
と
で
あ
る
。

邊
に
於
い
て
、
兒
童
の
自
然
性
に
立
脚
れ
ば
木
の
賓
、
草
の
果
を
取
っ
て
食
し
な
る
数
育
的
計
劃
と
多
額
の
純
毀
を
要
今
叙
上
の
幽
を
要
約
す
れ
ば
・

し
て
原
始
的
生
活
に
復
蹄
せ
し
め
る
事
渇
す
れ
ば
涸
緩
と
し
て
流
れ
る
谷
川
の
す
る
為
め
に
賓
行
上
種
々
の
支
障
も
あ

0
夏
季
と
い
ふ
季
節
的
特
質
を
考
慮

す
る
こ
と

Ill 1111111111 I＝＝＝-＝＝
1111111111
＝＝＝＝＝-=＝＝＝＝＝
m-＝＝=＝＝＝=＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝
1111111111
＝＝＝

Ill II 
1111111111111111
＝＝=-ー

IIII
IIIIIIIIIIIIIIIIHIJ-11
＝＝1111111
ら
う
°
然
し
我
々
ほ
夏
季
施
設
に
於
い

〇
兒
窟
の
自
然
的
生
活
を
軍
視
し
自

て
ほ
能
ふ
限
り
、
そ
の
精
紳
に
立
脚
し

か
さ
る
兒
童
生
活
を
指
導
し
な
け
れ
ば
装
的
、
個
性
的
と
し
て
生
活
卯
敬

納

涼

街

の

農

園

育
の
原
理
に
合
す
る
こ
と

憤
き
る
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
十
三
日
ま
で
八
丁
堀
翫
屋
百
貨
店
に
於
い
て
廣
島
な
ら
な
い
。

〇
身
競
特
質
に
應
じ
て
迦
切
な
る
施

市
農
會
が
開
催
せ
る
納
涼
、
街
の
農
園
で
は
地
窟
愛
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
本
市
特
次
ぎ
に
考
ふ
べ
き
事
ほ
兒
窒
を
し
て

設
を
な
す
べ
き
こ
と

有
園
藝
品
の
宜
偲
郷
土
の
自
然
に
親
し
ま
し
め
る
こ
と
で

0
大
自
然
に
親
し
ま
し
め
、
そ
の
恩

廉
賣
を
行
ひ
且
つ
傍
あ
る
°
都
市
兒
章
ほ
郷
土
の
自
然
即
ち

山
野
河
海
か
ら
や
4

も
す
れ
ば
隔
離
さ

ら
試
食
場
を
も
併
置

澤
に
浴
せ
し
め
、
活
祉
會
上
の
事

賓
を
睦
験
せ
し
む
る
こ
と

れ
や
う
と
し
て
ゐ
る
。
随
つ
て
彼
等
に

し
て
、
新
鮮
で
風
味

0
郷
土
生
活
に
浸
洞
せ
し
め
、
郷
土

タ
ッ
プ
リ
の
属
味
を
は
郷
土
へ
の
よ
き
思
出
と
な
る
べ
き
種

研
究
へ
の
機
縁
を
典
ふ
る
こ
と

味
あ
ほ
し
て
居
る
が
が
な
く
、
瑯
土
へ
の
思
慕
憧
憬
、
郷
土

0
作
為
を
霊
視
し
趣
味
を
助
長
し
工

更
に
、
こ
れ
等
の
も
精
紳
が
漸
次
失
ほ
れ
つ
4

あ
る
の
で
あ

夫
創
作
の
能
を
養
ふ
こ
と

る
。
せ
め
て
夏
休
み
な
り
と
郷
士
の
風

の
ほ
八
月
三
日
か
ら

中
元
贈
答
用
品
と

尚
ほ
賓
施
上
の
考
慮
す
べ
き
幽
を
學
げ

物
に
接
し
郷
土
の
生
活
に
ひ
た
ら
し
め

て
郷
土
研
究
へ
の
契
機
を
輿
へ
郷
土
精

し
て
大
々
的
廉
賣
を

計

劃

せ

ら

れ

て

ゐ

る

る

と

0
開
設
の
場
所
を
厳
選
し
、
合
自
然

紳
の
涵
養
に
資
す
べ
き
で
あ
る
。

更
に
考
ふ
べ
き
こ
と
ほ
作
為
を
霊
視

恐
ら
＜
人
氣
を
博
す

の
原
理
に
適
ふ
こ
と

る
と
共
に
此
の
催
し

〇
衛
生
訓
練
に
留
意
し
、
殊
に
看
綾

し
勤
努
愛
好
の
精
紳
を
養
ふ
事
で
あ

上
遣
憾
な
き
を
期
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
本
市
特
窟
る
、
家
庭
の
一
員
と
し
て
家
業
の
手
他

0
設
備
を
充
賓
し
、
暑
熱
の
影
響
を

物
が
一
般
消
費
者
に
を
な
す
こ
，
と
ほ
最
も
菌
ま
し
い
、
或
ひ

徹
底
す
る
こ
と
で
あ
ほ
商
店
、
會
祉
等
に
入
り
活
龍
會
の
活

ら

う

。

事

賓

を

観

て

そ

の

間

に

虞

す

る

の

正

し

考

慮

す

る

こ

と

'

a

"

き
道
を
指
導
す
る
な
ら
ば
そ
れ
も
よ
か

0
網
清
的
方
面
を
考
へ
る
こ
と

ら
う
0

本
校
が
従
来
賓
施
し
つ
4

来
っ
た
夏
季

或
ほ
又
草
花
、
盆
栽
を
栽
培
し
家
禽
施
設
も
か
4

る
見
解
に
よ
る
も
の
で
あ

家

畜

を

飼

養

し

て

、

日

夕

之

に

親

し

み

る

。

、

’•• 

（
富
腱
ほ
街
の
農
園

の
一
隅
よ
り
メ
ロ

ぶ
ン
盆
栽
即
賣
場
を

．
ふ
見
る
）
：
．
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＇
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霧

日十月八年八和昭

左
記
物
件
拾
得
ノ
旨
屈
出
有
之
候
二
付

心
常
リ
ノ
・
モ
ノ
ハ
常
所
祉
會
課
二
届
出

・
ー
ラ
ル
、
ヘ
シ
．

i

t
1

―-
I
-＿
•
畠
•
―
―

じ
1
1
1
1
1

＂ 

一
、
松
角
材

参
本

左
記
物
件
拾
得
ノ
旨
屈
出
有
之
候
二
付

言
器
リ
ノ
モ
ノ
ハ
営
所
社
會
課
二
屈
出

ラ
ル
ヘ
ジ

昭
和
八
年
七
月
二
十
八
日

廣

島

市

役

所

じ―llll" 

一
、
北
海
松
丸
太

壷
本
（
二
間
物
）

報
`---.....i999l••- 99 ● 9■• 

・・ラ心左

、昭ル常記

和・ヘリ物
八ジ，，件
年モ拾
七，，咀
月

伝
ハ，，

殷二常旨
島十所屈

市胃賛闊

ご〗t

市

「
四
十
日
の
長
い
夏
季
休
暇
を
兒
童

を
し
て
如
何
に
生
活
せ
し
む
べ
き
か
」

ほ
敬
育
上
の
大
問
題
で
あ
る
。
こ
4

に

近
時
敬
育
界
に
夏
季
施
設
が
論
談
さ
れ

或
ひ
ほ
繁
雑
な
る
各
種
の
施
設
が
賀
施

さ
れ
る
所
以
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

然
し
我
々
ほ
果
し
て
「
内
な
る
も
の
」

の
欲
求
と
し
て
、
箕
に
数
育
的
債
値
を

認
め
て
や
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
我
々
ほ

今
そ
の
施
設
を
敬
育
の
本
義
に
立
脚
し

て
深
く
省
察
し
如
何
な
る
夏
季
施
設
を

な
す
べ
き
か
、
叉
本
校
に
於
い
て
ほ
如

何
な
る
施
設
を
賞
施
し
つ
4

あ
る
か
を

述
べ
て
見
度
い
と
思
ふ
。

先
づ
夏
季
に
於
け
る
各
種
の
施
設
ほ

夏
季
休
暇
の
数
育
的
本
義
に
立
脚
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
徒
ら
に
兒
章
の
業
し

か
る
べ
き
夏
休
み
を
奪
つ
て
平
素
に
於

け
る
學
校
生
活
の
延
長
の
そ
れ
の
如
き

も
の
を
繰
返
し
兒
章
の
負
捩
を
壻
大
兒

窟
の
自
然
な
る
生
活
を
省
み
ざ
る
が
如

き
ほ
大
い
に
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

、0
し

夏
休
み
ほ
學
校
の
規
則
的
な
る
課
業

を
休
む
事
に
意
義
が
あ
る
、
而
し
て
素

採
の
ま
A

の
兒
童
と
し
て
大
自
然
活
祉

會
と
い
ふ
敬
育
道
場
に
自
由
に
自
然
に

生
活
せ
し
め
以
つ
て
其
の
身
心
の
要
達

進
展
を
闘
ら
ん
と
す
る
も
の
で
ほ
あ
る

ま
い
か
、
随
つ
て
我
々
の
企
闘
す
る
夏

季
施
設
ほ
、
兒
章
の
か
4
る
自
装
的
な

る
生
活
を
よ
り
数
育
的
な
る
生
活
を
よ

り
敬
育
的
に
指
導
せ
ん
と
す
る
も
の
で

あ
る
、
「
あ
る
が
ま

4

の
彼
等
の
生

活
」
を
し
て
「
常
に
あ
ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ

生
活
」
た
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
、

「
生
活
卯
教
育
」
と
い
ふ
原
理
に
立
た

ね
ば
な
ら
な
い
、
故
に
兒
章
生
活
を
基

n口
号
訂

一
、
小
船
壷
艘

（
新
造
船
）

袋

島

避
失
物
公
告

左
記
物
件
拾
得
ノ
旨
届
出
有
之
候
二
付

心
営
リ
ノ
モ
ゾ
ハ
営
所
社
會
課
二
屈
出

ラ
ル
ヘ
ジ

一昭
和
八
年
七
月
二
十
五
日

廣

島

市

役

所

町

小

學

校

夏
季
施
設
に
就

廣 ・可認物使郵種三第
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て

左
記
物
件
拾
得
と
百
屈
出
有
之
候
―
ー
付

心
常
リ
ノ
モ
ノ
ハ
常
所
祉
會
課
二
屈
出

ラ
ル
ヘ
シ
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公
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島十申都七
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日出．え月・‘
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市
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一
、
礁
船
壼
隻

（
長
サ
i

]

間
半
）

左
記
物
件
拾
得
ノ
旨
屈
出
有
之
候
二
付

心
営
リ
ノ
モ
ノ
ハ
常
所
祉
會
課
二
屈
出

ラ
ル
ヘ
ジ

昭
和
八
年
七
月

1

一
十
日

廣

島

市

役

所

. 
＼、

且1-1-n 

桧
丸
太
壷
本

（
長
サ
四
米
）

一
，
昭
和
八
年
七
月
二
十
六
日

,
 
．

．

 

殿

島

市

役

所

一
、
艘

壷
本

記

昭
和
八
年
七
月
1

]

十
一
日

脚

島

市

役

所

ヽさ．
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犠
牲
者
の
銅
像
を
建
設
し
て
そ
の
犠

牲
的
精
稗
の
感
化
を
う
く
る
こ
と
は

充
分
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
更
に

小
さ
な
彼
等
の
自
力
に
て

1

つ
の
ま

と
ま
り
た
る
も
の
を
造
り
上
げ
そ
の

ま
と
ま
り
た
る
も
の
を
つ
｀
ヽ
る
喜
び

と
債
値
を
知
る
こ
と
は
数
育
上
一
層

意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

廣
島
武
徳
會
水
涼
請
習
會

廣
島
武
徳
會
支
部
で
は
本
年
か
ら
毎

夏
合
員
の
鯰
め
に
水
泳
講
習
會
を
催

す
こ
と
に
決
定
し
た
が
本
年
は
差
し

賞
り
八
月

1

日
か
ら
二
十
五
日
迄
毎

日
午
後
一
時
よ
リ
―

-
1

時
迄
基
町
櫓
下

に
於
い
て
畢
行
、
本
年
に
限
リ
武
徳

會
員
外
の
受
講
を
許
す
と
の
由
で

あ
る
。

英
國
東
洋
艦
隊
今
秋
陸
緩

と
宋
訪
少

九
月
中
旬
頃
を
期
し
て
英
國
東
洋
艦

隊
（
軍
艦
、
潜
水
艦
併
せ
て
十
二
隻
）

は
陸
綬
末
朝
、
我
が
宮
島
を
始
め
、

鹿
兒
島
、
長
椅
、
別
府
、
紳
戸
＼
横

濱
な
ど
に
寄
港
、
各
地
を
遊
競
す
る

由
で
あ
る
が
尚
ほ
各
艦
来
朝
豫
定
期

日
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

カ
ド
ラ
ッ
ク
競
（
宮
島
、
紳
戸
寄
諧

九
月
十
日
か
ら
二
十
＝
―
-
日
迄
）
＇
イ
ー

ゲ
ル
猿
（
鹿
兒
島
、
紳
戸
、
宮
島
、

別
府
寄
港
九
月
三
十

H
か
ら
十
月
―
―
―

+
-
＝
日
迄
）
ケ
ン
ト
競
、
フ
ォ
ル
マ
．

ウ
ス
糠
（
鹿
兒
島
、
別
府
、
宮
島
、

紳
戸
、
横
濱
寄
港
九
月
二
十
六
日
か

ら
十
一
月
二
日
迄
）
メ
ド
ウ
ェ
イ
競

外
潜
水
艦
七
隻
（
宮
島
、
紳
戸
、
横

演
、
別
府
寄
港
九
月
二
十
八
日
か
ら

十
一
月
三
日
迄
）
カ
ン
バ
ラ
ン
ド
臨

（
長
崎
、
別
府
、
横
濱
、
紳
戸
、
宮
島
寄

港
十
月
四
日
か
ら
十
一
月
十
・
日
迄
）

"
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可
憐
な
る
兒
童
逹
の
手
に

l
-
l

勇
士
の
銅
像
建
立

佐
伯
郡
河
内
小
學
校
四
年
以
上
の
男

女
生
徒
は
毎
夜
纏
絢
を
や
り
共
の
販

賣
の
所
得
に
て
同
校
庭
に
肉
弾
一
＝
勇

士
の
銅
像
を
建
設
す
る
と
の
由
で
あ

る
。
・

胴
家
非
営
時
に
賞
つ
て
國
家
の
最
犬

焦日文 少 始 的 活 い の徒び為らし相 な六ヘ--,
燒齢明で的施で事オ
と載にあ自設あほ

、結ら之のな‘に兒いg嘉猫ば究にしてす査 力合必活を でほき慮調

ぎ果に等施い
何 せ 於 て 生 る し 殊 と し 然 を 根 夏 あ 夏 ‘ し と

なとよる然のる都しーに彼の設゜
そ．着章°大特も

の眼期餓殊—
杓でねい空活かてになて的指幹季る季合てし

りし り ‘ の 車 ‘ 市 ー な 等 訥 に 殊 行 し の 陥をナ
もばて氣せ臨鍛兒る特に導と施

や て強近大羅彼兒般らのを於に事て身 あxmも ご 厄 昌 胃 と 胃 讐 甕 ° 殊 兒 誘 し 設
°施目兒夏

L 紳烈代恩ほ等童的ぬ身十い身を‘心
板＝．

設然章季
るす甘い． 性童披そが の の 各 と

も鰹 な科澤受はのにと心分て臆考開の 事‘で なせなる於主身 をのすの力、 最生自い
すしまる學をけ平平考もを考ほ虚慮設特 をこも→いしるかいと陵 顕個る自く も活のふ
れ過刺人蒙て Pら

ば敏戟のるゐ各 i:.
品素へ限疲慮季弱しの質 知 Lやど°む田将てす的 現性も稜の 根を身季

虚とを
ねら努し節なな場‘ らrるこ--,ベ園叉水る特 装にの的如 本な心節

-—でよき或静泳か質
偽な受<

つこる種於ばなせな的るけ所ナ ね近抽もいかひ寂等休を 織應ななく 的さの的
とがのけないしけ特兒れを埴 ば時象やと等ほ幽を養十 「しらる兒 なし特特

‘ りけつほ‘文るら°むれ徽窟ば厳の な の 的 る 云 を 林 逮 課 を 分 嘉悶望翡璽 る む 質 徽
輛‘終た催原化生な るば及のな選個 ら数概←へ研間にし要調 努にほ生活 原るにを

理事基考
9● ■•••一;,,--••---•---1--919直

も直り迄茶上のもが月開をた員る
大な‘のの梯家そ市
喜渠市航無め族の＇

＋設開め及が

び園吏路料て
商二期設似び今

のまの日間
でを員延奉よ

し島家回
外上水迄は

あ得は長仕ろ浴借泳の七
た長族同
°濱の會

るた此船定し客り場短月
°この賃期くな受の期二

の 慰 夏
海安の

と暑の連且くけあ間十 岸と事
と熱五絡つ子たとに九 に健業
てに割紐飴女のに過日 海康と
い水引の湯のでテぎか
づの等長‘風吏ンなら

＇水培し

れ安あ濱お敬貝 l、い・八
浴進て
場の膨、

ー’̀ 9. ．． ＇白＇

い
よ
い
よ
賀
茂
郡
女
教
貝

も
制
服
制
定

さ
き
に
哭
市
女
数
員
は
服
装
を
統
一
｛

制
定
し
た
が
賀
茂
郡
女
数
員
犬
會
に
＂

て
多
年
懸
案
で
あ
っ
た
小
學
校
数
員
＂

服
装
制
定
の
件
を
滴
場

1

致
可
決
、

若
千
年
月
間
現
朕
維
持
の
裁
縫
数
員

を
除
き
他
は
悉
く
九
月
一
日
よ
り
い

ょ
／
＼
制
定
服
齋
用
に
決
定
し
た
。

保

育

研

究

會

廣
島
兒
平
嬰
愛
眠
會
で
は
八
月
十
九

H

午
後
一
時
か
ら
南
竹
屋
町
乳
兒
保
育

部
で
保
育
研
究
會
を
開
く
が
其
の
研
[

究
題
目
は
相
互
持
よ
り
と
の
由
で
あ

る。

二
三
二

＼
｀
 

9~:, -’”＂こう知ゞ←又・ •.，；如＝ご三口二；こーー＇9-三こ、｀ •1 」 ．`t, • 三一三』



可認物便郵種三第

l ・， ~込‘, 

林
間
組
の
生
徒
ほ
海
濱
粗
の
生
徒
よ

り
も
隆
質
が
弱
い
の
で
水
浴
ほ
勿
論
海

面
か
ら
反
射
す
る
強
烈
な
紫
外
線
も
迪

け
し
め
只
江
波
公
園
の
樹
下
で
海
風
に

堂
つ
て
其
の
健
康
を
壻
進
せ
し
め
る
の

み
で
あ
る
、
保
樹
繁
茂
せ
る
海
岸
、
緑

．．
 ~・ヽi

.

、

，．
 rt4 

廣
島
市
高
等
女
學
校
長

今

堀

市
女
の
夏
期
の
學
校
教
育
:

往風島のあ蔽
来を々間る滴

‘ヽム心戸ふA公羹吋芦圧汲幽9..  、99・ ：． ， 
， す立のに健り
るて山辞康舘

や坐 五が休施育を登迄けす生が戦了 とを談境れは上蓬洩の日此たとえ地の
らや時‘暇設を健校休八る活‘員す水笙信十話にし彼よする心々の其塾1て‘ 如
ぜ謁半良かは施康せ暇月のを暑ほる・＂ k-す分すあめ等りる日をの風のし江安き
た話迄訊ら大すにし中ーでな中暑とが‘る攀るつてをの生光稔静光海て田藝内
の又に常始正の導め毎日家 す 休 中 全 七 黎 ° げ 所 て 居 包 恵 徒 がか・養の上全‘の海
で ほ登時め十でか‘朝よ庭も暇ィ木校月明 得に遊るんみを三 に ほ 槃 に く 能 小 が
黎自校ほた一あん生二りのの中暇生廿學 ら 保 戯 ‘ で を 照々し確園僕紺美富一
明習せ毎の年ると徒時三了往鉦 徒七校 る綾しか炎垂射五 ‘ か に 帆 宵 ｀ ‘ 士 眸

，學復し朝での‘すの間十解々磁を並日 L の讀 L暑れし々樹に於片色宮はの
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量

＝

＝

国

逸

環

ー

一

環

虜

．

1

立
国
[
[
噂
1

使
用
を
許
可
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
道
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
コ
ン
ベ

貫

ま

す

即

ち

之

を

「

禍

豫

期

間

」

と

稲

し

ま

ャ

ー

叉

ハ

以

上

ノ

物

ノ

部

分

品

ノ

ー

重

◎

◎

◎

す
、
言
葉
を
換
へ
れ
ば
此
の
期
間
内
に
製
造
業

國
民
が
メ
ー
ト
ル
法
の
使
用
に
慣
れ
叉
ホ
、
航
空
機
叉
ハ
其
ノ
部
分
品
ノ
製

懃
薔
度
量
衡
器
の
交
換
及
び
商
品
、
文
造
業

へ
、
理
化
學
器
具
、
習
療
器
具
、
時

書
（
簿
冊
等
に
記
載
せ
ら
れ
た
度
量
衡

計
、
度
抵
衡
器
其
ノ
他
ノ
計
測
器

の
表
示
の
改
訂
等
を
行
ふ
準
備
期
間
で

、
計
算
尺
、
計
算
機
、
眼
鍛
、
顕

あ
り
ま
す
、
此
の
獅
豫
期
間
は
施
行
令

徽
鏡
其
ノ
他
ノ
光
底
用
器
械
、
通

附
則
第
二
條
の
規
定
に
依
つ
て

（

施

行

令

附

則

第

七

表

）

信

器

械

蓄

晋

器

、

洋

槃

器

、

電

4-、
公

務

所

ノ

事

務

叉

ハ

事

業

球

、

電

池

其

ノ

他

ノ

電

氣

器

具

、

二

、

電

氣

事

業

機

械

用

匁

具

、

瓦

斯

器

具

、

水

道

三

、

瓦

斯

事

業

器

具

、

放

熱

器

其

ノ

他

ノ

暖

房

用

四

、

氷

道

事

業

．

具

、

金

庫

、

銃

砲

、

弾

丸

叉

ハ

以

五

、

原

動

機

ヲ

用

フ

ル

運

輸

事

業

上

ノ

物

ノ

部

分

品

ノ

製

造

業

・

脊
璽
業
法
ノ
適
用
ヲ
受
ク
ル
事
業
．
卜
、
金
鰐
塊
、
條
、
帯
、
竿
、
軌

七
、
緊
業
、
厳
科
賢
業
、
獣
際
業
又
ハ
＇
條
線
、
板
、
筒
．
、
管
其
ノ
他

l

・

・

素

材

叉

ハ

金

濁

ノ

建

築

用

材

若

ハ

ぃ
調
痛
業
．

八
、
左
二
瑯
~
ク
ル
工
業
但
ジ
原
動
機
ヲ
ぐ
：
．
鐵
道
軌
道
用
材
ノ
製
造
業

一ぃ
，
用
ヒ
サ
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
：
ヂ
、
絶
縁
電
線
、
電
糖
線
索
ヘ
ロ
鎧
鎖

●,
t
機
械
又
な
う
部
分
品
ノ
製
造
，
‘
螺
旋
釘
ヽ
ナ
ッ
ト
、
・
リ
ベ
ッ
文
~

•— 

-

|

5
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』

二
三
七

洋
釘
又
ハ
撥
條
l

製

造

業

ナ

、

リ

l

リ
ュ
ー
ム
ノ
製
造
莱

リ
、
硝
子
板
叉
ハ
硝
子
織
l
製
造
業
ラ
、
染
料
又
ハ
顔
料
ノ
製
造
業

ヌ
、
セ
メ
ン
ト
、
煉
瓦
又
ハ
骸
炭
ノ
ム
、
ペ
イ
ン
ト
叉
ハ
ヴ
ア
ニ
ジ
ュ
ー

製

遣

業

．

製

造

業

ル

、

紙

又

ハ

紙

料

ノ

製

造

業

ゥ

、

人

造

肥

料

製

造

業

、

ヲ

、

製

革

業

ヰ

、

褒

酒

、

葡

萄

酒

又

ハ

酒

精

ノ

醸

ヮ

、

火

薬

類

製

造

業

造

業

＇

ノ
、
製
糖
業
．

カ
、
鎖
物
袖
、
芳
香
油
、
脂
肪
油
若

・
ハ
鐵
ノ
製
造
業
叉
ハ
脂
肪
ク
分
解
ォ
、
製
粉
業
．

ク
、
氷
又
ハ
滞
涼
飲
料
ノ
製
造
業

工

業

．

ョ
、
臀
薬
品
、
工
業
薬
品
又
ハ
黙
縮
ャ
、
罐
詰
業
又
ハ
繰
詰
業

マ
、
酪
製
品
製
造
業

瓦

斯

ノ

製

造

業

會

ヶ
、
調
帯
製
造
業

き
ホ
ナ
イ
ト
製
―

タ
、
謹
誤
製
品
叉
ハ

ズ
、
刷
子
製
造
業

、
品
ノ
製
造
業

レ
、
セ
ル
ロ
イ
ド
製
造
業
＇
コ
、
電
燻
製
品
製
造
業

ゾ

、

人

造

絹

絲

製

造

業

ェ

、

金

厩

藷

錬

業

叉

化

粧

料

品

製

造

業

以

上

の

事

務

又

ほ

事

業

を

行

ふ

者

相

互

，
ネ
、
、
石
敲
叉
が
磯
燭
ノ
製
造
業
＇
間
に
度
量
衡
を
使
用
す
る
場
合
は
法
律

＇ 
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自
動
車
逍
は
一
般
通
行
の
用
に
供
す

る
逍
路
ゃ
鐵
逍
軌
逍
な
ど
と
平
面
交

叉
を
成
す
こ
と
を
得
ず
と
な
っ
て
ゐ
，

る
、
其
の
他
坂
路
や
屈
曲
部
や
断
崖

等
の
交
通
上
の
危
険
の
惧
れ
あ
る
箇

所
に
は
警
戒
線
、
防
護
柵
、
信
琥
照

の
他
適
賞
の
設
備
を
し
な
け
れ

明
其

ば
な
ら
な
い
。

此
の
規
定
が
寅
施
さ
れ
た
聰
に
は

廣
島
の
や
う
な
不
完
全
な
逍
路
で
は

始
ん
ど
自
動
車
の
通
行
す
る
逍
路
は

な
い
と
云
つ
て
も
よ
い
位
で
あ
る
か

ら
雅
来
は
市
賞
局
も
市
民
も
一
大
奮

疲
心
を
起
し
て
勇
敢
に
此
の
逍
路
の

完
成
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
ふ
の
で
あ
る
、
現
在
の
や
う
に

自
動
車
も
自
聰
車
も
人
も
馬
も
車
も

ゴ
チ
ャ
l
＼
に
通
行
し
て
居
て
は
如

何
に
交
通
取
締
り
を
厳
重
に
し
て
も

事
故
防
止
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で

あ
る
か
ら
設
備
を
完
全
に
す
る
と
云

ふ
こ
と
は
目
下
の
急
務
中
の
急
務
で

あ
る
、
然
る
た
藉
来
の
胴
習
に
と
ら

は
れ
自
己
の
利
盆
の
み
を
念
頭
に
置

い
て
打
募
的
な
仕
事
の
み
に
没
頭
し

て
居
て
は
交
通
盤
理
の
如
き
敢
も
逍

徳
心
を
必
要
と
す
る
事
は
百
年
河
滸

を
侯
つ
に
等
し
い
と
云
は
ね
ば
な
ら

な
い
。

併
し
な
が
ら
敢
近
都
市
計
驚
事
莱

中
の
街
路
は
瘤
々
と
進
捗
し
つ
．
ヽ
ぁ
―

る
¥
に
失
業
救
済
應
急
事
業
と
し
て
一
・

の
逍
路
の
披
築
や
改
築
ゃ
鋪
装
工
事

は
市
内
の
隅
々
に
到
る
迄
完
成
を
急

ぎ
つ

L
あ
る
は
容
易
の
業
に
非
ら
ざ

る
も
の
を
斯
く
迄
成
功
に
導
き
っ

A

あ
る
は
賞
局
者
の
餌
剣
な
る
努
力
と

市
民
の
充
分
な
る
理
解
の
上
に
立
て

る
絶
大
な
る
後
援
の
結
果
で
あ
っ
て

誠
に
喜
ば
ざ
る
を
得
な
、
い
の
で
あ

る
。
＇
｀
~
．
．
さ

丙•9．ご；•ごご．：：9.',·，つ97-—マ—て・ 9 J’ 、・．翠・□丈―．、も，．，＇s 今9..
、,.·.、>.'·•:, ・..'ゞ

••• 9,  

I ， 

’̀'--~• 

奪：

（ょヽヽ
1‘’¥’?9 ”̀l 

慮

゜

日千•*•月｀八年八和昭 報

・"".-: •.. 

市 島．
 

．．
 ．
 

Jム

腸
「
チ
ブ

ス
」

の
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廣

島

市

立

獅

生

試

瞼

所

技

師

遠

山

寝
冷
え
は
す
る
、
睦
眠
は
不
足
、
斯
う

占．

囀
＊
必
序
、
苓
＂

夏
に
な
り
ま
す
と
「
チ
プ
ス
」
と
か
し
た
様
な
具
合
で
心
身
共
に
疲
努
し
て

「
赤
躙
」
と
か
「
疫
痢
」
と
去
っ
た
様
来
ま
す
。

な
所
謂
消
化
器
侮
染
病
が
大
愛
多
く
な
此
の
虚
に
乖
じ
て
不
幸
徽
菌
の
見
舞

を
受
け
ん
か
疲
病
は
疑
の
餘
地
も
な
い

り
ま
す
。

,
；
之
ほ
如
何
な
る
繹
か
と
云
ひ
ま
す
と
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
夏
に
ほ
自
然
病

此
の
季
節
に
ほ
、
氣
温
、
淵
度
が
高
く
氣
の
多
い
繹
で
あ
り
ま
す
。

な
り
ま
す
の
で
骸
温
の
放
散
が
充
分
で
脆
「
チ
ブ
ス
」
の
偉
染
狸
路

な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
、
即
ち
鬱
熱
の
然
ら
ば
徽
菌
殊
に
前
述
の
消
化
器
俸

現
象
が
起
き
て
之
が
原
因
と
な
つ
て
種
染
病
の
微
菌
ほ
如
何
云
ふ
所
か
ら
殊
に

.
々
の
内
臓
殊
に
消
化
器
ほ
之
等
の
影
署
「
チ
プ
ス
」
菌
の
側
染
笹
路
ほ
何
虞
か
ら

を
受
け
易
く
装
病
し
易
い
所
で
あ
り
ま
證
内
に
入
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
其
の

.

.

.
,
．
門
戸
ほ
「
口
」
で
あ
り
ま
す
、
口
が
ら
入

I
 

0
,

＇． 

す
又
一
面
夏
ほ
暑
い
為
に
水
を
ガ
ブ
ガ
っ
た
「
チ
プ
ス
」
菌
ほ
腸
に
行
き
腸
の
内

プ
の
む
、
日
永
の
為
め
に
兎
角
間
食
を
壁
を
廟
爛
し
次
い
で
血
液
中
に
這
入
り

な
し
勝
ち
に
な
る
し
、
夜
ほ
亦
暑
苦
し
ま
す
、
此
の
時
に
は
全
身
何
れ
の
部
分

，
＜
懇
苦
し
い
の
で
つ
い
裸
骰
で
寝
る
、
に
も
菌
ほ
居
る
繹
で
あ
り
ま
し
て
、
腸

思
議
を
賞
地
見
學
し
又
時
に
は
赤
穂
に
を
見
學
し
て
大
に
得
る
所
が
あ
っ
た
と
「
チ
プ
ス
」
菌
が
證
外
に
出
る
の
ほ
主
に
度
を
越
す
事
さ
．
へ
あ
り
ま
す
。
ゃ
自
動
自
聰
車
（
＊
し
ト
パ
イ
）
の
運

上
陸
し
て
四
十
七
士
の
仇
討
の
本
場
を
信
ず
る
、
此
の
旅
行
ほ
全
く
生
徒
の
有
「
大
便
」
、
、
「
小
便
」
か
ら
で
あ
り
ま
す
、
5

f

ぃ
併
し
此
の
熱
の
あ
る
割
合
に
脈
拇
ほ
聰
手
や
政
者
等
は
殊
に
細
心
の
注
意

尋
ね
て
彼
等
の
義
氣
に
燃
え
、
或
ほ
大
志
を
以
て
組
織
し
旅
行
に
純
験
あ
る
案
而
し
て
出
て
来
た
菌
が
再
び
他
人
の
口
多
く
は
少
な
い
の
が
（
八

0
か
九

0
位
）
を
彿
ひ
運
聰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

・
三
島
に
上
陸
し
て
湧
敢
な
る
八
幡
船
の
内
者
を
つ
け
て
質
施
す
る
の
で
其
の
効
か
ら
這
入
っ
て
腸
「
チ
プ
ス
」
病
を
起
さ
普
通
で
あ
り
ま
す
、
而
し
て
舌
は
大
ぃ
、
事
故
の
起
る
原
因
は
榔
し
て
之

等
の
者
の
不
注
意
に
よ
り
起
る
も
，
の

本

擦

を

偲

ん

だ

の

で

あ

っ

た

、

本

年

ほ

果

ほ

多

大

で

あ

る

。

す

の

で

あ

り

ま

す

。

．

．

慶

に

あ

れ

て

汚

な

ぐ

な

り

時

に

依

る

と

八
月
八
日
の
夜
宇
品
を
出
帆
し
て
一
路
以
上
大
略
本
校
に
賓
施
せ
る
夏
期
の
今
其
の
偲
染
樫
路
の
大
略
を
申
し
ま
胸
、
．
腹
に
装
疹
が
出
来
る
場
合
も
あ
り
で
あ
る
故
非
常
に
交
通
頻
繁
な
個
所

別

府

に

向

ひ

汽

車

で

阿

盛

に

登

山

し

て

學

校

数

育

の

朕

況

を

説

述

し

た

が

、

健

す

と

次

の

様

に

な

り

ま

す

。

・

ま

す

。

｀

で

は

事

故

は

少

く

て

逍

路

の

幅

員

も

自
然
の
雄
大
と
其
の
不
可
思
議
な
地
殻
の
理
想
か
ら
云
へ
ば
、
夏
期
休
霰
全
腰
一
、
接
獨
側
染
‘
患
者
の
排
泄
物
に
叉
腹
部
は
何
ん
と
な
く
心
持
ち
懸
く
相
賞
に
廣
く
交
通
最
も
割
合
に
少
な

の
本
性
を
究
め
し
め
た
い
と
思
っ
て
居
の
観
念
が
國
民
に
行
き
渡
る
事
に
な
ら
依
つ
て
汚
さ
れ
た
衣
類
、
食
器
等
が
媒
膨
満
感
、
多
く
ほ
便
秘
し
ま
す
が
時
に
い
個
所
に
於
い
て
思
は
ぬ
大
事
故
を

惹
起
す
る
も
の
で
あ
る
、
鐵
逍
の
踏

み
切
り
個
所
等
で
起
る
事
故
は
分
秒

る
、
整
し
此
の
賓
地
見
學
の
如
き
ほ
人
ぬ
と
ま
だ
／
＼
箕
鍼
な
行
事
を
数
育
的
介
と
な
つ
て
感
染
し
ま
す
、
一
家
族
に
ほ
下
痢
を
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

の
注
意
不
注
意
に
依
る
の
で
寅
に
事

生
観
を
を
正
親
す
る
為
め
に
も
一
度
ほ
に
施
設
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
我
等
敷
人
の
患
者
を
出
す
の
ほ
此
の
為
で
あ
叉
水
落
ち
の
右
の
方
を
押
す
と
痛
み

故
の
起
る
事
が
不
思
議
な
位
で
あ

見
學
じ
て
置
か
な
く
て
ほ
な
ら
ぬ
も
の
闊
民
ほ
此
の
非
常
時
に
際
し
一
層
反
省
り
ま
す
0

を
感
ず
る
事
が
あ
り
ま
す

と
信
ず
る
の
で
あ
る
、
但
し
昨
年
ほ
陸
を
深
く
し
て
大
局
よ
り
見
て
一
時
贔
―
二
、
水
に
依
る
偉
染
、
水
中
に
あ
る
以
上
の
様
な
症
朕
が
出
た
ら
放
任
し
る
、
故
に
今
回
内
務
省
で
は
鐵
逍
省

チ
プ
ス
菌
ほ
容
易
に
死
な
な
い
も
の
で
て
お
か
な
い
で
直
ぐ
に
謄
師
の
診
察
を
と
協
議
の
上
自
動
車
事
業
法
な
る
も

路
小
郡
よ
り
秋
吉
の
秋
芳
洞
の
不
思
議
安
を
許
さ
な
い
生
活
に
あ
り
た
い
も
の

あ
り
ま
す
、
為
め
に
其
の
水
を
使
っ
て
受
け
早
く
手
営
を
受
け
る
べ
き
で
手
遁
の
を
制
定
し
て
末
る
九
月
一
日
●
リ

を
探
り
萩
に
出
で
さ
松
瞼
先
生
の
古
跡
と
思
ふ
。
（
以
上
）

洗
濯
を
し
た
り
殊
に
飲
食
物
へ
｛
器
器
等
れ
し
て
ほ
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
事
に
な
施
行
す
る
筈
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

を
洗
ふ
と
其
の
為
め
に
感
染
し
ま
す
°
り
ま
す
0

る
、
北
へ
の
規
定
に
依
．
Q

と
六
大
都
市

三
、
飲
食
物
に
依
る
催
染
、
「
チ
プ
腸
「
チ
プ
ス
」
の
決
定

r

そ
の
他
の
各
都
市
に
於
い
て
最
も
問

ス
」
菌
に
汚
さ
れ
た
生
物
例
へ
ば
塵
菜
、
腸
「
チ
プ
ス
」
は
急
激
な
偲
染
病
で
ほ
題
と
し
て
ゐ
る
自
動
車
運
楡
事
業
免

鮮
魚
類
、
貝
類
、
果
物
等
を
食
し
た
あ
り
ま
す
が
早
期
に
手
裳
を
し
て
充
分
許
と
逍
路
管
理
者
と
の
闊
係
に
つ
い

の
看
誰
を
す
れ
ば
全
治
す
る
病
氣
で
あ
て
は
逍
路
保
全
の
立
場
か
ら
鐵
逍
省

が
自
動
車
運
輸
事
粟
を
免
許
す
る
場

り
、
或
ほ
料
理
の
時
に
汚
れ
た
手
指
を

り
ま
す
、
だ
が
手
営
を
迎
ら
し
た
り
又

合
は
必
ず
逍
路
管
理
者
の
意
見
を
徴

縞
れ
た
り
、
或
ほ
蠅
に
依
つ
て
汚
さ
れ

看
病
に
手
落
ち
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
と

し
た
る
上
内
務
大
臣
と
協
議
の
上
こ

た
食
物
等
は
一
般
に
偲
染
の
好
機
を
作

れ
が
免
許
を
な
す
こ
と
に
決
定
し
自

る

も

の

で

あ

り

ま

す

°

取

り

返

し

の

つ

か

ぬ

事

が

隈

々

起

き

る

動
車
専
用
逍
路
の
構
造
規
格
を
規
定

腸
「
チ
プ
ス
」
初
期
の
容
態
の
で
あ
り
ま
す
。

翠
脳
「
チ
プ
ス
」
の
初
期
の
症
朕
ほ
．
腸
「
チ
プ
ス
」
の
診
断
は
血
液
を
取
っ
し
て
あ
る
の
で
あ
る
、
内
務
省
で
は

此
の
規
定
は
専
ら
危
険
防
止
に
重
貼

如
何
様
か
と
申
し
ま
す
と
、
、
て
貰
つ
て
早
く
に
診
断
を
つ
け
て
貰
ふ

を
置
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
そ
の
自

事
で
す
。

叉
大
便
、
小
便
の
槍
査
も
同
時
に
行

腸
「
チ
プ
こ
菌
が
賤
内
に
這
入
っ
て

璧

病

す

る

迄

の

間

を

潜

伏

期

と

云

ひ

ま

動

車

逍

楠

造

令

に

依

る

と

一

般

自

動

"
.
車
逍
の
有
効
幅
員
は
二
車
線
以
上
と

ふ
事
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

す
、
大
抵
一
週
間
乃
至
三
週
間
位
か
4

し
一
車
線
の
幅
員
は
三
米
突
で
あ
る

り

ま

す

°

腸

「

チ

プ

ス

」

に

決

定

し

た

ら

近

隣

、

何
と
な
く
身
膀
が
だ
る
＜
食
慾
進
ま
友
人
、
親
戚
等
の
見
舞
や
手
偲
ほ
決
し
、
か
ら
六
米
突
以
上
の
幅
員
で
な
け
れ

ず
頭
痛
、
腰
痛
、
輻
い
悪
寒
な
ど
が
て
受
け
ぬ
事
に
し
て
他
へ
の
偲
染
を
防
ば
自
動
車
を
通
行
さ
昔
て
は
な
ら
ぬ

あ
っ
て
丁
度
風
邪
の
様
で
此
の
状
態
が
せ
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
亦
早
急
こ
と
に
な
る
、
又
縦
断
勾
醗
は
二
十

二
、
三
日
か
ら
一
週
間
位
綾
き
ま
す
、
に
隔
離
し
躊
躇
な
く
儲
染
病
院
に
人
院
分
の
一
よ
り
綬
か
に
し
屈
線
の
半
狸

叉
熱
は
「
灰
ン
／
＼
」
と
階
段
朕
に
昇
つ
す
る
事
が
肝
要
亦
法
定
で
も
あ
り
ま
は
一
二
百
米
突
以
上
と
す
る
こ
と
に
な

て
一
週
日
位
に
な
り
ま
す
と
三
十
九
度
す
、
尚
ほ
家
の
内
外
共
に
充
分
に
消
毒
つ
て
ゐ
る
、
、
而
し
て
有
効
路
面
は
適

か
ら
四
十
度
の
間
に
留
つ
て
時
に
四
十
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
（
つ
ゞ
く
）
嘗
な
る
材
料
を
以
つ
て
鋪
装
し
一
般

冠―~~ ！‘9‘ 
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日十月八年／ヽ和昭

並
木
に
は
如
何
な
る
條
件

が
必
要
か
（
四
）

閑
話
休
題
、
然
ら
ば
並
木
に
は
如
何
の
洒
宜
な
鋪
装
材
料
で
蔽
ほ
れ
、
若
し

な
る
種
類
が
適
し
て
ゐ
る
か
、
此
の
問
斯
く
の
如
き
材
料
で
蔽
ほ
れ
な
く
て
廣

題
ほ
相
営
六
ヶ
し
い
問
題
で
あ
る
が
賓
く
地
肌
を
露
出
し
て
ゐ
る
場
合
で
も
人

ほ
我
が
國
の
現
朕
で
は
未
だ
完
全
に
研
車
馬
等
の
往
来
に
由
つ
て
甚
し
く
踏
み

究
し
霊
さ
れ
て
ゐ
る
と
ほ
云
へ
な
い
°
固
め
ら
れ
て
居
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

郎
ち
尚
ほ
研
究
中
に
屍
す
る
問
題
で
あ
だ
か
ら
斯
様
な
場
所
へ
ほ
仮
令
相
常
な

り
現
賞
に
は
過
渡
期
に
あ
る
も
の
と
云
降
雨
が
あ
っ
て
も
僅
か
な
部
分
が
地
中

へ
る
だ
ら
う
、
と
い
ふ
の
ほ
我
國
に
所
に
浸
潤
す
る
だ
け
で
、
他
ほ
皆
傍
へ
逃

謂
新
ら
し
い
並
木
が
廣
が
り
出
し
て
か
げ
て
行
き
（
排
水
設
備
が
完
備
し
て
ゐ

ら
ま
だ
や
っ
と
五
十
年
を
鯉
た
か
網
な
れ
ば
ゐ
る
程
此
の
程
度
ほ
甚
だ
し
い
）

い
か
の
事
で
あ
り
況
ん
や
都
市
計
聾
な
自
然
そ
の
土
地
は
乾
燥
勝
な
も
の
と
な

ど
4

い
ふ
大
事
業
が
起
り
出
し
た
の
ほ
り
易
い
°
叉
路
盤
を
猜
成
す
る
土
質
ほ

東
京
市
の
如
き
で
さ
へ
つ
い
近
年
の
こ
必
し
も
樹
木
に
必
要
な
肥
料
分
を
多
量

と
で
、
到
る
慮
に
出
現
し
た
並
木
も
賓
に
含
有
し
て
ゐ
る
と
は
限
ら
ず
却
つ
て

際
ほ
ま
だ
そ
れ
の
成
功
か
否
か
を
多
方
膜
々
燃
土
だ
っ
た
り
、
石
炭
殻
だ
っ
た

面
に
渡
つ
て
十
分
に
比
較
考
察
す
る
こ
り
、
瓦
礫
だ
っ
た
り
、
川
砂
だ
っ
た
り

と
の
出
来
る
時
期
に
到
逹
し
て
ゐ
な
い
す
る
こ
と
が
珍
ら
し
く
な
い
°
勿
論
新

か
ら
で
あ
る
。
尤
も
個
々
の
並
木
に
就
に
並
木
を
植
付
け
る
際
ほ
そ
の
根
周
に

十
分
肥
料
分
の
あ
る
畑
士
等
を
、
涸
度

に
入
れ
樹
木
に
有
害
な
諸
物
質
ほ
除
去

い
て
の
瞼
討
を
避
け
て
只
並
木
を
植
ゑ

し
は
す
る
が
、
で
も
一
度
定
植
し
た
並

る
箇
所
ほ
如
何
な
る
環
境
に
在
る
か
、

木
の
一
本
々
々
に
野
し
て
ほ
幾
回
も
幾

そ
れ
故
如
何
な
る
蹄
害
に
耐
え
ね
ば
な

回
も
肥
土
の
入
替
へ
や
又
ほ
肥
料
の
供

ら
ぬ
か
と
い
ふ
様
な
消
極
的
な
方
面
を

論
ず
る
の
な
ら
ば
そ
れ
は
必
し
も
困
難

で
は
な
い
、
而
し
て
又
決
し
て
無
意
味
給
を
繰
り
返
す
認
に
は
行
き
か
ね
る
の

な
事
で
も
あ
る
ま
い
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る

0

故
に
並
木
と
し
て
ほ
出
来
る

で
あ
る
。
（
以
下
都
市
内
の
並
木
を
主
眼
だ
け
乾
燥
と
荒
辮
と
に
耐
え
得
る
も
の

と
す
る
0

都
市
外
即
ち
地
方
の
並
木
ほ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
基
と
し
て
容
易
に
想
像
さ
れ
る

(

-

l

)

次
ぎ
に
土
質
以
外
の
環
境
と
の

筈

で

あ

る

）

闊

係

で

ほ

種

々

な

障

害

の

為

め

に

葉

色

（
一
）
先
づ
土
地
と
の
闘
係
で
あ
る
が
の
新
鮮
を
汚
さ
れ
た
り
葉
形
或
は
樹
皮

並
木
の
植
ゑ
ら
れ
る
箇
所
ほ
そ
の
根
株
を
偏
め
ら
れ
た
り
す
る
事
が
あ
る
、
例

の
周
園
の

1

部
分
敷
平
方
尺
を
除
い
て
へ
ば
工
場
等
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
煤
燻

は
大
抵
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
か
コ
ン
ク
リ
ー
と
か
風
や
自
動
車
等
に
よ
っ
て
巻
上
げ

ト
プ
ロ
ッ
ク
か
木
煉
瓦
か
又
ほ
其
の
他
ら
れ
る
塵
埃
と
か
強
烈
な
る
潮
風
の
如
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施
行
後
十
年
間
（
昭
和
九
年
六
月
一
二
十
ヤ
ー
ド
ボ
ン
ド
糸
の
目
盛
又
ほ
表
示
の

日
迄
）
其
の
他
の
場
合
ほ
二
十
年
間
（
昭
あ
る
度
盤
衡
器
ほ
施
行
令
附
則
第
五
條

第
和
十
九
年
六
月
三
十
日
迄
）
従
来
の
度
に
依
つ
て
昭
和
九
年
六
月
三
十
日
限
り

誠
衡
の
使
用
が
許
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
そ
の
製
作
及
び
修
繕
が
禁
止
せ
ら
れ
、

111 
種郵

り
ま
す
°
然
乍
ら
此
の
期
間
が
鰹
過
す
か
く
し
て
漸
次
蓋
器
物
の
陶
汰
が
行
ほ

る
と
「
強
制
賞
施
」
即
ち
法
律
に
依
つ
れ
昭
和
十
四
年
六
月
三
十
日
を
以
つ
て

便物認
て
メ
ー
ト
ル
法
の
専
用
を
強
制
せ
ら
れ
一
切
そ
の
使
用
を
禁
止
せ
ら
れ
る
こ
と

可

違
反
者
ほ
虞
罰
せ
ら
る
4

こ
と
4

な
る
に
な
っ
て
を
り
ま
す
。

の
で
あ
り
ま
す
、
更
に
又
尺
貰
系
及
び
之
を
節
箪
に
書
き
表
は
す
と

ー
大
正
一
三
、
七
、
一
・
・
・
・
法
律
賞
施

(
-
0年
）

七

表

事

業

者

専

用

猶

器

物

の

製

造

、

修

｀
ー
昭
和
九
、
七
、
一
・
…
理
禁
止

ー
昭
和
一
四
、
七
、
一
：
．
窟
器
物
の
使
用
禁
示

（
五
年
）

廣
（
五
年
）
ー
昭
和
一
九
、
七
、
一
・
・
・
・
一
般
専
用

斯
橡
な
順
序
を
以
つ
て
漸
次
メ
ー
ト
ル
―
―
-
、
獅
豫
期
間
前
に
文
書
、
商
品
其
の

島
法
に
統
一
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
他
の
物
件
に
附
せ
ら
れ
た
従
来
の
度

唯
疎
に
之
を
適
用
す
る
こ
と
の
不
可
能
撒
衡
の
表
示

乃
至
ほ
困
難
な
る
一
―
―
―
一
の
場
合
が
あ
り
例
へ
ば
土
地
棗
帳
に
記
載
せ
ら
れ
た

ま
す
の
で
ュ
乙
等
に
就
い
て
ほ
施
行
令
第
反
、
畝
、
歩
、
商
品
に
附
せ
ら
れ
た

市

一
條
ノ
七
及
び
同
附
則
第
四
條
に
依
つ
正
味
饂
表
記
の
貰
、
斤
等
ほ
猶
豫
期

報
て
左
の
如
く
除
外
例
が
設
け
ら
れ
て
を
間
が
純
過
し
て
も
一
々
メ
ー
ト
ル
法

り

ま

す

、

郎

ち

に

依

る

表

示

に

訂

正

を

す

る

必

要

ほ

あ
り
ま
せ
ん
°
然
し
期
間
満
了
後
は

一
、
商
品
輸
出
の
場
合

輸
出
の
目
的
を
以
つ
て
商
品
を
製
造
従
来
の
度
量
衡
の
使
用
を
許
さ
れ
て

又
ほ
販
賣
す
る
場
合
ほ
特
に
メ
ー
ト
を
り
ま
せ
ん
か
ら
之
等
の
表
示
を
宜

昭
ル
法
以
外
の
度
撮
衡
を
用
ふ
る
こ
と
際
に
用
ひ
た
り
又
は
そ
の
商
品
を
販

賣
す
る
場
合
は
メ
ー
ト
ル
法
に
依
る

n
 

手
．
が
出
来
ま
す
。

表
示
に
書
換
へ
る
か
又
ほ
之
を
換
算

二
、
商
品
輸
入
の
場
合

八

し
て
用
ひ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年八
（
イ
＞
輸
入
商
品
を
轍
入
者
が
直
接
消

月

，

費

す

る

場

合

以

上

を

以

つ

て

メ

ー

ト

ル

法

並

び

に

メ

+
（
口
）
輸
人
商
品
を
更
に
輸
出
す
る
目
ー
ト
ル
法
専
用
に
闊
す
る
法
律
一
般
の

日
的
を
以
つ
て
販
賣
す
る
場
合
説
明
を
終
り
ま
す
。
呟
に
結
論
と
し
て

以
上
の
場
合
ほ
何
れ
も
任
意
の
度
量
少
し
く
申
述
べ
た
い
こ
と
ほ
元
来
メ
ー

衡
に
依
つ
て
取
引
が
出
来
ま
す
。
ト
ル
法
の
専
用
に
嘗
つ
て
長
期
の
猶
豫

き
は
何
に
も
葉
色
葉
形
を
害
す
る
も
の

で
あ
り
鋪
装
面
か
ら
の
反
射
光
の
如
き

ほ
樹
皮
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
、
叉
東

西
に
走
る
街
路
の
南
側
に
植
ゑ
付
け
ら

れ
る
も
の
ほ
、
大
き
な
建
築
物
な
ど
が

あ
る
場
所
で
は
十
分
な
日
射
を
得
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
る
、
故
に
並
木
と
し
て

ほ
斯
る
障
害
に
到
し
て
相
営
な
抵
抗
力

を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

(
-
―
-
）
又
樹
木
に
ほ
往
々
種
々
な
病
菌

や
害
虫
が
附
き
そ
の
た
め
折
角
よ
く
茂

っ
た
葉
や
新
芽
を
荒
さ
れ
た
り
或
ひ
は

枝
幹
や
樹
皮
を
侵
さ
れ
た
り
甚
し
い
場

合
ほ
根
を
も
侵
さ
れ
て
死
減
に
導
く
事

が
あ
る
が
並
木
と
し
て
ほ
出
来
る
だ
け

斯
様
な
病
菌
の
害
虫
の
附
き
難
い
も

の
、
叉
不
幸
に
し
て
一
旦
附
い
て
も
謳

除
手
入
の
容
易
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
四
）
又
並
木
ほ
人
々
の
悪
戯
や
暴
風

や
積
雪
や
車
馬
の
徊
突
等
に
由
り
枝
葉

を
折
損
さ
せ
た
り
樹
皮
を
剥
脱
さ
れ
る

事
が
隈
々
あ
る
が
そ
れ
以
外
に
電
信
電

話
電
燈
等
の
架
空
線
や
建
築
物
等
の
闊

係
か
ら
思
ふ
存
分
枝
葉
を
伸
ば
す
事
が

出
来
ず
或
る
程
度
の
大
さ
で
高
さ
、
巾

共
に
幹
枝
を
切
り
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
が
多
い
、
然
も
樹
木
自
身
は
年

々
猶
ほ
そ
の
生
長
を
停
止
す
る
も
の
で

ほ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
此
の
切
詰
め
作

業
は
並
木
が
或
る
大
き
さ
に
逹
し
た
後

は
定
め
ら
れ
た
る
制
限
内
の
寸
法
に
於

い
て
年
々
迦
綾
的
に
行
ふ
必
要
が
あ

る
0

故
に
斯
る
場
所
に
於
け
る
並
木
ほ

盤
姿
上
或
る
程
度
の
切
込
に
囮
え
る
と

同
時
に
相
常
な
朋
芽
力
を
も
持
つ
て
ゐ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

大
證
以
上
が
並
木
樹
種
選
定
上
に
要
す

ニ―
1

一九

1・

る
一
般
的
な
霞
要
條
件
で
あ
る
、
併
し
第
一
、
第
二
雨
高
小
雨
天

此
の
外
に
も
尚
ほ
若
干
の
注
意
を
要
ナ
臆
操
場
今
秋
竣
工
の
豫
定

る
勁
が
あ
る
か
ら
序
に
之
を
附
記
す
る
豫
ね
て
懸
案
と
な
っ
て
居
た
第
一
高

等
小
學
校
及
び
第
二
高
等
小
學
校
雨

こ
と
に
し
や
う
。

（
五
）
樹
自
身
が
植
ゑ
替
に
耐
え
る
も
天
骰
操
揚
建
築
工
事
は
義
に
公
入
札

の
結
果
前
者
は
市
内
船
入
町
田
中
箕

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
何
と
な
れ

造
氏
が
金
壼
萬
五
千
九
百
圃
、
後
者

ば
並
木
ほ
餘
程
特
別
の
場
合
を
除
く
の

は
市
内
廣
瀬
町
沖
直
太
郎
氏
が
金
壼

外
は
一
間
に
も
足
ら
ぬ
様
な
小
さ
な
苗

＂
漑
五
千
五
百
八
拾
闘
で
夫
々
落
札
着

木
を
用
ふ
る
事
は
な
く
、
而
か
も
樹
木

工
し
た
が
其
後
頗
る
順
調
に
進
捗
し

の
性
質
と
し
て
一
般
に
幼
小
な
間
ほ
植

ゑ
替
に
よ
く
耐
え
る
が
大
き
く
な
る
に
来
る
十
月
迄
に
は
無
事
竣
工
の
豫
定

従
び
困
難
と
な
り
勝
ち
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
尚
ほ
其
の
骨
組
は

鐵
骨
木
材
併
用
平
家
建
屋
根
網
代

で

あ

る

。

．

（
六
）
樹
性
が
曲
り
く
ね
り
過
ぎ
る
様
形
ス
レ
ー
ト
蝉

桁
行
二
七
、

0
米

梁
行
一
六
、
一
玉
米

な
も
の
や
根
株
か
ら
ぞ
＜
／
＼
藁
が
生

平
面
積
四
三
七
．
四

0
平
方
米

え
た
り
地
上
か
ら
大
し
て
高
く
な
い
邊

玄
闘
三
五
、

0
平
方
米

か
ら
急
に
多
枝
に
分
餃
し
樹
冠
を
隈
＜

内

外

の

楷

造

は

，

．

，

搬
げ
る
様
な
も
の
も
餘
り
而
白
く
な

外
部
西
洋
下
見
上
部
ラ
ス
張
モ
ル

い
、
放
つ
て
置
け
ば
交
通
の
妨
害
と
な

ク
ー
ル
壁
内
部
鐵
筋
晒
小
屋
ペ
ン

る
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

キ
塗
周
岐
横
板
航
目
上
部
木
摺
漆

（
七
）
餘
り
に
綺
麗
な
花
の
疾
く
も
の

喰
塗
床
フ
ロ
ー
リ
ン
ゲ
張
立
内
部

や
甘
美
な
果
物
の
賓
る
も
の
も
敬
遠
さ

木
部
入
口
室
組
多
部
入
口
室
等
の

れ
る
賓
際
は
斯
の
如
き
種
類
を
こ
そ
到

る
慮
に
植
ゑ
た
い
位
な
の
で
あ
る
が
管

理
上
面
倒
だ
か
ら
で
あ
る
、
尤
も
之
ほ
建
具
鐵
部
等
は
ペ
ン
キ
塗
を
施
し

た
°
耐
震
的
の
も
の
で
向
ほ
此
の

外
便
所
渡
廊
等
四
、
一
三
平
方
米

或
る
時
期
に
逹
す
れ
ば
或
ひ
ほ
貿
現
の

が

附

設

さ

れ

て

ゐ

る

。

：

機
會
が
な
い
と
も
限
ら
ぬ
が
。

（
八
）
右
の
外
、
唆
帯
並
び
に
温
帯
地

方
で
は
常
絲
樹
よ
り
も
落
葉
樹
の
方
が
土
木
委
員
會
開
催

七
月
二
十
五
日
午
前
九
時
土
木
委

涸
常
し
て
ゐ
る
と
云
ほ
れ
る
、
即
ち
前

員
會
開
會
。
比
治
山
小
學
校
校
合
培

者
よ
り
も
後
者
の
方
が
色
彩
の
愛
化
が

築
工
事
設
計
協
議
を
な
し
た
が
、
出
・

多
い
し
四
季
の
う
つ
り
愛
り
を
も
如
賞

に
表
現
し
易
く
季
節
に
應
じ
て
明
暗
を

席
委
員
十
名
で
あ
っ
た
。

七
月
二
十
八
日
午
前
十
時
土
木
委

加
減
し
樹
姿
其
の
他
の
手
入
も
便
利
だ
f

員
會
開
會
。
比
治
山
小
學
校
新
設
敷

か
ら
で
あ
る
、
但
し
此
等
ほ
そ
の
都
市

の
温
度
や
地
勢
に
依
つ
て
必
し
も
固
執

さ
る
べ
き
で
ほ
な
く
そ
の
植
ゑ
付
け
ら
地
整
地
工
事
竣
功
に
付
き
見
取
検

れ
る
環
境
に
依
り
て
他
物
と
の
配
合
装
査
、
己
斐
小
學
校
並
び
に
大
河
小
學

飾
上
の
事
を
も
十
分
考
慮
の
後
決
定
さ
校
諧
堂
建
築
工
事
中
間
検
査
を
な
し

る
べ
き
性
質
の
も
の
が
あ
ら
う
0

た
が
賞
日
出
席
委
員
は
力
名
で
あ
っ

（
以
下
次
琥
）
た
。
．

ヽヽ
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二
三
八

`~ 
........ _1 

ん
。
（
完
）

べ
き
で
あ
り
ま
す
°
我
々
ほ
今
、
目

前
の
一
時
的
不
便
が
や
が
て
将
来
我
々

に
限
り
な
き
便
益
を
齋
す
こ
と
を
は
つ

き
り
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

松
江
市
長
は
来
る
十
九
日
任
期
満
了

と
な
る
の
で
あ
る
が
、
一

1

一
日
午
後
四

時
十
五
分
か
ら
後
任
市
長
選
畢
市
會

開
會
、
そ
の
結
果
｀
現
市
長
石
食
俊

窟
氏
豫
想
の
通
リ
大
多
数
を
以
っ
て

再
任
さ
れ
た
。

9

訟
江
市
長
再
選
，
ヽ

ハ
ワ
イ
少
年
圃
来
廣

移
住
日
本
人
の
子
弟
多
数
を
含
む

米
國
布
畦
少
年
圃
長
w
•
H
•ハ
ッ
ト

ン
氏
以
下
三
十
一

1

一
名
は
、
訪
H
親
善

の
目
的
を
以
つ
て
来
朝
＇
、
各
地
を
訪

問
、
見
學
を
し
て
ゐ
た
が
、
去
る
七

月
二
十
四
日
午
後
一
一
時
八
分
着
列
車

で
末
廣
し
た
°
此
の
日
本
市
聯
合
少

年
間
で
は
、
三
宅
理
事
以
下
園
員
多

数
騨
頭
に
出
迎
（
、
同
廣
場
に
於
い

て
盛
大
な
る
交
歓
を
な
し
た
。
一
行

は
直
に
宿
合
山
口
町
中
國
旅
館
に
入

り
、
少
憩
の
後
大
部
棲
に
於
け
る
縣

海
外
協
會
主
催
の
歓
迎
會
に
臨
ん
だ

市
が
、
一
行
の
指
導
者
中
に
は
砂
糖
生

螂
産
者
等
寅
業
閥
係
者
の
あ
っ
た
闊
係

＾
ti

上
、
晋
田
市
宜
業
方
面
の
人
々
多
数
列

席
し
た
。
尚
ほ
翌
二
十
五
日
は
縣
巖

を訪問
各
新
聞
祉
を
肪
問
後
藉
大
本
替
趾
、

せ
廣
島
城
、
比
治
山
御
便
殿
等
を
見
物

し、
し
て
午
前
十
一
．
時
頌
本
靡
を
訪
問
し

ヮ
た
。
市
長
に
代
つ
て
奥
助
役
は
款
迎

ィ
挨
拶
し
、
遠
来
の
労
を
慰
め
る
銘
め

果
物
一
籠
を
呈
し
た
、
一
行
は
午
後

少年回
一
時
よ
り
雨
を
犯
し
て
相
生
橋
下
元

一
安
川
に
於
い
て
、
本
市
少
年
圃
員
と

．
共
に
水
泳
或
は
ポ
ー
ト
に
半

H
を
興

行

じ
、
次
い
で
午
後
十
時
、
別
府
糠
光

の
総
め
宇
品
出
帆
の
汽
船
で
多
数
見

送
の
巾
を
名
残
を
惜
し
み
つ

A
廣
島

の
地
を
離
れ
た
。
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委
員
定
敷
ほ
百
八
十
一
名
で
一
委
員
の

受
持
世
帯
敷
ほ
二
百
世
帯
乃
至
四
百
世

一
帯
と
な
つ
て
ゐ
る
、
：
・
・
委
員
の
統
制

{
組
織
は
本
市
内
を
十
笠
匿
分
し
各
方
面

漑
に
正
副
常
務
委
員
を
置
き
厖
内
の
委

[
員
の
迦
絡
統
一
に
任
じ
更
に
方
面
委
員

＇
月
例
委
員
會
、
月
番
方
面
委
員
會
、
正

躙
常
務
委
員
會
、
綿
會
並
び
に
全
闊
方

＂
面
委
員
大
會
に
よ
り
て
速
絡
し
、
統
一

ー
機
闘
と
し
て
方
面
委
員
聯
合
會
、
縣
方

面
委
員
聯
盟
、
全
國
方
面
委
員
聯
盟
等

＇
が
あ
ち
。

)
▽
委
員
の
執
務
要
貼
ほ
濫
救
、
濶
救
な

か
ら
し
む
る
に
あ
る
、
濫
救
ほ
依
頼
心

を
醸
成
し
て
惰
民
を
養
成
す
る
、
反
之

漏
救
ほ
不
平
不
満
を
生
じ
為
め
に
平
和

を
餓
す
の
虞
あ
る
も
の
で
あ
る
、
而
し

て
此
の
濫
救
を
防
が
む
と
せ
ば
被
救
謹

者
の
各
家
庭
に
就
き
貿
際
牧
入
と
支
出

を
明
確
に
調
査
し
そ
の
牧
支
不
足
額
を

給
輿
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
裁
に
自
然
國

民
の
生
活
袈
の
最
低
限
度
の
問
題
も
生

ず
る
の
で
あ
る
、
叉
濶
救
を
防
が
ん
と

せ
ぽ
受
持
匝
内
の
賓
情
を
常
に
精
査
す

る
こ
と
で
祉
會
調
査
乃
至
生
活
調
査
が

其
電
な
る
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
救
戦

の
徹
底
を
期
せ
む
と
せ
ば
先
づ
被
救
誤

者
の
心
理
朕
態
を
熟
知
検
討
せ
な
く
て

は
な
ら
ぬ
、
平
穏
無
事
の
生
活
を
綾
け

来
り
し
者
は
勿
論
曾
て
ほ
貧
乏
の
苦
と

闘
ふ
た
こ
と
の
あ
る
も
の
も
現
在
可
な

り
有
輻
に
暮
し
て
ゐ
る
以
上
ほ
現
在

・
・
・
・
今
：
・
'
の
貧
困
者
の
心
理
朕
態
ほ

伸
々
推
察
し
得
る
も
の
で
な
い
、
曾
つ

｝
て
或
る
窮
民
に
施
米
し
た
、
三
四
日
後

方
面
委
員
が
家
庭
訪
問
を
し
て
ゐ
る
と

一
粒
の
米
だ
に
な
い
、
お
酒
に
代
へ
た

も
の
と
想
像
し
て
ゐ
た
腐
、
＇
そ
の
窮
民

醤
日
施
米
を
賣
つ
て
凌
を
買
ひ
そ
れ

一

ー
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可認物便郵種三第

を
粥
に
し
て
食
べ
て
ゐ
た
こ
と
が
あ
に
往
ほ
れ
た
精
肺
救
済
で
な
い
と
徒
ら

る
、
叉
或
る
窮
民
ほ
市
か
ら
毎
月
貰
ふ
に
被
救
臨
者
に
反
抗
と
念
怒
を
買
ふ
に

救
助
金
を
詭
と
稲
し
仕
事
が
あ
っ
て
も
止
ま
り
折
角
の
物
質
救
済
も
全
く
水
泡

腺
が
無
く
な
る
か
ら
と
い
つ
て
働
か
な
に
蹄
し
時
に
或
ひ
ほ
自
暴
自
棄
の
精
紳

い
も
の
も
あ
っ
た
、
叉
或
る
窮
民
は
等
を
誘
疲
せ
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
。

し
く
窮
民
の
家
庭
を
隈
々
訪
間
し
て
施
叉
精
紳
救
済
に
常
つ
て
最
も
留
意
す
べ

ぎ
勘
は
、
「
恩
を
賣
ら
ぬ
」
こ
と
で
あ

し
物
を
憔
り
廻
り
密
か
に
十
敷
園
の
郵

る
、
救
誤
者
其
人
の
「
恩
を
賣
ら
ぬ
」
こ

便
貯
金
を
し
て
居
な
が
ら
尚
ほ
常
に
明

日
の
米
も
無
い
旨
を
訴
へ
て
ゐ
る
：
・
・

そ
れ
か
と
思
へ
ば
渇
す
れ
ど
盗
泉
の
水
と
で
あ
る
と
同
時
に
人
倫
道
義
を
明
に

を
飲
ま
ぬ
式
で
明
日
の
阪
米
に
窮
す
れ
し
卑
近
の
賓
際
を
捉
へ
て
可
成
信
仰
的

ど
も
尚
他
人
よ
り
一
物
も
貰
は
ず
頑
是
に
数
化
誘
薄
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
あ

な
い
幼
兒
ほ
泣
い
て
飢
を
懃
へ
る
：
・
・
る
も
の
と
考
へ
ら
る
4

の
で
あ
る
、
そ

も
の
も
あ
る
、
宵
越
の
金
を
使
は
ぬ
江
し
て
精
誹
救
済
の
本
質
は
現
在
の
境
遇

戸
つ
子
式
も
あ
る
、
母
な
き
吼
兒
に
施
に
甘
ん
ぜ
ず
、
現
在
の
悲
境
に
悲
ま

ず
、
憤
ら
ず
、
諄
々
と
し
て
刻
苦
精
闘

さ
れ
た
牛
乳
を
私
か
に
賣
つ
て
酒
代
に

し
一
日
も
早
く
現
境
を
脱
し
て
生
活
の

す
る
も
の
等
例
を
學
ぐ
れ
ば
限
り
は
な

安
定
を
得
べ
き
活
氣
と
根
氣
を
養
ふ
べ

い
が
、
要
す
る
に
貧
困
者
に
は
特
有
の

性
質
：
：
根
性
を
有
し
て
ゐ
る
：
・
・
此

の
特
有
の
性
質
：
・
根
性
を
根
本
よ
り
き
で
あ
る
。

脱
却
す
る
こ
と
が
窮
民
の
滝
地
よ
り
脱
熟
々
救
誰
法
賓
施
後
に
於
け
る
窮
民

の
心
理
朕
態
を
洞
察
す
る
こ
、
窮
民
ほ

却
し
た
こ
と
で
あ
る
。
．

マ
救
済
に
ほ
精
紳
が
伴
ほ
ね
ば
な
ら
ぬ
救
綾
法
と
稲
す
る
法
律
の
下
に
闊
家
よ

と
ほ
常
に
為
政
者
の
口
は
す
る
と
こ
ろ
り
保
渡
を
受
け
居
る
こ
と
に
氣
付
か

で
今
更
事
新
ら
し
く
言
ふ
を
要
し
な
い
ず
、
十
敷
年
来
近
隣
、
縣
市
よ
り
同
情

が
、
如
何
な
る
方
法
、
如
何
な
る
時
機
的
に
救
清
せ
ら
れ
た
る
に
慣
れ
、
漫
然

に
於
て
精
肺
救
済
を
行
ふ
べ
き
か
ほ
誠
現
在
の
境
遇
よ
り
離
脱
せ
ん
と
焦
慮
し
了
生
活
贄
の
最
低
限
度
が
斯
様
に
定
め

に
難
事
中
の
難
事
で
あ
る
、
と
同
時
に
つ
A

あ
る
、
然
し
な
が
ら
生
活
扶
助
の
ら
れ
て
あ
る
以
上
一
人
暮
し
の
老
人
あ

方
面
委
員
の
使
命
の
大
半
ほ
此
精
紳
救
外
整
療
助
産
、
生
業
扶
助
等
に
あ
り
て
ら
ば
何
人
に
も
必
ず
一
日
金
二
十
錢
を

済
の
方
法
で
あ
る
、
精
帥
救
済
は
個
々
ほ
一
時
救
誰
法
に
依
り
救
済
を
受
く
る
給
す
べ
き
か
と
い
ふ
と
、
是
亦
年
齢
、

の
被
救
陵
者
に
就
い
て
考
ふ
べ
き
で
あ
も
敷
旬
な
ら
ず
し
て
直
ち
に
生
活
を
復
居
住
町
、
環
境
等
に
よ
り
そ
れ
以
守
の

つ
て
綿
括
的
に
之
を
行
ふ
べ
き
場
合
は
活
し
得
る
も
の
が
敷
し
い
の
で
あ
る
‘
範
園
内
に
於
て
迦
常
に
按
配
し
て
給
す

至
つ
て
稀
で
あ
る
、
そ
し
て
個
々
の
精
従
つ
て
救
陵
法
賓
施
に
伴
ひ
従
来
に
比
る
の
で
あ
っ
て
給
付
額
の
適
否
ほ
救
崚

紳
救
嬰
方
法
を
考
ふ
る
前
に
喜
髄
者
し
一
層
窮
民
に
或
る
種
の
安
心
を
典
へ
法
運
用
の
骨
子
橿
軸
を
な
す
も
の
で
あ

個
々
の
純
歴
、
素
行
、
性
質
、
嗜
好
等
た
認
で
あ
っ
て
所
謂
惰
民
を
養
成
す
る
る
か
ら
最
も
正
確
を
期
せ
な
く
て
ほ
な

を
詳
細
に
調
査
し
以
つ
て
之
を
基
礎
と
と
の
懸
念
ほ
全
く
な
い
の
で
あ
る
0

ら
ぬ
。

し
な
く
て
ほ
な
ら
ぬ
、
此
の
基
礎
の
上
▽
昭
和
七
年
度
に
於
け
る
殷
島
市
の
救

.`4
9
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ぃ

救

，

護

法

賓

施

．

、

後

第
＂
＇

i

窮
民
は
ど
ん
な
に
し
て

ヽ

三

0
、

碑

救

は

る
2
カ

亀

郵

.

'

社

會

・

課

保

＇

護

．

係

便
．

物．

▽
昨
年
一
月
か
ら
箕
施
せ
ら
れ
た
救
誰

認
]
.

可r.
，
法
は
賓
に
本
邦
に
於
け
る
救
貧
制
度
の

[
確
立
で
あ
っ
た
、
過
去
一
年
間
：
；
窮

民
ほ
ど
ん
な
に
救
ほ
れ
た
か
：

．．
 

ど
ん
・

な
氣
持
を
下
層
階
級
者
に
持
た
せ
た
か

・
・
・
・
ほ
同
朋
愛
に
生
き
る
國
民
の
齊
し

く
知
ら
む
と
す
る
問
題
で
あ
る
と
同
時

に
、
救
貧
法
の
制
定
が
下
層
民
に
一
層

の
依
頼
心
を
助
長
し
な
い
か
？
，

．．． 
と

の
疑
問
ほ
制
定
前
か
ら
懸
念
せ
ら
れ
た

幽

で

あ

っ

た

。

．

>
救
誰
法
ほ
昨
年
一
月
か
ら
寅
施
せ
ら

れ
た
、
然
し
そ
れ
は
形
の
上
に
於
い
て

の
み
全
闊
的
に
統
一
せ
ら
れ
た
の
で
あ

つ
て
、
、
そ
の
賓
質
に
あ
り
て
は
各
都
市

共
紙
に
十
敷
年
前
よ
り
自
治
的
に
賓
施

し
来
た
る
こ
と
4

大
睦
に
於
い
て
大
差

な
い
の
で
あ
る
、
た
ゞ
救
誰
の
種
類
、

範
園
を
判
然
と
定
め
て
、
従
来
の
も
の

を
所
詢
法
規
附
け
た
の
で
あ
る
。

ぎ
救
崚
法
に
於
け
る
救
謹
朕
況
を
早
見

表
に
す
る
と
ざ
つ
と
こ
ん
な
も
の
で
あ

o. 

る救

謹

法

（
一
）
被
救
護
者

△
被
救
護
者
の
資
格
條
件

一
、
貧
困
の
総
生
活
不
能

二
、
身
骰
の
障
褥
、
幼
弱
、
老

衰
出
産
の
総
努
務
不
能

4

被
救
誨
者
の
種
類
~

一
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
衰
者

二
、
．
十
三
歳
以
下
の
幼
者

―
―
-
、
鄭
産
婦
，
．

四
、
不
具
簑
疾
へ
傷
病
其
の
他

精
帥
又
は
樟
害
に
因
り
努
務

を
行
ふ
に
故
樟
あ
る
者
．

五
、
幼
兒
哺
育
の
母

△
被
救
眠
者
と
扶
養
義
務
者
と
の

闊
係

9

合
救
護
委
格
者
に
到
す
る
制
限
及

制
裁
．
~
~

令
救
眺
法
と
特
別
救
課
制
度
と
の

閥
係

(

I

l

)

救
護
機
闘

盆
救
課
執
行
機
闊

居
住
地
市
町
村
長
主
義

現
在
地
市
町
村
長
主
義

△

救

護

補

助

機

闘

‘

一
、
委
員
制
度

二
、
委
員
の
法
律
上
の
性
質

三
、
委
員
の
設
置
、
定
敷
及
名

切肛
2

,

府
四
、
委
員
の
選
任
解
任

五
、
委
員
の
職
務
樅
限

(

-

l

l

)

救
護
施
設

合
救
渡
施
設
の
意
義
、
認
可

△
私
人
の
救
眼
施
設
の
受
託
義
務

△
救
誨
施
設
の
設
置
、
管
理
、
巖

止
△
救
課
施
設
の
監
督

合
救
聰
施
設
の
作
業
賦
課

△
救
護
施
設
に
到
す
る
特
典
及
制

裁

-r-＿ーー「一「―
i0l-

m-_司-―亘ーュ「
I-
―=ni
―-
n
i
m
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（
四
）
・
救
護
手
璽
'

i

,． 

'
空
甲
請
に
依
る
場
合

,
．
△
職
縮
に
依
る
場
合
．

J

．e
.
.
 

企
救
隈
委
員
の
調
査
副
申
．

＇
（
五
）
救
談
の
種
類
及
方
法

I'

.
，
-
，
△
救
隈
の
種
類

―
[
、
生
活
扶
助
・

．
．
居
宅
救
談

．

牧

容

救

課

a

我
用
の
限
庶

，

扶

助

金

の

前

渡

制
限
超
過
の
場
合
，
．

移
送
痰
用

二
、
習
擬
．

．

 

隆
療
の
内
容

幣
療
の
組
織
、
‘
•

急
迫
の
場
合
の
例
外

我
用
の
限
度
．

居
宅
救
誰

牧
容

移
聰
我
支
，

三
、
助
産

救
眠
法
に
該
賞
す
る
家
族
の

妍
産
姉

四
、
生
業
扶
助

．
．
 

簡
易
の
生
業
資
金
を
箕
給
興

9

し
之
を
扶
助
す
＇

五
、
埋
葬

△

救

眺

の

方

法

．

一
、
居
宅
救
誰
主
義
の
原
則

そ

居

宅

の

観

念

．

三
、
被
救
隈
者
の
義
務

四
、
牧
容
救
設
す
る
場
合

救
眼
施
設
へ
牧
容

個
人
ご
委
託

五
、
親
樅
者
後
見
人
の
媒
議
あ

る
場
合
の
牧
容

六
、
救
護
施
設
内
に
於
け
る
作

業
賦
課

.'.,• 

水
道
委
員
會
開
催

昭
利
八
年
七
月
十
八
日
午
前
九
時
、
、
．

本
年
選
定
水
逍
委
員
第
一
皿
委
員
會

開
催
さ
れ
た
が
、
出
席
委
員
は
八
名

原
村
取
水
揚
公
舎
建
築
工
事
請
負
入

札
立
會
其
他
T
l
件
協
議
決
定
し
後
水

源
池
、
．
己
斐
調
盤
場
、
並
披
張
工
事

現
場
を
載
察
し
た
。

臨
朕
況
を
み
る
に
純
額
金
一
萬
八
千
四

百
六
十
八
圃
を
要
し
内
生
活
扶
助
贄
金

一
萬
六
千
三
百
四
十
五
圃
、
瞥
療
費
金

千
八
百
十
三
圃
、
助
窟
贄
金
十
六
圃
、
渋
野
岡
書
館
で
は
期
日
は
未
定
で
あ

る
が
、
準
備
出
来
次
第
今
秋
よ
り
園

書
の
館
外
貸
出
を
行
ふ
由
で
あ
る
、

生
業
扶
助
費
金
四
十
一
圃
、
埋
葬
費
金

そ
の
貸
出
し
方
法
に
就
い
て
は
今
の

二
百
五
十
三
圃
で
あ
る
、
然
し
て
こ
の

種
救
誰
を
受
け
し
者
八
百
九
十
三
名
で
と
こ
ろ
確
定
は
し
て
は
い
な
い
が
多
‘

あ
っ
て
其
延
人
員
ほ
賓
に
十
二
萬
七
千
分
東
京
大
阪
の
大
都
市
の
例
に
な
ら

五

百

三

十

九

人

で

あ

る

。

ひ

一

定

の

保

證

金

や

一

定

の

貸

借

料

生
活
扶
助
費
と
ほ
生
活
袈
即
ち
食
贅
（
拾
錢
か
式
拾
錢
位
）
を
取
っ
て
館
外
一

携
出
を
許
可
す
る
こ
と
に
な
る
ら
し
．
一

い
、
無
料
で
な
い
の
が
不
平
を
云
ヘ

で
あ
っ
て
生
活
費
の
最
低
限
度
を
定
め

そ
の
家
庭
の
牧
入
を
そ
の
額
よ
り
減
じ
ば
云
へ
る
が
東
京
あ
た
リ
の
國
立
車

不
足
す
る
額
を
給
典
す
る
の
で
あ
る
、
立
の
普
通
閲
院
料
が
一
二
錢
、
特
別
閲

生
活
費
の
最
低
限
度
は
そ
の
家
族
の
人
覧
料
が
五
錢
、
市
立
岡
書
館
は
普
通

閲
覧
料
が
五
錢
特
別
閲
覧
料
が
拾

敬
に
應
じ
て
異
つ
て
ゐ
る
、
郎
ち
一
人

錢
、
而
か
も
九
時
頃
に
至
っ
た
ん
で

は
満
員
で
入
揚
御
斯
リ
必
定
、
た
と

一
日
は
金
二
十
餞
、
二
人
は
一
―
―
十
四
錢

へ
入
っ
た
と
し
て
も
本
の
出
し
入
れ

―
―
一
人
ほ
四
十
六
銭
、
四
人
ほ
五
十
七
錢

の
た
め
三
十
分
、
永
が
い
時
に
四
十

五
人
は
六
十
八
銭
で
七
人
以
上
は
八
十

五
錢
と
な
つ
て
ゐ
る
、
こ
の
生
活
費
の
分
も
待
っ
て
や
っ
と
手
に
入
る
朕
態

最
低
限
度
ほ
救
謹
法
上
で
は
一
日
一
人
で
あ
る
、
此
の
朕
態
を
考
へ
る
と
廣

金
二
十
五
錢
と
な
つ
て
ゐ
る
が
土
地
の
島
あ
た
り
は
豚
に
岡
審
館
の
天
國
で
．

あ
る
｀
盛
か
式
錢
を
出
せ
ば
い
つ
に

て
も
滴
員
御
斯
り
を
食
ふ
こ
と
も
な
．
一

情
勢
に
應
じ
酌
酌
し
得
る
の
で
、
本
縣
r

く
、
入
れ
ば
待
っ
こ
と
な
く
す
ぐ
に

で
は
前
述
の
通
り
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
の

本
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
拾
錢
か
式

で
あ
る
。

拾
錢
の
貸
借
料
を
出
せ
ば
家
の
中
に

ね
て
居
つ
て
よ
め
る
ん
だ
か
ら
全
く
-

結
楷
な
話
で
あ
る
。

渫
野
圏
書
館
館
外
貸
出

・・・グ
'
・
i
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③
 

譲
書
人
に
耳
よ
リ
な
話

七
、
被
救
課
者
中
未
成
年
者
の
そ
の
後
績
々
と
集
る

廣
島
招
魂
祗
寄
附
金

・
・
後
見
・

官
祭
廣
島
招
魂
祉
奉
賛
會
寄
附
金
募

（
六
）
救
眼
痰
・

邸
に
つ
い
て
は
各
種
の
準
備
整
ひ
愈

-
：
△
救
膜
痰
の
負
搬

々
七
月
廿
一
日
来
會
長
田
部
陸
軍
中

1

、
市
町
村
負
幽
の
場
合

ヽ

牌
自
ら
老
艇
を
い
~
は
ず
第
一
戦
に

ィ
一
年
以
上
居
住
者
な
る
．

立
ち
委
員
長
以
下
各
委
員
緯
動
員
懸

こ
と

．． 

命
の
努
力
を
緻
け
更
に
、
各
町
総
代

．
~
ロ
、
夫
婦
の
一
方
が
一
年
以；

も
ま
た
炎
天
に
寄
附
金
の
募
集
に
奔

上
居
住
の
場
合

走
し
℃
ゐ
る
が
役
員
賭
氏
の
奪
闘
、

ハ
、
直
系
難
蜀
一
年
以
上
居

住
し
た
る
場
合
そ
の
子
地
方
民
の
愛
國
の
至
誠
と
相
侯
つ
て

、
'
、1
一
、
地
方
底
負
樅
の
揚
合
•
そ
の
後
綬
々
と
申
込
み
殺
到
し
豫
定

一
年
以
下
居
住
の
場
合
の
成
績
を
見
て
居
る
。
向
其
の
後
の

申
込
は
金
壼
千
闘
播
磨
屋
町
ク
ソ
ヤ

△
救
艘
我
の
補
助

田
曾
忠
一
r

金
五
百
闘
日
進
祉
9
•金

一
、
地
方
我
補
助
（
四
分
ノ
一
）

或
百
閥
山
口
町
大
濱
已
三
郎
の
雨
氏

二
、
國
庫
補
助
（
四
分
ノ
ニ
）

救
隅
及
埋
葬
の
場
合
で
累
計
参
千
参
百
脚
で
、
次
回
本
報

委

員

我

用

疲

行

ま

で

に

は

数

萬

岡

に

逹

す

る

見

救
護
施
設
に
甜
す
る
揚
合
込
で
あ
る
。

第
三
回
廣
島
官
應
野
球
戦
は

補
助
の
取
消

・

ニ

十

日

か

ら

△
償
遠
及
徴
牧

扶
養
義
務
者
よ
り
徴
牧
す
る
場

合

第

三

回

官

誕

野

球

リ

ー

グ

戦

は

二

十

被
救
誰
者
よ
リ
償
還
す
る
場
合
日
か
ら
五
日
間
、
山
陽
巾
學
ゲ
ラ
ウ

救
眼
及
塊
葬
裁
に
充
賞
す
る
場
ソ
ド
で
侮
日
午
後
三
試
合
づ
A

畢
行

合

さ

れ

る

が

我

が

市

巖

ク

ラ

プ

は

述

日

▽
由
来
法
は
死
物
で
あ
る
、
之
を
運
用
炎
天
下
に
覇
椛
を
目
指
し
て
猛
練
習

す
る
人
の
如
何
に
よ
っ
て
そ
こ
に
法
の
中
で
あ
る
。
．

精
肺
を
偉
大
に
猿
輝
し
得
る
も
の
で
あ

る
、
本
法
の
運
用
機
闊
は
救
誤
委
員
即
山
本
呉
市
助
役
逝
T
R

哭
市
助
役
山
本
徳
松
氏
は
去
る
六

ち
方
面
委
員
で
あ
る
か
ら
、
救
臨
法
の

月
中
旬
来
幽
門
閉
塞
に
て
療
養
中

成
果
如
何
ほ
學
つ
て
方
面
委
員
の
活
用

で
あ
っ
た
が
―

-
H
午
前
五
時
遂
に

如
何
に
繋
つ
て
ゐ
る
と
同
時
に
、
方
面

逝
去
し
た
（
享
年
五
十
八
）
尚
ほ
一
1-

委
員
の
質
量
如
何
ほ
亦
以
つ
て
直
ち
に

日
午
後
二
時
か
ら
一
歪
一
時
ま
で
同
町

救
誰
法
の
成
果
に
至
大
の
闊
係
を
も
っ

正
闘
寺
で
告
別
式
畢
行
さ
れ
た
が

も
の
で
あ
る
。

本
市
長
代
理
と
し
輻
揚
書
記
参
列

▽
救
綾
委
員
即
ち
方
面
委
員
の
選
任
ほ

地
方
長
官
之
を
行
ひ
市
町
村
長
の
補
助

:10

機
闘
と
た
つ
て
ゐ
る
、
本
市
に
於
け
る
'
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會合聯場市

ハ
、
試
買
會
と
云
ふ
催
し
を
し
て
市
内
一
般

商
品
と
の
品
質
、
値
段
等
を
比
較
し

二
、
先
進
地
の
公
設
市
場
を
視
察
し
て
市
場

の
改
良
上
の
参
考
と
す
る

な
ゼ
い
ろ
／
＼
な
事
業
を
行
っ
て
興
の
「
皆

さ
ん
の
市
場
」
を
造
り
上
げ
る
こ
と
に
努
力

す
る
方
針
な
の
で
あ
り
ま
す

0
：
・
・
近
き
将
来
に
必
ず
や
皆
さ
ん
に
御
満
足

を
お
典
へ
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
ま
す

何
卒
御
氣
附
の
勁
を
御
指
導
下
さ
い
ま
し
て

盆
々
御
利
用
下
さ
い
ま
す
様
お
願
し
ま
す

一
-
1
 ――

 一
．

I

,

 

O・・.:皆
ざ
ん
の
日
常
生
活
の
御
便
益
の
為
に

一
i

．
設
け
ら
れ
て
居
る
公
設
市
場
を
、
如
何
に
し

i

た
ら
餌
に
皆
さ
ん
の
市
場
と
し
て
御
利
用
願

へ

一-
．
'
．
へ
る
か
と
い
ふ
こ
と
ほ
私
逹
市
場
内
商
人
と

＂
常
局
が
常
に
研
究
を
煎
ね
て
ゐ
る
こ
と
で
あ

一一
i

．

り

ま

す

．

一i
o
:
•
•
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
市
内
各
公
設

i

市
場
内
の
商
人
を
打
つ
て
一
丸
と
し
た
公
設

I-
i

市
場
聯
合
會
を
設
け
、
従
来
よ
り
二
鹿
営
業

＂
の
向
上
改
良
を
計
る
こ
と
に
な
り
本
年
一
月

一一
i

八
日
そ
の
登
會
式
を
學
げ
、
日
下
着
々
と
し

ー
i

て
事
業
を
進
め
て
居
り
ま
す

こ
の
聯
合
會
は

．．．． ゜
一――

 
』
イ
、
商
品
の
共
同
購
入
を
行
っ
て
従
来
よ
り

i

安
く
仕
入
れ
安
く
賣
り

i-i

口
、
従
来
よ
り
以
上
品
質
の
精
湿
と
値
段
の

u
 

i

公
正
を
計
る
様
お
互
に
注
意
し

g
 

i-
一一a

 
g
 

B
 一-i-

一一一――
 

――
 a

 
a
 一一

]
 ――
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I, 

‘, 

う
御
す
4

め
い
た
し
ま
す

゜：ど
う
ぞ
充
分
に
御
利
用
下
さ
い
ま
す
や

場
所
だ
と
申
上
げ
ら
れ
る
次
第
で
す

も
御
安
心
が
出
来
て
最
も
鯉
滑
的
な
御
買
物

所
か
市
役
所
産
業
課
に
御
尋
ね
下
さ
い

そ
し
て
公
設
市
場
内
の
営
業
に
加
つ
て
戴
き

お
互
ひ
小
賣
商
人

5
意
義
あ
る
報
國
の
赤
誠

を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す

翌t:＇ .,,··,,•曹" •し 3.:・̀ ＂, ＂'•ぐ"',’’.．".9て9 ← "•r 
·•、ヽ". " 

゜：で
す
か
ら
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
は
最

0
:
：
詳
細
の
手
績
其
の
他
の
事
は
本
會
事
務

値
段
不
相
應
な
も
の
な
ど
ほ
ご
ざ
い
ま
せ
ん

五
十
銭
と
云
ふ
低
廉
な
料
金
で
あ
り
ま
す

臣た
上

督
を
受
け
て
を
り
ま
す
の
で
不
良
な
も
の

0
：
・
・
公
設
市
場
の
使
用
料
ほ
坪
営
り
一
ヶ
月

報

支ー一
1

1

C

い

ふ
こ
と

公

•゚
•
そ
し
て
品
質
に
就
て
は
常
局
か
ら
常
に

―-、

般
需
要
家
の
理
解
あ
る
御
利
用
を
願

最
も
公
正
な
値
段
を
表
記
す
る
も
の
で
す

·•、.t • ̂． 

市
Jゞ.
・嵐• . 

fこ`tl生に

参
加
下
さ
る
こ
と

ほ
毎
朝
の
卸
賣
市
場
の
立
値
を
基
準
に
し
て

島

い
て
を
ら
れ
る
常
業
者
各
位
が
市
場
に
御

0
 ．．．． 
公
設
市
場
で
賣
つ
て
ゐ
る
品
物
の
値
段

二
、
公
設
市
場
の
使
命
に
、

興
に
理
解
を
抱

”、9t'：• " 7 :・f f・： C ：ヽ＇7~ ＂ 

廣

目
的
と
し
て
を
り
ま
す

場
の
使
命
を
果
す
た
め
に
努
力
す
る
こ
と

め為の様皆

で
賣
つ
て
皆
さ
ん
の
御
便
益
を
計
る
こ
と
を

る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

・
・
公
設
市
場
ほ
良
い
品
を
、

一
、
現
在
の
市
場
商
人
が
奮
起
し
て
公
設
市

.,: :,'. 

．．
 0

.
 

正
し
い
値
段

の
手
段
が
あ
り
ま
す
そ
れ
は

げ

0
;
：
私
逹
の
目
的
を
逹
す
る
為
に
は
、

三
つ

3 、;'r:.;，．-’う，＼9：

可認物便郵腫三第;:. : 

非
常
な
闊
係
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と
ほ
申
し
上

い
に
努
力
し
て
を
り
ま
す

安
い
こ
と
な
ど
は
皆
さ
ん
の
健
康
と
継
済
に

炭
な
ど
の
品
質
の
良
し
悪
し
、

値
段
の
高
い

0
：
・
・
私
逹
公
設
市
場
内
商
人
は
、

り
聯
合
會
を
組
織
し
螢
業
の
刷
新
向
上
に
大

上
記
の
通

0:・・ 
皆
さ
ん
の
日
々
御
必
要
な
食
料
品
、
薪

⑥
市
内
の
小
賣
崩
人
の
方
々
に
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四
門

第
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門

第
七
門

第
八
門

第
九
門
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敬

育

文

學

、

語
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藍
屋
町
、
昔
、
甕
を
造
る
商
家
が
多

町
＜
住
ん
で
居
た
の
で
是
の
名
を
付
け

た
も
の
で
あ
る
、
知
新
集
に
は
「
濱
側

こ
沿
の
家
作
り
は
直
政
七
八
年
頃
よ
り
許

革＿

rふ
」
と
あ
る
か
ら
か
な
り
古
く
か

ら
製
翻
を
し
て
居
た
も
の
ら
し
い
。
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i

英
震
の
と
は
に
ね
む
る

招
魂
祗
移
築
地
鎮
祭

一
今
回
移
轄
改
築
さ
れ
る
官
祭
殿
島
詔
魂
ふ
・
f

i

祉
地
鎖
祭
ほ
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
西

i

f

i

練
兵
場
西
端
で
齋
主
菊
池
厳
島
宮
司
の

i

i

も
と
に
賓
行
委
員
長
伊
藤
市
長
、
顧
問
乎

i

.

―
一
一
宮
第
五
師
園
長
、
湯
澤
知
事
、
守
屋

i

i

會
議
所
會
頭
、
奉
贅
會
長
田
部
正
牡
中

i

i

将
、
陸
軍
側
代
表
陶
山
衡
戌
病
院
長
、
'

i

i

海
軍
側
代
表
砂
堀
海
軍
々
瞥
少
将
、
加

i

一
藤
縣
會
議
長
、
松
坂
市
會
議
長
、
悉
賓

i.

i

線
代
吉
田
竪
龍
凪
島
）
玖
珂
郡
藤
河
村

i

一
村
長
高
岡
祐
一
（
山
口
）
そ
の
他
在
殿
陸
i

i

海
軍
将
官
、
官
公
術
代
表
者
、
招
魂
祉

i

i

蒻
係
者
等
約
一
千
五
百
名
の
来
賓
の
参

i

一
列
が
あ
り
、
い
と
厳
か
に
静
か
な
る
奏
，

i

i

榮
裡
に
盛
大
に
學
行
さ
れ
た
。
式
は
先

i

i

づ
宮
地
祓
ひ
に
始
ま
り
、
苅
初
の
儀
、

i

一
穿
祁
の
隠
鎮
物
埋
納
、
玉
串
奉
納
、
一

i

霙
に
て
祭
典
終
了
、
つ
い
で
伊
藤
委
員

i

,

e
f
 

i

長
、
田
部
奉
賛
會
長
の
挨
拶
ヵ
あ
っ
て

i

午
前
十
一
時
閉
式
し
た
、
尚
ほ
こ
の
日

i

一
袋
町
校
済
芙
校
の
可
憐
な
る
五
百
の
兒

i

i

章
は
祭
典
に
参
加
し
，
「
殉
國
勇
士
を
弔

i

i

ふ
歌
」
を
奉
唱
し
た
。
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ニ
四
七

て
何
れ
も
白
亜
の
大
建
築
に
し
て
櫂
威
要
の
場
所
に
君
臨
し
第
一
第

l

l

本
館
と
す
る
研
究
調
査
が
現
賓
に
商
品
の
上
に
人
の
文
化
程
度
を
高
め
之
れ
を
需
用
せ

あ
る
出
品
と
共
に
衆
目
を
奪
つ
て
居
る
第
三
本
館
に
通
す
る
八
幡
、
静
岡
の
雨
現
ほ
れ
た
結
果
で
あ
る
0

斯
健
質
な
市
し
む
る
こ
と
に
も
努
力
す
べ
き
で
あ
ら

京
都
、
名
古
屋
、
奈
良
、
朝
鮮
、
豪
澱
特
設
館
の
間
に
高
燥
な
る
敷
地
を
卜
し
場
が
賓
現
し
た
事
は
世
界
経
済
が
封
鎖
う
今
日
古
色
蒼
然
た
る
吉
詳
文
字
や
闘

の
如
く
祖
國
其
儘
の
人
を
し
て
姿
を
此
高
さ
四
十
尺
白
亜
の
モ
、
ク
ン
な
建
築
で
純
清
へ
轄
向
し
つ
4

あ
る
今
日
日
満
雨
案
や
色
彩
を
研
究
す
る
こ
と
も
決
し
て

闊
の
為
め
興
に
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
。
一
笑
に
附
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
理
由

の
地
に
移
し
在
満
邦
祖
闊
を
偲
ば
し
め
本
市
の
出
品
物
を
中
心
と
し
て
堂
々
百

如
斯
進
展
し
つ
4

あ
る
満
蒙
市
場
に
も
多
々
あ
る
と
思
ふ
、
況
ん
や
先
天
的

満
洲
國
人
を
し
て
眼
を
そ
ば
だ
4

し
む
の
小
間
に
近
代
展
列
術
の
粋
を
凝
し
て

蜀
し
日
満
雨
國
の
経
済
上
の
植
要
な
る
に
迷
信
強
く
縁
起
を
搬
ぐ
風
習
が
廟
固

る
等
思
ひ
／
＼
の
新
新
な
趣
向
を
凝
ら
約
三
万
勁
の
出
品
物
を
所
狭
き
迄
に
陳

し
て
居
る
其
の
形
態
と
其
の
色
彩
ほ
た
列
し
特
設
中
の
白
眉
と
し
て
其
の
偉
容

し
か
に
華
か
な
縮
巻
物
で
あ
る
。

r

を

誇

つ

て

居

る

°

事

項

と

し

て

考

究

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

と

し

て

ゐ

る

ー

ー

尤

も

近

束

数

育

の

普

我

殷

島

縣

特

設

館

ほ

場

内

極

め

て

植

い

事

は

無

統

制

に

よ

る

過

剰

生

産

の

統

及

装

逹

と

交

通

の

便

が

開

け

る

に

つ

れ

制
で
あ
る
°
之
ら
ほ
目
下
日
満
罷
滴
統
潮
次
此
の
弊
風
が
改
め
ら
れ
つ
4

あ
る

制
論
或
ほ
日
満
プ
ロ
ッ
ク
鰹
済
論
と
云
が
其
線
臆
的
に
観
て
今
尚
ほ
依
然
と
し

満
洲
の
見
本
市
よ
り
婦
V
J
て

ふ

様

な

も

の

が

種

々

な

形

式

に

よ

っ

て

て

迷

信

が

生

活

の

大

部

分

を

支

配

し

大

稜
表
せ
ら
れ
其
の
必
要
な
る
事
が
痛
感
き
な
勢
力
を
持
つ
て
ゐ
る
満
人
に
到
し

せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
て
は
邦
商
ほ
常
時
之
が
研
究
を
必
要
と

・

産

業

課

大
同
元
年
三
月
一
日
東
洋
の
一
角
に
表
さ
れ
な
い
為
め
判
然
し
な
い
が
概
略
に
日
本
内
地
側
に
於
い
て
ほ
輯
出
の
統
す
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
一
方
よ
り
高

新
し
く
獨
立
國
と
し
て
生
れ
た
満
洲
國
四
百
六
拾
萬
圃
と
推
定
さ
れ
て
居
る
其
制
と
云
ふ
新
た
な
問
題
が
最
近
擬
頭
し
度
の
商
品
の
利
用
債
値
を
あ
ら
ゆ
る
機

ほ
爾
来

1

年
有
半
、
此
の
間
内
外
多
事
内
本
縣
の
約
定
高
は
約
一
一
割
弱
で
参
加
東
京
、
大
阪
を
中
心
に
目
下
割
策
中
で
會
に
提
示
し
て
文
化
程
度
の
向
上
を
企

幾
多
の
波
瀾
曲
折
に
遭
ひ
た
る
に
も
か
各
地
の
内
第
三
位
を
占
む
る
好
成
績
を
あ
る
事
ほ
事
賓
で
あ
る
°
閾
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
今
回
の
見
本
市

心
ほ
ら
ず
よ
く
之
を
突
破
し
て
獨
立
國
牧
め
た
、
見
本
市
も
回
を
震
ね
る
に
つ
本
件
に
闊
し
て
本
縣
ほ
既
に
今
日
あ
ほ
以
上
の
意
味
に
於
い
て
新
た
な
問
題

と
し
て
の
建
設
事
業
に
索
睛
し
い
飛
躍
れ
其
の
商
品
が
頻
し
く
蒔
洲
向
に
改
造
る
事
を
豫
測
し
霊
要
商
品
の
地
盤
確
保
を
提
起
す
る
も
の
と
謂
ひ
得
る
、
之
れ

を
遂
げ
今
や
我
が
帝
國
と
相
提
携
し
て
さ
れ
つ
4
あ
る
こ
と
ほ
約
定
の
結
果
に
に
不
断
の
努
力
を
彿
つ
て
来
た
が
今
回
が
今
後
の
満
蒙
市
場
に
如
何
な
る
需
面

東
洋
平
和
維
持
の
礎
石
た
ら
ん
と
す
る
異
朕
の
敷
字
を
出
し
た
る
事
賓
に
よ
つ
の
見
本
市
を
楔
機
と
し
て
最
後
の
括
を
を
展
開
す
る
か
は
剖
目
し
て
侯
つ
べ
き

て
瞭
か
で
あ
る
併
し
な
が
ら
満
洲
向
商
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
機
が
到
束
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
，
＂

ほ
頗
る
意
を
強
ふ
す
る
所
で
あ
る
。

斯
＜
帝
國
の
（
生
命
線
）
滴
蒙
は
確
保
品
中
に
は
在
満
邦
人
向
の
も
の
と
滴
洲
し
て
ゐ
る
そ
れ
だ
け
に
線
べ
て
の
取
引

さ
れ
今
や
世
界
注
視
の
焦
幽
と
な
り
國
人
向
と
に
歴
分
さ
れ
て
ゐ
る
事
は
現
在
に
一
層
箕
郷
で
あ
っ
た
為
め
に
未
曾
有
・

際
的
政
治
紐
清
上
軍
要
な
る
地
位
を
占
と
し
て
は
棠
然
で
あ
る
0

の

約

定

成

績

を

牧

め

然

も

確

賓

に

商

梱

―

-

む
る
に
至
っ
た
°
非
常
時
未
だ
解
息
今
回
取
引
に
於
い
て
は
邦
人
の
頻
し
の
獲
得
を
見
る
に
至
っ
た
事
は
成
功
と
花
嫁
學
校
―
ー
ユ
ー
ス

ざ
る
日
本
の
朝
野
ほ
特
に
満
蒙
に
深
き
き
壻
加
が
相
常
の
影
響
を
有
し
て
ゐ
る
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
一
廣
島
市
祉
會
課
主
催
の
花
嫁
學
校
は
[

闊
心
を
有
し
之
れ
に
向
つ
て
一
大
飛
躍
事
ほ
事
寅
で
あ
る
、
だ
が
今
ま
で
學
良
以
上
の
如
く
支
那
の
消
賓
階
級
層
に

盃
寂
歪
午
か
ら
開
始
し
て
居
た
が
餘

を
試
ん
と
し
て
ゐ
る
0

此
の
時
に
常
り
の
誕
追
政
梱
下
に
喘
い
で
居
た
満
蒙
一
―
―
浸
透
し
た
る
消
極
的
生
産
品
を
目
標
と

り
に
酷
暑
に
す
ぎ
る
の
で
午
前
八
時

満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
は
第
四
回
滴
洲
千
萬
民
衆
が
満
洲
闊
の
健
設
に
よ
り
従
す
る
こ
と
も
現
在
と
し
て
ほ
必
要
で
あ

よ
り
正
午
ま
で
に
時
間
の
菱
更
を
な
＾

見
本
市
を
七
月
十
七
日
よ
り
三
日
間
大
来
の
不
安
を
一
描
さ
れ
安
穂
裡
に
成
業
る
け
れ
ど
も
ま
た
一
方
朗
ら
か
に
明
け

迪
市
に
於
い
て
七
月
廿
八
日
よ
り
一
一
一
日
に
就
き
生
活
の
安
定
を
得
る
に
至
っ
た
た
新
生
の
意
氣
に
溢
れ
た
満
蒙
市
場
に
し
た
。
｛

間
奉
天
市
に
於
い
て
開
催
し
た
の
で
あ
事
が
購
買
力
に
大
な
る
好
影
響
を
典
へ
向
つ
て
反
野
に
積
極
的
な
文
化
品
を
邦

t
Y
l

る
が
、
其
成
績
ほ
継
約
定
高
が
未
だ
翌
た
る
こ
と
内
地
商
人
の
満
洲
市
場
に
到
商
を
通
し
或
ほ
置
接
に
提
示
し
て
満
洲
．
．
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畑
賀
廣
島
市
結
核
療
養
所

第
一
期
工
事
十
日
完
了

廣
島
市
が
昨
年
十
月
以
来
七
ヶ
町
・

村
の
猛
烈
な
反
鉗
を
お
し
き
●
建
築

工
事
中
で
あ
っ
た
。
安
藝
郡
畑
賀
村

廣
島
市
結
核
療
養
所
は
十
日
そ
の
最

終
工
事
（
但
し
第
一
期
工
事
．
）
た
る

水
逍
工
事
が
終
了
し
た
の
で
市
に
引

き
渡
し
た
が
廣
島
市
土
木
委
員
會
で

は
午
前
十
時
之
が
竣
工
見
取
検
査
を
，

行
っ
た
。
尚
ほ
建
築
済
み
の
も
の
は

本
館
定
員
八
名
の
病
璽
室
及
び
軽

翡

穂

食

堂

、

炊

事

室

、

裁

誓

誓
、
、
消
晦
室
機
闘
蓋
等
で
あ
る
が

ー
開
院
は
九
月
上
旬
で
先
づ
二
十
四
名

を
牧
容
す
よ
る
こ
と
厄
な
つ
て
ゐ
る
。

少
年
固
廣
島
地
方
聯
盟
な
ら
び
に

廣
島
市
聯
合
少
年
関
で
は
二
十
一

H

か
ら
二
十
四
日
迄
安
佐
郡
三
入
村
南

原
峡
で
少
年
園
指
導
者
謡
習
會
及
び

合
同
野
螢
を
開
他
し
た
が
講
習
會
員

は
小
學
校
数
員
五
十
名
で
合
同
野
螢

に
は
少
年
園
員
百
二
十
名
の
参
加
を

見
た
。
前
ほ
諧
師
と
請
習
科
目
は
左

の
通
り
で
あ
っ
た
。
兒
童
生
徒
校
外

生
徒
の
訓
練
—
ー
縣
私
社
會
数
育
主

事
野
平
正
男
、
少
年
園
概
論
ー
ー
少

年
園
日
本
聯
盟
評
議
員
伊
藤
鯰
滸
、

野
螢
訓
練
ー
善
行
少
年
圃
長
藤
坂

喜
代
1

-

。
9

尚
ほ
手
綬
の
詳
細
は
市
祉
會
課
内
廣

島
生
活
改
善
會
に
問
ひ
合
せ
ら
れ
た

、。
し
~

少
年
園
指
簿
者
講
習
會

e、
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＠
廣
島
市
告
示
甲
第
一
＿
＿
l

l

親

第三
・
結
核
豫
防
法
第
六
條
二
依
ル
内
務
大
臣

ぇ
叩
令
二
基
キ
廣
島
縣
安
藝
郡
畑
賀
村

種郵

字
本
郷
二
百
八
十
七
番
地
ノ
一

便胸認
市
立
畑
賀
病
院
ヲ
設
置
ス

可9,

昭
利
八
年
｀
八
月
十
一
日
．

廣
島
市
長
伊
朦

【
彙
報
】

◎
術
生
組
長
同
副
維
長
就

任
認
可

③
 

三
篠
町
七
軒
家
組

組

長

、

副

組

長

三
篠
町
新
宮
塚

、

組

．

長

・
・
・
副
組
長

仁
保
町
堀
越

・

・

組

長

、
、
副
組
長

織

町

下

組副
組
長

副
総
代

古

屋

孫

市

．
西
尾
典
一
郎

｀
山
本

大
和

天
野

天
野

大 中 石
江 村 田

山
崎

庄
吉

貞
男

悦
胡

◎
町
穂
代
同
副
穂
代
就
任
認
可

自
八
月
一
日
）

歪
八
月
十
五
日
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太
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も館上築も知と上特の民各人にうほ年T阻地

特‘‘せる築のの
の五ので規らにに設僻地府氣野° に ‘ を

°な企膊卜館な二十 ぬ
設北 大 ら が と 本 セ 殊 い 岡 覧 で の ど 十 坪 の

もあ模れよ多館新其縣其す此 於げ艇
る雄るつかの奇の市れるのでけ「す

館海 阪れ最近館セに盛し會内オま館以二百大‘てつ豫抜他並は物縛ある満る
あ道‘たも代別ツ之況賞で地ンさを上十坪な何窺た期な會に全凄覧ら割洲肱．
つ‘兵る近的館ジ等で現ほ各 パに敷の五以建れひこ以る祉殖國い會ら期大大

・ • ・,  •一＂

申を後趣家数鉗宗趣脈子子家賞血佳に初牧職ら以ばでつ設今来求 9少結つ改感會
し曹で味柄育す数味‘なが庭・統所相婚入業ば内結あたけ囮たむな婚就善謝の先
込きも｀ ＼程る等‘股らあ‘支柄の手か‘履本に婚るがて市°るき難職會を要き
ま添 ‘嗜容炭希を婚脈ばつ結度 ‘1範方再兵脈人撮申゜‘そ祉そこ男と維は表望に
るへ先好貌•‘望粛期：‘本て婚‘苔家園に婚役のの影込今事の會れと女なと最さに花
れ｀妻、：‘宗事きに家人もの趣柄‘鉗か闘大骰せ者そ務媒課で漸につな近れ添嫁
ば壼の職髄数項入迎庭•の等時味‘数す等係要格るはの開介内之，くはてリのてひ學
よ闘子業格財たれれ‘骰を期‘容育るを‘‘‘窃戸手始をにが不 ir:’i‘ そ泄居市校
いのは牧性産るたた初格書再嗜貌の希記嗜家性奨籍綬はな結救可賞殊の相る民を
の手あ入質程住上理婚‘き緑好‘程望入好庭質に謄を九す婚演能なに結益廣よ開
で敷つ‘‘度所相由，‘質添で、爾豊度事す‘‘‘‘本詳月こ相のにる緑果々島り設
あ料て家支‘範手'‘再性へ
る共も庭度血園方仕婚‘‘『‘能‘全

も藝格＾項る趣財學男 ‘j熊巾と談為な良故極複市多し
，，r、たと味産脈子六す旬に部めつ緑者度雑生大て

° に等‘‘統‘に度‘學女連‘性数る共‘‘‘な月れ頃なを‘てをのの且活¢の社_ 
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日五十二月八年八和昭

大
同
元
年
三
月
一
日
東
洋
の
一
角
に
表
さ
れ
な
い
為
め
判
然
し
な
い
が
概
略

新
し
く
獨
立
國
と
し
て
生
れ
た
満
洲
國
四
百
六
拾
萬
圃
と
推
定
さ
れ
て
居
る
其

ほ
爾
来
一
年
有
半
、
此
の
間
内
外
多
事
内
本
縣
の
約
定
高
は
約
二
割
弱
で
参
加

幾
多
の
波
瀾
曲
折
に
遭
ひ
た
る
に
も
か
各
地
の
内
第
三
位
を
占
む
る
好
成
績
を

き
は
ら
ず
よ
く
之
を
突
破
し
て
獨
立
國
牧
め
た
、
見
本
市
も
回
を
重
ね
る
に
つ

と
し
て
の
建
設
事
業
に
素
睛
し
い
飛
躍
れ
其
の
商
品
が
頻
し
く
満
洲
向
に
改
造

を
遂
げ
今
や
我
が
帝
國
と
相
提
携
し
て
さ
れ
っ
4

あ
る
こ
と
ほ
約
定
の
結
果
に

東
洋
平
和
維
持
の
礎
石
た
ら
ん
と
す
る
異
朕
の
敷
字
を
出
し
た
る
事
賓
に
よ
っ

ほ
頗
る
意
を
張
ふ
す
る
所
で
あ
る
。
て
瞭
か
で
あ
る
併
し
な
が
ら
満
洲
向
商

斯
く
帝
國
の
（
生
命
線
）
滴
蒙
ほ
確
保
品
中
に
は
在
満
邦
人
向
の
も
の
と
滴
洲

さ
れ
今
や

f

他
界
注
視
の
焦
幽
と
な
り
國
人
向
と
に
麿
分
さ
れ
て
ゐ
る
事
は
現
在

際
的
政
治
純
清
上
重
要
な
る
地
位
を
占
と
し
て
ほ
嗽
然
で
あ
る
。

む
る
に
至
っ
た
°
非
常
時
未
だ
解
消
せ
今
回
取
別
に
於
い
て
は
邦
人
の
頻
し

ざ
る
日
本
の
朝
野
ほ
特
に
満
蒙
に
深
き
き
壻
加
が
相
常
の
影
響
を
有
し
て
ゐ
る

闘
心
を
有
し
之
れ
に
向
つ
て
一
大
飛
躍
事
ほ
事
質
で
あ
る
、
だ
が
今
ま
で
翠
良

を
試
ん
と
し
て
ゐ
る
0

此
の
時
に
常
り
の
艇
追
政
椛
下
に
喘
い
で
居
た
満
蒙
三

満
洲
輸
入
組
合
聯
合
會
は
第
四
回
滴
洲
千
萬
民
衆
が
満
洲
國
の
健
設
に
よ
り
従

見
本
市
を
七
月
十
七
日
よ
り
―
―
―
日
間
大
来
の
不
安
を
一
描
さ
れ
安
総
裡
に
成
業

迦
市
に
於
い
て
七
月
廿
八
日
よ
り
三
日
に
就
き
生
活
の
安
定
を
得
る
に
至
っ
た

間
奉
天
市
に
於
い
て
開
催
し
た
の
で
あ
事
が
購
買
力
に
大
な
る
好
影
響
を
典
へ

る
が
、
其
成
績
ほ
綿
約
定
高
が
未
だ
疲
た
る
こ
と
内
地
商
人
の
満
洲
市
場
に
到

＿―-日
1
●
-
9

―-

報

お
ぶ

市 烏 廣 ・可認物便郵種三第

産

業

課

満
洲
の
見
本
市
よ
り
蹄
vJ
て

て
何
れ
も
白
亜
の
大
建
築
に
し
て
櫂
威

あ
る
出
品
と
共
に
衆
目
を
奪
つ
て
居
る

京
都
、
名
古
屋
、
奈
良
、
朝
鮮
、
豪
澱

の
如
く
祖
國
其
儘
の
人
を
し
て
姿
を
此

の
地
に
移
し
在
満
邦
祖
國
を
偲
ば
し
め

満
洲
國
人
を
し
て
眼
を
そ
ぽ
だ
4

し
む

る
等
思
ひ
／
＼
の
新
新
な
趣
向
を
凝
ら

し
て
居
る
其
の
形
態
と
其
の
色
彩
ほ
た

し
か
に
華
か
な
縮
巻
物
で
あ
る
。
＇

我
殷
島
縣
特
設
館
ほ
場
内
極
め
て
橿

要
の
場
所
に
君
臨
し
第
一
第
一

1

本
館
と

第
三
本
館
に
通
す
る
八
幡
、
静
岡
の
雨

特
設
館
の
間
に
高
燥
な
る
敷
地
を
卜
し

高
さ
四
十
尺
白
亜
の
モ
、
ク
ン
な
建
築
で

本
市
の
出
品
物
を
中
心
と
し
て
堂
々
百

の
小
間
に
近
代
展
列
術
の
秤
を
凝
し
て

約
三
万
幽
の
出
品
物
を
所
狭
き
迄
に
陳

列
し
特
設
中
の
白
眉
と
し
て
其
の
偉
容

を
誇
つ
て
居
る
。

ニ
四
七

す
る
研
究
調
査
が
現
賓
に
商
品
の
上
に
人
の
文
化
程
度
を
高
め
之
れ
を
需
用
せ

現
は
れ
た
結
果
で
あ
る
°
斯
健
賓
な
市
し
む
る
こ
と
に
も
努
力
す
べ
き
で
あ
ら

場
が
賓
現
し
た
事
ほ
世
界
経
済
が
封
鎖
う
今
日
古
色
蒼
然
た
る
吉
詳
文
字
や
圏

糎
清
へ
轄
向
し
つ
と
あ
る
今
日
日
満
雨
案
や
色
彩
を
研
究
す
る
こ
と
も
決
し
て

國
の
為
め
箕
に
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
。
一
笑
に
附
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
理
由

如
斯
進
展
し
つ
4

あ
る
満
蒙
市
場
に
も
多
々
あ
る
と
思
ふ
、
況
ん
や
先
天
的

蜀
し
日
満
雨
園
の
純
済
上
の
植
要
な
る
に
迷
信
強
く
緑
起
を
据
ぐ
風
習
が
朝
固

事
項
と
し
て
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
と
し
て
ゐ
る
ー
ー
尤
も
近
束
敬
育
の
普

い
事
は
無
統
制
に
よ
る
過
瑚
生
産
の
統
及
装
逹
と
交
通
の
便
が
開
け
る
に
つ
れ

制
で
あ
る
。
之
ら
ほ
目
下
日
満
親
滴
統
漸
次
此
の
弊
風
が
改
め
ら
れ
つ
4

あ
る

制
論
或
は
日
満
ブ
ロ
ッ
ク
鰹
済
論
と
云
が
其
練
騰
的
に
観
て
今
尚
ほ
依
然
と
し

ふ
様
な
も
の
が
種
々
な
形
式
に
よ
っ
て
て
迷
信
が
生
活
の
大
部
分
を
支
配
し
大

翌
表
せ
ら
れ
其
の
必
要
な
る
事
が
痛
感
き
な
勢
力
を
持
つ
て
●
る
滴
人
に
蜀
し

せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
て
ほ
邦
商
ほ
常
時
之
が
研
究
を
必
要
と

に
日
本
内
地
側
に
於
い
て
ほ
轍
出
の
統
す
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
一
方
よ
り
高

制
と
云
ふ
新
た
な
問
題
が
最
近
擾
頭
し
度
の
商
品
の
利
用
債
値
を
あ
ら
ゆ
る
機

東
京
、
大
阪
を
中
心
に
目
下
割
策
中
で
會
に
提
示
し
て
文
化
程
度
の
向
上
を
企

あ
る
事
ほ
事
賓
で
あ
る
°
圏
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
今
回
の
見
本
市

本
件
に
闊
し
て
本
縣
ほ
既
に
今
日
あ
ほ
以
上
の
意
味
に
於
い
て
新
た
な
問
題

る
事
を
豫
測
し
璽
要
商
品
の
地
盤
確
保
を
提
起
す
る
も
の
と
謂
ひ
得
る
、
之
れ

に
不
断
の
努
力
を
据
つ
て
来
た
が
今
回
が
今
後
の
満
蒙
市
場
に
如
何
な
る
粛
面

の
見
本
市
を
楔
機
と
し
て
最
後
の
括
を
を
展
開
す
る
か
は
荊
目
し
て
侯
つ
べ
き

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
機
が
到
来
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

し
て
ゐ
る
そ
れ
だ
け
に
継
べ
て
の
取
引

に
一
層
興
鋤
で
あ
っ
た
為
め
に
未
曾
有

の
約
定
成
績
を
牧
め
然
も
確
賓
に
商
櫂
｝

の
猥
得
を
見
る
に
至
っ
た
事
ほ
成
功
と

謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
~
．
．
‘

以
上
の
如
く
支
那
の
消
費
階
級
層
に

浸
透
し
た
る
消
極
的
生
産
品
を
目
擦
と

す
る
こ
と
も
現
在
と
し
て
ほ
必
要
で
あ

る
げ
れ
ど
も
ま
た
一
方
朗
ら
か
に
明
け

た
新
生
の
意
氣
に
溢
れ
た
満
蒙
市
場
に

向
つ
て
反
勁
に
積
柩
的
な
文
化
品
を
邦

商
を
通
し
或
は
直
接
に
提
示
し
て
満
洲

．
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組

長
副

組

長

織

町

下

組

鐵

砲

屋

町

三

篠

町

下

山

手

組

長

，

：

線

代

副
線
代

副
組
長

同

稲
荷
町
西
組組

長

南

竹

屋

町

南

匝

甲

組

綿

代

副
組
長

船

入

町

南

匿

西

組

副

練

代

組

長

同

東
平
塚
町
組
合
翁

副
組
長

副
総
代

隈
匠
町
東
部
南
組

昭

組

長

｀

稲
荷
町
東
組

和八

三

篠

町

小

河

内

副

綿

代

杉

岡

年

5

ピ
り
ぐ
｀
～
、
．
：
組
長
田
中
吾
一

甕

屋

町

総

代

松

島

副

組

長

山

肩

寅

吉

{
f
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長
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サ十

5

五．

総

代

金

口
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次

郎

日
、
[
[
三
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上
横
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ゞ
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． 市字，，結。
昭立本命核廣
利畑郷令豫島
八賀ニ二防市

廣年病百基法告
島 八院八
市月ヲ十厳

手第ホ
っ六＂甲

長十設七島＇條第
一置番縣；ニー

伊 日 ス 地 安 依 ＇ 三
藤． ，，藝ルー

ー郡＇内競
ニ 畑 務
廣賀大、‘
島村臣

【
彙
報
]

◎
衛
生
線
長
同
副
細
長
就

任
認
可

【
告
示
】

貞
次

副
総
代

天
野

三
篠
町
七
軒
家
組

組

長

｀

副

組

長

三
篠
町
新
宮
塚

・

組

長
副
組
長

仁
保
町
堀
越

・

・

組

長

：

副

組

長

織

町

下

組副
紐
長

天
野

古

屋

孫

市

．
西
尾
典
一
郎

庄
吉

貞
男

悦
胡

◎
町
綿
代
同
副
穂
代
就
任
認
可

自
八
月
一
日
）

后
八
月
十
五
日

悦
胡

山
本

大
和

松
本
三
太
郎

中

村

卯

吉

堂
々
天
地
を
黙
す
る
渦
洲

大
博
覧
會
と
廣
島
縣
特
設
舘

遼
東
半
島
の
一
角
大
辿
白
雲
山
麓
に

君
臨
す
る
東
亜
文
化
の
一
大
殿
堂
満
洲

大
栂
覧
會
ほ
無
紀
的
事
業
と
し
て
七
月

二
十
三
日
の
吉
日
を
卜
し
て
華
々
し
く

開
會
し
た
。
、

t'クへ

ー

尚
ほ
手
綴
の
詳
細
は
市
社
會
課
内
廣

島
生
活
改
善
會
に
問
ひ
合
せ
ら
れ
た

、
o

＞
 

少
年
園
指
導
者
講
習
會

少
年
圏
廣
島
地
方
聯
盟
な
ら
び
に

廣
島
市
聯
合
少
年
園
で
は
二
十
一

H

か
ら
二
十
四
日
迄
安
佐
郡
三
入
村
南

原
峡
で
少
年
圃
指
導
者
謡
習
會
及
び

合
同
野
管
を
開
佃
し
た
が
講
習
會
員

は
小
學
校
数
員
五
十
名
で
合
同
野
管

に
は
少
年
剛
員
百
二
十
名
の
参
加
を

見
た
。
尚
ほ
諧
師
と
諧
習
科
目
は
左

の
通
り
で
あ
っ
た
°
兒
章
生
徒
校
外

生
徒
の
訓
練
ー
ー
縣
私
社
會
数
育
主

事
野
平
正
男
、
少
年
園
漑
論
|
ー
l

少

年
園
日
本
聯
盟
評
議
員
伊
藤
総
逍
、

野
螢
訓
練
ー
|
l
善
行
少
年
圃
長
藤
坂

喜
代
二
。
．
＇

満 何宏合殖迎
雨満れ大計民賓場
國 洲もな百地館内
の國色 る 敷 並 ‘ の
提も 彩地十 l
携又鮮域棟會

こ贔豪
と進かにに汎

．演華

親んに軒及の藝喜
善で 粧をび特館ぷ
に之を並三設翌本
不に凝ベ
滅参 し

十館辺館
て五等

の加て櫛萬其各
基し 居比坪の

府月I]

礎日るしの敷、
縣飩

扉應貸貸塁乱：晶圃醗琴置墓圏藝凸言疇塁置璽藝璽譴鬱響 的膊な を

‘廣的なのし式設 ・・ヽ、バ 大

、 し9̀ e.~3: ）｀｀藝裕え，齋疇パ‘`令泣疇叫；＇’

訓い謹正攣疇̀ 書 i団友
揚廣大迎大は下所務事頭埠鐵滴は上 を和美々°

‘ほク｀れ代式會
の揺東ンて的建絆あし到地レ特うも館上築も知と

失八絢天
上特の民各人に

各 岡京化居建築螢る得底の｀，設るの五ので規ら
うtま年爛地

にに誇揃地府氣到° に‘を
特‘‘せる築のの°な企帥卜館な二十もあ模れよ多館新其縣其す此ぬ於げ艇
設北大らがと本セ殊い圏覧でのど十坪のる雄るつかの奇の市iしるのでけにす
館海 阪 れ 最 近 館 セ に 盛 し 會 内 オ ま 館 以 二 百 大 ‘ て つ 豫 抜 他 並 ほ 物 膊 あ る 満 る
あ道 ‘ た も 代 別 ツ
つ‘兵 る 近 的 三 ピ

之況賓で地ンさを上十坪な何窺た期な倉に全奨萱ら劃洲牡
等で現は各パに敷の五以建れひこ以る祉殖國い會ら期大大

申を後趣家数甜宗趣脈子子家質囁1住に初牧職ら以ばでつ設今末求少結つ改感會
．し書 で 味 柄 育 す 数 味 ‘ な が 庭 ・ 統 所 相 婚 入 業 ば 内 結 あ た け 回 た む な 婚 ． 就 善 謝 の 先
込きも ｀ ‘ 程 る 締 ‘ 股 ら あ ‘ 支 柄 の 手 か ‘ 履 本 に 婚 る が て 市 ° る き 維 職 會 を 要 き
ま添 ‘嗜容炭希を婚脈ばつ結度‘，範方再兵脈人撮市°‘そ社そこ男と維は表望に
るへ先好説'‘望粛期，‘本て婚‘苔家園に婚役のの影込今事の會れと女なと最さに花
れ｀妻 、 ． 、 宗 事 き に 家 人 も の 趣 柄 ‘ 甜 か 闘 大 骰 せ 者 そ 務 媒 課 で 漸 に つ な 近 れ 旅 嫁
ば壼 の 職 骰 数 項 入 迦 庭 の 等 時 味 ‘ 数 す 等 係 要 格 る は の 開 介 内 之 、 く は て リ の て ひ 學
よ 闘子業格財たれれ‘橙を期‘容育るを‘‘‘窃戸手始をにが不 irti‘ そ世居市校
い のは牧性産るたた初格書再嗜貌の希記嗜家性奨箱綴はな結救可常殊の相る民を
の 手あ入質程住上理婚‘き緑好‘程望入好庭質に謄を九す婚清能なに結盆廣よ開
で数つ‘‘度所相由←‘質添で‘稼度事す‘‘‘‘本詳月こ相のにる緑果々島り設
あ料て家支‘範手’‘再性へも藪格，‘項る趣財學男‘述巾と談総な良故極複市多し
る共も庭度血園方仕婚‘‘・‘能‘宗だと味産脈子六す旬に部めつ縁者度雑生大て
°に 等 ‘ ‘ 統 ‘ に 度 ‘ 學 女 連 ‘ 性 数 る 共 ‘ ‘ ‘ な 月 れ 頃 な を ‘ て を の の 且 活 の 社
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廣島

青
年
圃
主
催

痰
島
市
聯
合
女
子
宵
年
園
主
催
第
一
回
生
花
講
習
會
ほ
、

可認物便郵種三第．□'.'
999 • 9•--•---••• 99 99一9999999-99■;
ニ：
巨始る
言末に扱

;見ス＂交凪あ．て百
ルね薔 ，チつゐ匹或

生巨
巨をほて
す不

、サ
は、大
な 赤 腸

フゞ たるのる

亘る潔蠅ご
ス と大蠅學

女花ま り 痢 菌 ← 云 部 を 者
菩 事 に の 事 ま 菌 の 菌 ひ 分 調 の

子 岬 目がな翌でせもあヽまの査研
IIi卜巨第り生はん亦る赤す徽し究

習＝三ー易をあ°生所痢°菌たに
目でい防り何存必菌此ほ結依

命三＝あ場ぎまんすず等の
大
.......,果り

自巨り所亦せとる腸の大 其 ま
菩まの胴ん危も......,親胎・
言す虞除か瞼のチ類菌

ロ贋のす

三°理す°亦と
ー持と

ニ ブ筋ほでつ四

目 三ニーありーロ例
呈をか‘ソ‘撒‘るま匹‘ヘ
目使ら蠅を三く石法すの豪ば
至用蠅ほ撒十こ油ほ°銀所應
言す帳宵く（音と乳次尚もの箱

三-
るへ色この 贈のほ育流‘ォ

= ~ 
三＇

叉と......, や様蠅たし
：：：とほ

デ--,
でをぬ等

下
ィ 止 ヒ ジ ペ 水＇ 託雹ご ン麿賢門雰‘

巨 Jl:トを 又
卜

三様嫌ほロ
ま 上 手 濡 詞

呈 な ひ ク ‘ 
三 。 1すにる潔池

ル °効事に
目色ま レ 1-.. 果でし汲
言・物すジをのあて取

舎ス鎖とす防以 五 四
こに-外撲各る上上防必等蠅‘めすがやわみ‘
れ多ほ國滅目にの大ぐずを取斯りか来厠か燈煽
にい都に出の他注略こ蝿用り様まらにのな草章
引朕會於来術鸞意偲と帳ひ紙にす線く中いのの
換態にいる生ーを 染でをて‘し 香いに汀骨吸
へで少ても的は申病あ用捕鑓て 等 ,o投又等殻
てあなほの自種し殊りひる捕尚 を又げ夏をに
日り ＜ 悔 で 覺 々 上にまて‘器ほ た朧入蜜厠残
本まし鸞あとのげ 腸す蠅更‘装 くほれ柑につ
にすて 2 り に 術 ま； のに蠅生 の燻ての撒た
於°却にま侯生し・

フ
束食捕す もをお皮く煙

い つ→すつ的た
ス

る物粉る 一嫌くをと草
て てチ°て施が← のに‘綱法ひと塵姐‘
ほ 田プ 封設要 豫 をほ網ほでま饂箱が刻

市報日五十二月八与沢和昭
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六
月
五

H
よ
り
週
ニ

回
宛
天
滴
、
織
町
附
小
學

校
購
堂
に
於
て
、
講
師
華

消
家
元
池
坊
敬
授
諮
師
川

原
亨
月
氏
指
噂
の
下
に
開

設
中
で
あ
っ
た
が
、

゜
―――
-
T
T
―-
i

 •• 

去
る

八
月
十
日
を
以
て
終
了
し

た
の
で
、
同
日
午
後
一
時

よ
り
織
町
小
愚
校
購
堂
に

於
い
て
終
了
式
を
撃
行
し

た
°
先
づ
中
邑
理
事
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
修

了
證
書
を
探
典
し
、
諮
師

の
挨
拶
、
會
員
綿
代
が
謝

僻
を
述
べ
て
閉
式
し
た
。

尚
ほ
證
書
を
授
典
せ
ら
れ

た
者
ほ
會
員
綿
敷
一

0-
――

r
•

名
中
七
三
名
で
あ
っ
た
。

云
一
時
か
ら
ほ
會
員
の
生
花
會
を
開
佃
し
闊
係
者
に
琴
観
せ
し
め
た
。

,l 

大
な
る
事
業
に
は
大
な
る
犠
牲
が
伴

ふ
事
は
洋
の
東
西
を
問
は
ず
時
の
古
今

を
論
ぜ
ず
歴
史
が
雄
孵
に
物
語
り
且
つ

数
へ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
、
近
き
例
に
徽

し
て
も
滴
洲
闊
の
獨
立
と
云
ふ
大
な
る

事
業
に
つ
い
て
は
非
常
な
る
犠
牲
を
彿

つ
て
ゐ
る
事
ほ
吾
が
國
民
の
等
し
く
熟

知
し
純
瞼
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

都
市
計
饗
事
業
な
る
も
の
ほ
前
述
の

通
り
現
在
の
複
雑
に
し
て
混
沌
た
る
都

市
の
総
べ
て
の
文
化
事
業
の
建
て
直
し

で
あ
る
か
ら
決
し
て
一
朝
一
夕
に
し
て

完
成
す
る
も
の
で
は
な
く
半
永
久
的
に

編
績
し
な
け
れ
ぽ
有
終
の
芙
を
為
す
事

し
』
~
，

9

，
 S

,
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前
述
の
腸
「
チ
ブ
ス
」
催
染
純
路
で
申

し
述
べ
ま
し
た
所
に
依
つ
て
其
の
豫
防

法
に
就
い
て
ほ
大
骰
に
於
い
て
明
ら
か

で
ほ
あ
り
ま
す
が
、
更
に
豫
防
上
尤
も

注
意
す
べ
き
事
項
の
主
な
る
も
の
を
申

し
述
べ
ま
せ
う
。

一
、
．
便
所
に
就
い
て

便
所
ほ
兎
角
不
潔
に
な
り
易
い
所
で

あ
り
ま
す
、
且
つ
又
種
種
の
病
原
菌
が

溜
り
易
い
所
で
あ
り
ま
す
か
ら
常
に
注

意
し
て
掃
除
手
入
を
し
て
お
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
0

汲
み
取
口
。
出
入
り
の
戸

等
ほ
堅
く
閉
し
て
螂
の
出
入
を
防
ぎ
便

所
の
窓
に
ほ
細
目
の
金
網
を
張
り
ま
す

と
尚
ほ
更
結
構
で
あ
り
ま
す
。
糞
尿
ほ

溜
ら
ぬ
中
に
汲
み
取
ら
せ
糞
池
や
其
の

園
り
に
ほ
生
石
灰
を
撒
布
し
て
お
く
と

良
い
の
で
あ
り
ま
す
°
次
に
我
が
闊
に

於
い
て
は
一
般
に
糞
尿
を
肥
料
と
し
て

使
用
す
る
習
憐
に
な
っ
て
を
り
ま
す
。

此
の
勁
に
就
い
て
最
も
注
意
す
る
事

ほ
、
若
し
大
小
便
中
に
有
害
な
る
徽
歯

が
生
き
て
居
っ
た
時
之
を
直
ち
に
肥
料

と
し
て
田
畑
に
撒
き
ま
す
と
徽
菌
は

或
ほ
士
中
に
或
は
水
中
に
或
ほ
野
菜
等

に
附
着
し
て
其
の
ま
上
豪
所
に
運
ば
れ

る
事
も
あ
り
ま
す
°
併
し
或
る
一
定
期

間
糞
尿
を
溜
池
に
入
れ
て
腐
敗
さ
す
と

徽
菌
ほ
死
ぬ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
°
便

の
中
の
徽
菌
ほ
冬
な
ら
ば
三
、
四
ヶ
月

時
に
よ
り
て
も
つ
と
永
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
夏
な
ら
ば
凡
そ
一
週
乃
至
二
週
間

で
死
に
ま
す
か
ら
一
旦
腐
敗
さ
し
て
か

ら
肥
料
に
使
用
す
る
の
が
安
全
で
あ
り
，

可認物便郵種三第
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ニ
四
九

此
の
反
蜀
に
田
舎
に
少
な
く
都
會
に
多

い
現
寅
朕
で
あ
り
ま
す
。

此
の
事
は
い
ほ
づ
も
が
な
吾
闊
の
都

會
の
衛
生
的
施
設
が
尚
ほ
不
充
分
で
あ

る
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
0

斯
る
現
朕
に
吾
人
は
直
面
し
て

居
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
吾
々
自
身
の

衛
生
的
自
覺
と
云
ふ
こ
と
が
一
層
大
切

な
繹
で
あ
り
ま
す
0

豫
防
上
の
注
意
に

闊
し
て
ほ
皆
様
ほ
耳
だ
こ
の
出
来
る
程

御
聞
き
に
な
り
亦
至
れ
り
盪
く
せ
り
の

心
得
書
き
も
示
さ
れ
て
居
る
事
で
あ
り

ま
す
。
か
ら
餘
り
申
し
ま
せ
ん
が
唯
終

に
臨
ん
で
私
が
特
に
強
調
し
た
い
の
ほ

消
化
器
偲
染
病
殊
に
腸
「
チ
プ
ス
」
赤

痢
等
ほ
「
口
」
か
ら
入
る
、
病
ほ
「
口
」

か
ら
口
ほ
禍
の
元
の
古
諺
に
あ
る
事
で

す
か
ら
、
口
の
衛
生
に
充
分
御
注
意
さ

れ
ん
事
を
希
菌
し
て
止
ま
な
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。
（
終
り
）

ほ
困
難
で
あ
る
、
現
在
や
つ
て
ゐ
る
街

路
の
建
設
ほ
都
市
計
覺
事
業
の
ほ
ん
の

一
部
分
に
過
ぎ
な
い
か
ら
其
の
緒
に
瘤

い
た
と
い
ふ
位
の
程
度
で
あ
る
か
ら
前

途
は
尚
洋
々
た
る
も
の
で
あ
る
、
そ
れ

故
現
在
直
ち
に
満
足
な
る
理
解
が
得
ら

れ
な
い
の
も
無
理
も
な
い
こ
と
で
は
あ

る
が
最
初
が
大
事
で
あ
っ
て
最
初
に
善

良
な
種
を
播
い
て
置
か
な
い
と
後
に
な

つ
て
善
い
賞
を
刈
り
取
る
事
は
困
難
で

あ
る
、
其
の
意
味
に
於
い
て
起
業
者
と

し
て
の
市
ほ
全
力
を
學
げ
て
最
善
の
努

力
を
成
し
つ
4

あ
る
の
で
あ
る
、
土
地

買
牧
と
補
償
の
態
度
に
就
い
て
ほ
数
回

都
市
計
粛
事
業
の
第
一

‘̀,ノ

白
水
よ
り

1-

和

（

廣
島
招
魂
祗
寄
附
金

壷
萬
四
干
戴
百
餘
圃
に
逹
す

くて辿代募
で居け在集官
ある其郷に祭
るがの軍就廣
°其成人い島
の績分て招
後頗會は魂
のる長：各社
申順等委奉
込調述員贄
はに日町會
次進活村寄
の行動長附
如しを糖、金

•L Ill9 ↓-ヽ呵』J.1o.’’-’l..J à 

金
壼
千
岡
大
阪
商
船
株
式
會
祉
、

京
橋
町
島
本
幸
・
助
、
保
田
七
兵
衛

廣
島
株
式
取
引
所
、
金
五
百
闘

H

本
製
銅
所
廣
島
工
場
、
参
百
六
拾

四
圃
五
拾
錢
中
島
新
町
、
金
参
百

闘
播
磨
屋
町
多
山
榮
次
郎
、
金
或

百
五
拾
闘
廣
島
株
式
取
引
所
取
引

員
佐
籐
誠
之
助
、
松
井
膿
蔽
、
籐
井

徳
兵
御
、
米
田
榮
次
郎
、
鎌
田
憲

吉
、
泄
良
平
次
郎
、
永
井
幸
兵
衛

杉
村
米
次
郎
、
岡
田
恒
璽
、
巾
JII
ョ

ネ
、
齋
藤
正
雄
、
田
中
快
司
、
金

式
百
闘
松
井
英
一
．
、
野
田
健
吾
、

長
尾
精
、
村
上
直
興
、
撰
屋
町
砲

田
多
吉
、
國
際
通
運
株
式
會
祉
宇

品
支
店
、
金
百
五
拾
闘
廣
島
株
式

取
引
所
取
引
員
大
禎
乙
松
、
武
内

松
太
郎
、
軍
川
良
市
、
紀
坂
直
吉

中
頭
源
三
郎
、
廣
島
株
式
代
理
人

會
、
金
百
式
闘
安
藝
郡
蒲
刈
島
村

長
、
金
七
拾
壼
圃
豊
田
郡
鷺
浦
村
．

民
、
金
百
闘
廣
島
土
地
建
物
株
式
＇

會
祉
、
観
音
町
土
井
伊
助
、
金
百

拾
岡
賀
茂
郡
下
野
村
長
、
金
九
拾

八
岡
佐
伯
郡
沖
村
長
、
金
五
拾
闘

西
魚
総
町
天
野
良
太
郎
、
金
参
拾

闘
下
柳
町
鹿
谷
辮
次
郎
、
金
拾
圃

銀
山
町
熊
谷
久
吉
の
諸
氏
で
＇

累
計
壼
萬
四
千
武
百
式
拾
五
闘
五
拾

錢
で
あ
る
。
．

ス
」
の
豫
防
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訊を

き

へ
を
}

遠

ま
す
。
又
糞
尿
の
肥
料
と
し
て
の
偵
値

も
腐
敗
し
て
か
ら
使
用
す
る
の
が
効
果

的
で
あ
り
ま
す
。

-l
、
水
と
脇
「
チ
ブ
ス
菌
」

腸
「
チ
プ
ス
」
菌
ほ
水
の
中
で
ほ
可
成

り
長
く
生
き
て
居
り
且
つ
水
中
に
ほ
好

ん
で
入
り
易
く
水
か
ら
僻
染
し
易
い
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
す
か
ら
家
庭
に

於
い
て
ほ
排
水
を
充
分
に
し
て
、
徽
菌

が
溜
ら
ぬ
様
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
下
水
描
除
は
常
に
心
が
け
て

厠
行
さ
れ
ん
事
を
希
茎
し
て
止
み
ま
せ

ん
0

野
菜
と
か
果
物
と
か
の
様
に
生
ま

で
食
ふ
物
は
箭
水
で
幾
度
も
／
＼
洗
つ

て
、
叉
庖
丁
、
俎
板
、
食
器
等
も
充
分

に
洗
つ
て
使
用
す
る
事
が
肝
要
で
あ
り

ま
す
。
一
疲
漬
位
で
ほ
野
菜
に
附
い
て

ゐ
る
菌
、
殊
に
腸
「
チ
プ
ス
」
菌
ほ
死
に

ま
せ
ん
か
ら
漬
け
る
前
に
充
分
に
よ
く

洗
ふ
の
が
最
も
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

三
、
簡
易
な
る
消
毒
法
。

煮
た
り
、
燒
い
た
り
し
た
食
物
は
良

い
意
昧
の
消
毒
を
し
た
事
に
な
り
ま
す

が
併
し
煮
、
燒
し
た
後
に
汚
い
手
を
ふ

れ
た
り
、
庖
丁
や
容
器
が
汚
れ
て
居
た

り
、
蠅
が
来
た
り
し
た
の
で
は
何
ん
に

も
な
り
ま
せ
ん
、
充
分
心
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。
｛
兵
器
や
庖
丁
、
俎
板
等
ほ
な

る
べ
く
熱
湯
へ
、
亦
野
菜
は
百
度
の
熱

湯
へ
『
二
三
分
間
」
（
此
の
位
な
ら
野
菜

含
有
の
ヴ
イ
タ
ミ
ン
ほ
安
全
で
あ
り
ま

す
）
消
毒
す
る
の
が
最
も
良
い
の
で
あ

り
ま
す
°
若
し
薬
物
消
毒
を
す
る
と
す

れ
ほ
ク
ロ
ー
ル
石
灰
（
源
白
粉
‘
’
晒
粉
、

廣

島

市

立

衛

生

試

験

所

技

師

山

（

二

）

霞

睾
化
カ
ル
キ
等
と
も
云
ひ
ま
す
）
を
水

に
溶
か
し
た
も
の
を
用
ひ
る
の
が
良
い

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
溶
か
す
割
合
ほ

水
二
十
立
（
約
一
斗
餘
り
）
に
中
匙
に
凡

そ
一
良
約
五
グ
ラ
ム
）
移
入
れ
て
良
く

と
か
し
て
之
に
一
一
時
間
位
漬
け
て
お
い

て
後
湾
水
で
充
分
に
洗
つ
て
使
用
す
れ

ば
良
い
の
で
あ
り
ま
す
。
「
イ
チ
ゴ
」
の

様
な
果
物
を
消
毒
す
る
に
ほ
水
一
立

（
約
五
合
五
勺
）
に
「
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
」

二
、
三
滴
を
落
し
て
二
、
三
十
分
浸
け

て
後
、
上
水
に
て
洗
つ
て
使
用
し
ま
す
、

勿
論
此
の
法
で
野
菜
の
消
毒
も
出
来
ま

す
。此

等
の
方
法
を
用
ひ
な
い
場
合
に
ほ

常
に
何
回
も
水
を
取
り
替
え
て
充
分
に

念
を
入
れ
て
洗
ふ
の
が
最
も
必
要
で
あ

り
ま
す
。

淫
水
で
良
く
洗
ふ
と
云
ふ
事
に
就
い

て
ほ
或
る
學
者
の
調
査
に
次
の
様
な
賞

験
が
あ
り
ま
す
。

或
る
脚
菜
に
就
い
て
第
一
回
の
洗
源

時
の
徽
菌
敷
は
第
二
回
目
の
洗
源
後
の

そ
れ
よ
り
逝
か
に
少
な
く
な
り
斯
く
し

て
三
回
、
四
回
と
翫
ね
て
淫
水
で
洗
ふ

時
ほ
遂
に
第
九
回
目
位
に
ほ
殆
ん
ど
微

菌
を
見
な
く
な
っ
た
と
報
告
し
て
を
り

ま
す
。
此
の
賓
験
に
猿
り
ま
し
て
も
皆

様
に
於
い
て
注
意
し
て
幾
回
も
／
＼
町

撃
に
洗
つ
て
使
用
さ
れ
る
事
を
希
華
致

し
ま
す
°
勿
論
毎
回
水
を
替
え
て
洗
ふ

の
ほ
言
を
ま
た
な
い
事
で
あ
り
ま
す
。

=
-
、
燭
の
瞑
除

蠅
が
吾
々
人
間
に
ど
の
位
害
蕗
を
運

ん
で
呉
れ
る
か
ほ
諸
君
に
於
い
て
先
刻

御
承
知
の
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
私
ほ
今

こ
4

で
ほ
蝿
の
謳
除
法
の
大
要
を
述
べ

て
お
き
ま
す
。

謳
除
に
先
き
立
つ
て
吾
々
が
考
へ
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
事
ほ
吾
々
が
嫌
が
る

耀
ほ
如
何
に
し
て
稜
生
し
た
か
を
考
へ

る
必
要
が
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

多
く
は
吾
々
人
間
が
不
仕
末
、
不
整

理
の
結
果
翌
生
す
る
も
の
で
ほ
な
か
ら

う
か
と
思
ひ
ま
す
。
例
へ
ば
食
べ
た
も

の
を
其
の
ま
4

そ
こ
い
ら
へ
散
ら
し
、

排
泄
物
を
充
分
虞
理
し
な
か
っ
た
り
、

或
ほ
應
溜
を
虞
理
し
な
い
と
云
ふ
所
か

ら
装
生
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

斯
の
如
く
し
て
吾
々
の
不
仕
末
か
ら

愛
生
さ
し
た
蝙
を
吾
人
ほ
蠅
取
り
「
デ

ー
」
等
と
稲
し
て
駿
い
で
を
り
ま
す
が

一
歩
進
ん
で
嶋
が
装
生
し
な
い
様
に
色

々
の
も
の
を
注
意
し
て
慮
理
す
る
な
れ

ば
此
の
煩
雑
ほ
要
ら
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。
不
仕
末
の
結
果
蠅
を
要
生
さ
し
て

お
い
て
、
や
れ
不
衛
生
的
だ
の
、
や
れ

「
ウ
ル
サ
イ
」
だ
の
と
云
つ
て
談
ぐ
の
ほ

随
分
矛
盾
し
た
事
で
あ
り
ま
す
。

扱
て
、
蠍
ほ
馬
糞
や
膜
箱
又
ほ
便
所

等
の
不
潔
な
所
に
好
ん
で
要
生
し
易
い

の
で
あ
り
ま
す
。
一
回
に
百
乃
至
百
五

0
、
二
百
位
の
卵
を
産
み
ま
す
、
そ
れ

が
十
一
一
時
間
位
す
る
と
姐
に
な
り
大
概

四
日
位
し
ま
す
と
蛹
と
な
り
四
五
に
し

て
端
に
な
り
ま
す
（
夏
期
）
、
卵
か
ら
蝿

に
な
る
の
ほ
天
候
温
度
の
闊
係
に
依
つ

て
大
分
異
な
り
ま
す
が
早
い
時
ほ
十
日

位
週
い
時
で
も
二
十
五
、
六
日
位
で
あ

り
ま
す
。

蠅
の
壽
命
ほ
凡
そ
一
二
十
日
位
で
あ
り

ま
す
か
ら
一
ヶ
年
に
大
体
、
十
四
五
代

位
生
れ
代
り
ま
す
、
賓
に
恐
る
べ
く
亦

い
ま
し
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

一
匹
の
蠅
は
多
い
時
は
五
百
萬
か
ら
六

百
萬
位
小
い
時
で
も
二
十
萬
位
の
徽
菌

を
持
つ
て
を
り
ま
す
。
之
を
常
に
陵
に

つ
け
て
虞
か
ま
わ
ず
飛
び
廻
る
の
で
す

か
ら
危
瞼
此
の
上
も
な
い
事
で
す
。

干
園
以
上
の
所
得
税
納
入

者
調
ペ

市
税
務
課
の
最
近
の
調
査
に
よ
る

に
昭
和
七
年
度
第
一
一
一
種
所
得
税
千
岡

以
上
の
本
市
納
税
者
は
次
の
如
く
で

あ
る
。千

闘

以

上

千
五
百
闘
以
上

式

千

岡

以

上

武
千
五
百
闘
以
上

参

千

闘

以

上

参
千
五
百
闘
以
上

四

千

闘

以

上

四
千
五
百
闘
以
上

五

千

闘

以

上

五
千
五
百
岡
以
上

六

千

岡

以

上

六
千
究
百
闘
以
上

七

千

闘

以

上

七
千
五
百
圃
以
上

八

千

岡

以

上

八
千
五
百
闘
以
上

九

千

闘

以

上

九
千
五
百
闘
以
上

壺

萬

闘

以

上

壼
萬
五
千
闘
以
上

二
人

ニ
入 一

人一人 一
人

一
人

五
人

一
十
七
人

-
＋
一
人

十
八
人

四
人

五
人

三
人

二
人

二
人

二
人

~
 

市
敬
育
課
で
は
非
常
時
局
に
鑑
み

各
町
各
校
侮
に
少
年
圃
を
組
織
し
市

長
の
査
閲
館
を
行
っ
て
各
少
年
圃
の

統
制
を
と
る
と
と
も
に
少
國
民
の
校

外
生
活
に
鉗
す
る
指
導
糖
脚
を
作
興

す
る
由
で
あ
る
。

各
町
各
校
毎
に
少
年
圃

綿
織

ニ
四
八

●』•『●
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ヽ

贔

努

働

者

千

餘

名

ほ

殆

ん

ど

失

業

朕

同

ナ

シ

二
、
一
人

～

市

祉

會

課

の

在

廣

朝

鮮

人

態

に

近

く

月

の

半

敷

ほ

非

就

努

日

で

あ

不

就

學

り

そ

の

月

牧

ほ

十

五

園

内

外

で

あ

る

、

五

七

0

人

合
計

比
較
的
幽
累
か
な
の
ほ
左
官
エ
、
製
鐵
工
以
上
の
統
計
の
示
す
如
く
就
昂
年
齢
者

塁
0
名
中
一
六
ー
名
不
就
學
で
あ
っ

ゴ
ム
工
、
土
木
業
、
人
参
ゾ
ツ
。
フ
業
、

欣
況
調
べ

て
極
め
て
そ
の
成
績
不
良
で
あ
る
が
彼

市
祉
會
課
で
ほ
先
般
来
市
内
在
住
の
朝
住
す
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
°
仲
間
相
手
の
臭
服
商
、
下
宿
屋
兼
飯
場

鮮
人
の
原
籍
戦
業
年
齢
兒
蜜
の
就
學
朕
職
業
別
に
見
れ
ば
．
等
技
術
工
や
小
企
業
家
で
あ
る
、
次
ぎ

況
等
に
就
ぃ
て
調
査
中
で
あ
っ
た
が
そ

1

日
怖
―
-
0
四
に
年
齢
別
に
就
い
て
見
る
に
二
十
一
歳
等
は
多
く
出
稼
人
で
あ
り
、
彼
等
自
身

の
結
果
に
よ
る
と
市
内
在
住
の
鮮
人
綿

2

左
官
―
―
―
―
―
よ
り
三
十
歳
迄
が
一
番
多
く
一
七
九
八
は
数
養
も
な
く
且
つ
純
演
的
に
そ
の
餘

敷
ほ
六
千
九
十
三
人
で
内
男
子
ほ
二
千

3

製
鐵
工
一
0
四
人
で
第
二
位
が
一
歳
よ
り
十
歳
迄
の
幼
裕
も
な
い
か
ら
常
然
だ
と
ほ
い
へ
そ
れ

八
百
九
十
三
人
、
女
子
は
千
七
百
七
十

4

屑

物

商

九

四

兒

一

七

一

七

人

で

第

三

位

彗

一

十

一

歳

に

し

て

も

あ

ま

り

ひ

ど

す

ぎ

る

不

就

學

大

東

京

の

人

口

前

年

に

比
し
七
萬
七
千
人
激
増

乎
含
の
差
ほ
千
百
十
八
人
で
あ
る
、

5

材

木

人

夫

六

四

よ

り

四

十

歳

迄

の

一

0

1

―

1

0

人

、

第

四

さ

で

あ

る

0

"

‘

警
諷
靡
文
書
課
統
計
係
で
は
先
般

平
均
1

．
組
の
夫
婦
間
の
男
女
兒
数
を
略

6

鐵

工

写

八

位

は

十

一

歳

よ

り

二

十

歳

迄

の

八

九

二

同
敷
と
見
得
る
故
に
此
の
差
ほ
略
獨
身

7

舟

人

夫

一

＿

＿

四

人

第

五

位

は

四

十

一

歳

よ

り

五

十

歳

迄

木

大

東

京

市

制

賞

現

後

約

1

年

間

の

喜

愚

見

ら

れ

全

膀

の

約

二

割

を

占

8

針

工

三

九

の

一

―

―

六

八

人

、

第

六

位

ほ

五

十

一

歳

よ

恩

給

法

改

正

靡

人

口

の

慶

遥

を

調

査

中

で

あ

っ

む
る
ほ
如
何
に
も
出
稼
人
ら
し
い
と
こ

9

屋

根

戦

，

―

-

三

り

六

十

歳

迄

の

二

四

人

、

第

七

位

ほ

た

が

此

の

程

漸

く

調

査

を

完

了

七

日

嘉
伺
ほ
れ
る
、
尚
ほ
同
調
査
の
結
果

10

撒

水

夫

―

―

1

0

六

十

一

歳

よ

り

七

十

歳

迄

の

五

六

人

、

｛

貧

施

打

合

せ

そ

の

疲

表

を

見

た

が

大

東

京

六

月

末

に
就
い
℃
詳
述
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ

11

農

業

二

六

第

八

位

ほ

七

十

歳

よ

り

八

十

一

歳

迄

現

在

の

人

口

は

五

百

八

十

―

-

＿

萬

七

千

ゅ

第

六

十

四

議

會

を

通

過

し

た

現

行

恩

給

―

―

ー

百

十

九

人

、

抵

帯

数

百

二

十

ー

―

―

萬

七
千
七
百
七
十
一
で
一
家
族
平
均
人

忍
原
籍
地
に
就
い
て
見
る
に

12

石

炭

人

夫

―

―

犬

の

二

0

人

、

第

九

位

は

八

十

一

歳

よ

り

口
四
、
七
1

・
一
人
、
密
度
一
平
方
キ
ロ
）

13

鰭
物
工
―
―
―
―
―
九
十
歳
迄
の
八
人
で
あ
る
、
斯
く
幼
年
法
改
疋
ほ
、
明
年
四
月
一
日
か
ら
賞
施

慶
尚
南
這
四
六
六
八
人

14

行

商

一

三

者

、

牡

年

者

の

敷

著

し

く

多

く

特

に

四

す

べ

き

國

庫

納

金

の

壻

額

お

よ

び

傷

病

に

つ

き

一

1

一
千
―
―
一
百
四
十
六
人
で
前
年

-
塵
尚
北
道
八
一
―
―
五
人

•
1
5

風
呂
焚
―
1
0
十
歳
前
の
年
齢
者
が
極
め
て
多
く
四
十
年
金
制
度
の
施
設
を
伴
ふ
改
正
勁
を
除
度
調
査
に
比
し
世
帯
数
二
萬
八
百
十

」
・
全
羅
南
道

1

ニ――

-
A

七
人
、
人
口
七
万
七
千
―
―
―
百
九
十
五
一

き
爾
餘
の
分
ほ
来
る
十
月
一
日
か
ら
質

忠
湾
北
道
一
―
―

-

A

1

6

市

掃

除

人

夫

一

八

歳

を

す

ぎ

る

と

急

激

に

減

少

し

て

居

る

．． 
忠

清

南

道

八

七

人

17

馬

車

挽

一

七

の

ほ

彼

等

の

職

業

が

多

く

日

傭

努

働

者

人

と

云

ふ

激

増

振

り

で

あ

る

。

．

施
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
た
め
．

[

全

羅

北

道

七

七

人

‘

.

1

8

料

理

業

，

．

、

一

七

さ

も

な

く

ば

筋

肉

を

多

董

に

使

用

す

る

，

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

ll-ll=＝-＝＝
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ム

9

公

設

市

場

小

膏

値

段

調

査

表

‘

"

一

七

。

．

内

閣

恩

給

局

で

は

先

股

来

右

に

闊

す

る

囀

，

京

畿

道

四

四

人

1

9

コ

戦

業

に

従

事

せ

る

が

為

め

で

あ

ら

ら

2
0
錦
詰
工
‘
ニ
ュ
施
行
勅
令
な
ら
び
に
闊
係
制
令
案
の
起
．
—
-
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

l＝
＝
＝
-
＿
＿
-
＝

l
=＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

l
=＝
＝-
l
l
i
l
=

＝
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七
月
十
五
日
現
在

學

別

．

江

原

道

一

六

人

錢
．

黄

海

道

．

二

人

21

煉

瓦

エ

一

三

尋

常

一

年

八

五

人

草

中

で

あ

っ

た

が

、

こ

の

ほ

ど

具

骰

案

9

1

0

人

皿

土

木

業

三

同

一

一

年

九

一

二

人

を

得

た

の

で

二

十

六

日

午

前

十

時

、

恩

白

米

内

地

ー

等

一

託

右

｝

―

九

・

＇

，

二

等

同

J

r
,
'
平
安
南
逍

同

一

ー

一

年

六

五

人

給

局

で

各

省

闊

係

官

の

参

集

を

も

と

め

三

等

同

一

H

、
{

平

安

北

道

一

三

人

2

3

奥

服

商

司
．
一
H
、
六

i

一
~
＇

七

一

人

原

案

を

附

聰

樋

旦

局

長

か

ら

案

の

内

朝

鮮

威
興
北
道
一
•
―
―-A

そ
の
他
十
五
名
以
下
ほ
騨
夫
、
菓
子
、
工

氷

會

祉

職

エ

、

金

銀

商

、

，

靴

芙

理

髪

、

同

四

年

密

湾

｀

同

一

写

、

0

、[

人

参

ゾ

ッ

プ

製

造

阪

賣

、

同

、

五

年

四

四

人

容

を

説

明

し

承

認

を

得

た

る

の

ち

閣

議

外

米

同

ー

咸

興

南

道

ナ

ジ

慇
iの
統
計
に
よ
っ
て
見
る
に
地
理
的
植
木
人
夫
、
糠
米
田
，
•
-
同
い
一
七
、
―
―

同

六

年

，

一

八

人

で

決

定

、

、

九

月

ヒ

旬

に

公

布

の

豫

定

で

r

ー

に

一

番

近

か

い

塵

尚

南

道

ほ

四

六

五

八

自

動

車

運

韓

手

、

薬

屋

、

飯

場

其

の

他

変

（

丸

夢

）

＇

上

同

-
7

ハ
•
あ
る
、
な
ほ
第
三
所
得
の
徽
税
な
き
朝
：
・
（
改
良
変
）
上
同
一

1―
-
、
0

、
で
そ
の
有
戦
者
綿
敷
ほ
男
子
一
一
高
等
一
年

二

年

四

人

ー

鮮

、

闊

東

州

お

よ

び

南

洋

諸

島

の

算

定

さ

哀

麟

苓

）

‘

-

蒻

”

巨

唸
魯
の
約
七
割
強
を
占
め
次
い
で
一
ナ
人

暑
北
逍
、
全
羅
南
逍
の
順
で
北
に
行
一
五
六
人
女
子
九
七
人
で
家
計
の
苦
し
同

、

の

努

働

者

の

極

め

て

中

等

昂

校

一

年

五

人

-

ほ

そ

れ

人

＼

総

督

、

長

官

が

規

定

に

し

小

豆

尖

納

言

）

一
一
年
，
↑
八
人
＇
，
＂

く
程
少
く
最
北
の
威
興
雨
道
、
平
安
北
し
に
係
ら
ず
女
子

胃

一

人

も

な

い

、

尚

ほ

彼

等

の

移

住

少

い

こ

と

ほ

著

し

く

目

に

付

く

の

で

あ

同

．

た

が

つ

て

算

定

す

る

こ

と

を

施

行

令

中

菜

一

塁

5
年

い

立

等

同

一

哭

＾

同
哭
芍
、
0

三
年

1

一人

梱

茸

含
g
●、

：
に
含
ま
し
め
る
ほ
ず
0
,

•
`
t
9
.
，
t
r
4
、
人
員
ヽ
'
‘
"
'
y
,
＂
＇
t
,
｀
．
，
.
L
`
•
`
‘

．
四
年
'
•
―
―
一
人

敷
が
そ
の
距
離
の
割
合
に
比
例
し
C

て

居

る

が

恐

ら

く

彼

等

の

観

念

が

極

め

て

保

同

｀

，
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國
民
政
府
は
か
ね
て
新
規
決
定
し
た
外

園
貨
物
原
産
地
證
明
條
例
を
九
月
一
日

か
ら
貿
施
す
る
こ
と
に
決
定
、
二
十
五

日
海
闘
か
ら
左
の
通
り
正
式
に
翌
表
し

た
領
事
イ
ン
ボ
イ
ス
條
例
第
九
條
を
次

の
如
く
改
正
す
~

千
九
百
三
十
三
年
九
月
一
日
よ
り
支

那
に
輸
入
さ
れ
る
外
國
貨
物
荷
受
人

が
輸
入
申
告
と
と
も
に
規
定
の
領
事

イ
ン
ボ
イ
ス
を
税
闊
に
提
出
せ
ざ
る

と
き
は
そ
の
事
情
の
如
何
に
か
4

ほ

ら
ず
所
要
の
商
業
イ
ン
ボ
イ
ス
一
通

に
つ
き
通
常
證
明
料
金
箪
位
五
ド
ル

の
三
倍
を
供
託
と
し
て
支
排
ふ
べ
し

右
八
ヶ
月
以
内
に
規
定
の
領
事
腔
明

に
亙
り
他
の
も
の
よ
り
登
表
し
た
通
り
文
化
生
活
に
涸
合
す
る
や
う
に
施
設
す
く
し
て
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
美
黙

で
あ
る
か
ら
一
般
に
了
解
を
得
た
こ
と
る
と
云
ふ
意
味
と
同
圃
讐
覧
の
唸
坦
で
あ
り
感
激
の
箭
を
唆
ら
ず
に
ほ
措
か

も
の
で
あ
る
0
如
何
に
建
設
の
前

4
信
す
る
の
で
あ
る
。

f

展
に
備
へ
る
施
設
で
あ
る
と
云
ふ
意
味
な
い

と
が
あ
る
現
在
の
朕
態
に
愛
化
を
典
へ
の
破
壊
で
あ
る
と
は
云
へ
永
年
住
み
馴

ー
ざ
に
か
く
市
常
局
と
し
て
ほ
此
の
事

粟
亡
勁
し
館
面
目
を
翌
揮
し
極
力
事
業
る
の
で
あ
る
か
ら
一
面
か
ら
云
へ
ば
現
れ
た
地
上
物
件
を
惜
し
氣
も
な
く
破
壊

朕
の
打
破
で
あ
り
破
壊
で
あ
る
0
併
し
す
る
こ
と
は
一
抹
の
暗
影
と
深
遠
な
る

[
｛
の
完
成
を
期
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら

其
の
破
壊
ほ
建
設
の
前
の
破
壊
で
あ
る
執
着
と
を
覺
え
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

・
市
民
と
＇
し
て
も
充
分
な
る
覺
悟
と
織
牲

的
箭
肺
と
を
以
つ
て
此
の
國
家
的
事
業
か
ら
保
守
的
で
は
な
く
し
て
進
歩
的
で
、
殊
に
住
宅
と
し
た
る
も
の
を
一
部
分
切

り
取
り
除
去
す
る
工
事
の
有
様
ほ
惨
然

に
営
る
の
決
心
を
固
め
て
貰
ひ
た
い
も
あ
り
理
想
的
で
あ
る
か
ら
進
歩
的
理
想

的
な
考
え
か
ら
云
へ
ぽ
喜
ぶ
べ
き
事
で
た
る
も
の
が
あ
る
。
都
市
計
覺
に
於
い

の
で
あ
る
。

尚
ほ
荷
路
事
業
に
つ
い
て
現
在
搬
築
あ
り
祝
顧
す
べ
き
事
で
あ
る
。
現
朕
に
て
ほ
士
地
は
道
路
敷
と
成
る
士
地
だ
け

し
つ
4

あ
る
を
見
て
市
民
の
中
に
ほ
餘
甘
じ
満
足
し
て
ゐ
る
も
の
に
取
っ
て
ほ
を
牧
用
し
其
の
地
上
に
あ
る
だ
け
の
物

り
殷
大
過
ぎ
て
交
通
批
が
壻
加
し
な
い
厄
介
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
件
を
除
去
す
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
か
ら

限
り
反
つ
て
商
喪
は
妨
げ
ら
れ
商
人
ほ
る
°
然
し
な
が
ら
訛
會
ほ
有
機
陵
で
は
玉
守
間
的
用
語
で
あ
り
技
術
で
あ
る
と
こ

疲
蔽
す
る
の
傾
向
が
あ
る
と
稲
し
て
ゐ
な
い
が
有
機
的
に
進
歩
衰
展
し
て
暫
く
一
ろ
の
切
り
取
り
と
云
ふ
こ
と
を
な
す
の

其
し
こ
玉
あ
る
が
此
の
惨
慨
た
る
相
を
目
の
あ

V
↓4
9ー

ー
る
者
も
居
る
が
従
来
の
狭
撚
な
り
し
道
も
止
ま
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら

路
に
比
較
す
れ
ば
成
る
程
餘
り
殷
き
に
相
應
し
た
施
設
を
行
ふ
事
ほ
圃
臆
生
活
一
た
り
に
見
る
か
ら
其
の
後
に
来
る
建
設

過
ぐ
る
の
感
が
な
い
で
も
な
い
が
道
路
を
す
る
も
の

4

椛
利
で
あ
り
義
務
で
の
喜
び
が
極
め
て
大
で
あ
る
と
き
云
ヘ

[
、
喜
完
成
し
自
動
車
を
初
め
車
馬
の
交
あ
る
か
ら
常
局
が
腱
親
に
興
而
目
に
忠
る
の
で
あ
る
。
．

通
加
頻
繁
と
な
れ
ば
二
十
五
米
か
主
十
賞
に
此
の
事
業
に
努
力
し
て
ゐ
る
の
ほ
備
考

常
然
の
義
務
を
遂
行
し
て
ゐ
る
も
の
で

米
位
の
道
路
で
ほ
狭
臨
を
感
ず
る
や
う

ー
に
な
る
事
ほ
火
を
見
る
よ
り
も
明
か
あ
る
と
云
ほ
ね
ば
な
ら
な
い
°
依
つ
て

な
こ
と
で
あ
る
、
殊
に
脱
島
市
は
中
市
民
諸
君
も
絶
大
な
る
後
援
を
拒
ま
ず

國
地
方
に
於
い
て
霊
要
な
地
の
利
を
得
自
已
の
利
益
ほ
犠
牲
に
供
し
て
も
此
の

て
ゐ
る
か
ら
盆
々
人
口
ほ
壻
加
し
商
業
事
業
の
完
成
を
速
か
な
ら
し
め
喜
悦
の

は
翌
展
す
る
運
命
を
有
し
て
ゐ
る
且
つ
情
に
悦
惚
味
を
覺
え
る
の
ほ
賓
に
涙
な
一

軍
事
上
植
要
な
地
で
あ
る
か
ら
特
種
地

．
域
に
局
し
将
来
國
際
間
の
闊
係
が
愈
々

複
雑
に
な
れ
ば
な
る
程
厳
島
は
特
別
な

る
線
べ
て
の
施
設
を
要
す
る
の
で
あ
る

か
ら
市
と
し
て
ほ
之
等
に
野
し
充
分
な

る
成
算
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る

決
し
て
従
来
の
慣
習
に
と
ら
は
れ
て
惰

眠
を
む
さ
ぽ
っ
て
ゐ
て
は
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
、

切
取
除
却
と
か
解
放
移
轄
と

か
其
の
儘
後
退
移
韓
ぜ
し
め

得
る
の
ほ
日
本
建
築
の
特
色

で
あ
っ
て
西
欧
賭
國
の
建
築

物
に
見
る
こ
と
の
出
来
な
い

も
の
で
あ
る
。
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．
都
市
計
饗
と
云
ふ
の
は
人
類
の
園
整

生
活
に
必
要
な
る
純
べ
て
の
設
備
の

現
在
の
朕
態
を
改
良
し
現
今
の
園
騰
の

別
報
原
産
地
表
記
條
令
は
財
政
部
税
闊

に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
右

は
明
年
一
月
一
日
ま
で
賞
施
延
期
す
る

こ
と
に
決
定
し
て
を
り
九
月
一
日
質
施

の
事
賓
な
し
と
言
明
し
た
。

愈
々
九
月
か
ら
賓
施

外
國
貨
物
原
産
證
明
條
例

明
年
ま
で

賓

施

延

期

財
政
部
税
闊
が
言
明
し
た

報:.9 市 島； 廣' ...＂可認物便郵種デ砥

原
本
を
提
出
せ
ず
排
戻
し
を
な
さ
ゞ

る
と
き
ほ
没
牧
す
。

支
那
政
府
が
九
月
一
日
か
ら
賞
施
す
る

輸
入
貨
物
原
産
地
表
記
條
例
全
文
ほ
左

の
通
り

．
．
 

一
、
す
べ
て
輛
入
貨
物
は
容
器
包
装
の

見
易
き
個
所
に
支
那
文
字
で
原
産
名

證
明
を
明
か
に
す
べ
し
、
右
ほ
耐
久

性
質
を
有
す
る
こ
と

二
、
前
項
の
表
記
を
有
せ
ざ
る
も
の
ほ

税
闊
に
て
注
意
し
書
入
れ
る
こ
と
、

税
闊
の
記
入
な
き
も
の
ほ
輸
入
を
築

止
す

三
、
轍
入
品
中
左
の
項
に
該
常
す
る
も

の
ほ
原
産
名
表
記
を
免
除
と
見
倣
す

容
器
あ
る
ひ
ほ
包
装
が
貨
物
と
と
も

に
賣
却
さ
れ
容
器
包
装
の
表
記
が
判

然
辮
別
し
得
る
も
の
、
な
ほ
表
記
と

到
照
し
．
て
曖
昧
な
る
事
情
を
含
む
も

の
ほ
海
闘
に
お
い
て
こ
れ
を
没
牧
す

も
つ
と
も
右
表
記
を
漢
字
も
し
く
は
英

誇
併
用
と
す
る
件
ほ
現
に
海
闊
側
と
財

政
部
で
折
徊
中
で
併
用
と
な
る
や
否
や

は
未
決
定
で
あ
る
。

こ而てて白利で者其て心かいら成ら馬てなとら若さき味る車挽はらら生はれ腸暑暦最．
と線のので主あ自のやのらで馬り天も嵌いはばしのもし‘挽馬斃裔ず物永かチさの近・
にてももあ義る身義ら注人人は立逍自まか賞天暑総のて其業がれら弱骰いらプは上雨
なのののるに‘の務ね意間間自た馬然ららに逍さめは見の者パるさつは間繁ス天でら爺§
るもをを‘あ之芽をばをはのらねをでな其ほはのだなる原はク此れて生暑殖等候は．し
のの課眠馬ゃれを果な彿馬使身は殺あいのな人総らいに因大く頃たゐ氣さすのの初い

＿て

をでにるらばかは隈すらつの役をなさつと言’らをめう習之は恐 廣動る液の、る如加秋雨
あ應とねから何るこぬて使に渡らずて云葉な殺でと者れ何慌倒島機の刺館のき •i咸で 3:'臨
るら云ばりぬもこと義馬役甘るぬと菱ふのいさあ云もだでを死市ででためで偲であ降れ．｀
‘れふなでで英とは務の者ん術‘云りな概‘ずるつーとあ来す内生何る 1箇あ染愈；る・ら

之るこらはも國に即が身とじを然ふはら念馬ととて般断る るにあかにまる病々がな
しれととぬな自人なちあをして知しこなばには云すゐ人定か の 於 る 外 も さ ・ ‘ 菌 激 寅 い

・ーは云は‘くらのる使る護てゐらなとい人は人ふる＇るもすとてでけも部係れ之もし際の
アふ ー綿綾、明功の役‘つ細るなががかも賞でこな‘暑べ吟ゐ馬るのかはてれ之くので．
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昭
和
八
年
度
陸
軍
簡
閲
貼
呼

事
故
人
員
ノ
一
子
分
一
減
少
．

第三種
本
年
度
陸
軍
簡
閲
勘
呼
ほ
七
月
十
日
軍
事
能
力
を
壻
進
し
た
こ
と
ほ
事
質
で

郵
よ
り
開
始
せ
ら
れ
八
月
一
日
を
以
つ
て
あ
っ
た
°
殊
に
歩
、
騎
雨
聯
賑
で
ほ
光

便
終
了
し
た
が
、
其
の
令
逹
綿
員
二
千
八
輝
あ
る
軍
旗
を
迎
へ
御
勅
鍮
御
勅
謡
の

陪
＇
百
十
一
名
で
あ
っ
た
。
本
年
初
め
て
の
奉
讀
式
を
學
行
し
た
の
ぽ
軍
旗
の
称
厳

試
み
と
し
て
廣
島
市
に
限
り
特
に
各
兵
ほ
勿
論
其
の
軍
旗
の
下
に
御
奉
公
を
為

認
{
｀
科
毎
に
各
々
其
の
所
屍
部
隊
に
於
い
て
す
べ
ぎ
堅
き
決
心
を
喚
起
せ
し
め
た
の

可

其
の
隊
長
を
執
行
官
と
な
し
術
科
と
し
ほ
誠
に
結
構
な
事
で
あ
っ
た
。
尚
ほ
本

て
ほ
各
兵
科
獨
特
の
賭
敬
練
及
び
新
兵
年
度
ほ
時
局
の
闊
係
上
一
般
に
士
氣
旺

器
の
見
愚
質
習
、
學
科
で
ほ
主
と
し
て
盛
で
緊
張
し
て
居
た
結
果
近
年
稀
に
見

軍
人
精
紳
の
修
養
、
時
局
に
野
す
る
認
る
好
結
果
（
前
年
に
比
し
令
逹
人
員

l

l
 

識
覺
悟
、
新
兵
器
、
化
愚
戦
に
闊
す
る
百
五
十
名
多
か
り
し
に
も
不
拘
、
事
故

智
識
向
上
等
を
闘
っ
た
。
参
會
者
ほ
百
人
員
に
於
い
て
三
分
の
一
以
上
の
減
少

何
十
度
と
云
ふ
燒
く
が
如
ぎ
炎
天
下
で
）
を
以
つ
て
終
了
し
た
の
ほ
邦
家
の
た

武
装
に
身
を
固
め
戦
闘
敬
練
に
従
事
し
め
誠
に
擬
賀
に
堪
へ
な
い
所
で
あ
る
。

廣

た
の
で
あ
る
が
銑
数
育
者
ほ
在
螢
常
時
尚
ほ
勁
呼
成
績
に
闊
す
る
詳
細
な
る
一

の
感
を
思
ひ
起
し
、
未
敬
育
者
ほ
新
た
覧
表
を
示
せ
ば
次
の
如
く
あ
る
。

に
入
螢
し
た
か
の
感
慨
を
抱
き
確
か
に

昭
和
八
年
度
陸
軍
簡
閲
貼
呼
成
績
一
覧
表故

・
事

‘

員

令

逹

r

4

、

人

贋

疾

病
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罪
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第

洗

膝

自

動

車

購

入

青
い
鋪
装
道
路
へ黄

ろ
い
鋪
装
道
路
か
ら
9
・

い
間
殆
ん
ど
洗
浄
さ
れ
る
こ
と
な
く
黄
ろ
い
鋪
装
と

市
内
の
鋪
装
道
路
ほ
永
が

し
て
水
都

し
て
睛
れ
た
日
は
黄
塵
を
吹
き
攀
げ
、
雨
の
日
は
泥
水
を
ほ
ね
か
へ

コ
ン
パ
イ
さ
せ
て
ナ
ヤ
マ
｀
セ
て
居
た
が

の
淑
女
紳
士
を
極
度
に
ヒ
ン
ジ
ュ
ク
、

今
回
市
で
ほ
、
鋪
装

逍
路
専
用
最
新
式
洗

櫛
自
動
車
を
購
入
し

慶
ぃ
鋪
装
よ
り
宵

ぃ
鋪
装
へ
韓
向
せ
し

党
託
空
新
秋
よ
り

市

民

の

『

街

の

散

歩

』

忠

に

朗

ら

か

な

す

が

し

該

さ
を
提
供
す
る
こ
と

に
な
っ
だ
。
＇
／
〗
鼻[T[

念
5

,

'

言
氣
勺
文
．

尚
同
自
動
車
は
イ
ン

、<ヅロ・、』

.、忍占
"sずす＂ぶ尋．、笠

タ
ー
ナ
ジ
ョ
ナ
ル

B

．

譴

饂

"

．
＂
、
，

t
ダ
〗
會
畠
，
．
‘
9
/
,
’澤

誓
賢

翠松

斎
添
菰
巡
v

.

.

，

息吟

型
洗
櫛
自
動
車
で
宜

羞‘

ぐ
点
．
悩
＂
警
¢，贔か

、

馬
力
六
三
馬
力
、
標

＂
冷
[
.
摩
＂

準
積
載
盤
賦
剋
、
卿

戸
．
奴
言
亨
ド

筒
艇
カ
―
二
0
封
度
•

吸
水
能
カ
―

-
0灰、

放
水
薦
一
五
0
米
峨
、
放
水
距
離
―
―10
~
C

消
防
用
と
し
て
使
用
す
る
場
合

本
自
動
車
ぱ
火
事
の
場
合
ホ
ー
ス
を
着
け
れ
ば
直
に
消
防
用
自
動
車
と
な
る
も

の
で
あ
る
）
で
あ
つ
て
米
國
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
會
祉
の
製
造
に
か
4

り
、
一
九
一
―
―
―
―
―

年
製
ジ
ャ
ミ
ー
の
猜
造
、
極
め
て
堅
牢
、
工
作
入
念
の
操
縦
容
易
な
優
秀
品
で

て
上
品
叩
朗
な
彩
色
で
、
う
し
ろ
に
暉
筒
形
の
充

車
陵
全
脆
は
白
銀
色
の
極
め

し
め
極
め
て
モ
、
ク
ー
、
ン
な

こ
ろ
装
甲
自
動
車
を
思
ほ
．

た
と

水
タ
ン
ク
を
背
お
つ

恰
好
で
あ
る
。
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並
木
に
就
い
て
語
る
⑤

我
が
國
の
樹
種
の
種
類

並
木
の
樹
種
擬
定
の
容
易
な
ら
ざ
る
イ
テ
フ
等
、
豪
澱
で
ほ
ガ
ジ
ュ
マ
ル
、

、
ビ
ル
マ
ネ
ム
、
ソ
ウ
シ
ジ
ュ
、

事
ほ
已
に
前
項
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
ビ
ロ
ウ

が
此
慮
に
は
現
在
我
が
國
の
諸
都
市
で
ク
ス
ア
カ
ギ
等
が
あ
り
之
に
朝
鮮
及
滴

普
通
用
ひ
ら
れ
て
居
る
虞
の
種
類
を
攀
洲
を
加
ふ
れ
ば
前
者
で
ほ
ニ
セ
ア
カ
ジ

げ
る
事
に
し
よ
う
。
そ
こ
で
今
寒
地
か
ヤ
、
ボ
プ
ラ
、
ヤ
ナ
ギ
等
が
あ
り
後
者

ら
曖
地
に
及
ぶ
も
の
と
す
れ
ば
、
札
幌
で
ほ
―
ー
セ
ア
カ
ジ
ャ
、
ボ
プ
ラ
、
ヤ
ナ

市
附
近
で
は
ニ
セ
ア
カ
シ
ャ
、
イ
タ
ヤ
ギ
、
—
ー
レ
等
が
あ
る
。

カ
ヘ
デ
、
カ
ッ
ラ
、
ニ
レ
、
ポ
プ
ラ
、
ヤ
所
で
此
等
が
如
何
な
る
程
度
に
其
の

ナ
ギ
等
、
東
北
地
方
の
諸
都
市
で
ほ
チ
都
市
（
詳
し
く
ほ
そ
の
現
在
の
植
付
閻

ヤ
キ
、
ー
ー
セ
ア
カ
ジ
ャ
、
ト
チ
ノ
キ
、
所
）
に
適
し
て
居
る
か
と
云
ふ
事
に
就

カ
ジ
ハ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ス
い
て
は
参
考
資
料
十
分
な
ら
ざ
る
今
日

ギ
、
イ
テ
フ
、
ヤ
ナ
ギ
、
サ
ク
ラ
、
二
直
ち
に
獅
案
を
下
だ
す
繹
に
は
行
か
な

レ
、
ス
ズ
カ
ヶ
等
、
闊
東
地
方
（
但
し
い
が
大
臆
に
於
い
て
ほ
種
々
な
幽
に
於

東
京
を
除
く
）
の
諸
都
市
で
は
イ
テ
フ
、
い
て
無
難
な
も
の
4

多
い
事
が
認
め
ら

ぞ
ス
カ
ケ
、
ク
ロ
マ
ッ
、
ア
カ
マ
ツ
、
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萬
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澄
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；
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を
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田
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拾
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田
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闘
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業

宜

且
〗
戸
ロ
ニ

式
百
岡
山
崎
．
吾
一
•
一

【
公
告
]

遣
失
物
公
告

一
、
小
船
（
遊
魚
船
）
壼
艘

右
物
件
拾
得
／
旨
屈
出
有
之
候
二
付
心

営
リ
ノ
モ
ノ
ハ
常
所
祉
會
課
―
一
屈
出
ラ

ル
ヘ
ジ
．

昭
和
八
年
八
月
二
十
八
日

崩

島

市

役

所

一
、
樫
角
材
木
壷
本
（
四
十
オ
）

右
物
件
拾
得
ノ
旨
届
出
有
之
候
二
付
心

常
リ
ノ
モ
ノ
ハ
常
所
祉
會
課
二
屈
出
ラ

t

ル
ベ
ジ

昭
和
八
年
九
月
一
日

殷

島

市

役

所

一
、
釣
舟
（
錨
付
）
登
艘

右
物
仲
拾
得
／
旨
屈
出
有
之
候
二
付
心

常
リ
／
モ
ー
ハ
嘗
所
祉
會
課
二
屈
出
ラ

ル
ベ
ジ

昭
和
八
年
九
月
―

-
H
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市

役
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水
金
之
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鈴
田

附
局
井
戸
上
家
並
古
瓦
古
木
材

一
、
丁
琥
表
門
並
プ
ロ
ッ
ク
塀

右
公
入
札
二
依
リ
賣
却
ス
買
受
希
切
霊
者

ハ
常
應
土
木
部
地
理
課
二
就
キ
蹄
島
市

物
品
購
入
賣
却
規
則
及
闊
係
書
類
並
賓

地
等
熟
魔
ジ
尚
ホ
左
記
事
項
承
知
ノ
上

入
札
ス
ベ
ジ
・

ー
入
札
ハ
郵
便
二
依
ル
モ
差
支
ナ
ジ

じ
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一
、
入
札
及
開
札
1

日
時
昭
和
八
年

九
月
十
二
日
午
前
十
一
時
迄
二
入
札
．

郎
時
開
札
ス

二
、
入
札
及
開
札
1

得
所
殷
島
市
役

所
土
本
部
地
理
課

三
、
八
札
保
證
金
各
自
見
積
債
格
ノ

百
分
ノ
十
以
上

四
、
賣
買
契
約
締
結
期
日
落
札
決
定

1

日
ョ
リ
五
日
以
内

五

、

現

場

説

明

ノ

日

時

昭

和

八

年

九

絆

闘

刀

十

一

日

午

前

十

一

時
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り
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郡
川
上
村
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踊
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築
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高

橋
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右
公
告
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遠

山

，

厚

!
．
昭
和
へ
年
九
月
六
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9

参
闘

，
大
手
町
五
丁
目

廣

島

市

役
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累
計
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萬
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四

、

印

刷

製

本

業

第

二

章

殷

島

市

産

業

の

装

生

別

紙

繭

製

造

業

次

ぎ

に

本

市

産

莱

を

各

々

其

の

翌

生

五
、
輛
化
學
工
業
｀
コ
ム
製
品
製
造
業
別
に
大
別
す
る
と
左
の
通
り
に
な

除
縣
耀
製
造
業
、
石
粉
製
造
業
、
ア
る
。

息

る

0

ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
製
品
製
造
業
、
石
鹸
一
、
太
田
川
の
水
質
及
び
水
流
に
依
存

し
て
猿
逹
せ
る
産
業

本
市
に
於
け
る
主
要
窟
業
の
輛
工
業
製
進
業

部
門
に
屈
す
る
も
の
に
ほ
紡
織
工
業
、
次
ぎ
に
軍
工
業
部
門
に
屍
す
る
重
要
な
紡
織
工
業
、
酒
類
、
菩
油
醸
造
業
、

近
泄
産
業
ほ
工
業
を
植
軸
と
し
て
回

木
製
品
製
造
業
、
食
料
品
製
造
莱
、
印
る
産
業
に
ほ
金
蜀
工
業
、
機
械
器
具
製
箭
涼
飲
料
水
醜
造
莱
、
人
絹
製
造
業

轄
し
て
居
る
従
つ
て
産
業
疲
展
の
方
向

刷
業
、
輛
化
學
工
業
が
あ
る
°
造
業
、
重
化
學
工
業
、
製
材
業
が
あ
皮
革
工
業
、
製
材
業

態
様
を
推
知
せ
む
と
欲
す
る
な
ら
ば
エ

業
の
疲
逹
過
程
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば

な

ら

ぬ

。

一

、

紡

織

工

業

製

綿

業

、

綿

絲

紡

績

＇

る

。

・

二

、

原

料

が

品

質

優

れ

且

つ

廣

島

市

に

．
本
稿
に
於
い
L
は
本
市
工
業
を
軍
需
業
、
綿
織
物
業
、
絹
織
物
業
、
メ
リ
一
、
金
局
工
業
製
針
業
、
製
鐵
業
、
近
接
し
て
生
産
す
る
事
に
依
存
し
て

疲
逹
せ
る
産
業

工

業

、

重

工

業

、

輛

工

業

の

三

大

部

門

に

ャ

ス

製

造

莱

、

染

織

業

緬

物

業

分
類
し
て
考
察
し
其
の
間
に
内
在
す
る
二
、
木
製
品
製
造
業
和
洋
家
具
製
造
二
、
機
械
器
具
製
造
業
製
綿
機
械
製
履
物
、
傘
製
浩
業
、
罐
詰
製
造
莱
、

矛
盾
を
指
摘
し
其
の
登
展
の
諸
特
質
を
業
、
履
物
、
和
傘
製
造
業
｀
造
業
、
自
動
自
韓
車
製
造
業
漬
物
製
造
業
、
海
産
物
加
工
品
製
造

究
明
し
依
つ
て
斯
か
る
過
去
の
史
的
事
―
―
-
、
食
料
品
製
殺
莱
縮
詰
製
造
業
、
三
、
重
化
學
工
業
人
絹
製
造
業
、
工
業
．
除
縣
開
製
造
業
、
樫
柄
製
造
業

質
が
如
何
な
る
髪
革
を
将
来
に
豫
約
し
酒
類
、
漿
油
醸
造
業
、
漬
物
製
造
業
業
薬
品
製
造
業
、
皮
革
工
業
｀
砥
石
‘
憐
寸
函
木
地
製
造
業
、
石
粉
製
造
業

檸
っ
:
あ
る
か
に
想
到
し
よ
う
と
惟
ふ
°
海
産
物
加
工
品
製
造
業
、
葉
子
製
造
製
造
業
、
防
腐
木
材
製
諧
業
菓
子
製
造
業

而
し
て
時
代
の
要
求
に
伴
ひ
産
業
界
業
、
濡
涼
飲
料
水
製
造
業
、
調
味
料
四
、
製
材
業
｀
製
材
業
、
樫
柄
製
造
業
三
、
本
市
獨
特
の
高
級
技
術
に
依
存
し

の
各
部
門
に
醸
成
さ
れ
つ
A

あ

る

新

情

製

造

業

、

燐

寸

函

木

地

製

造

業

て

装

逹

せ

る

産

業
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I

t

-

、

-
『
和
洋
家
具
製
造
業
、
調
味
料
製
造
莱

勢
に
適
應
す
る
の
準
備
蜀
策
に
至
っ
て

，
二
印
刷
製
本
業
：
醤
製
造
業
、
3

、コム

ほ

個

別

的

現

象

た

る

夫

々

の

特

性

及

び

満

洲

・
I

事

愛

記

念

日

ー
如
篇
製
造
業
、
工
業
薬
品
製
造
業
、

ベ
九
月
十
八

8

夜

十

時

半

装
逹
程
度
に
應
じ
て
講
究
さ
る
べ
く
市

ミ
ニ
ュ
ー
ム
製
品
製
造
粟
、
石

民

諸

士

と

共

に

今

後

に

残

さ

れ

た

る

課

―

ア

ル

題

で

あ

る

。

全

市

の

汽

笛

サ

イ

レ

ン

の

齊

奏

鹸

製

造

業

、

製

針

業

、

製

鐵

業

、

鑢

第
一
章
廣
島
市
工
業
の
大
別
来
る
九
月
十
八
日
は
蒔
洲
事
勢
の
翌
ま
で
）
仝
縣
佛
数
聯
合
會
主
催
の
事
愛
物
業
、
製
綿
機
械
製
造
業
、
自
動
自

本
市
工
業
を
軍
需
工
業
、
霊
工
業
、
端
た
る
柳
條
溝
爆
破
の
丁
度
二
周
年
に
戦
病
死
者
追
悼
會
・
（
午
後
一
時
半
か
ら
韓
車
製
造
業
、
砥
石
製
造
業
、
防
腐

輻
工
業
の
三
大
部
門
に
分
類
す
る
こ
と
相
営
す
る
の
で
廣
島
國
防
研
究
會
で
は
本
願
寺
別
院
）
仝
闊
防
研
究
會
主
催
、
木
材
製
造
業
、
．

ほ
前
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
簑
に
一
日
午
前
九
時
か
ら
公
會
堂
で
評
議
員
事
局
懇
談
會
（
一
一
時
半
か
ら
偕
行
祉
）
△
右
装
生
別
分
類
は
大
臆
の
傾
向
を
指
示

重
工
業
と
い
ふ
は
概
念
的
匝
別
に
依
れ
會
を
開
催
、
左
の
記
念
行
事
を
催
す
こ
縣
市
會
議
所
、
在
郷
市
聯
合
分
會
、
國
し
た
も
の
で
賓
際
問
題
と
し
て
ほ
多
く

ば
生
産
財
蛮
業
を
言
ひ
、
轄
工
業
ほ
消
と
に
な
っ
た
仝
新
國
防
婦
人
聯
盟
疲
會
防
婦
人
會
代
表
者
の
術
戌
病
院
戦
傷
病
の
場
合
（
一
）
（
二

x-―
-
)
何
れ
に
も
依
存

費
財
産
業
を
指
す
の
で
あ
る
0

式
學
行
(
+
八
日
午
前
八
時
半
か
ら
偕
息
者
慰
問
（
四
時
か
ら
）
仝
郷
軍
艇
島
支
し
て
居
て
肌
獨
依
存
の
場
合
の
方
が
却

而
し
て
被
服
蔽
、
糧
味
廠
の
如
き
軍
行
祉
新
館
に
於
て
）
△
五
師
園
主
催
聯
部
主
催
、
市
内
工
場
巡
回
講
演
會
（
五
っ
て
少
い
こ
と
が
多
い
、
叉
斯
様
な
産

需
工
業
、
叉
霊
工
業
に
於
け
る
造
腑
業
合
演
習
（
九
時
か
ら
東
練
兵
場
）
ム
日
支
時
半
か
ら
六
時
半
ま
で
）
土
國
防
研
究
業
に
於
い
て
こ
そ
よ
り
多
く
疲
展
す
べ

の
如
き
ほ
高
度
の
國
家
的
援
助
に
侯
つ
事
愛
功
努
者
表
彰
式
（
九
時
半
か
ら
偕
會
、
町
総
代
聯
合
會
、
會
議
所
商
工
組
き
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も
の
で
あ
っ
て
之
が
稜
逹
は
本
市
が
持
行
祉
聾
館
）
△
軍
隊
、
在
郷
軍
人
、
學
合
聯
合
會
、
綿
軍
市
聯
合
會
分
會
主
催
、
更
に
殷
島
港
澱
が
完
成
し
弦
に
海
陸

つ
軍
事
的
重
要
性
に
鑑
み
極
め
て
常
然
校
生
徒
、
宵
訓
生
、
小
學
校
兒
童
の
市
事
髪
映
諧
の
映
富
（
八
時
か
ら
九
時
迄
）
迦
絡
が
圃
滑
に
運
行
さ
れ
る
に
於
い
て

な
事
で
あ
る
が
本
稿
に
於
い
て
は
純
然
中
大
行
進
(
+
時
半
か
ら
十

1

一
時
迄
）
△
今
十
時
半
の
柳
條
溝
爆
破
時
刻
に
市
内
ほ
之
か
ら
享
く
る
利
便
に
依
存
し
て
稜

た
る
産
業
を
取
扱
ほ
ん
と
す
る
立
場
か
在
郷
軍
人
殷
島
支
部
主
催
、
市
内
工
場
外
の
工
場
其
他
の
汽
笛
、
サ
イ
レ
ン
の
逹
す
べ
き
可
能
性
あ
る
産
業
の
勃
興
す

ら
こ
4

に
ほ
之
を
省
略
す
る
こ
と
に
す
の
巡
回
講
演
會
（
零
時
半
か
ら
一
時
半
齊
奏
、
全
市
民
三
十
秒
間
欺
薦
°
る
こ
と
も
豫
想
せ
ら
れ
る
繹
で
あ
る
。
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種

｝一

詞
男
ヽ
も
澄
宮
殿
下
本
市
に
行
啓
の

[

．

硼

り

、

本

市

か

ら

献

上

申

上

ぐ

る

に

便

i
-
”
就
き
特
産
園
藝
品
の
選
定
方
を
腺
島

ニ

・

可

市

農

會

に

委

ね

ら

れ

た

、

同

會

で

ほ

-

．

此

の

光

榮

に

勁

し

慣

軍

に

協

議

と

調

B

l

 

査
と
を
遂
げ
全
國
に
名
朦
を
博
し
て

1
 

t
-

二

ゐ

る

、

盆

栽

松

樹

と

、

時

季

の

果

物

二

と

し

て

葡

萄

と

を

選

ぶ

こ

と

に

し

た

八
月
二
十
一
日
伊
藤
市
長
御
宿
泊
所

4

f

 

に
伺
候
恭
し
く
献
上
申
上
げ
そ
の
御

二

廣

望
1二

嘉

納

を

得

た

こ

と

ほ

誠

に

本

市

の

光

榮
で
あ
る
0

今
此
の
機
に
之
等
特
産

r
e
 

}
9
 

i

一

園

藝

品

に

闊

し

其

の

｀

一

端

を

記

し

て

―

島

ぃ

此

の

光

榮

を

頒

た

う

。

一

三竺

盆

栽

！

己

斐

町

、

否

本

市

の

特

査

園

三

叶

藝

品

と

し

て

誇

る

盆

栽

ほ

其

の

沿

革

衰

か
ら
ず
今
を
去
る
二
百
有
餘
年
前
営
藩

竺
”
此藝

一

_
.
、
王
棧
野
畏
晟
公
入
國
の
際
浪
波
に
於
い

一

報

て

植

木

を

商

ふ

牡

丹

屋

次

郎

兵

衛

と

稲

＂`
 

す
る
者
を
お
連
れ
に
な
り
、
廣
島
附
近

i-

に
於
い
て
、
こ
れ
が
盆
栽
の
迦
地
を
選

一一一

ば

れ

た

の

が

現

在

の

已

斐

町

で

あ

る

、

爾
来
時
代
と
共
に
型
の
如
く
盛
衰
ほ
免

一

れ

な

か

っ

た

が

明

治

中

年

頃

か

ら

栽

培

一

開

者

の

壻

加

を

見

戦

近

趣

味

の

向

上

と

共

和
に
其
の
技
術
が
非
常
な
勢
を
以
つ
て
稜

し一

八
逹
し
其
の
生
産
額
は
本
市
西
部
地
方
に

f, 

句
．
於
け
る
主
要
物
産
の
一
と
し
て
重
き
を

一一

プ

な

す

に

至

っ

た

ヽ

而

も

其

の

販

路

ほ

朝

L
 

一
月
鮮
、
豪
澱
な
ど
と
植
民
地
は
勿
論
滴
洲
、

1

宵
島
、
上
海
、
或
ほ
米
國
等
遠
く
海
外

一

に
迄
要
展
し
且
つ
其
の
量
ほ
年
々
多
き

1

日

i
 

を
加
へ
つ
4

あ
る
朕
態
で
あ
る
。

-・
 

己
斐
町
ー
ー
ヘ
一
度
足
を
運
べ
ば
専
業
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説
廣

島

市

工

業

大

観

亀

印
刷
業
、
製
本
業
一
，

二
六
一

1

-
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I
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自 つ け育あをにほぬ生通郎ほ異い錦なをのるて含な國其るもて力本育で柴と＂的
然てれ てる有よ松‘かり
のゐどる°する樹錦らあ

ち接髪て松い察大そほまい的の‘の器のにくも園何に

山なもこ現るもの松育るタ
自木種珍！，°しきし大れーに仕就が術結ほま云のれ或

野い賓と在もの表がつが
点にで震 ていてにて種他立中生的晶常れひ感のは＇と

に‘際ほ人ので皮かた錦ーのるる
生 よ あ せ ほ や努営誇ゐ獨にて松れ商に業た得が晨副

自従に學工はあがくも松も者
ら盆 ら力業るて特追る樹た品よ者花

‘れ栽
るあ家業

生つあ理的なる割迄の本のと現黒界三
ねと者べ本な従技のわ債つの‘でるも的葡

，すてた的にかがれ珍で来
ば研のき市技を術盆けのて熱樹あ‘栽に
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る 現 つに錦〈こる軍なか
と賓在松に な究過でと術紆ほ栽であ初と‘ら市培盆
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ら
れ
る
逸
品
で
あ
る
営
か
も
其
の
性
朕

ほ
極
め
て
よ
く
表
皮
の
割
れ
る
具
合
や

樹
姿
な
ど
稀
れ
に
見
る
も
の
で
あ
る
。

樹
の
全
長
約
二
尺
五
寸
若
々
し
い
宵
葉

は
如
何
に
も
健
康
其
の
も
の
を
物
語
っ

て
ゐ
る
。

二

葡
萄
＇
•
本
市
東
部
の
特
窟
園
藝
品
と

い
ひ
得
ら
れ
る
ー
仁
保
町
、
東
新
開
町

大
須
町
の
一
帯
ー
、
廣
漠
た
る
新
開
地

に
は
約
六
十
町
歩
葡
萄
ほ
若
々
し
く
伸

廣
島
市
の
献
上
品

．

錦

松

萄

け
て
採
集
す
る
以
外
に
は
求
め
ら
れ
な

い
と
云
っ
た
朕
態
で
あ
る
。
そ
し
て
錦

松
の
生
蛮
地
は
何
れ
の
地
方
で
あ
る
と

の
極
言
は
出
来
な
い
が
概
し
て
中
國
四

國
地
方
の
一
般
松
樹
盆
栽
材
料
が
自
生

し
て
ゐ
る
地
方
に
偶
に
自
生
し
て
ゐ
る

今
回
本
市
か
ら
献
上
し
た
錦
松
は
中
國

山
脈
に
あ
っ
た
も
の
で
鉢
に
栽
培
し
て

四
十
年
許
り
を
鰹
過
し
て
ゐ
る
の
で
百

餘
年
の
樹
齢
を
有
す
る
も
の
と
想
像
せ

る

廣島市

::'s 
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．＇し
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；
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＿
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嬌

ー

び
て
行
く
、
今
か
ら
二
十
九
年
前
の
、

明
治
一
―
―
十
八
年
で
あ
る
が
、
仁
保
町
波

田
猥
氏
始
め
て
栽
培
し
、
三
保
一

1

一郎

氏
、
金
井
半
氏
等
相
次
い
で
栽
培
し
た

の
が
現
在
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ゃ

本
市
の
東
部
ほ
賓
棉
と
水
稲
と
が
主
作

物
で
あ
っ
た
が
土
質
地
勢
の
闊
係
上
其

の
成
績
面
白
く
な
く
、
爾
来
急
に
、
葡

萄
の
栽
培
者
の
増
加
し
て
来
た
の
で
あ

る
、
け
れ
ど
も
嘗
時
ほ
、
カ
ト
1

バ
種

が
主
で
あ
っ
て
栽
培
ほ
易
い
け
れ
ど
も

品
質
下
劣
で
あ
る
の
で
時
代
と
共
に
逐

次
新
品
種
、
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
、
キ
ャ
ン
ベ

ル
ス
ア
ー
リ
ー
、
デ
ラ
ム
エ
ア
ー
等
に

改
栽
し
現
在
で
は
こ
れ
等
栽
培
者
を
打

つ
て
．
一
丸
と
し
た
葡
萄
出
荷
組
合
を
紐

織
し
、
統
制
あ
る
出
荷
を
促
し
殿
島
市

内
ほ
勿
論
臭
、
闊
門
方
面
へ
盛
ん
に
移

出
を
賓
行
し
て
ゐ
る
。

L

な
ほ
反
別
も
績
々
と
壻
加
を
束
し
栽
培

法
の
改
良
、
品
種
の
選
定
等
留
意
し
将

来
盆
々
こ
れ
が
登
逹
の
徽
を
示
し
て

ゐ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
現
象
と
い
へ
よ

。
ぅ今

回
献
上
申
上
げ
た
も
の
ほ
デ
ラ
ウ
エ

ア
ー
と
い
ふ
小
粒
の
葡
萄
で
甘
味
濃
厚

な
る
ほ
勿
論
、
一
見
し
て
果
物
の
特
徽

美
を
印
象
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、

殷
島
市
批
會
か
ら
下
命
以
来
特
に
萬
般

の
注
意
し
所
謂
本
市
特
産
物
と
し
て
其

の
特
徴
を
装
揮
す
べ
く
栽
培
し
た
の
で

あ
る
。因

み
に
献
上
し
た
錦
校
は
、
己
斐
町

田
中
政
一
氏
、
葡
萄
ほ
、
仁
保
町
岡

田
市
蔵
氏
が
謡
ん
で
栽
培
し
た
も
の

で
あ
る
。

，
 二

六
二

し
“
^

廣
島
測
候
所

移
轄
敷
地
買
牧

永
ら
く
行
き
な
や
し
ん
で
居
た
廣

島
測
候
所
の
移
聰
敷
地
も
此
の
程
地

主
側
と
折
合
つ
き
縣
土
木
課
で
は
お

そ
く
と
も
本
月
中
右
登
記
を
終
り
直

ち
に
敷
地
工
事
に
着
手
す
る
豫
定
で

あ
る
。 今

年
は
丁
度
震
災
十
周
年
に
相
賞

し
て
居
る
が
廣
島
市
嵐
で
は
九
月
一

H
午
前
十
一
時
五
十
八
分
サ
イ
レ
ン

の
一
音
と
共
に
一
同
起
立
殿
蒻
し
た
。

九
月
一
日
超
立
欺
聴

兵
場
に
於
い
て
開
他
せ
ら
れ
た
が
．

出
品
貼
数
一
二
十
頭
、
―

-
H
間
に
渉
る

厳
密
な
る
徘
査
の
結
果
、
入
賞
馬
十

五
頭
に
鉗
し
一

1-+-H尾
長
校
の
褒

賞
授
奥
式
に
於
い
て
、
農
林
大
臣
奨

励
金
、
帝
國
馬
匹
協
會
、
中
央
畜
産

會
の
副
賞
と
共
に
褒
賞
を
授
奥
せ
ら

れ
た
。一

等
賞
一
貼
、
二
等
賞
四
黙
、
三

等
賞
六
貼
、
四
等
賞
四
貼
の
う
ち
本

市
受
賞
者
は
左
の
如
く
出
品
貼
数
十

一
頭
に
鉗
し
入
賞
一
僻
以
下
八
頭
に

上
り
非
常
な
る
好
成
績
を
牧
め
た

ー
等
賞
（
農
林
省
金
牌
、
賞
金
八

拾
闘
）
宇
品
町
木
村
継
一

二
等
賞
（
銀
林
賞
銀
牌
、
賞
金
四

拾
闘
）
己
斐
町
田
中
保
、
競
入
町
岡

野

三

次

郎

・

三
等
賞
（
農
林
省
銅
牒
、
賞
金
武

拾
闘
）
河
原
町
岡
徳
夫
、
大
須
賀
町

籐
岡
宇
市
、
宇
品
町
山
新
繁
人

四
等
賞
己
斐
町
田
中
恭
造
、
三

篠
町
天
野
怖
次

濯
←
一
＇9、
_
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i
~
4
5
し

1
1
9

め
て
常
勝
茨
木
中
學
を
破
つ
て
優
膀

し
て
が
ら
、
地
由
に
於
け
る
河
章
の

大
将
修
中
は
一
躍
天
下
の
修
逍
と
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
翌
年
よ
り

H
本
學
生
水
上
競
技
聯
盟
に
依
て
イ

ン
ク
ー
ミ
ド
ル
の
大
合
が
主
催
せ
ら

れ
る
事
に
な
り
。
昭
和
二
年
其
の
第

一
西
部
大
會
に
群
雄
を
退
け
て
代
表

と
な
り
、
東
部
の
中
泉
農
學
校
と
覇

を
俄
つ
て
引
分
に
終
り
、
同
＝
＝
年
第

二
回
大
會
に
再
び
優
勝
し
て
西
部
を

代
表
し
東
の
濱
松
ー
中
と
鉗
戦
惜
し

く
も
王
府
を
談
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

爾
末
雌
伏
三
年
再
び
巡
ぐ
り
来
れ

る
黄
金
時
代
を
迎
へ
た
昭
和
七
年

夏
、
國
際
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
大
會
に
彼

等
の
先
輩
河
石
、
大
横
田
、
河
津
等

ぐ
げ
章
旗
＝
―
-
本
を
風
蒸
る
羅
府

料

が
輝
．

の
空
高
ぐ
掲
げ
て
、
水
上
日
本
が
泄

界
の
制
覇
の
大
業
を
樹
立
す
る
時
、

第
六
回
西
部
中
等
學
校
水
上
競
技
大

會
に
三
度
目
の
覇
樅
を
握
り
、
東
部

代
表
中
泉
農
學
校
に
大
勝
し
て
、
輝

け
る
修
逍
水
泳
史
上
更
に
一
段
の
光

彩
を
旅
へ
た
の
で
あ
る
。
，
然
し
，
て
今

夏
の
第
七
回
大
會
に
は
強
剛
高
細
商

業
を
押
へ
て
四
度
西
部
に
代
表
と
な

り
、
東
部
の
雄
見
付
中
學
に
は
限
倒

的
大
勝
を
博
し
、
堂
々
ニ
ヶ
年
連
綾

唱
覇
し
て
揺
ぎ
な
き
王
者
の
地
位
を

確
立
し
、
郷
土
に
春
と
榮
を
飾
っ
た

の
で
あ
る
。
臨
に
偉
大
な
る
彼
等
の

覇
業
を
諮
へ
、
そ
の
撓
み
な
き
努
力

に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

第
三
回
役
馬
共
進
會

本

市

受

賞

者

廣
島
縣
畜
産
組
合
聯
合
會
主
催
、

第
三
回
廣
島
縣
役
馬
共
進
會
は
、
八
．

月
二
十
九

H
よ
り
―
―
一
日
間
本
市
東
練
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の
減
少
に
よ
る
空
倉
庫
を
持
つ
の
不
ー
く
る
利
益
ほ
莫
大
な
る
も
の
誓
忍

純
演
を
免
れ
、
保
瞼
の
如
き
も
多
敷
の
金
融
方
面
か
ら
見
る
と
き
ほ
倉
庫
業
者

寄
託
品
を
一
括
保
瞼
に
附
す
る
為
め
料
ー
の
要
行
す
る
倉
庫
證
券
ほ
保
管
貨
物
の

金
ほ
低
廉
と
な
り
税
闊
手
績
、
委
託
販
＿
賣
買
を
敏
速
な
ら
し
め
る
と
同
時
に
金

第

-1-

賣
、
競
賣
等
の
商
品
に
野
す
る
一
切
の
融
の
便
を
興
へ
、
需
要
者
は
貨
物
の
集

種

手
綾
を
代
辮
し
為
め
に
商
工
業
者
の
受
中
す
る
事
に
よ
っ
て
選
擦
、
購
買
の
追

郵
倉
庫
業
の
必
要
を
説
か
ん
と
す
る
前
に
の
原
因
で
あ
る
。

先
づ
如
何
な
る
必
要
に
よ
っ
て
倉
庫
業
第
三
に
は
交
通
が
不
便
で
競
争
が
緩
慢

使

._-=＝＝i-＝＝＝=＝＝＝＝＝-Ul=＝-iニ――
-ii==＝云I-iuii-l-iit-ii-m-＝=i-ii-＝＝＝＝]-＝＝＝＝-＝l-i-U-i--i-i-＝＝＝＝＝=＝iii-ii-m===-=＝＝＝＝==l●
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物認
が
衰
生
し
た
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
な
な
り
し
時
代
は
生
窟
者
と
消
毀
者
と
の

可

ら

ば

自

然

的

に

其

の

必

要

性

が

判

明

す

間

に

幾

多

の

中

間

商

人

が

介

在

し

て

ゐ

第

三

回

廣

島

官

公

署

野

球

リ

ー

グ

戦

市

廊

軍

は

第

一

i

l

位

る
こ
と
4

思

ふ

。

た

け

れ

共

、

現

在

の

如

く

純

齋

が

進

歩

・
倉
庫
ほ
貨
物
の
保
管
を
為
す
場
所
で
あ
し
、
競
華
が
激
甚
と
な
り
生
壷
‘
消
贅

る
が
故
に
貨
物
は
自
ら
其
虞
に
集
中
さ
の
雨
者
ほ
出
来
得
る
限
り
直
接
取
引
を
第
三
回
隈
島
官
公
署
野
球
聯
盟
リ
ー
さ
れ
ど
第
五
日
目
は
昨
年
の
優
肪
チ

に
て
撃
破
し
す
ず
―
し
き
新
秋
'
・

れ
る
．
9
J

之
れ
は
経
済
上
の
貨
物
集
中
の
為
す
の
傾
向
を
有
し
中
間
業
者
の
介
在
グ
戦
は
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
迄
ー
ム
遁
信
局
を
4
A
野
2

結
果
を
招
来
す
る
の
で
あ
る
、
此
の
貨
を
許
さ
な
く
な
っ
て
党
に
商
取
引
ほ
商
縣
立
第
一
中
學
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於
て
リ
ー
グ
第
三
位
の
榮
位
を
か
七
租
得
た
の
運
動
普
及
に
就
て
[
`

長
い
間
の
暑
さ
に
ス
ッ
カ
＂
．
こ
わ

物
の
集
中
ぽ
如
何
な
る
事
情
の
下
に
起
業
上
の
技
能
卓
越
し
経
験
豊
か
な
る
少
炎
暑
に
も
め
げ
ず
其
の
熱
戦
を
綬
け
て
ほ
昨
年
に
比
す
る
時
ほ
大
な
る
蹄
進
と

皇
，
さ
れ
た
碇
康
を
取
り
戻
す
時
季
が
来

;1"も

5t:
、
畜
攣
聾
い
、
｀

猿
る
か
と
云
ふ
と
交
通
機
闘
、
エ
莱
、
商
敷
大
商
人
の
手
如
集
中
も
ら
れ
ん
と
す
来
た
が
日
増
し
に
市
民
の
人

．．
 

喜
心
囀
＿

ー
：
言
〗
た

1
0馬
が
肥
え
る
だ
け
で
は
な
い
人

＼
業
の
集
中
に
依
り
必
然
的
に
貨
物
の
集
る
の
傾
向
を
有
じ
、
従
束
の
如
く
小
規
氣
を
博
し
最
終
に
近
づ
く
頃

.9

こ食べ各貸ぶ；ふも・・

中
を
促
じ
た
る
結
果
で
あ
る
、
今
其
の
模
な
る
多
敷
の
倉
庫
に
分
懺
さ
れ
る
事
に
は
場
内
一
杯
に
溢
れ
渇
盛
．
忍
鴻
、
硲
召
鱈
訳
｀
も
同
じ
様
に
肥
え
る
時
季
で
あ
る
。
．
『

予
誓

令
＂
•
[
ハ
ぎ
で
書
▽

:
9

大
自
然
の
恵
澤
に
浴
す
る
計
り
で
な

島．
原
因
を
尋
ぬ
る
に
交
通
機
闊
の
登
逹
に
ほ
不
便
な
る
が
為
め
少
敷
の
大
倉
庫
を
況
で
あ
っ
た
P

尚
ほ
祈
ー
グ
>

＼
會
心
名
ぃ
が
喜
晨
属
く
自
ら
も
亦
健
康
回
復
讐
力
養
成
に

え、

7

ヽ
｀
言
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

c

翌
む
~
t
'
‘
,

よ
り
旅
行
、
運
轍
が
容
易
と
な
り
、
一
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
、
之
戦
は
二
十
日
正
午
六
官
公
署
ト

ゃ
品
を

稔
入
t
"曹

方
商
業
技
術
ほ
著
し
く
進
歩
し
需
要
者
れ
商
業
集
中
に
よ
り
貨
物
の
集
中
を
促
遁
信
局
、
専
賣
局
＾
機
闊
庫
桑
む
令
[
7
5
`

ふ誓忍

：
凧

：淡

1
覧
＂
こ
仇
：
旦
せ
燈
火
親
し
む
ぺ
＜
大
自
然
の
氣
を

誓

戸

‘

笞

じ

：
｀
、
内
｀
｀

{..、町、、

"t

廿
は
容
易
に
其
の
必
要
品
を
要
見
購
入
芍
．
し
倉
庫
の
必
要
を
生
ぜ
し
め
た
る
第
一
こ
一
市
顧
、
縣
慶
誓
監
督
局
＼
／

；
が
出
来
る
為
め
供
給
者
と
し
て
ほ
の
原
因
で
あ
忍
．

i

＇

の

六

チ

し

ム

の

入

場

式

属

｀

；

胃

罪

[
9令
喜

□皇
．

る

五

戸

は

彗

豆

巳

闘

"

り
ご
聾

4
羞
麟
虞
べ
き
で
あ
る
。
就
中
敢
も
大
切
で
最

多
盤
の
商
品
を
一
ヶ
所
に
集
中
し
何
時
大
睦
以
上
の
如
く
し
て
倉
庫
ほ
登
逹
し
務
監
督
局
長
の
始
球
式
に
よ
苓
ふ
き
：
5

ャ

滓
に
て
も
需
要
者
の
要
求
に
悪
じ
得
る
設
た
る
も
の
で
あ
る
が
交
通
機
闊
の
隆
盛
つ
て
開
始
さ
れ
た
が
第
一
日

贔
言
‘
森
も
而
白
い
の
は
骰
艇
養
成
に
あ
る
。

`
.
[
f
、
'
．
襄
’
き
隻
こ
島

を
促
す
に
ほ
倉
庫
業
の
完
成
が
叉
多
大
は
我
が
市
罷
軍
は
機
闊
庫
と
〗
;
[
奴
ふ
:
fぷA
4

備
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
、
之
れ
が

蓋
喜
の
集
中
さ
れ
る
に
よ
り
貨
物
の
闊
を
係
有
し
質
に
此
の
二
者
は
相
互
野
戦
4
A
璽
に
て
惜
敗
°
誓
ぺ
忍
ぷ

5
•

土
り
、
落
｀
誓
機
促
康
美
を
誇
る
に
足
る
べ
き
骰
格

集
朋
が
促
が
さ
れ
倉
庫
の
必
要
が
生
じ
依
存
の
闊
係
を
多
分
に
有
す
る
の
で
あ
第
二
日
は
縣
癌
と
毀
戦

7
〖
い
叫g炉
とf
:
〗
胃
〗
釦
”
]
`
、
鳳
亭
二
開
．
の
所
有
者
に
於
い
て
初
め
て
活
躍
維

：
賛
望
〗
庫
．
飛
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

、か三疇
'¥̀99い
い
く
炉
芦
冷
姿
ぃ、鈴`が

麿
―
つ
の
原
因
で
あ
る
。
、
る
、
此
の
意
味
に
於
て
交
通
機
闊
に
餘
璽
に
て
快
勝
、
更
に
第
三

昭
心
髯
廷
註
疇
鱈
戸
〗
麟
請
い
彗
峠
冠
疇

□
鱈
鱈
賃
い
に
げ
譴
這
疇

0局
に
1
4
A胄
ゞ

□い
{
〗
ゞ
ぅ
｀
[
／
曹
胃
い
旦
い
[
旦
汀

叱

り

亨

ニ

ヂ

ォ

骸

操

可

な

り

、

ラ

ン

一

ー

ン

ゲ

可

和
は
販
賣
す
る
為
に
需
要
の
最
も
集
中
さ
更
に
倉
庫
業
が
一
般
商
工
業
に
如
何
な
第
四
日
専
賣
局
と
の
試
合
奴

f

ふ
、
〗
ジ

八

れ

る

地

所

を

撰

定

し

此

虞

に

貯

蔵

翡

る

利

盆

責

ふ

る

か

は

先

づ

貨

物

に

闊

ほ

共

に

優

勝

を

目

指

す

者

の

喜

疇

麟

瓢

瓢

霞

鳳

ぼ

、

野

球

、

庭

球

何

で

も

宜

し

い

与

つ

匹

販

賣

に

備

こ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

、

す

る

純

費

が

著

し

く

節

滅

出

束

る

結

果

同

志

の

こ

と

で

も

あ

り

、

．

尚

少

し

位

過

ぎ

る

程

の

巡

動

す

る

が

宜

ゾヽ
叉
原
料
品
に
於
い
て
も
同
様
運
搬
上
最
生
産
條
件
が
有
利
と
な
り
競
嘩
力
を
強
ほ
伊
藤
市
長
、
松
坂
市
會
議
長
等
多
敷
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
尚
ほ
リ
ー
グ
殿
の
し
い
、
．
但
し
勧
め
た
い
の
は
乗
馬
で
．

f
H
•も
使
利
な
る
地
所
に
在
躍
し
生
産
土
支
大
し
従
つ
て
牧
盆
率
を
増
大
な
ら
し
む
来
場
せ
ら
れ
た
こ
と
4
，
て
試
合
は
白
熱
順
位
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
c
•

あ
る
。
老
も
●
布
き
も
男
も
女
も
人
を

十
蹄
な
か
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ん
事
ほ
る
と
云
ふ
利
益
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
化
し
、
我
が
市
臆
軍
は
前
後
二
回
に
亙
第
釜
檄
穂
馘
庫
、
第
二
位
尊
嚢
局
、
選
ば
で
恩
ふ
存
分
運
動
が
出
来
る
。

JI

エ
懇
屡
上
の
必
須
條
件
で
あ
る
、
之
大
倉
庫
業
の
存
在
は
個
々
の
倉
庫
が
必
る
敵
投
手
の
ボ
ー
ク
に
異
議
を
申
立
て
第
王
位
市
鄭
、
第
四
位
遁
信
局
、
そ
し
て
夫
れ
が
動
物
の
心
身
を
唄
已

れ
工
業
集
中
に
よ
り
貨
物
の
集
中
を
促
．．
 
皿
要
な
．
ぐ
従
つ
て
固
定
資
金
を
節
す
る
事
試
合
ほ
紛
糾
而
か
も
審
判
の
認
む
る
慮
'
[
第
冠
位
ほ
同
率
に
て
縣
顧
、
．
税
務
監
．
の
欲
す
る
が
儘
に
動
か
し
自
分
が
愛

じ
倉
庫
の
必
要
を
生
ぜ
し
め
た
る
第
二
が
出
来
監
督
者
を
置
く
の
要
な
く
貨
物
．
と
な
ら
ず
逐
に
棄
椛
す
ぢ
に
至
っ
た
。

i

督

局

、

す

る

丈

自

分

が

慕

は

れ

あ

の

大

き

な

H 十月•九：年／＼和昭 ←みず 報 訳市 島[
f
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ヘ
ら

.t'し 廣 可認物便郵種三第

産

倉

庫

業

に

闊

し

て

業 9ゞ

そj

』

‘
ヽ
＼

課

i~

•:~.~,.

,1a 

．＇ 

＼し

小
兒
病
中
最
も
死
亡
率
の
多
い
の
ほ
や
く
っ
た
り
等
す
る
の
が
素
人
の
最
初

何
と
云
つ
て
も
胃
腸
疾
患
で
あ
り
ま
に
装
見
さ
れ
る
症
状
で
あ
り
ま
す
、
此

鸞
冬
期
に
於
け
る
小
兒
の
大
敵
で
あ
ん
な
時
に
頭
に
手
を
や
つ
て
見
る
と
か

る
「
氣
管
技
カ
タ
ル
」
や
肺
炎
等
の
死
或
は
睦
温
器
で
熱
を
取
っ
て
見
ま
す
と

亡
率
で
さ
へ
約
―
―
-
+
。
ハ
ー
セ
ン
ト
位
で
殆
ん
ど
が
一
＿
一
十
八
度
九
度
と
上
昇
し
て

あ
り
ま
す
が
、
此
の
呼
吸
氣
疾
息
の
漸
居
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

く
減
少
す
る
頃
郎
ち
四
、
五
月
か
ら
反
若
し
斯
様
な
場
合
に
出
會
っ
た
時
ほ

到
に
胃
腸
疾
息
が
増
し
て
来
ま
す
°
此
一
刻
の
猶
豫
も
な
く
啓
者
に
か
け
つ
け

の
胃
腸
疾
患
の
死
亡
率
ほ
約
九
十
パ
ー
る
と
云
ふ
事
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

各
＇
卜
で
あ
り
ま
し
て
全
く
小
兒
の
命
疫
痢
に
か

4

り
ま
す
と
顔
ほ
む
し
ろ

坂
肉
だ
差
云
つ
文
も
過
言
で
は
あ
り
ま
宵
ざ
め
氣
味
で
皮
膚
ほ
た
る
ん
だ
様
に

せ

ん

芯

f

.

』

な

つ

て

全

く

無

氣

力

症

朕

に

な

っ

て

来

此
の
胃
脳
疾
息
の
半
敷
ほ
疫
痢
息
者
ま
す
°
叉
こ
ん
な
時
に
嘔
吐
の
あ
る
こ

で

あ

り

ま

す

。

．

と

も

あ

り

ま

す

、

お

腹

に

手

を

あ

て

4

豆
「
疫
痢
と
年
齢
と
の
闘
係
」
見
ま
す
と
恰
も
っ
き
た
て
の
餅
に
鋼
れ

誓
前
後
の
頑
是
な
い
る
様
な
或
ほ
箕
綿
に
ぶ
れ
る
牒
な
感
じ

畠
ば
四
、

一
小
供
を
俊
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
で
比
較
的
軟
か
く
し
か
も
何
や
ら
粘
着

か
ら
自
分
で
苦
し
い
症
朕
を
「
ハ
ッ
キ
カ
の
あ
る
様
な
一
種
云
ふ
に
云
へ
な
い

リ
」
訴
へ
得
な
い
し
そ
れ
に
加
へ
る
に
感
じ
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

病
朕
ほ
急
激
に
や
つ
て
来
る
の
で
時
に
こ
ん
な
場
合
小
供
は
多
く
、
「
腹
バ

治
療
の
時
期
を
失
し
膀
ち
で
あ
り
ま
す
ヒ
」
に
な
つ
て
寝
こ
ろ
ん
で
居
る
も
の

で
あ
り
ま
す
°
便
は
何
れ
か
と
云
へ
ば

「
疫
痢
の
症
吠
」
．

今
の
今
迄
「
ピ
ン
／
＼
」
飛
び
廻
つ
て
「
ジ
プ
リ
」
勝
ち
で
下
痢
で
も
な
し
秘
結

遊
ん
で
居
た
小
供
が
急
に
元
氣
が
な
く
す
る
で
も
な
し
で
便
は
一
種
特
有
の
奨

な
つ
て
そ
こ
ら
あ
た
h
を
「
。
コ
ロ
ゴ
臭
を
放
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ロ
」
し
て
居
る
と
か
亦
寝
た
小
供
が
も
疫
痢
便
は
粘
便
性
で
あ
り
ま
す
が
之

う
起
き
る
時
分
だ
の
に
「
ナ
カ
く
」
寝
一
に
血
液
や
膿
を
混
ぜ
な
い
の
が
普
通
で

て
4

起
き
な
い
と
か
或
は
夜
中
に
急
に
あ
り
ま
す
。
•

お
腹
が
シ
ク
／
＼
痛
み
だ
し
て
泣
き
ぢ
少
々
の
血
液
や
腺
は
時
に
あ
っ
た
と

小
兒
の
敵
疫
痢
に
就
て

—
死
亡
率
九
十
％
ー
|
ー

山

廣
島
市
立
獅
生
試
瞼
所
技
師

遠

．霞
， 

い 3
 

し
て
も
そ
れ
は
極
徽
抵
で
あ
り
ま
す
。
事
と
思
ひ
ま
す
。

便
の
回
数
も
少
な
く
し
ぼ
り
氣
味
で
灌
腸
ほ
グ
リ
セ
リ
ン
（
リ
ス
リ
ソ
）
を

今
し
た
か
と
思
ふ
と
叉
し
た
く
な
る
所
浦
水
で
二
倍
に
し
て
使
用
さ
れ
る
と
結

り
ま
せ
ん
。
、
構
で
あ
り
ま
す
。
「
ヒ
マ
ジ
油
」
は
小
供

謂
裏
急
後
霊
も
あ

•
以
上
述
ぺ
ま
し
た
の
が
疫
痢
疾
朕
の
ほ
兎
角
飲
み
に
く
が
る
も
の
で
あ
り
ま

・
。
す
か
ら
之
を
砂
糖
水
に
浮
か
せ
て
飲
ま

概
要
で
あ
り
ま
す
。

「
疫
痢
の
原
因
及
び
誘
因
」
ぜ
る
の
も
一
法
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
小

疫
痢
ほ
暴
飲
暴
食
否
過
食
か
ら
起
る
供
さ
ん
を
持
た
れ
る
競
ご
さ
ん
逹
は
家

本
間
内
務
部
長
の
手
て

鯉
兒
一
萬
匹
を
放
つ

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
「
ア
ソ
葉
子
K

の
庭
調
度
品
の
一
っ
と
し
て
灌
腸
器
を
加

過
食
、
未
熟
の
果
物
を
食
ふ
た
り
、
氷
へ
て
戴
き
た
い
事
を
希
睾
致
し
ま
す
。

廣
島
縣
で
は
雑
魚
愛
眠
週
間
中
の

九
月
五

H
午
前
十
時
か
ら
江
の
川
養

水
の
過
熊
腐
敗
し
か
け
た
も
の
を
食
蝶
よ
、
花
よ
、
ほ
へ
ば
立
て
、
立
て
ば

魚
場
に
鯉
魚
一
萬
匹
を
本
間
内
務
部

っ
た
り
等
か
ら
起
る
も
の
で
あ
り
ま
し
歩
め
と
ほ
ん
と
に
目
に
入
れ
て
も
痛
く

て
常
に
程
々
に
飲
食
さ
せ
る
様
、
殊
に
な
い
程
の
親
の
愛
に
育
ま
れ
つ
ヽ
あ
る
長
の
手
に
よ
っ
て
太
田
川
下
流
に
放

就
寝
前
等
ほ
断
じ
て
之
等
の
も
の
を
典
そ
こ
に
ほ
む
し
ろ
盲
目
的
の
愛
が
＼
た
流
し
た
。

へ
な
い
事
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
し
こ
め
て
お
り
ま
す
、
亦
如
何
に
誓

九
月
十
五
日
の
記
念
を
迎
ヘ

ふ
4

て
新
な
る
廣
島
の
誇
を
感
ず

「
食
事
の
時
ほ
手
を
洗
ふ
様
に
さ
じ
」
・
i
]詈
噸
達
に
ふ
肺
な
あ
ぬ
麦
の
亦
手
落

:
i
 

汀
，
ヽ`t
 

文
食
物
を
典
へ
る
時
に
ば
必
悶
や
く
ぶ
全
々
無
し
と
ほ
思
は
礼
を
せ
ん
。

明
治
廿
七
年
九
月
十
五
日
大
霧
を

手
を
洗
っ
て
か
ら
典
へ
る
様
に
汚
れ
た
少
量
の
「
ヒ
マ
シ
袖
」
の
為
め
に
亦
一

廣
島
に
辿
め
さ
せ
ら
れ
天
ド
に
細
令

し
大
浙
國
を
撃
滅
し
盆
々
國
威
を
普

手
に
其
の
ま
し
食
事
を
奥
へ
る
事
は
誠
本
の
灌
腸
器
の
有
る
と
無
し
に
依
つ
て

に
危
瞼
千
萬
で
あ
り
ま
す
。
は
頑
是
な
き
可
愛
の
小
供
ほ
或
は
一
命
ね
か
ら
し
め
給
ひ
て
よ
リ
蛭
に
四
十

「
家
庭
に
於
け
る
急
救
腐
置
」
を
取
と
め
或
は
幽
明
培
を
媒
に
す
る
こ
回
目
の
記
念
H
を
迎
え
吾
々
市
民
と

ど
も
あ
り
ま
せ
う
。
他
に
ゆ
け
る
小
供
し
て
感
慨
無
批
な
る
も
の
が
あ
る
、

御
承
知
の
通
り
疫
痢
は
非
常
な
急
テ

ン
ボ
な
紐
過
を
取
る
も
の
で
敷
時
間
中
の
年
を
敷
へ
て
募
碑
に
泣
き
入
る
親
逹
惟
へ
ば
明
治
塊
上
陛
下
が
鳳
摯
を
進

に
生
命
の
危
瞼
に
迫
る
も
の
で
あ
り
ま
は
決
し
て
少
な
く
な
い
事
と
思
ひ
ま
め
さ
せ
ら
れ
て
約
半
歳
は
吾
が
廣
島

は
H
本
の
首
府
で
あ
っ
た
奈
良
の
祁

平
安
の
都
を
他
び
感
深
き
も
の
あ
る

す
か
ら
一
寸
で
も
、
疫
痢
症
朕
を
呈
し
す
。

と
共
に
吾
が
廣
島
が
國
家
の
危
機
を

た
時
は
何
ほ
と
も
あ
れ
習
者
に
か
け
つ
一
銭
を
笑
ふ
者
は
一
銭
に
泣
く
と
か

ほ
る
の
ほ
前
述
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
何
に
俺
が
子
小
供
ほ
丈
夫
だ
か
ら
そ
ん
襲
屑
に
搬
ひ
國
家
綿
動
員
の
本
部
と

所
謂
腎
師
の
来
る
迄
の
家
庭
に
就
い
て
な
も
の
ほ
い
ら
な
い
等
強
が
り
を
云
は
し
て
諏
要
な
地
位
を
占
め
た
の
は
天

の
虞
置
と
し
て
は
次
の
檬
な
事
を
御
す
な
い
で
可
愛
小
供
の
為
に
ヒ
マ
ジ
油
の
恵
と
は
云
へ
廣
島
市
民
と
し
て
天
下

と

め

致

し

ま

す

。

一

杯

、

灌

腸

器

の

一

本

ほ

備

へ

付

け

て

に

誇

り

得

る

と

こ

ろ

の

史

寅

で

あ

る
。
年
髪
り
星
移
り
て
六
十
七
年
後

の
今
H
ま
で
過
去
幾
多
の
事
愛
に
賞

鳥
頭
に
ほ
氷
襄
氷
枕
を
な
し
灌
悩
を
な
戴
き
た
い
事
を
臭
々
も
希
蒙
し
て
止
み

り
功
績
を
の
こ
し
脈
末
に
於
い
て
も

し
排
便
を
促
し
或
ほ
「
ヒ
マ
ジ
油
」
の
一
ま
せ
ん
。

如

き

も

の

を

典

へ

て

臆

に

あ

る

不

純

物

益

々

其

の

債

植

を

大

な

ら

し

め

ん

と

を

排

泄

す

る

様

に

し

た

な

ら

ば

幣

師

が

す

る

傾

向

顕

著

な

る

も

の

あ

り

、

國

来

る

迄

の

手

常

と

し

て

非

常

に

結

楕

な

防

研

究

會

が

組

織

さ

れ

禰

々

多

事

な

●
,
｀
●
 

二
六
五

ら
ん
と
す
る
際
都
市
と
し
て
は
年
々

歳
々
膨
脹
疲
殷
し
六
大
都
市
に
亜
ぐ

大
都
市
と
な
り
都
市
計
盛
事
業
は
痛

々
池
捗
し
交
通
衛
生
等
完
備
し
美
猥

を
始
え
ん
と
し
つ

A

あ
る
は
賞
に
血

湧
き
肉
躍
る
の
感
が
あ
る
。
吾
々
は

此
の
佳
き

H
を
深
く
肝
に
銘
じ
市
民

の
誇
り
を
誇
り
第
二
の
國
民
と
し
て

勝
来
に
大
に
期
待
し
吾
が
大
廣
島
の

名
を
恥
か
し
め
ざ
る
の
覺
悩
の
騎
を

固
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

．
 

全
固
土
産
品
共
進
會

十
月
中
旬
頃
禰
山
市
に
開
催

朝
ノ
浦
は
近
く
國
立
公
園
と
し
て

指
定
さ
れ
る
が
輻
山
市
で
は
今
回
糠

光
客
誘
致
鉗
策
と
し
て
全
國
特
産
品

共
進
會
を
開
催
、
内
地
は
勿
論
滴
鮮

各
都
市
に
競
し
て
も
出
品
を
勤
誘
す

る
由
で
あ
る
。

二
六
四

一-i 
1
 

1
 

一i一
凶

一
a.. 

．，．9,
じゃ．心翌註
a．．
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一
六
七

ヘ

及

び

ま

す

。

商

品

其

物

の

使

用

謝

久

力

等

を

講

究

す

H
本
倫
理
思
想
の
系
統

）

日

本

の

商

人

は

各

輪

出

先

へ

商

品

を

出

る

と

い

ふ

こ

と

ほ

商

品

を

賣

込

む

上

に

補

永

茂

助

1

―

-

‘

^

O

國
民
逍
徳
謡
話
西
晋

1

郎
一
、
写
〇

一

國
史
學
の
骨
髄
平
泉
澄
一
、
＾
O

（

す

に

彼

の

地

の

事

情

風

俗

、

習

慣

等

を

重

要

で

あ

る

こ

と

を

痛

感

し

て

居

り

ま

東
瑯
平
八
郎

roo

充
分
に
研
究
せ
ず
何
ん
で
も
彼
で
も
値
す
今
支
那
人
間
に
日
本
製
品
の
何
々
が

段
さ
へ
安
く
賣
れ
ば
よ
い
と
し
て
送
り
賣
り
撰
め
ら
れ
て
居
る
か
と
指
折
り
数
愛
國
讀
本
小
笠
原
長
生
編
註

之
か
ら
廣
島
と
満
洲
と
を
膜
々
往
来
し
つ
き
ま
す
。
現
に
此
の
方
面
へ
送
ら
れ

次
回
よ
り
の
註
文
を
棒
に
振
る
と
云
ふ
へ
る
と
先
づ
廣
島
生
産
品
の
中
で
ほ
、
武
士
逍
概
説
田
中
義
能
一
、
1
i
)
O

て
私
が
氣
付
い
た
感
想
を
一
、
二
述
べ
る
甕
漬
は
多
額
に
上
つ
て
居
り
ま
す
。

事
ほ
度
々
見
聞
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
‘
コ
ム
製
品
、
人
絹
、
罐
詰
、
縫
針
、
脱
脂
國
民
逍
徳
論
概
要

て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
0

四
、
五
、
六
月
の
漁
期
ほ
鯛
、
鮪
、
鰍

す
が
其
の
勁
に
於
て
ほ
獨
逸
人
邊
り
で
輯
粉
煙
草
、
ボ
ロ
等
ほ
其
の
最
た
る
亘
理
章
―
―
一
郎
一

m
o

満
洲
兼
氣
に
浮
か
れ
て
唐
突
に
大
述
に
鯖
等
内
地
に
居
て
豫
想
も
付
き
か
ぬ
る

皇
國
骰
の
大
義
．
渡
邊
八
郎
一
、
＾
O

上
陸
し
た
人
ほ
其
の
豪
華
な
る
近
代
都
豊
礁
を
見
て
ほ
獲
れ
た
魚
債
及
漁
具
の

新
日
本
主
義
と
脈
史
哲
學

市
美
に
先
づ
度
謄
を
抜
か
れ
一
櫻
千
金
用
途
を
思
ひ
七
、
八
、
九
月
に
は
素
人
は
商
品
の
販
路
開
拓
上
に
ほ
先
方
を
研
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
邦
商
側

的
の
塁
鉾
挫
け
何
等
得
る
と
こ
ろ
な
く
漁
の
釣
道
具
類
の
移
出
有
望
な
る
を
知
究
し
其
上
で
自
信
の
あ
る
製
品
を
賣
込
の
滴
蒙
及
支
那
人
向
商
品
と
し
て
ほ
支
鹿
子
木
員
信
0

へ七
0

漫
然
と
し
て
輝
闊
す
る
人
が
多
い
様
で
る
も
の
で
あ
り
ま
す
秋
漁
も
随
分
盛
大
む
羞
ふ
事
を
聞
き
ま
し
た
。
椴
令
ば
那
人
を
研
究
せ
ず
し
て
出
荷
し
つ
A

あ
網
済
學
の
近
朕
と
泄
界
繹
演
の

あ
る
が
斯
か
る
場
合
私
で
あ
っ
た
な
ら
な
る
を
開
き
十
一
月
十
二
月
一
月
二
月
あ
る
獨
逸
の
商
務
官
が
直
接
民
衆
に
入
る
と
云
ふ
事
を
断
言
し
て
憚
ば
か
ら
な
動
き

ば
斯
様
に
考
へ
た
い
と
思
ひ
ま
す
°
先
―
―
一
月
頃
迄
は
内
地
方
面
よ
り
魚
類
の
輸
り
込
み
一
の
腿
帯
子
（
支
那
人
一
般
の
い
と
思
ひ
ま
す
3

然

し

乍

ら

営

今

日

本

高

田

保

馬

0

、1―
1
0

ル
キ
シ
ズ
ム
の
繹
滸
學
的
批
判
｀

づ
例
を
水
窟
業
に
採
つ
て
見
ま
す
と
水
入
聰
し
き
を
調
べ
ま
す
と
我
殷
島
地
方
使
用
す
る
足
に
巻
く
巾
一
寸
位
の
長
さ
の
文
化
を
以
て
誘
導
的
に
商
品
の
目
新
マ

璽
胃
満
洲
立
大
政
策
の
一
で
あ
り
ま
の
乾
魚
輸
出
も
思
出
さ
れ
ま
す
。
二
尺
位
の
切
れ
の
様
の
も
の
）
を
何
歳
ら
し
い
も
の
を
盛
澤
山
度
々
の
見
本
市
｀
高
田
保
馬
0

、七
0

す
が
之
と
本
市
と
の
闊
係
如
何
と
考
へ
五
大
政
策
の
其
の
二
の
鐵
逍
、
三
の
磯
位
の
男
子
婦
人
向
何
尺
何
巾
も
の
等
一
を
博
覧
會
等
に
於
て
宣
偲
し
販
路
開
拓

H
本
精
帥
と
癖
證
法

H
本
精
紳
の
根
本認

翡
。
‘
芭

る
な
ら
ば
賊
島
か
ら
の
生
産
品
に
ほ
憔
業
ほ
満
鐵
が
主
と
し
て
網
営
昂
し
、
四
の
々
研
究
し
安
値
に
造
る
と
云
ふ
式
に
細
に
勉
め
一
面
彼
等
支
那
人
も
自
浚
的
に

網
、
釣
針
、
鱒
憔
艇
と
い
ふ
様
な
も
農
業
は
軍
部
で
の
立
案
は
大
操
集
園
組
か
い
も
の
に
迄
其
の
努
を
厭
は
ず
前
以
進
化
し
向
上
し
つ
4

螢
莱
せ
ん
と
す
る

織
に
在
り
、
五
の
工
業
は
煎
工
業
、
轄
て
調
べ
上
げ
た
る
上
商
人
に
知
ら
し
め
傾
向
の
あ
る
事
は
明
か
に
看
坂
す
る
事
國
民
理
想
の
確
立

の
が
頭
に
浮
び
ま
す
。

こ
上
で
す
、
若
し
之
等
が
自
分
で
出
来
工
業
に
力
を
入
れ
内
地
資
本
家
の
投
資
商
人
は
是
れ
を
賣
り
搬
め
る
と
云
ふ
事
が
出
来
ま
す
け
れ
ど
も
彼
等
満
洲
國
人
日
本
文
化
の
特
色

吉

田

熊

次
0

、翌

田
中
義
能

な
い
商
賣
な
ら
ば
出
来
る
人
に
橋
渡
し
に
侯
つ
も
の
多
い
と
聞
き
ま
し
て
は
一
を
開
き
ま
し
て
は
全
く
だ
と
感
じ
ま
し
に
矢
張
り
惰
性
上
従
来
の
方
法
を
繰
返

國
骰
の
艇
意
義
紀
平
正
美
0

、平
0

を
し
て
人
も
喜
ぶ
様
に
考
へ
た
い
と
思
時
的
感
察
の
能
く
す
る
所
で
な
い
と
考
た
そ
の
勁
に
於
て
言
語
を
知
得
し
尚
ほ
へ
し
て
居
る
様
で
あ
り
ま
す
。

H
本

の

國

骸

安

岡

正

篤

ひ
ま
す
°
先
づ
漁
網
の
用
途
と
し
て
ほ
．

何

月

何

日

頃

か

ら

何

漁

が

獲

れ

る

か

と

＿

會

し

た

が

こ

の

聯

合

會

ほ

そ

の

名

稲

を

一

面

的

社

會

糠

を

排

す

現
代
祉
會
意
識
の
批
判

―

陸

海

軍

大

臣

臨

席

の

由

、

こ

さ

面

白

味

が

出

た

な

ら

ぽ

廣

島

縣

國

防

聯

合

會

と

稲

し

、

事

務

所

考
へ

0
、
四
0

'

・

川

合

貞

，

9-

大

島

正

徳

更

に

調

査

す

る

と

二

＝

―

-

月

頃

近

悔

が

廣

島

縣

國

防

聯

合

會

登

會

式

を

廣

島

縣

塵

内

に

置

き

皇

國

観

念

の

強

九

月

籾

旬

頃

畢

行

調

並

に

國

防

思

想

の

普

及

徹

底

を

繭

り

國

民

精

紳

の

淵

源

凍
つ
て
も
大
逮
港
内
ほ
其
間
1

1

――一日し

か

凍

ら

な

い

し

且

つ

其

頃

に

ほ

大

辿

港

國

防

の

充

貿

強

記

を

期

す

る

も

の

で

あ

村

岡

典

嗣

〇

、

1

―

1
0

外
四
五
十
哩
の
沖
合
に
装
動
汽
船
が
盛
非
常
時
局
に
鑑
み
て
國
防
研
究
會
は
會
、
軍
人
後
援
會
、
篤
志
看
陵
婦
會
、
り
、
各
郡
市
園
防
協
會
、
帝
國
軍
人
後
人
格
の
生
活
と
現
代
の
祉
會
・
'

に
出
漁
し
て
、
カ
ナ
ガ
シ
ラ
、
グ
チ
等
全
國
各
地
に
綾
々
と
設
立
ざ
れ
之
が
綜
町
村
長
聯
合
會
長
、
郡
市
男
女
青
年
園
援
會
殷
島
支
部
、
海
軍
協
會
廣
島
支
吉
田
静
致
0

、写
0

が
よ
く
獲
れ
る
と
い
ふ
こ
と
が
判
り
ま
合
統
制
の
必
要
漸
く
痛
感
さ
れ
始
め
て
長
、
郡
市
在
郷
軍
人
聯
合
分
會
長
、
軍
部
、
日
本
赤
十
字
祉
厳
島
支
部
、
愛
國
，

す
。
窃
で
直
ぐ
其
の
方
面
に
使
用
す
る
来
た
が
、
我
が
厳
島
縣
に
於
い
て
も
縣
事
後
援
園
臆
闊
係
者
、
軍
部
側
か
ら
は
婦
人
會
服
島
縣
支
部
、
日
本
赤
十
字
祉
生
業
資
金
の
貸
出
～
し

と
な
し
岡
原
第
五
師
圏
部
附
少
将
、
渡
部
部
附
篤
志
看
誤
婦
人
會
等
を
以
．
て
組
織
し
｀
方
面
塞
業
助
成
會
の
活
動

下
國
防
研
究
會
を
打
つ
て
一
丸

漁
具
の
版
調
べ
を
思
ひ
立
ち
ま
す
°
更

中
佐
、
廣
島
、
揺
山
雨
聯
隊
悩
司
令
官
‘
役
員
は
殷
島
縣
知
事
を
會
長
と
し
、
殷
廣
島
市
方
而
事
業
助
成
會
は
昨
年

に
其
の
漁
獲
物
の
仕
向
先
を
見
ま
ほ
す
更
に
秩
序
あ
る
統
制

t
よ
っ
て
そ
の
機

四
月
か
ら
市
内
第
一
種
、
第
二
種
ヵ

と
日
器
等
は
下
闊
邊
へ
移
出
さ
れ
て
蒲
鉾
能
を
活
陵
な
ら
し
め
る
た
め
、
去
る
八
呉
鎮
斑
目
海
軍
大
佐
等
出
席
、
島
縣
昂
務
部
長
、
臭
海
軍
人
事
部
長
、

の
原
料
に
供
さ
れ
る
と
い
ふ
事
も
判
り
月
三
十
一
日
午
前
九
時
か
ら
跛
島
縣
國
湯
澤
知
事
の
挨
拶
に
つ
い
で
會
則
案
帝
國
在
郷
軍
人
會
巖
島
、
揺
山
支
部
長

1
ド
階
敬
の
貧
窮
者
八
百
四
十
四
泄

の
審
識
決
定
‘
鼓
會
式
は
陸
海
軍
大
臣
を
副
會
長
に
し
、
幹
事
若
干
名
更
に
書
幣
に
癬
し
葬
式
我
の
補
助
を
、
臨
月

へ
ば
支
那
人
の
防
聯
合
會
設
立
準
備
委
員
會
を
縣
数
育

ま
す
。
滋
に
グ
チ
と
言

一
大
好
物
で
す
ら
か
之
を
塵
漬
に
し
て
會
館
で
開
催
9

の
臨
席
を
仰
い
で
九
月
中
に
厳
島
市
西
記
若
干
名
、
評
議
員
若
干
名
か
ら
な
つ
の
産
婦
人
に
助
産
我
を
、
疾
紺
者
に

轟

方

面

へ

警

て

ほ

如

何

と

も

考

へ

赤

十

字

、

愛

闊

婦

人

會

、

海

軍

協

練

兵

場

に

於

い

て

攀

行

に

決

定

正

午

散

て

居

る

。

脩

療

我

を

、

乳

幼

兒

に

牛

乳

の

配

給

ー

＇ 

i

,
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速
等
勘
か
ら
ざ
る
便
益
を
受
く
る
事
が
大
す
る
の
利
益
が
あ
る
。
｀
＂
ぶ
＇
｀
者
と
な
り
取
敢
へ
ず
圏
案
な
り
設
計
が
春
以
来
、
本
腰
に
準
備
に
取
り
か

4

つ
骰
を
も
っ
た
の
が
猫
の
如
く
命
令
に

出
来
る
、
，
ぃ
倉
庫
内
に
保
管
す
る
物
品
を
以
上
の
如
く
倉
庫
業
が
鯉
湾
上
至
大
の
非
公
式
な
が
ら
も
今
の
臨
時
工
務
課
長
て
漸
く
工
事
着
手
の
運
び
と
な
っ
た
の
服
従
し
、
小
犬
の
如
く
人
に
懐
き
而

も
山
で
も
河
で
も
坂
で
も
蹄
の
音
高

代
表
す
る
倉
庫
證
券
ほ
之
れ
を
債
櫂
の
関
係
を
有
す
る
を
以
つ
て
本
市
が
鰹
済
小
田
技
師
の
手
に
よ
っ
て
出
来
た
の
で
で
鉛
る
Q

搬
保
と
し
て
金
融
の
資
に
供
す
る
事
が
的
に
進
歩
稜
逹
を
期
せ
ん
と
す
る
に
は
あ
る
°
其
の
設
計
を
基
礎
と
し
て
昭
和
建
築
贄
の
不
足
金
を
寄
附
金
に
求
む
く
勇
耽
に
腿
謳
す
る
様
は
何
と
も
云

出
来
る
、
而
か
も
此
の
場
合
に
於
け
る
適
営
な
る
地
に
完
全
な
る
倉
庫
の
建
設
六
年
七
月
廿
七
日
の
市
會
に
提
出
し
、
る
計
劃
で
あ
っ
た
が
営
時
縣
の
方
で
ほ
へ
ぬ
爽
快
さ
で
あ
る
。

信
用
碁
礎
ほ
現
に
保
管
せ
ら
る
4

物
品
を
急
務
と
す
る
、
然
ら
ば
其
の
設
備
ほ
建
築
費
ほ
博
覧
會
の
利
益
金
壼
萬
園
也
輯
山
陽
顆
彰
會
の
事
業
が
生
れ
て
之
は
我
が
市
諷
員
も
昔
の
様
に
ロ
ハ
事
務

で
到
物
信
用
で
あ
る
が
故
に
恐
慌
等
の
現
時
の
要
求
を
充
た
す
を
以
つ
て
満
足
を
基
礎
と
し
て
不
足
額
ほ
寄
附
金
に
求
亦
大
規
模
の
寄
附
金
募
集
中
で
あ
り
、
を
扱
ふ
計
り
で
な
く
暇
あ
る
毎
に
各

場
合
に
於
け
る
野
人
信
用
の
途
絶
へ
た
せ
ず
将
来
に
於
け
る
商
工
業
、
交
通
の
む
る
事
と
し
て
満
場
異
議
な
く
可
決
し
市
で
ほ
市
祉
會
課
に
方
面
委
員
助
成
會
種
の
運
動
を
営
に
行
ひ
つ
4

あ
る
、

野
球
に
庭
球
に
乗
馬
に
其
の
旺
な
る
｀

が
出
来
て
其
の
資
金
の
募
集
に
齋
手
し

る
時
と
雖
も
其
の
融
通
盛
ん
に
行
ほ
れ
隆
盛
を
誘
ふ
手
段
を
採
る
べ
き
で
あ
ら
た
の
で
あ
る
c

事
正
に
人
目
を
驚
か
す
計
り
で
あ
る
｀

う
。
さ
れ
ば
将
来
の
純
清
事
惜
を
考
慮
斯
く
決
ま
つ
て
見
れ
ば
一
日
も
早
く
た
時
で
彼
是
れ
と
同
様
の
寄
附
運
動
が

夫
れ
を
緩
和
す
る
の
効
力
が
あ
る
、
尚

ほ
倉
庫
業
者
の
褻
行
す
る
證
券
ほ
銀
行
し
、
其
の
賓
現
を
速
か
な
ら
し
め
名
質
着
手
し
て
十
月
二
十
三
日
に
攀
行
す
る
衝
突
し
て
ほ
相
方
の
不
利
益
と
考
へ
た
此
虔
暫
く
し
た
な
ら
各
圃
餞
と
共
の

業
者
が
安
心
し
て
引
受
け
而
か
も
一
々
共
に
大
殷
島
の
名
に
恥
ざ
る
大
都
市
建
と
い
ふ
百
年
祭
典
ま
で
に
骰
ひ
竣
工
ほ
の
で
他
に
募
金
の
方
法
を
求
む
べ
く
新
技
を
競
ふ
事
は
出
来
る
で
あ
ら
う
。

目
下
の
朕
態
牌
来
の
形
勢
併
せ
考
へ
．

る
時
最
も
有
意
義
な
事
柄
で
あ
ら

現
物
鑑
定
を
為
さ
ず
、
責
任
の
一
部
を
設
の
企
圏
に
邁
進
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
見
な
く
と
も
せ
め
て
工
事
に
着
手
し
た
に
頓
山
陽
文
撼
殿
建
股
翼
贅
會
を
粗

う
。
運
動
臨
技
の
鼓
吹
軍
事
思
想
の

倉

庫

業

者

に

分

ち

て

放

資

の

範

園

を

搬

て

置

き

た

い

と

い

ふ

熱

望

者

も

あ

り

‘

織

し

會

の

事

業

と

し

て

先

哲

逍

墨

集

を

・
建
築
費
の
不
足
額
も
寄
附
金
の
麒
ま
る
褻
行
頒
布
し
其
の
利
益
金
を
以
つ
て
此

普
及
心
身
の
練
磨
引
い
て
は
能
率
の

．
噌
進
で
あ
る
。

ま
で
取
替
へ
て
置
こ
う
ど
い
ふ
有
志
者
・
・
不
足
金
に
充
裳
す
る
こ
と
に
計
劃
を
立

4
.
t
 

山

陽

文

徳

殿

建

設

計

割

の

経

過

も

現

ほ

れ

た

の

で

あ

っ

た

、

然

る

に

肝

て

た

の

が

息

魯

朧

墨

集

の

疲

行

で

-

h

L

文
部
省
思
想
善
導
園
書

腎
の
建
築
場
所
が
弓
道
場
に
賃
貸
し
て
心
•
あ
る
。
疇

ぷ

あ

っ

て

夫

れ

が

マ

、

ク

期

限

中

な

の

で

容

又

先

哲

逍

集

ほ

是

も

昭

和

産

業

博

覚

3
t
i
:
•

最
近
市
民
理
解
共
に
賣
行
き
良
好

山

崎

，

南

岳

易

に

立

退

き

を

承

諾

し

て

呉

れ

ず

工

事

會

の

副

産

物

で

同

博

覧

會

の

附

帯

事

業

世

は

畢

げ

て

不

安

と

動

揺

の

渦

中

弓

に
あ
り
社
會
組
織
に
合
理
的
根
搬
吐

と
し
て
本
川
小
學
校
に
先
哲
遣
物
展
覚

會
を
催
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
際
記

山
陽
文
徳
殿
建
設
の
問
題
も
随
分
と
意
見
が
あ
っ
た
の
で
山
陽
文
徳
殿
と
い
に
一
番
に
必
要
な
土
地
に
差
支
へ
が
あ

長
い
話
で
あ
る
が
昭
和
六
年
十
月
に
學
ふ
別
名
が
新
た
に
出
来
た
繹
で
あ
る
。
っ
て
ほ
仕
方
な
く
誓
葡
の
着
手
ほ
不
念
の
為
め
に
出
品
物
を
全
部
撮
影
し
て
を
求
め
て
や
ま
な
い
。
而
も
異
説
紛

一
行
し
た
頓
山
陽
先
生
の
十
年
祭
を
記
念
廟
と
い
ふ
も
文
鑢
殿
と
い
ふ
も
我
郷
土
可
能
に
了
っ
た
繹
で
あ
る
°
保
存
し
て
あ
っ
た
の
で
幸
に
夫
れ
を
取
々
と
し
て
何
れ
が
是
な
る
か
知
り
維

百
年
祭
ほ
豫
定
通
り
十
月
二
十
三
日
り
出
し
て
編
輯
し
て
見
た
が
夫
れ
だ
け
く
邪
説
に
迷
は
さ
れ
る
も
の
あ
る
の
~
一

の
生
ん
だ
頼
山
陽
先
生
の
偉
大
な
る
文

す
る
為
め
の
建
築
物
で
あ
る
か
ら
と
つ

く
に
竣
工
を
見
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
鍛
を
兼
仰
し
風
数
の
蒸
化
に
資
す
べ
く
に
滞
り
無
く
終
了
し
た
其
の
翌
月
の
十
で
ほ
滴
足
が
出
来
ぬ
の
で
更
に
逸
品
を
は
社
會
に
取
っ
て
極
め
て
大
な
る
痛
―

筈
で
あ
る
が
出
翌
の
常
初
か
ら
諸
種
の
計
劃
し
た
目
的
に
ほ
愛
り
ほ
な
い
。
一
月
末
に
土
地
は
返
却
し
て
来
た
が
最
帝
都
方
面
に
求
め
得
て
之
を
壻
補
し
乾
恨
事
で
あ
る
。
今
回
文
部
省
に
於
い
一

事
情
に
妨
げ
ら
れ
て
荏
再
今
日
に
及
ん
抑
も
此
問
題
の
起
り
は
去
る
昭
和
四
早
祭
典
後
の
事
と
て
皆
が
氣
乗
薄
に
な
坤
言
一
峡
の
出
版
物
に
仕
上
げ
た
の
て
國
民
を
し
て
思
想
を
あ
や
ま
た
し

り
前
の
不
足
金
取
替
へ
の
相
談
も
熱
が
で
あ
る
主
な
る
材
料
が
市
に
持
ち
合
せ
め
な
い
様
に
と
左
の
固
書
を
選
定
し

あ
る
、
漸
く
に
準
備
に
目
鼻
も
年
巖
島
市
主
催
の
昭
和
産
業
博
覚
會
が

だ
の
で

各
縣
螂
を
通
じ
て
各
市
、
各
中
等
學

て
あ
っ
た
ら
ば
こ
そ
割
合
に
安
債
に
出

来
て
居
る
と
日
頃
識
者
の
認
め
て
賞
贅

つ
い
た
の
で
愈
々
近
日
中
に
工
事
着
手
豫
想
外
の
好
成
績
で
あ
っ
た
の
で
利
盆
さ
め
て
御
流
れ
に
な
っ
た
と
い
ふ
次
第

の
運
び
と
な
つ
て
居
る
0

建
築
の
場
所
金
の
一
部
分
を
以
つ
て
博
覧
會
成
功
記
で
登
再
今
日
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
0

を
得
て
居
る
と
こ
ろ
で
あ
る
0

本
年
四
校
、
各
小
學
校
、
各
市
町
村
岡
書
館

は
早
く
か
ら
標
柱
を
立
て
4

あ
る
が
比
念
事
業
を
営
め
ば
と
い
ふ
建
議
案
が
市
奥
久
登
氏
が
助
役
に
赴
任
し
て
来
て
月
以
来
頒
布
に
瘤
手
し
、
従
来
色
々
の
長
に
通
知
を
疲
し
た
。
著
者
は
そ
の
一

治
山
公
園
の
山
腹
頼
家
一
族
の
墓
所
の
會
へ
提
出
せ
ら
れ
贅
成
を
得
た
の
が
動
此
の
成
り
行
き
を
知
ら
れ
て
か
ら
荀
く
誤
解
も
あ
っ
た
が
次
第
に
氷
解
し
て
此
方
に
於
い
て
そ
れ

K
＼
定
評
の
あ
る

隣
接
地
で
以
前
安
養
院
撒
喜
寺
の
あ
つ
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
、
時
恰
も
頼
山
も
市
會
に
於
い
て
既
に
決
議
し
而
か
も
節
ほ
此
事
業
に
到
し
市
内
外
に
多
敷
の
人
逹
で
あ
る
か
ら
兎
角
ま
と
ま
っ
た

た
跡
で
あ
る
0

擦
柱
に
ほ
山
陽
廟
と
あ
陽
先
生
の
百
年
祭
が
昭
和
六
年
九
月
―
―
夫
れ
が
天
下
に
繰
出
し
た
る
郷
土
の
先
翼
賛
者
も
出
来
て
遣
暴
集
の
頒
布
も
既
、
も
の
讀
ま
な
い
日
本
人
に
取
っ
て
は

に
六
百
餘
峡
に
逹
し
極
め
て
順
調
に
進
何
等
か
数
ふ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
充

ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
這
が
て
着
手
す
分
に
あ
ら
う
。
尚
ほ
そ
の
指
定
闊
書

る
が
元
来
が
廟
と
し
て
設
計
を
立
て
市
十
一
一
一
日
に
相
営
す
る
の
で
幸
ひ
に
同
先
覺
山
陽
先
生
に
闊
す
る
事
業
を
三
年
越

A

e

ヽ
＂

を
示
せ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

會
も
廟
と
し
て
議
決
し
た
の
で
あ
る
が
生
を
偲
ぶ
へ
き
建
築
物
を
最
も
由
緒
あ
し
も
放
任
し
て
置
く
と
し
ふ
こ
と
ほ
市
れ
ば
建
物
は
出
来
上
る
ヵ
尚
ほ
内
容
の

書

名

著

作

者

定

債

此
事
業
の
翼
賛
會
が
資
金
調
逹
の
為
め
る
比
治
山
公
園
に
立
て
る
こ
と
は
有
意
の
整
面
ほ
申
す
迄
も
な
く
第
一
山
陽
先
設
備
に
相
常
の
費
用
を
要
す
る
の
で
翼

先
哲
逍
墨
集
を
猿
行
す
る
に
営
り
て
序
義
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
常
時
の
市
會
議
生
の
震
に
蜀
し
て
相
済
ま
ぬ
と
い
ふ
の
贄
會
と
し
て
は
引
績
き
此
運
動
は
綱
綾

国
學
疲
逹
史
滸
原
貞
雄
1
―
-
、
エ
0

長
加
藤
俊
夫
氏
が
最
も
熱
心
な
る
主
唱
で
大
に
力
耀
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
今
す
る
豫
定
で
あ
る
。

文
を
書
か
れ
た
餓
富
先
生
か
ら
執
筆
上

:,n.-m」II’’’' 直 j l ll」 - 而
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日
本
赤
十
字
祉
艇
島
支
部
、
殷
島
市
學

校
衡
生
腎
會
、
脱
島
市
数
育
會
主
催
の

も
と
に
、
第
二
回
服
島
市
兒
箪
夏
期
保

養
所
ほ
市
内
草
津
小
學
校
で
去
る
八
月

一
日
か
ら
開
始
さ
れ
同
士
一
日
無
事
終

了
し
た
。
本
施
設
ほ
貧
困
で
虚
弱
な
兒

蛮
を
牧
容
し
た
半
業
落
で
特
に
術
生
方

面
に
細
心
の
注
意
を
彿
ひ
市
内
在
檄
小

學
校
轍
員
、
習
師
、
看
陵
婦
、
炊
事
係

等
合
計
五
十
餘
名
を
動
員
し
厳
密
な
る

監
督
の
下
に
宵
施
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
市
内
各
小
墨
校
ほ
本
年
四
月
身
盟

瞼
査
の
結
果
を
参
考
に
し
右
條
件
を
具

備
し
た
兒
窟
に
つ
き
一
週
間
迦
綬
椀
温

を
行
ひ
、
校
整
ほ
之
等
を
参
考
と
し
て

診
察
の
結
果
牧
容
兒
章
を
選
定
し
た
の

で
あ
る
0

本
緊
落
開
倣
中
ほ
棘
壼
、
謄

温
脈
拇
（
以
上
毎
日
測
定
）
肺
活
識
、
胸

園
瞼
偲
、
瞼
尿
、
眼
科
耳
鼻
科
及
び
内

科
瞼
査
を
行
ひ
、
日
々
の
食
事
ほ
榮
養

債
を
算
出
し
た
献
立
表
を
参
考
と
し
、

又
炊
事
場
及
び
炊
事
人
の
衛
生
朕
態
等

に
も
特
に
留
意
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

1
髄
霊
測
定
結
果

；
個
人
表
に
よ
る
日
々
の
臆
軍
壻
滅
ほ

漉
々
で
あ
る
が
毎
日
の
平
均
を
以
つ

て
表
示
す
れ
ば
第
一
表
の
如
く
で
あ

}
Q
•
Q第一
表
ほ
日
々
の
出
席
兒
章
敦

約
百
三
十
五
名
を
性
別
、
學
年
別
に

匝
分
し
て
男
女
各
駆
年
の
堕
霊
の
算

術
平
均
を
求
め
た
る
も
の
で
あ
る
、

先
づ
學
年
別
に
本
表
を
観
察
す
る
時

男
女
共
準
年
の
進
む
に
闘
ひ
整
霊
の

壻
大
せ
る
を
見
る
°
而
か
も
男
子
ほ

第
一
表
日
々
謄
重
ノ
算
術
平
均

（
箪
位
旺
）

る
、
郎
ち
本
紫
落
に
牧
容
せ
る
尋
六

女
子
は
比
較
的
装
育
不
良
な
る
者
多

き
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
°
又
十
二

日
間
の
尋
六
男
女
の
騰
鵞
増
抵
を
比

較
す
る
に
女
子
の
方
大
な
る
の
を
見

る
、
之
れ
尋
六
女
子
ほ
牧
容
常
時
紙

廣

島

市

数

育

課

一
般
に
同
學
年
の
女
子
よ
り
も
整
證
に
装
育
不
良
で
あ
る
者
多
く
為
め
に

大
な
る
観
が
あ
る
、
然
れ
ど
も
尋
五
本
衆
落
開
催
中
特
に
臆
軍
増
加
の
著

あ
っ
た
も
の
と
考
ふ
る
こ
と
を

女
子
の
陵
軍
は
同
學
年
の
男
子
を
凌
明
で

駕
し
、
一
見
奇
異
に
感
ず
る
が
此
の
得
本
事
業
の
如
ぎ
施
設
は
装
育
不
良

時
代
の
兒
窪
に
於
い
て
ほ
営
然
の
現
で
あ
る
者
に
野
し
特
に
効
果
顕
著
で

象
で
あ
る
、
藍
し
大
量
統
計
の
示
す
あ
る
の
を
思
ほ
し
め
る
。
次
に
愚
年

虜
に
よ
れ
ば
尋
五
及
び
尋
六
女
子
ほ
別
に
見
た
骰
軍
の
増
董
に
就
い
て
見

常
に
同
學
年
男
子
を
凌
駕
す
る
も
の
る
に
男
女
共
最
小
、
尋
四
、
最
大
尋

で
、
此
の
場
合
に
於
い
て
ほ
寧
ろ
尋
六
で
尋
五
ほ
其
の
中
間
に
位
す
る

叉
日
さ
噌
滅
の
網
過
に
於
い
て
第
二

六
女
子
賤
直
が
同
學
年
男
子
よ
り
も

下
位
に
あ
る
の
に
注
意
す
べ
き
で
あ
一
日
叉
は
第
一
一
一
日
頃
男
女
各
隊
年
と
も

鯰
〗
〗
〗
三
三
〗
〗
二

□

I
|
3
0
9
0
5
0
3
0
3
0
4
7
1
9
5
2
3
9
3
4
7
8
9
1
2
5
3
7
6
0
3
5
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A （差）

ヽ`
． 

枷
廣
島
市
兒
童
夏
期
保
養
所

衛
生
報
告

で
全
市
兒
童
約
一
＝
萬
七
千
人
に
就
い

て
行
ひ
た
る
検
温
結
果
（
未
稜
表
）
か

ら
推
定
す
る
時
本
緊
落
兒
窟
に
於
い

て
特
に
有
熱
兒
高
率
だ
と
断
定
す
る

と
を
得
な
い
0

然
ら
ば
何
故
に
斯
＜

有
熱
兒
童
の
多
敦
な
り
や
の
間
題
に

至
つ
て
ほ
主
と
し
て
肺
門
淋
巴
腺
結
廣
島
濱
田
間
省
螢
バ
ス

核
等
に
闊
聯
せ
る
も
の
A
一

推

定

し

得

四

十

人

乗

り

四

十

豪

る
も
容
易
に
之
が
断
定
を
下
す
事
ほ
廣
島
へ
濱
田
間
省
瞥
バ
ス
は
目
下

困
難
で
あ
る
、
第
二
表
分
布
表
か
ら
門
鐵
局
で
準
備
中
で
あ
る
が
同
線
に

算
出
し
た
る
代
表
値
（
中
央
値
）
は
第
使
用
す
る
車
憂
数
は
四
十
人
乗
り
四

一
日
よ
り
第
十
二
日
迄
の
糎
過
に
於
士
盛
で
そ
の
牧
容
に
は
百
坪
の
大
ガ

い
て
漸
次
下
降
の
傾
向
を
示
し
、
前
ー
レ
ッ
ヂ
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
て

半
六
日
間
の
平
均
は
三
六
、
九
一
一
度
、
目
下
滝
嘗
な
る
場
所
を
廣
島
市
中
に

後
半
平
均
は
一
一
一
六
、
八
一
一
度
で
あ
る
物
色
中
で
あ
る
。

次

ぎ

に

三

七

、

一

度

以

上

の

日

々

の

．

有
熱
兒
窟
敷
と
、
常
日
出
席
兒
章
敷
禰
山
市
水
上
競
技
大
會
＇

と

の

比

を

百

分

比

を

以

つ

て

示

せ

ば

宇

品

青

年

圃

優

勝

前
半
六
日
間
は
有
熱
兒
多
く
後
半
に
揺
山
市
数
育
會
主
催
第
五
回
水
上

於
い
て
ほ
減
少
し
て
居
る
を
見
る
0

競
技
大
合
は
三
日
午
前
九
時
か
ら
市

次
ぎ
に
前
日
の
運
動
羞
の
大
小
が
證
螢
プ
ー
ル
に
於
て
開
催
、
参
加
圃
骰

温
測
定
結
果
に
及
ぼ
す
影
響
の
探
求
は
禍
山
市
各
小
學
校
、
輻
山
中
、
尾

を
試
み
た
が
、
元
来
本
業
落
ほ
虚
弱
中
、
尾
商
、
岡
山
縣
笠
岡
商
業
、
同

兒
窟
を
主
臆
と
し
た
者
で
日
々
の
行
金
湘
商
業
並
び
に
廣
島
宇
品
宵
年

事
に
於
い
て
も
細
心
の
注
意
を
排
ひ
園
、
山
南
青
年
間
等
で
あ
っ
た
が
優

一
般
に
運
動
量
大
な
る
作
業
を
輻
滅
勝
校
は
小
駆
校
は
輻
山
市
東
校
、
中

し
た
が
時
に
水
泳
又
ほ
山
登
り
に
よ
等
學
校
は
誠
之
館
中
學
校
、
宵
年
園

り
適
度
に
積
極
的
作
業
を
も
加
味
し
で
は
我
が
廣
島
宇
品
が
僅
豚
し
午
後

た
。
即
ち
本
施
設
中
水
泳
並
び
に
登
五
時
盛
大
に
終
了
し
た
。

廣
島
市
螢
業
敗
盆
税

i

`

山
は
最
大
の
運
動
量
を
要
す
る
も
の

前
年
に
比
し
一
割
以
上
増
牧
，

で
本
表
に
よ
り
右
日
々
の
賤
温
測
定

値
と
前
日
の
運
動
量
と
の
闊
係
を
見

廣
島
市
管
業
牧
盆
稔
は
此
の
程
漸

る
に
右
雨
者
間
に
多
少
の
闊
係
の
存

す
る
が
如
く
で
あ
る
、
即
ち
第
四
日
く
其
の
調
査
完
了
し
た
が
そ
の
穂
額

に
於
い
て
一
般
に
骰
温
下
降
の
傾
向
は
戒
拾
或
流
五
千
百
四
拾
憫
六
十
四
[

あ
る
ほ
前
日
休
養
の
結
果
な
る
が
如
錢
納
税
者
総
数
七
千
四
百
九
十
二
人

く
、
叉
第
七
日
に
於
い
て
更
に
下
降
で
昨
年
に
比
し
納
稔
額
は
戒
萬
五
千

の
徴
あ
る
の
は
第
五
、
第
六
雨
日
辿
六
百
七
拾
七
岡
四
拾
戒
錢
の
増
牧
で

綾
休
養
に
闊
係
せ
る
も
の
と
考
ふ
る
．
納
税
人
員
は
六
百
二
十
八
人
の
増
加

こ
と
を
得
る
。
叉
代
表
値
に
よ
り
睦
＇
で
あ
る
。
漿
氣
が
出
た
の
か
知
ら
ぬ.̀ .... ―――――

-1-――― 
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二
六
九

骰
重
一
時
減
少
し
後
ち
次
第
に
壻
加

す
る
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
3

2
兒
童
の
賤
温
朕
況
、

検
温
は
多
数
因
子
に
よ
っ
て
其
の
結

果
に
誤
差
を
生
じ
易
き
も
の
で
あ
る

が
之
が
測
定
は
兒
童
衛
生
上
霞
要
な

る
参
考
資
料
で
本
衆
落
開
催
中
細
心

の
注
意
の
下
に
毎
日
之
が
測
定
を
賓

施
し
た
、
瞼
温
器
ほ
購
入
後
特
に
橡

定
を
経
た
る
も
の
を
使
用
し
、
腋
臨

に
於
い
て
五
分
間
検
温
を
行
ひ
椴
温

時
刻
は
毎
日
午
前
十
時
よ

h
同
十
一

時
迄
と
定
め
校
證
監
督
の
下
に
本
所

特
派
の
愚
校
看
獲
婦
五
名
及
び
各
班

数
師
に
よ
り
て
測
定
、
記
入
を
行
っ

た
°
午
前
八
時
半
西
廊
島
騨
に
集
合

し
て
か
ら
本
所
到
着
迄
の
糎
路
並
ぴ

に
到
齋
後
行
ふ
べ
き
兒
窪
の
行
事
ほ

毎
日
一
定
で
あ
つ
て
自
宅
出
装
以
後

椀
温
迄
の
仕
事
抵
及
び
紐
過
時
間
は

個
人
的
に
略
ぽ
一
定
と
見
る
事
を
得

る
、
が
此
の
場
合
橡
濫
結
果
を
左
右

す
る
諸
要
素
中
特
に
考
慮
を
要
す
る

の
ほ
前
日
の
運
勁
抵
の
大
小
、
叉
ほ

常
日
の
氣
温
、
淵
度
等
で
あ
る
。
今

欅
年
別
、
性
別
に
分
類
す
る
時
は
人

員
少
数
で
特
別
の
意
義
を
稜
見
す
る

能
ほ
ざ
る
が
故
に
全
兒
窪
を
一
群

と
し
て
取
扱
ふ
こ
と
に
し
た
、
先
づ

中
央
値
に
よ
り
（
此
の
場
合
算
術
平

均
ほ
不
適
）
日
々
の
純
過
を
観
察

す
る
に
、
本
棄
落
出
席
兒
章
敷
は
一

日
平
均
百
一
二
十
四
名
で
十
二
日
の
総

検
温
回
敦
は
一
六

0
八
回
に
及
ん
で

居

る

。

ロ

第
二
表
に
よ
り
主
一
日
間
綜
合
の
兒

章
骰
温
の
分
布
を
観
察
す
る
に
一
―
―

七
、
一
度
以
上
の
有
熱
兒
窟
敷
ほ
二

一
、
，
一
炉
こ
で
有
熱
兒
章
の
多
敷
に
一

驚
す
る
、
だ
が
先
般
廣
島
市
敦
育
課

二
六
八

同
氏
は
本
年
四
十
九
オ
の
働
き
盛

で
あ
る
が
東
大
文
科
卒
業
で
極
め
て

多
趣
味
、
闘
滴
な
る
人
格
者
で
あ

る
。
．
尚
ほ
有
名
な
る
日
活
名
監
督
牛

原
虚
彦
氏
は
氏
の
寅
弟
で
あ
る
。

廣
島
一
中
後
任
校
長
決
定

佐
賀
麿
津
中
學
校
長

牛

原

氏

の

榮

轄

s

t

古
賀
氏
の
後
任
と
し
て
廣
島
縣
立

第
一
中
學
校
長
に
は
今
回
佐
賀
唐
津

中
學
校
長
牛
原
虎
生
氏
が
決
定
し

た。．．

とはをが國がひーと
に是測完最去ど大荷大
なを定成初る＜支役阪大
つ豫ししの I→ヽ ‘l尚節は港阪
た知‘大試月まを勿は港
°す荷阪み三し米論張に
る役港で十めた出風風
こ中をあ日てし帆が・・カ
と止襲る大居港其ー観
が程ふ風阪た溝他度測
出度鍍力港の闘を吹所
来のの観頭で係中き
る強風測にあ者止出．
』こ風力所全るをしす

一999999999999●9999●●-■99l'

尾
道
商
工
會
議
所
副
會
頭

癖
任

尾
逍
商
工
會
議
所
副
會
頭
伯
田
芍

郎
氏
は
肥
料
店
舗
を
閉
鎖
の
た
め
商

工
會
議
所
議
貝
蹄
任
届
を
鳥
居
會
頭

に
提
出
し
た
、
向
ほ
副
會
頭
選
欅
の

議
員
総
會
は
近
く
開
會
さ
れ
る
由
で

あ
る

C

こよよをる資業．九つ石以にを
と り つ な 者 力 者 十 て を つ は な
で浮てすになで一廉市て一し
あびあ計鉗き脊人喪債本人九
ら出は劃し 1、ヽ＄質に屯•よ年一月
う る れ の 特 め 勤 逹 其 リ 八 日 よ
0 人なよに生勉しの二月白：り
もるし生業志て延割末米は
幾ルで業に操居人引ま三涎
らンあ贅就飛tた員ので合に
かべる金く固が三安三の該
はン°の能な今千債百割階
あの是貸はる但1八を五合級
る域に付ざも失：百•以十を者
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計
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考 人日

．，平

開均
館
日閲平

＂敷：
三 覧
;0冊
t日
疇＇間敷均

． 

報 月覧!閲

ト年

齢

数、

書，
9

別
p--と――̀
女男

閲

覧

人

総

計

人
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報 島

第
三
表

哲 門 一、一六四―̂― 

自
手
一
歳

至――-＋歳

一、一
1

元
l

七
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――発・――六
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I 

-
•
-
i
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七
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．
 

羮
0
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六
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1
0
、七七^

四四
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四‘哭――豆
., 

-1-
六

一、――益

書・
外！ 早芸

自
来
一
歳

至
六
＋
歳立

1
1

~~ ~ ~ 9, -～ 9 

•• 
ー

-＝ 5さ•.::::. cつニニ

館 和

内

館

洋
t
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^
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早 f勺

縮

外

合

漠

書

美
蔀
の
時
9
・

廣
島
一
中
の
サ
ロ
ン

計

四、四^
H

夜
侮
に
見
る
術
の
灯
も
次
第
に
水
に

そ
め
新
秋
の
す
が
し
さ
も
日
侮
に
染

柔七

ま
つ
て
ゆ
く
に
つ
れ
美
術
の
シ
ー
ズ

ン
も
一
段
と
深
ま
つ
て
ゆ
く
の
で
あ

―――六

る
が
廣
島
一
中
で
は
本
月
四
、
五
、
六
ー

-.、＿-^七＾
七
九
の
三
日
間
同
校
岡
書
室
に
於
い
て
サ

空
六
ロ
ン
展
覧
會
を
開
催
し
た
。
同
展
覧

＾
＾
九
品
は
同
校
廣
隆
数
諏
各
學
年
生
徒
の

素―
l

作
品
―
―
平
・
四
黙
で
あ
っ
て
其
の
数
は

極
め
て
少
い
が
作
品
は
風
景
粛
を
主

と
し
た
い
づ
れ
も
餌
面
目
な
も
の
ば

＿―-西

か
り
で
中
に
は
中
學
生
の
作
品
と
は
、

-^̂
 

一
、
四
＾
六
息
は
れ
ぬ
逹
者
な
も
の
も
あ
っ
た
。

．．
 

1
0
、
^
-
が
と
か
く
外
面
的
な
こ
と
に
の
み
興
味
‘

-
0
、
^
―
九
を
ひ
か
れ
て
ゆ
く
泄
相
に
反
し
て
斯
｝

う
し
た
落
ち
荊
い
た
ぢ
み
な
催
が
ひ
．

そ
や
か
な
が
ら
も
侮
年
艦
綾
さ
れ
て
．

居
る
こ
と
は
ゆ
か
し
く
思
は
れ
る

to:

自
辛
一
歳

至
四
＋
歳孟〇1

i
l
 

l ̂ 

芸
ーブ
cっ^
写写

ヽ

芸
七
が
0

自
圭
歳

至
子
・
歳

一

自四↑＿．歳

至
立
太
歳

空
十
一
歳

以

上

合

計

一六‘̂
―写

H

平

均

新

開

閲

覧

人

-
H
平
均

密．四。一七

H

平

均

写

0.-――七

―――
.o-――
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1
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羮
・
逗

芋
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六
―
―
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―
六
•
-
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!
1――

合

計

一、ェニ

―――-、
0
1
―写

九

七^六

,
 l

O
i
・

癸
O
•写
〇

1

―-、七九〇

廣
島
一
中
滴
鮮
旅
行

廣
島
一
中
で
は
従
来
九
州
旅
行
を
行

つ
て
居
た
が
今
回
同
校
四
年
生
は
非

常
時
局
其
の
他
の
見
地
か
ら
金
子
、

棗
、
大
田
、
中
尾
四
数
鍮
引
率
の
一

も
と
に
一
一
週
間
の
日
程
に
て
行
ふ
こ

と
に
な
り
八
日
午
後
十
一
時
一
二
十
分

廣
島
闘
を
出
疲
な
し
た
。
．

男

特
別
園
書
閲
覧
人
一
女

｛
男女

携

出

閲

覧

人

I I 

l I 

I I 

I I 

I I 

I I 

I l 
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I= 

I I 

l --/g 

I I 

I I 

一三

普
通
岡
書
閲
覧
人
｛
繹

一、四四
0き

九^

豆1―― 

一、
0

空四君

． 
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ー^

1

―-‘六^
1
-

1
0四

／

職

薬

・

別

種

別

|

／

ー

學

生

官
公
吏
宗
敦
家
、
数
育
家

軍

人

記

者

、

辮

護

士

賀
業
家

合

計

゜

婁

4 ゞ T)しく 、
五`、

ーさ

点箋

ヽ

子II-―
 

数
及
其
百
分
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九
十
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以
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第
一
日
の
一
八
、
八
％
よ
り
第
十
一
一
時
は
本
業
落
兒
窟
の
臆
位
が
生
理
的

日
の
三
、
二
％
に
減
少
せ
る
を
見
る
機
能
に
於
い
て
如
何
に
低
き
か
を
表

而
し
て
十
二
日
間
を
通
じ
て
性
別
、
示
せ
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

學
年
別
に
観
察
す
る
時
、
男
子
ほ
高
一

5
胸
園
盈
虚
の
差

昂
年
に
於
い
て
女
子
ほ
低
昂
年
に
於
第
一
日
及
び
第
十
二
日
に
於
い
て
そ

い
て
脈
拇
頻
頗
な
る
者
多
き
傾
向
を
れ
人
＼
胸
園
盈
虚
の
差
を
計
測
し
第

五
表
に
於
い
て
雨
者
の
愛
遜
を
表
示

有
し
て
居
る
、
又
一
般
に
女
子
ほ
男

し
た
が
即
ち
第
二
回
計
測
値
の
第
一

子
に
比
し
脈
拇
頻
敷
な
る
者
多
敷
な

回
の
そ
れ
よ
り
増
加
し
た
る
者
は

る
が
如
く
で
あ
る
。

(
+
）
の
記
琥
を
附
し
、
そ
れ
と
反
封

4
肺

活

泣

．

な
る
者
ほ
（
一
）
を
附
し
て
置
い
た
、

肺
活
抵
計
ほ
吉
田
式
を
用
ひ
、
所
定

本
表
に
よ
っ
て
見
る
に
女
子
ほ
男
子

の
注
意
の
も
と
に
各
兒
章
に
つ
き
三

に
比
し
胸
園
盈
虚
の
差
増
加
し
た
る

回
述
綾
吹
込
を
な
さ
し
め
其
の
内
の

者
が
多
い
、
叉
之
を
學
年
別
に
見
る

最
大
値
を
採
用
し
た
0

肺
活
量
の
大

小
を
支
配
す
る
各
種
要
素
の
内
生
理

的
に
最
も
軍
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
時
ほ
低
學
年
ほ
高
學
年
よ
り
も
増
加

も
の
ほ
身
長
の
大
小
で
之
れ
を
無
説
率
大
で
あ
る
。
更
に
男
女
合
計
に
つ

し
て
肺
活
量
の
大
小
を
判
定
す
る
ほ
い
て
観
察
す
る
胸
園
盈
虚
差
の
増
加

不
可
で
あ
る
°
依
つ
て
吉
田
章
信
氏
し
た
る
兒
窪
敷
ほ
減
少
し
た
る
者
よ

作
製
の
年
齢
別
身
長
別
弛
活
量
標
準
一
り
も
多
敷
で
あ
っ
た
。

1

1

 

表
を
使
用
し
本

璽

風

章

肺

活

一

l
s
-
L
I

且
い
L

直

1
:
i
0
1
1
1
4
1
1

冒
冒10
2
1
3
〗

介

羅

；

m
-
2
9
7
1
4
-
1
8
1
3
4
6
1
-
1
7
5

l
i
i
i
l
l
l
|
 

た

°

右

は

人

骰

分

活

―

プ
―
-
―

1

6

5

8

3

3
ー
＿
一
訟

子

ー

ー

機
能
を
敗
字
的
声
厖
躙

に

表

現

し

得

る

活

人

玉

i
1ー

辺
一
ー

6

1

3

9

3

一ー

i
-
1
2
5
-

ー

肺
個り

女

ぇ

―
つ
の
方
法
な

＂

リ

ー

り

と

考

へ

た

る

け

ョ

四

9
-
1
3
5
5
4
7
1
2
-

―
-
8

羞

め

で

あ

る

生

―

,
1
1
|
|
l
i
l
l
i
l
-

第
四
表
に
よ
り
學
町
~
計1
8
2
7
1
9
1
9
1
4
7
9
4
1
1
2
7
0

肺

活

量

不

足

者

国

戸

子

碍

□ぃ汀
-
6
1
:
1
1
1
2
2
7

及

び

過

剰

者

を

標

夕

悴

ー

ー

4
 

開

す

る

時

前

表

麟

：

男

[
1
1
[
1
1
4
6
2
1
-

――

□

者

九

に

到

し

後

四

肺

雛

ー

1
2
-
8
8
-
9
1
3
2
――

-
2

咽

限
年

4
0
0
3
0
0
2
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0

喜

一

を

示

す

。

第

鰐
身

不

墨

0
0
0
0
0
0
0
0

も
し
吉
田
氏
標

準
表
を
無
條
件
｛
＼
八
距
リ
＋
＋
＋
＋
十
一
＿
T
翌
翌
↓
崎
咽
ゴ
計

に

て

涸

用

す

る

菜

'Iv

ニ
七
0

（
水
）
西
洋
哲
學
フ
ッ
サ
ー
ル
現
．

象
學
（
新
）
濱
踏
数
授
（
木
）
イ
ン
ド

哲
學
佛
数
概
論
（
綴
き
）
金
子
敬

授
、
起
信
論
（
綾
き
）
輻
島
敬
授
、

（
金
）
英
語
ハ
ー
デ
イ
〇
諏
き
）
小

日
向
数
授
ェ
土
）
支
那
哲
學
易
網

（
新
）
手
塚
敬
授
、
日
本
思
想
（
新
・
）

消
原
数
授 夜

間
大
學
の
講
座

輝
松
塗
夜
間
大
學
（
小
町
盲
唖
學
校

筋
向
僻
覺
院
方
）
で
は
九
月
六
日
暑

中
休
暇
明
を
待
っ
て
左
記
の
講
義
を

開
購
し
た
。

（
月
）
数
育
學
数
育
活
動
の
四
而

相
（
新
）
辻
数
授
、
原
書
諧
義
云
緻

き
）
稲
富
数
授
（
火
）
獨
逸
語
メ
ル

ヘ
ン
（
敬
科
書
）
（
新
）
大
槻
数
授

廣
島
縣
の
人
口

二
年
前
よ
り
約
三
萬
人
の
培
加
、
昨

年
十
月
一
日
現
在
に
於
け
る
廣
島
縣
[

の
推
計
人
日
は
百
七
十
二
萬
千
三
百

人
で
、
う
ち
男
子
は
八
十
七
萬
千
八

百
人
、
女
子
は
八
十
四
萬
九
千
五
百

人
で
大
正
十
四
年
の
國
勢
調
在
の
時
i

に
比
較
し
十
萬
三
千
六
百
二
十
人
r

、

昭
利
五
年
の
同
調
壺
に
比
較
し
二
萬

九
千
百
六
十
四
人
の
増
加
で
あ
る
、

戸
数
は
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
三
十

六
萬
六
千
六
百
三
十
一
戸
で
農
家
が

十
五
萬
六
千
九
百
九
十
門
商
業
六

萬
二
千
八
百
三
戸
、
工
業
五
萬
八
千

八
十
六
戸
と
な
っ
て
居
る
。

千 ． 甜りなが
武五千九八七六五四参武百稔こ稔
千百 百百百百百百百百 者との
闘 l圃闘闘闘闘闘闘闘隕l闘闘をで噌
以以以以以以以以以以以以示あ牧
上上上上上上上上 J::・.1: J:上せるの
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人人人人人人1・人人人人人人あ以は．l

る上結
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年
ス者一大」次 ．ノ 次 十
ル及條正・ 通 月

と、報 市 島 ＇』廣 い可認物便郵種三第

貞
次

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
一
四

0
琥

昭
和
八
年
九
月
一
日
現
在
調
陪
審
員
資

格
者
名
簿
ヲ
宋
ル
十
月
一
日
ョ
リ
同
月

九
日
迄
九
日
間
本
市
役
所
二
於
テ
縦
覧

｀i
-

供
ス

昭
和
八
年
九
月
二
十
二
日

脚
島
市
長
伊
藤

患
者
ヲ
入
院
セ
ジ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
條
入
院
セ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
戸
主

又
ハ
之
二
代
ル
ヘ
キ
者
ョ
リ
入
院
願

（
第
一
琥
書
式
）
二
薔
師
ノ
診
斯
害
ヲ

添
附
シ
出
願
ス
ヘ
ジ
但
ジ
箪
珊
者
、

寄
寓
者
叉
ハ
特
別
J

事
由
ァ
ル
者
ハ

本
人
若
ハ
親
族
其

1
他
縁
故
者
ョ
リ

出
願
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第

三

條

入

院
J

許
可
ヲ
受
ヶ
タ
ル
者

ハ
身
元
引
受
人
ノ
連
署
ジ
タ
ル
誓
約

書
（
第
二
琥
書
式
）
ヲ
提
出
ジ
指
定
ノ

日
時
二
入
院
ス
ヘ
ジ
指
定
ノ
日
時
ニ

入
院
セ
サ
ル
者
ハ
許
可
ヲ
取
梢
ス
コ

ト
ア
ル
ヘ
シ

前
項
ノ
身
元
引
受
人
不
適
営
卜
認
ム

ル
ト
キ
ハ
之
力
髪
更
ヲ
命
ス
ル
コ
ト

ア
ル
ヘ
ジ

第
四
條
身
元
引
受
人
盆
殿
島
市
住
民

ー
ー
シ
テ
獨
立
ノ
生
計
ヲ
螢
ム
成
年
ノ

男
子
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
五
條
．
大
正
八
年
三
月
法
律
第
二
十

六
眺
第
七
條
若
ハ
第
十
條
二
依
リ
入

院
ス
ル
患
者
二
付
テ
ハ
前
三
條
J

規

，
．
昭
和
八
年
度
殷
島
市
歳
入
出
豫
算
追
加

.
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.
』
、
歳
言
：
い
入
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第

七

款

，

國

庫

補

助

金

＇
、
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,
第
一
項
國
庫
補
助
金

第

十

一

款

維

．

牧

入

第

二

項

維

，

入

第

十

―

―

―

款

市

偕

第

一

項

市

債

歳
入
合
計
金
八
萬
五
千
八
百
六
拾
九
園

歳

出

臨

時

部

第

十

―

―

―

款

公

個

費

、

第

二

項

利

子

第

廿

六

款

療

養

院

費

第

一

項

療

養

院

費

臨
時
部
計
金
八
萬
五
千
八
百
六
拾
九
園

歳
出
合
計
金
八
萬
五
千
八
百
六
拾
九
圃

＂
歳
入
出
差
引
残
金
ナ
シ

金
百
六
拾
八
圃

．
金
百
六
拾
八
圃

金
八
萬
五
千
七
百
壼
園

金
八
萬
五
千
七
百
壷
圃

金
四
萬
式
千
八
百
五
拾
圃

金
四
萬
式
千
八
百
五
拾
圃

金
千
拾
九
園

金
千
拾
九
圃

金
四
萬
戴
千
圃

金
四
萬
煎
千
園
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昭
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八
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入
出
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左
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収
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計
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圃
．
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藤

貞

次

脱
島
市
長

昭
和
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年
度
殷
島
市
都
市
計
憲
特
別
税
率

一

地

租

割

地

租

壼

圃

二

付

金

七

錢

八

厘

一

螢

業

牧

盆

税

割

本

税

壼

圏

二

付

金

拾

九

錢

五

厘

二

営

業

税

縣

税

登

園

二

付

金

参

拾

五

締

翌

厘

一

維

種

税

縣

税

壺

園

―

一

付

金

参

拾

五

錢

五

厘

一

家
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税

登

園
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付

金

参

拾

五

錢

五

厘
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日

右
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院
御
許
可
相
成
度
此
段
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願
候
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年

月

H
本

籍

住

所

右
戸
主
（
又
ハ
之
二
代
ル
（
・
キ
者
）

出

願

人

氏

名

⑱

殿

病

名

り
，
定
ハ
，
之
ヲ
適
用
・
セ
ネ
・
▼

第
六
條
患
者
ノ
幼
年
ナ
ル
●
キ
叉
ハ

症
朕
二
由
リ
必
要
ァ
ル
ト
平
ハ
院
長

ノ
許
可
ヲ
得
テ
附
泰
看
陵
人
ヲ
使
用

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
ジ
之
二
要
ス
ル
黄

用
ハ
自
辮
ト
ス

第
七
條
患
者
．
ノ
療
養
期
間
ハ
―
―
―
ヶ
月

ヲ
以
テ
一
期
ト
ス
但
シ
症
朕
其
I
他

J

事
由
二
依
リ
之
ヲ
伸
縮
ス
ル
コ
ト

ア
ル
ヘ
ジ
．

第
八
條
左
ノ
各
琥
ノ
一
二
該
営
ス
ル

ト
キ
ハ
退
院
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ

ジ一
、
治
療
上
在
院
ヲ
必
要
ト
セ
サ
ル

ニ
至
リ
タ
ル
・
ト
キ

二
、
他
I
併
登
疾
患
ノ
治
療
上
在
院

ヲ
不
適
常
卜
認
ム
ル
ト
キ

三
、
院
内
I
規
租
ヲ
蓮
守
セ
サ
ル
ト

キ
四
、
其
／
他
院
長
―
1

於
テ
必
要
卜
認

ト
キ

・

ム

ル

|． 貝

付

＂ 

本
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程
ハ
・
十
月
七
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

（
別
紙
）

（
第
一
競
書
き

入

院

願

本

籍

＇
住
所

戦

氏業

出
出部

ニ
ャ
七

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
一
四
四
琥

廣
島
市
立
畑
賀
病
院
病
室
使
用
料
委
託

患
者
牧
容
料
及
手
敷
料
條
例
施
行
細
則

左
l

通
定
ム

昭
和
八
年
九
月
二
十
五
日

殷

島

市

長

伊

朦

貞

次

脳
島
市
立
畑
賀
病
院
病
室
使
用
料

委
託
患
者
牧
容
料
及
手
数
料
條
例

施
行
細
則

自

第
一
條
使
用
料
ハ
毎
月
二
期
(

l

日
至
十
五
日
自
）
―
-
分
チ
各
其
ノ
初

十
六
日
至
末
H

日
二
於
テ
其
J

期
分
ヲ
本
人
又
ハ
出

願
人
若
ハ
身
元
引
受
人
ョ
リ
之
ヲ
前

納

セ

ジ

ム

，
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1

琥
書
式
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書

私
儀
今
般
入
院
御
許
可
相
成
候
二
付

テ
ハ
諸
規
則
並
戦
員
ノ
御
指
示
ヲ
堅

ク
遵
守
可
致
ハ
勿
論
治
療
上
二
闘
シ

テ
全
雫
モ
異
議
申
間
敷
候
尚
身
上
―
―

闊
ス
ル
一
切
J

件
ハ
身
元
引
受
人
ニ

於
テ
虞
辮
可
致
候

年

月

日患

者

氏

名

⑱

出

願

人

氏

名

⑱

本

籍

住

所

・

身

元

引

受

人

氏

名

⑱

廣

島

市

長

殿

鴎
廣
島
市
告
示
甲
第
一
四
＝
＿
琥

廣
島
市
立
畑
賀
病
院
病
室
使
用
料

-
＿
闊
ス
ル
件

大
正
八
年
三
月
法
律
第
二
十
六
琥
第
七

條
J

規
程
二
基
ク
殿
島
縣
知
事
ノ
命
令

ニ
依
リ
患
者
ヲ
廣
島
市
立
畑
賀
病
院
ニ

牧
容
シ
タ
ル
場
合
ノ
病
室
使
用
料
（
一

日
金
煎
圃
ト
ス
但
ジ
特
別
J

事
情
ア
リ

ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
減
免
ス
ル
コ
ト

ア
ル
ヘ
ジ
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廣
島
市
長
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伊

金
四
千
五
百
圃

金
四
千
五
百
圃

金
千
五
百
園

金
千
五
百
圃

金
参
千
圃

金
参
千
圃

・
廣
島
市
告
示
甲
第
l

I

-

I

九

競

．

殷
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
罷
タ
ル
昭
和
八
年
度
廣
島
市
歳
入
出
追
加
豫
算
ノ
要
領
左

ノ
如
シ

昭
和
八
年
九
月
十
九
H

』伊

籐

金
九
百
煎
拾
六
園

金
九
百
武
拾
六
園

金
参
百
九
拾
圃

金
参
百
九
拾
圃

次 次

金金金

壼式参

闘隕1闘 闘

金
五
拾
闘

金
四
拾
九
岡
参
拾
錢

宇
品
町
帥
田
通
十
ー
・
一
丁
目

第
一
印
刷
株
式
會
社

＇
従
業
員
一
同

，

中

村

峯

夫

廣
瀬
町
田
中
外
，

1

、
水
入
部
落
民
一
同

帝
國
在
瑯
軍
人
會
．

大
草
村
分
會

安
薇
郡
倉
橋
島
村

河
野
忠
次
郎

林

保

登

齊
朦
，
君
代

、
＇
、
田
中
〗
．
．
 
滸

金

五

金
拾
式
闘

金
拾
五
闘

金
壷
百
闘

b'  

金
参
拾
闘

金
登
百
圃
．

金
壼
百
闘

金
本
唸
品
四

金
壼
百
闘

金
壼
百
闘

金
壼
百
闘

金
壼
百
圃

金
壷
百
闘

金
壼
百
闘

金
壼
百
闘
'

金
壺
百
闘

金
壼
百
闘

金
壼
百
闘

金
九
拾
八
閥宇

品
町
御
幸
通
十
四
丁
目

金
九
拾
七
闘
式
拾
錢
・
〗

丁
目

十
六

十
七
．
．

宇
品
町
御
幸
通

金
七
拾
六
岡
拾
五
錢
．
｀

↓――↓ 
寸
一
丁
目

十
四

宇
品
町
紳
田
通

金
七
拾
岡
九
拾
参
錢
高
田
郡
本
村

金

五

拾

四

闘

九

拾

錢

．

．

字
品
町
御
幸
通
十
丁
目

小
西
光
五
郎

奥

田

忠

平

麟

這

義

済

會

木
本
砲
次
郎

金 金 金
五五五
拾拾拾
闘闘隕I

し
，
横
山
信
写

．
久
村
・
浦
太
『

第
一
印
刷
株
式
會
社

豊
田
郡
大
草
村
し

尾

前

友

助

蒲
生
和
一
ー
一
郎

川
本
揺
一

高

木

茂

[

―-「津石ナ．‘‘‘

有
村
彦
九
郎

田

邊

燕

吉

佐
籐
法
潤
[

高
橋
逍
之
助
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藤
一
貞

歳

出

糎

常

部

．^
i

[

條

例

】

ヲ

減

免

ス

ル

コ

ト

ヲ

得結

核

豫

防

法

第

十

條

ノ

規

定

二

依

リ

第

舟

五

款

祉

會

事

業

費

＇
9
.
公
共
園
骰
ノ
委
託
―
ー
基
キ
テ
市
立
畑
第
七
項
託
兒
所
＇
費

．．A

殷
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
網
脱
島
縣
知
事
ノ

賀
病
院
―
ー
牧
容
ジ
タ
ル
者
ノ
委
託
患
第
四
十
三
款
維
＇
支
出

第
許
可
ヲ
得
テ
廣
島
市
立
畑
賀
病
院
病
室
，
ゞ

使
用
料
委
託
患
者
牧
容
料
及
手
敷
料
條
，

-1-
・ 

,
'
官
祭
廣
島
招
魂
社
移
韓
改
築
、
合
戦

・
・
者
牧
容
料
ハ
前
項
使
用
料
額
―
一
準
ス
．
’
-
第
一
項
滞
納
慮
分
．
饗

種郵
例
左
ノ
通
定
ム

事
襲
に
於
け
る
陣
歿
狩
兵
の
合
祀
、

第
1

一
條
診
断
書
叉
ハ
證
明
書
ヲ
請
求
鯉
常
部
計
金
千
参
百
拾
六
圃
．

便
昭
利
八
年
九
月
二
十
五
日

物

脚

島

市

長

伊

籐

貞

次

ス

ル

者

ァ

ル

ト

キ

ハ

左

ノ

手

敷

料

ヲ

‘

ぃ

．

臨

時

部

招

魂

社

維

持

痰

造

成

等

の

総

去

る

七

認

徽

牧

ス

第

廿

二

款

．

祉

會

事

業

賀

，

月

中

旬

寄

附

金

募

集

事

務

開

始

以

末

一
、
生
命
保
瞼
二
闘
ス
ル
診
断
書
又
第
1

一

項

託

兒

所

i

費

可
脚
島
市
條
例
第
九
競

.

｛

脚

島

市

立

畑

賀

病

院

病

室

使

用

料

奉

賛

合

役

員

、

町

慰

代

、

在

郷

軍

人

ハ

證

明

書

一

通

二

付

金

壷

園

第

廿

七

款

．

努

働

統

計

調

査

贄

ぃ

分

會

長

、

町

村

長

、

戸

主

會

長

等

喪

第

1

項

努

働

統

計

調

査

費

．

夜

の

別

な

く

炎

暑

を

厭

は

ず

懇

奔

西

．．． 

委
託
患
者
牧
容
料
及
手
数
料
條
例
二
、
其
ノ
他
複
維
ナ
ル
診
断
書
又
ハ

臨

時

部

計

金

式

千

七

百

参

拾

四

園

走

し

て

ゐ

る

が

、

寄

附

者

亦

本

班

業

，

第

一

條

市

長

二

於

テ

療

養

ノ

途

ナ

キ

證

明

書

一

通

二

付

金

五

拾

錢

モ

ノ

ト

認

メ

市

立

畑

賀

病

院

二

牧

容

三

、

簡

易

ナ

ル

診

断

書

又

ハ

證

明

書

歳

出

合

計

金

四

千

五

拾

園

に

鉗

し

熱

烈

な

る

同

箭

を

よ

せ

、

寄
附
金
は
何
れ
も
割
嘗
額
以
土
に
逹
し

ジ

タ

ル

結

核

息

者

ニ

シ

テ

費

用

負

搬

一

通

二

付

金

戴

拾

錢

歳

入

出

差

引

残

金

ナ

シ

、

’

ノ
資
カ
ア
ル
者
二
到
シ
テ
ハ
病
室
使
第
三
條
本
條
例
施
行
二
闊
ジ
必
要
ナ

只
管
感
激
の
至
り
で
あ
る
。
｛
尚
寄
附

R
廣
島
市
告
示
甲
第
l

-

l

l

八
競

し
用
料
一
日
二
付
金
武
圏
ヲ
納
付
セ
シ
ル
細
則
ハ
市
長
之
ヲ
定
ム

猿

廣

島

市

會

ノ

議

決

ヲ

糎

ク

ル

昭

和

八

年

度

廣

島

市

歳

入

出

追

加

豫

算

ノ

要

領

左

金

が

豫

定

額

以

上

と

な

れ

ば

其

剰

餘

"

r

ム

ル

モ

ノ

ト

ス

但

ジ

市

長

―

一

於

テ

特

附

則

金
は
之
を
永
久
、
招
魂
祉
維
持
我
と

／
如
シ
'

昭

利

八

年

九

月

十

九

日

し

て

蓄

積

し

侮

年

の

祭

典

も

盛

大

に

、
別
ノ
事
情
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
之
本
條
例
ハ
装
布
ノ
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

執
行
し
得
ら
れ
行
く

l
＼
は
其
の
維

~
属
~
示
】
‘
~

持
基
金
の
利
子
に
よ
り
、
祭
典
を
執

行
す
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
之

鬱

廣

島

市

告

示

甲

第

一

＿

＿

＿

六

琥

．

れ
は
夙
に
希
望
せ
し
所
で
あ
る
故
、

殷
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
紐
タ
ル
昭
和
八
年
度
脱
島
市
都
市
計
霊
特
別
税
率
左
I
通

今
後
一
層
の
努
力
と
同
箭
と
を
切
望

昭
和
八
年
九
月
十
九
日

す

る

次

第

で

あ

る

。

：

伊

藤

廣
島
市
長

昭
和
八
年
度
殷
島
市
歳
入
出
豫
算
追
加

歳

．

入

第

十

一

款

維

牧

．

入

第
1

一

項

雑

入

歳
入
合
計
金
四
千
五
百
圃

．

．

歳

出

糎

常

部

第

四

十

三

款

維

支

、

出

第

五

項

維

出

網
常
部
計
金
千
五
百
圃

臨

時

第

廿

八

款

維

支

第

一

項

雑

臨
時
部
計
金
参
千
圃

歳
出
合
計
金
四
千
五
百
圃

．
歳
入
出
差
引
幾
金
ナ
シ

貞

・
・
・
金
七
百
九
拾
九
圏

．
金
七
百
九
拾
九
圃

金
千
九
百
参
拾
五
圃

金
千
九
百
参
拾
五
園

金
壼
百
闘

官
祭
廣
島
招
魂
祗
移
轄

改
築
費
寄
附
金
申
込
者

二
七
六

金
五
百
拾
式
闘
八
拾
錢
，

観
音
町
西
一
丁
目

金
武
百
闘
．
、
・
中
田
~
太
一

合
名
尼
隊
汽
船
部

會
社

金
戒
百
闘

怠

百

闘

蝉

鯰

立

石

商

店

金

武

百

闘

藤

井

正

和

金

百

六

拾

闘

仁

保

町

堀

越

金
百
拾
四
闘
五
拾
錢
白
島
北
町

金

百

拾

闘

佐

伯

郡

八

幡

村

．

金
百
四
闘
参
拾
九
錢

安
佐
郡
戸
山
村

熊
野
芳
太
郎

官
祭
廣
島
招
魂
社

寄
附
績
々
集
る

ヽ
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二
七
九

頼
家
の
菅
宅

史
跡
と
し
て
指
定
方
申
請

頼
家
の
蒋
宅
は
賀
茂
郡
竹
原
町
に
あ

心

一

、

第

三

水

道

公

債

條

例

中

改

正

條

分

中

髪

更

ノ

件

大

東

京

詑

念

展

覧

會

同

副

綿

代

山

高

卯

太

郎

0
市

會

来
る
十
月
一
日
は
第
三
十
五
回
東
京

l

-

.

、
仁
保
町
道
路
敷
取
得
及
慮
分
ノ
‘
`

九
月
十
九
日
午
後
一
-
1

時

四

十

八

分

開

會

り

同

同

稗

田

徽

市

市
自
治
記
念
日
で
あ
り
大
東
京
賞
現

上

柳

町

総

代

梶

川

倭

一

一

、

託

兒

所

新

設

、

滞

納

慮

分

費

、

件

出
席
議
員
四
十
名
小
倉
議
員
ョ
リ
市
吏

同

副

線

代

今

田

源

助

の
一
周
年
に
賞
る
の
で
東
京
市
で
は

努
働
統
計
調
査
毀
四
、

0
五
0
圃
一
、
草
津
町
庚
午
新
開
地
先
公
有
水

市
民
に
市
政
の
現
朕
を
表
示
し
そ
の

一
、
雑
支
出
市
交
際
贄
四
、
五

0
0

面
使
用
1

件

鷹
匠
町
中
組
副
純
代
竹
原
庫
一
員
退
隧
料
條
例
改
正
、
扶
助
料
支
給
規

一
、
仁
保
町
向
洋
源
太
鼻
地
先
公
有

圃
各
豫
算
追
加

三

篠

町

上

柳

程

制

定

、

比

治

山

公

園

排

水

設

備

ニ

ッ

賓
箭
を
知
ら
し
め
る
た
め
十
月
一
日

キ

テ

、

井

口

議

員

ョ

リ

委

員

推

鷹

、

殷

水

面

使

用

ノ

件

河
内
大
王

西

綿

代

谷

川

纏

太

郎

甜

一

、

畑

賀

病

院

壻

築

並

二

之

二

伴

フ

か

ら

八

日

迄

上

野

公

園

内

東

京

自

治

會
館
内
で
大
東
京
記
念
市
政
に
親
し

ノ
五
件
ハ
執
レ
モ
委
員
附
託
二
決
シ

公
債
方
法
、
建
築
毀
八
五
、
七
〇

同

副

総

代

森

田

鎌

一

島

招

魂

祉

外

苑

二

運

動

場

設

置

要

歯

、

同

・

同

躙

廣

應

各

種

運

動

競

技

ノ

優

勝

校

二

到

ス

ル

奨

3

一
、
楠
那
、
仁
保
雨
小
學
校
改
築
要

一

圃

豫

算

退

加

む

股

覧

會

を

開

催

す

る

こ

と

に

な

つ

墨

方

法

二

付

テ

、

折

田

誠

員

ハ

高

等

小

苗

二

闘

ス

ル

装

議

ヲ

決

定

午

後

四

時

四

〇

衛

生

維

長

同

副

長

ハ

執

レ

モ

原

案

決

定

た

。

學

校

ノ

壻

設

ニ

ッ

キ

テ

、

宮

本

議

員

ハ

十

八

分

散

會

ス

就

任

認

可

・

一

、

樅

島

市

宇

品

町

西

海

岸

地

先

公

，
向
洋
小
學
校
敦
員
ノ
不
詳
事
件
並
―
一
選

□屋
町

M
I
J
い
心
口
＂
い
は
日
V
-
T且
〗
i芹
地
先
並
二
市
螢
棧
應
内
野
球

i
l
ー
（

i
[い汀
＂
門
の
水

-

『

繹

詞

組

長

末

田

三

・

日

程

二

入

リ

橋

地

先

公

水

面

使

用

来

る

九

月

三

十

日

（

土

曜

日

）

か

ら

秋

上

方

而

委

員

を

新

設

し

て

水

上

生

活

（
者
の
保
護
事
業
の
充
宜
を
期
し
て
ゐ

ノ
各
諮
問
な
訊
レ
モ
支
障
ナ
シ
ト
決
定
季
顧
内
野
球
大
會
が
催
さ
れ
る
が
、

一
、
薬
研
堀
道
路
敷
六
坪
五
合
賣
却
各
課
で
ほ
そ
の
意
氣
込
み
凄
ま
じ
く
(

西
引
御
堂
副
組
長
新
谷
初
太
郎
一
、
西
部
慧
常
小
學
校
敷
地
買
慇

件

る

が

今

皿

此

の

方

而

の

要

保

殿

泄

梱

町

乙

紐噂
贔
租
長
末
田
太
郎
パ
且
斐
町
出
張
所
敷
地
交
換
虞
分
―
〗
い
泰
寺
町
宅
讐
七
坪
『
九
虞
：
門
／
ロ
ロ
:
い
[
＂
｀
九
、
そ
の
取
扱
要

同

＇

副

組

長

今

井

蹄

一
ー-=＝＝-=-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
m-
＝＝＝=＝-＝=＝＝＝＝＝=＝-＝＝＝=＝＝=＝＝＝＝＝-=＝
-m-
＝＝-=――――――――-＝＝＝
m-
＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝-＝＝
l-
――__ -==-==＝-＝
-m-＝-＝-_＿_＿-＝=-=＝＝-=＝-＝＝＝=＝＝-＝-=＝-＝=＝
u-
―――-＝＝＝-＝＝＝-=＝＝-＝-=＝＝＝―――-＝＝＝＝-_＿＿-＝＝＝＝-=＝＝-＝＝-＝＝＝-_-＝＝＝＝＝-＝＝＝-=-＝=＝＝
m-
__ ＿-＝＝＝＝＝＝-＿. 

同

同

瀬

JI惣
太
郎

〇
染
祓
、
防
水
法
諧
習
會

豫
想
し
得
ら
れ
殊
に
、
一
般
賣
店
の
も

賑

花

果

廉

賣

會

の

ほ

朝

採

版

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

か

ら

大

須

賀

町

組

長

中

林

寅

太

郎

二
葉
I
里

新
鮮
な
、
興
の
風
味
を
紹
介
す
る
意
昧
廣
島
染
色
研
究
會
主
他
の
下
に
九
月

六
・
七
•
八
日
の
―
―
-
H間
廣
島
工
業
試

大

須

賀

町

組

長

大

津

久

太

郎

主

催

廣

島

市

農

會

、

に

於

い

て

朝

、

壼

、

晩

と

―

-1

回
に
亙
，

新

地
同

副

組

長

瀧

田

輿

作

瞼

場

に

於

て

本

市

よ

り

講

師

の

祇

逍

，

採

取

し

た

も

の

が

提

供

せ

ら

れ

る

こ

と

を

得

て

人

絹

、

絹

布

の

汚

染

抜

防

水

に
な
つ
て
ゐ
る
。
空
綸
以
来
全
國
的
に
法
に
闘
す
る
講
習
會
を
開
催
し
た
。

甘
味
の
多
い
事
、
香
氣
の
あ
る
こ
と
る
が
更
に
昭
和
五
年
十
月
一
日
全
國
的

同

同

井

上

庫

一

4

を
以
て
特
徴
と
す
る
本
市
特
産
無
花
牡
攀
と
し
て
飛
行
機
に
よ
り
朝
鮮
京
城
苗
木
や
惣
木
の
注
文
が
あ
り
朝
鮮
へ
は
本
市
の
印
染
業
者
凡
六
十
名
の
聴
講

革

屋

町

組

長

和

田

艇

太

郎

果
ほ
、
古
江
い
ち
ゞ
く
と
し
て
古
来
本
に
輪
送
宜
停
を
な
し
其
の
異
名
を
全
國
毎
年
餓
が
さ
す
輸
送
せ
ら
れ
、
朝
鮮
で
者
が
あ
り
涸
切
な
る
謡
習
で
あ
っ
て

同

副

組

長

濡

水

富

吉

市
民
間
に
撒
迎
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
的
に
か
ち
得
た
、
丁
度
今
年
一
ー
一
周
年
に
ほ
珍
果
の
外
に
薬
に
な
る
果
物
と
し
て
賞
業
者
の
得
る
虞
極
め
て
多
か
っ
た

小

網

町

西

組

．

紐

長

新

井

榮

吉

尚
ほ
謡
師
は
京
都
第
一
工
業
製
猿
株

相
賞
古
く
か
ら
事
宜
で
あ
る
。
こ
う
し
相
嘗
す
る
の
で
廣
島
市
燥
會
で
は
、
来
高
評
が
博
さ
れ
、
本
年
ほ
特
に
大
計
劃

同

．． 

副

組

長

佐

竹

林

助
；
た
無
花
果
が
近
時
亦
生
産
技
術
の
稜
逹
る
九
月
―
―
―
十
日
よ
り
掘
川
町
輻
屋
分
店
の
も
と
に
輯
送
す
る
計
劃
で
此
程
朝
鮮
式
會
祗
芝
、
大
石
、
吉
田
三
技
師
の

訂
正
：
と
、
栽
培
反
別
の
壻
加
と
に
伴
ひ
生
産
に
於
い
て
朝
鮮
空
輸
一
一
一
周
年
記
念
事
業
廣
島
縣
物
産
協
會
の
康
野
理
事
長
の
来
諸
氏
で
あ
っ
た
。

｛
 

殷
が
あ
っ
て
詳
細
打
合
せ
が
了
せ
ら
れ

前
琥
大
須
賀
町
本
地
組
衛
生
副
組
長
等
が
亦
著
し
く
増
加
を
来
し
た
為
め
阪
と
し
て
塵
買
即
賣
會
を
開
催
す
る
こ
と

懇
方
面
へ
も
新
販
路
を
開
拓
し
或
ほ
加
に
計
劃
案
が
な
つ
徳
秋
の
味
覺
の
果
て
ゐ
る
の
で
目
覺
ま
し
い
酸
展
を
期
す

西
村
静
一
郎
は

工
事
業
を
な
し
無
花
果
、
ジ
ャ
ム
、
シ
物
王
と
し
て
今
や
市
場
に
多
最
に
出
荷
る
こ
と
が
豫
想
せ
ら
れ
る
。
令

副
組
長
は
曾
谷
利
三
郎
、
加
藤
醤

氏
濯
:
に
付
訂
正

□…｀
…

V
]

ロ
ッ
プ
精
な
ど
の
製
品
も
出
来
つ
4

あ
さ
れ
此
の
最
盛
期
に
ほ
随
分
の
人
氣
を

'
 

/
 

≪
9
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の

i, 

“ 
反

｀
陵
堪
闘
闘
帽
麟
六
、
病
〗
名
[
-
1

青
巳
―
日
―
〗
昭
和
｀
い
い
い
い
い

月
分
ヲ
徴
牧
ス

f

合

が

]

'

m

、
彼
病
年
月
Jl-’f.9
年

月

□日
i

印
院
之
．
印
七
印
長
之
印
四
第
一
條
中
「
工
事
用
材
料
品
」
ノ
次
ニ

粍
ー
ー
ー
ー
粍
「
及
市
立
畑
賀
病
院
所
用
ノ
物
品
」
ヲ
加

第
三
條
使
用
号
過
誤
納
ヲ
患
ど
、
死
｀

3L

二

，

‘

見

い

月

日

時

・
付
，

lJ

ル

ト

キ

ハ

納

付

者

二

之

ヲ

蓬

悲

．

＾

年

月

日

時

＇

．

‘

*

第

六

條

本

院

／

執

務

時

間

盆

邸

島

市

フ

＾

第
四
條
條
例
第
二
條
ノ
節
易
ナ
ル
診
し
、
筑
と
J

場
所
＿
‘

．． 

役

所

ノ

例

二

依

ル

！

貝

本
規
程
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

第

七

條

左
I

事
項
ハ
院
長
二
於
テ
代

断
書
叉
ハ
證
明
書
ト
ハ
珈
紙
第
一
書
ナ
[

決
ス
ヘ
シ
但
ジ
異
例

i

―
鳳
ン
又
ハ
特
〇
逹
乙
第
六
競

式
若
ハ
第
二
書
式
二
依
ル
モ
ノ
ヲ
謂
右
證
明
（
桧
案
）
候
也
．

殷
島
市
立
畑
賀
病
院
純
理
事
務
取
扱
規

巳
複
維
ナ
ル
モ
ノ
ト
（
以
上
／
様
式
．

以
外
二
記
載
ヲ
要
ス
ル
モ
I

ヲ
謂
フ

'
9

年、、
9

月

日

＿

＿

上

司

―

―

於

テ

豫

メ

了

知

シ

置

ク

必

要
ァ
リ
ト
認
ム
ル
事
項
二
付
テ
〈
此
程
左
1
通
定
ム

付

貝

廣

島

市

立

畑

賀

病

院

長

．

I
限

二

在

ラ

ス

昭

和

八

年

九

月

十

二

日

｀
寸
‘
"
＂
-
．

膨

島

市

長

伊

籐

貞

次

本
則
盆
四
島
市
立
畑
賀
病
院
病
室
使
用
（
市
幣
）
．
，
氏
-
ダ
•
名
邸

1

、
‘
-
｀
所
濁
戦
員
巖
島
市
出
張
―
―
闊
ス

料
委
託
患
者
牧
容
料
及
手
敷
料
條
例
施

行
1

日

ョ

リ

之

ヲ

施

行

ス

ル

事

項

．

廊

島

市

立

畑

賀

病

院

純

理
事
務
取
扱
規
程

'

[

4

棠

報

】

〗
二
、
院
務
二
闘
ス
ル
照
會
泣
回
答
ニ

第
一
條
殷
島
市
立
畑
賀
病
院
二
於
ヶ

（
別
紙
）

闊
ス
ル
事
項

〇
逹
甲
第
二
琥

殷
島
市
立
畑
賀
病
院
慮
務
規
荏
左
1

通

（
第
一
競
害
式
）

三
、
患
者
／
牧
容
並
退
院
二
闘
ス
ル
ル
物
品
購
入
、
修
繕
拉
其
／
出
納
保

定

ム

管

二

閾

ス

ル

事

務

ハ

院

長

二

於

テ

之

．

事

項

．

診
斯
書
（
證
明
書
）
．．． →

•
昭
和
八
年
九
月
＋
．
―
-
H

．
‘
,

．

．

 

ヲ

純

理

ス

ヘ

シ

．

．

氏

．

名

＿

廣

島

市

長

伊

籐

貞

次

四

、

死

亡

者

1

引
渡
二
闊
ス
ル
事
項
一
口
百
闘
未
満
／
物
品
購
入
並
修
繕

ニ
闘
シ
テ
ハ
院
長
二
於
テ
之
ヲ
決
定

五
、
埋
火
葬
及
祭
祀
二
闊
ス
ル
事
項

六
、
死
骰
解
剖
二
闊
ス
ル
事
項

殷
島
市
立
畑
賀
病
院
，

．

．

．

令

虞

務

規

程

，

ス

ヘ

シ

生
年
月
日
＿
‘

阜

第

一

條

廣

島

市

立

畑

賀

病

院

ハ

大

正

七

、

附

添

看

謹

人

ノ

許

可

二

闊

ス

ル

第

二

條

市

役

所

本

塵

―

於

テ

購

入

又

活
2

＂ 

ハ
修
繕
ノ
取
扱
ヲ
為
ス
ヲ
使
宜
ト
ス

八
年
三
月
二
十
七
日
法
律
第
二
十
六
事
項
．

麟
―
依
リ
之
ヲ
設
置
ス
第
八
條
院
長
●
執
務
時
間
外
及
休
日
ル
物
品
二
付
テ
ハ
院
長
ハ
之
ヲ
會
計

静

養

ヲ

一

要
ス
ル
期
間

第
二
條
本
院
二
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク
ニ
於
テ
事
務
虞
理
ノ
為
必
要
ナ
ル
常
課
長
二
委
託
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

直
員
ヲ
置
ク
ヘ
ツ
，

右
之
通
診
断
（
證
明
）
候
也

一

、

院

長

第

三

條

物

品

I

取
扱
二
闘
シ
テ
ハ
昭

和
七
年
六
月
達
甲
第
九
裁
物
品
會
計

二

、

市

啓

第

九

條

院

長

ハ

毎

月

五

日

迄

二

前

月

年

月

日

・

・

・

取
扱
規
程
ヲ
準
用
ス

中
二
於
ケ
ル
息
者
ノ
入
院
及
韓
姉
ニ

廣

島

市

立

畑

賀

病

院

長

―

―

-

、

書

記

．
第
四
條
一
口
参
拾
圃
未
満
ノ
螢
造
物

・

（

市

幣

）

氏

名

⑱

四

、

調

輝

員

闊

ス

ル

朕

況

ヲ

報

告

ス

ヘ

シ

翡
ノ
外
必
要
ナ
ル
雇
傭
員
ヲ
置
キ
第
十
條
院
長
ハ
毎
年
一
月
六
日
迄
—

I
1

修
繕
二
闘
シ
テ
ハ
院
長
二
於
テ
直

（

第

二

競

書

式

）

．

前
一
箇
年
間
ノ
事
務
成
績
ヲ
報
告
ス

死

亡

診

斯

證

明

蕃

事

務

ヲ

補

助

セ

シ

ム

接

純

伺

ノ

上

之

ヲ

修

繕

ス

ル

コ

ト

ヲ

b

得
但
シ
工
事
着
手
及
竣
工
1
豫
定
年

,
•
第
一
扉
院
長
盆
薔
ヲ
以
テ
之
二
充
ヘ
ジ
：
＇

．

．

．

 

月
日
ヲ
土
木
部
螢
繕
課
二
通
報
ス
ル

一

、

氏

名

＿

ッ

院

長

ハ

市

長

1
命
ヲ
承
ヶ
院
務
ヲ
第
十
一
條
前
各
篠
―
一
定
ム
ル
モ
ノ
、

掌
理
シ
戦
員
ヲ
指
揮
監
督
ス
外
巖
島
市
役
所
虞
務
規
程
及
虞
務
順
ヲ
要
ス

院
長
事
故
ァ
ル
ト
キ
ハ
上
席
市
賢
ヲ
序
ヲ
準
用
・
ス
（
ジ

―
-
、
男
女
ノ
別
＿

早
、
出
生
年
月
H
＿

年

月

日

シ

テ

其

ノ

事

務

ヲ

代

理

セ

ジ

ム

i

ぃ
＇
、
附
．
，
則

•
第
四
條
市
瞥
、
書
記
及
調
獨
員
ハ
院
本
規
程
ハ
公
布
ゾ
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

一
死
亡
亨
職
業
．

四

、

職

業

家

計

I

重
ナ
土
職
業
長
ノ
命
ヲ
承
ヶ
事
務
ヲ
分
掌
ス
ヘ
ジ

0
達
甲
第
三
競
．
、
．
『
＇

昭
和
七
年
六
月
逹
甲
第
九
競
物
品
會
計

病

死

、

自

殺

・

し

第

五

條

本

院

及

院

長

J

印
章
左
ノ
如

ジ

取

扱

規

程

中

左

ノ

通

改

正

ス

立、其
J

他
菱
死

中
蒜
ノ
別
一

大
狽
賀
町

新

地

組 0
町
正
副
縮
代
営
選

就
任
認
可

（
悶
庁
后
）

純

代

山

崎

直

幹

．
 

＇ 
累
計
式
萬
六
千
百
七
拾
闘
八
拾
武
錢

金
壼
千
闘
紙
屋
町
高
橋
哭
服
店

金

五

百

九

拾

六

闘

小

町

金
四
百
武
闘
四
拾
五
錢三

篠
町
中
横
川

金

参

百

八

拾

闘

材

木

町

金
参
百
七
拾
闘
九
拾
五
錢

三
篠
町
小
河
内

金

参

百

闘

已

斐

町

畑

貞

之

助

金
武
百
七
拾
四
闘
六
拾
錢下

中

町

金
武
百
闘

東
魚
屋
町
熊
谷
三
兵
衛

金
武
百
闘

東
洋
製
織
株
式

會
祉
廣
島
工
場

・

廣

瀬

町

金
戒
百
闘堺

町
一

T
H

三
宅
幸
太
郎

金

百

式

拾

闘

山

縣

郡

都

谷

村

金

百

五

闘

豊

田

郡

大

長

村

金
安
百
闘
山
口
町
佐
伯
易
次
郎

金

壼

百

闘

小

網

町

田

熊

一

郎

金
七
拾
参
闘
参
拾
四
錢
、

宇
品
町
肺
田
通
八
、
九
丁
目

金
六
拾
戒
闘
四
拾
五
錢

宇
品
町
御
幸
通
十
一
丁
目

金
五
拾
闘
’
•

堺
町
二
丁
目
植
木
誠
一

金
五
拾
闘
・
上
柳
町
大
町
大
作

金
五
拾
闘

大
手
町
八
丁
目
石
田
熊
吉

金

参

拾

闘

・

．
下
流
川
町
滸
水
鈴
吉

金
式
拾
岡佐

伯
郡
小
Jj

政
本
勇
次
郎

村
老
兵
圃
長

金

拾

闘

廣

瀬

町

横

山
0

勝

金

拾

闘

中
國
眠
課
エ

業
株
式
會
社

・

南

竹

展

町

小
計
金
四
千
七
百
四
闘
七
拾
九
錢

累
計
参
萬
八
百
七
拾
五
闘
六
拾
壼
錢

.．---• ---- - --~ -- -- -- -•9 -- - - .  
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日五十二月九年八和昭

市
應
に
於
い
て
ほ
そ
の
後
應
内
防
火
到

策
に
就
き
種
を
考
究
中
で
あ
っ
た
が
1

1

十
二
日
午
後
四
時
十
分
か
ら
全
員
を
正

襄
に
集
め
奥
助
役
か
ら
一
朝
有
事
の
際

に
於
け
る
時
の
注
意
防
火
の
部
署
方
法

な
ど
に
就
い
て
、
井
上
螢
総
課
長
か
ら

顧
内
各
階
に
あ
る
放
水
栓
の
配
列
、
，
使

用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
が

あ
り
、
さ
ら
に
万
一
に
際
し
て
の
各
責

任
匿
域
を
決
定
、
同
五
時
か
ら
各
課
長

指
揮
の
も
と
に
放
水
作
業
そ
の
他
の
防

火
訓
練
を
學
行
し
た
。

方

面

委

員

協

議

靡
島
市
で
ほ
二
十
二
日
午
前
九
時
か

ら
市
公
會
堂
で
市
内
方
面
委
員
中
の
常

務
委
員
、
副
常
務
員
一
二
十
名
會
合
し
協

議
會
を
開
催
し
た
が
、
来
る
十
月
九
日

か
ら
三
日
間
大
阪
市
中
島
公
會
堂
に
附

談
せ
ら
る
べ
き
問
題
に
つ
き
研
究
し

こ
o・
キ
‘

廣

島

市

工

業

大

観

（

其

の

二

）
闊
、
三
原
で
あ
っ
た
が
後
次
第
に
山

ロ
、
九
州
へ
と
偉
播
し
て
行
っ
た
の
で

第
三
章
殿
島
市
工
莱
各
論

•• 

，
•
あ
る

0
,，
.
.

第
一
節
殷
島
市
製
綿
莱

（
一
）
塵

(・ll)
原
棉
需
給
闊
係
’
.

往
古
脚
島
地
方
は
棉
産
地
と
し
て
知
ら
現
今
棉
花
ほ
獨
り
本
市
の
み
な
ら
ず
我

れ
て
居
た
が
棧
野
侯
入
城
以
来
槌
痺
箭
が
國
全
面
的
に
其
の
全
部
を
輸
入
に
仰

業
奨
鳳
及
婦
女
子
に
授
癒
り
途
磁
瞬
ず
い
で
居
る
が
日
定
は
内
地
棉
が
安
債
な
る

や
r'傘

る
趣
旨
の
下
に
棉
花
の
栽
培
怒
漿
必
て
輸
入
棉
花
に
黙
迫
せ
ら
れ
た
結
果
で
あ

よ
り
斯
業
の
盛
大
を
致
し
途
に
棉
花
市
る
。
'
,
.

鸞
必
要
に
應
じ
て
明
治
三
年
に
棉
改
本
市
ほ
常
初
専
ら
廣
島
附
近
及
び
内

所
の
設
立
を
見
、
次
い
で
同
一
『
•
一
七
ポ
年
地
棉
を
使
用
し
て
居
た
が
棉
花
の
減
少

是
が
米
綿
取
引
所
と
な
り
更
に
硯
在
の
は
次
第
に
需
要
を
満
た
す
に
至
ら
ず
遂

株
式
取
引
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
常
時
．
に
明
治
の
終
り
頃
か
ら
天
津
棉
｀
．
＇
印
棉

本
地
方
の
棉
産
地
と

U
・
・
一
冷
．
ほ
殷
島
、
、
岩
米
棉
｀
埃
及
棉
を
輸
入
す
る
こ
と
4
な

ilし
'

.

.
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廣
島
市
鹿
の
防
火
演
習

最
近
の
呉
市
の
放
火
事
件
に
鑑
み
本

一
い
讀
に
昇
這
”
つ
く
し
て
憾
慨
深

四
、
満
洲
事
愛
闘
應
功
璧
者
へ

：
｀
感
謝
朕
記
念
品
贈
呈

．ィ森、
3
:；：

廣
島
縣
で
ほ
満
洲
事
髪
二
周
年
記
念
日

を
卜
し
て
午
前
九
時
半
か
ら
廣
島
偕
行

祉
で
満
洲
事
勢
闊
係
功
努
者
感
謝
式
を

奉
行
、
鈴
木
學
務
部
長
の
開
會
の
挨
拶

國
歌
合
唱
、
湯
澤
知
事
の
式
僻
が
あ
り

つ
い
で
個
入
功
努
者
二
百
五
十
四
名
、

園
陵
功
努
者
厳
島
市
を
始
め
市
町
村
九

生
1

圏
臆
に
到
し
そ
れ
人
＼
感
謝
朕
な

ら
び
に
記
念
の
木
示
皿
を
贈
呈
し
た
。
更

に
来
賓
の
祝
僻
、
＇
伊
朦
市
長
の
功
努
者

側
を
代
表
し
て
硲
謝
僻
が
あ
っ
て
終
了

し
た
が
来
賓
ほ
奮
館
で
功
努
者
に
は
新

館
に
お
い
て
茶
菓
子
を
呈
し
同
十
一
時

盛
大
裡
に
閉
會
し
た
。
'
,

果さ四日種棉全， 、

のい日にさはご' |米 If.[) 

中果にしれ大棉、
は質して‘抵花＇、 棉 贔棉 棉 他
三がて開そ四'--•
‘残脱花れ；月

a.1 40%153. 6%1.1. 4劣 5知

五る落すかか ．竺呈墜逸竺凸凸径 18形竺竺径
室之、、じるら＇．ら •米 96. 7%1 ().,5%1. 2劣 U.8彩
にを其．ヽ・約六 す厨冗可訂団寧瓦下函玄瞑
漉朔のこ八月・ ―― 
劃 果後の十に

佛 o7-.2%117. 7%1 8. 6%1 o, 5% 

さ とに花日か
＇露 18.3% ー，2.7彩 7.0%
- -

れい宵ほ乃け 且し互丑径芝竺竺上じ乏ー竺そ
中ふい三 至て ．且し芝竺径一塑竺』凸径且凸径
に 朔小‘百播 支 l4.4彩 20.8劣―.65.8彩

埃 其 り
次
い
で
輸
出
に
於
て
ほ
大
正
三
年
頃

よ
り
朝
鮮
方
面
へ
其
の
消
費
市
場
を
見

出
す
こ
と
4

な

っ

た

。

．

，

我
國
の
輸
入
棉
花
ほ
殆
ど
紡
績
向
で

あ
る
而
し
て
輸
入
額
に
於
て
ほ
印
棉
が

一
番
多
く
績
い
て
米
棉
、
支
那
棉
の
順

で
あ
る
。
従
来
印
棉
の
輸
入
額
は
一
頭

地
を
抜
き
第
二
位
の
米
棉
と
の
間
に
可

成
の
差
額
が
あ
っ
た
が
近
来
は
米
棉
の

楡
入
が
殖
え
て
雨
者
の
差
額
ほ
次
第
に

勘
く
な
り
全
額
は
印
棉
を
凌
駕
す
る
に

至
っ
た
。
近
き
脆
来
に
ほ
量
に
於
て
も

米
棉
の
方
が
多
く
な
る
や
う
に
思
ほ
れ

る
、
そ
れ
ほ
我
が
紡
績
が
進
歩
し
製
品

の
番
手
が
進
む
に
つ
れ
、
粗
賑
な
印
棉

よ
り
も
、
一
格
上
の
米
棉
を
需
要
す
る

こ
と
が
多
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

次
ぎ
に
千
九
百
二
十
九
年
よ
り
―
―
-
+

年
の
主
要
棉
業
國
に
於
け
る
米
、
和
印
、

埃
棉
の
使
用
割
合
を
褐
げ
て
参
考
に
供

す

官
蚤
奎
＝
デ
F-』
-W-i-――
---J--
＿-h-

、--竺芦瞬＿ll-一宮――」涅一
9 号

l-U---u-―i-il-j1乏」『一孟¥5gE-

空
芸
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種
子
を
蔵
し
て
居
る
、
落
花
後
六
七
十
同
試
合
の
戦
績
を
示
せ
は
左
の
通
り

日
に
し
て
こ
の
朔
果
ほ
鶏
卵
大
に
成
熟
で
あ
る
。

し
、
各
室
の
境
目
が
自
然
に
破
れ
て
中
井
中
下
木
村
安
原
野
橋

巖

々

・

金
田
逍
佐
今
久
幅
奥
高

か
ら
白
色
或
ほ
黄
白
色
の
繊
毛
が
吹
き

出
し
て
来
る
此
の
織
毛
＇
が
棉
花
で
あ
打

1

二
左
投
中
右
捕
―
―
一
遊

る
。
ロ

4
0
6
3
4
4
1
1
 

棉

花

の

繊

維

は

、

長

く

細

く

て

光

澤

72
 

が
あ
り
且
つ
強
靱
な
も
の
が
よ
い
何
故
昇
打
打
癌
振
死
幽
策
打

な
ら
ば
細
い
も
の
程
細
い
糸
を
紡
ぐ
こ
打
安
犠
盗
三
四
残
失
二

1
0
0
6
1
1
4
0
 

，
 

2
 

と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
、
斯
か
る
繊
’

維
は
製
綿
に
於
て
も
檄
迎
せ
ら
れ
る
と
邊
丸
付
田
井
付
原
崎
原

、
渡
石
西
太
高
中
松
山
柳

訟四

こ
ろ
で
あ
る
が
製
綿
に
於
て
ほ
紡
績
と

二
中
捕
一
投
遊
右
左
三

異
り
防
温
に
霊
勁
を
置
く
か
ら
絨
維
の
稔

大
き
く
嵩
の
あ
る
も
の
を
選
ぶ
闊
係
上

社

會

課

日

誌

格
落
の
支
那
棉
を
多
く
使
用
す
る
。

米
棉
ほ
細
糸
紡
績
向
で
あ
り
埃
及
棉

之
に
次
ぎ
印
度
、
支
那
棉
ほ
太
糸
紡
績
九
月
一
日
縣
敬
育
會
館
に
於
い
て

向
で
あ
る
が
支
那
棉
の
品
質
ほ
印
度
棉
縣
下
四
市
の
数
育
並
祉
會
課
長
其
の

よ
り
更
に
粗
悪
で
二
十
番
手
以
上
の
紡
他
闘
係
者
會
合
都
市
数
化
に
闊
す
る

績

に

ほ

適

し

な

い

。

』

協

議

會

開

他

せ

ら

れ

協

議

題

と

し

て

・
支
那
棉
の
産
地
と
し
て
ほ
江
蘇
省
、
都
市
に
於
け
る
数
化
運
動
の
賓
際
又

湖
南
省
．
映
西
省
、
山
西
省
、
山
東
省
は
数
化
方
法
及
び
施
設
其
の
他
都
市

数
化
上
必
要
と
認
む
べ
き
事
項
を
附

議
し
討
議
の
結
果
故
化
縞
完
成
の
促

等
で
あ
っ
て
本
市
製
綿
業
者
が
多
く
輸

進
を
期
す
べ
く
各
市
は
此
の
際
各
種

入
す
る
天
津
棉
ほ
河
北
省
方
面
か
ら
天

圃
骰
聯
合
會
の
速
成
に
邁
進
し
徹
底

津
へ
集
ま
つ
て
来
る
棉
で
あ
る
。

的
に
数
化
の
寅
績
を
畢
ぐ
る
こ
と
を

天
津
棉
は
繊
維
太
く
自
然
の
撚
り
が
’

協
定
し
た
。

あ
っ
て
弾
力
性
に
富
み
嵩
が
あ
る
か
ら

製
綿
に
ほ
誂
向
で
あ
る
。

r

一
、
八
月
＝
ヱ
＇
日
本
市
公
會
党
に

（
四
）
製
綿
機
械
，
＇
，

．
於
て
第
一
一
一
次
家
計
調
査
開
始
に
闊
し

本
市
業
者
は
初
め
弓
打
式
に
よ
る
幼
稚

午
後
四
時
よ
り
家
計
簿
記
入
者
百
五

な
製
綿
方
法
を
採
つ
て
居
た
が
、
日
露

戦
役
後
足
踏
式
木
製
綿
打
機
械
を
用
ひ

十
名
の
参
錯
を
得
て
家
計
調
査
協
議

る
や
う
に
な
り
、
後
歌
洲
大
戦
前
よ
り

會
開
催
縣
指
導
員
の
出
席
を
求
め
市

全
國
に
李
先
し
て
紡
績
機
械
の
椀
棉
機

g

（
カ
ー
デ
イ
ン
グ
、
マ
シ
ジ
）
を
採
用
す
祉
會
課
長
よ
り
家
計
調
査
を
箕
施
せ

る
趣
旨
を
述
べ
縣
指
導
員
よ
i
氾
仄

る
に
至
っ
て
急
速
な
る
稜
展
を
遂
げ
、

今
や
其
の
生
産
高
の
大
な
る
と
技
術
の
方
法
？
一
般
に
つ
き
解
認
を
施
じ
更

優
秀
な
る
と
ほ
共
に
全
國
的
名
朦
を
郡
に
懇
談
的
に
質
疑
應
答
を
重
ね
午
後

，
｀
翌
恙

¢
六
時
半
閉
會
し
た

し
て
居
る
。
・
[

.

9
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つ高全れにラ演送演合こめ記局戦
た潮能何‘ム‘迎習會のて念を没
°し力虞交が映功‘翌日恰日再者
極をも錯午粛努術會軍好は認の
、めあ盛的前其者成式都のうす追
てげ大に‘他表病‘殷軍すべ憶
意てを市午盛彰院第島國寒きも
義非極内後り‘罰五で日．＜満新
深常め随‘澤市「師ほ和引洲た
き時‘虞夜山中會園國でき事に
もの軍にとな行‘主防あ緊愛叉
の自民開連フ゜進軍催婦つつ一非
で覺一催績口‘人連人たて面常
あを致さ的グ講散合聯が極年時

-/～‘/←̀-へー、/-‘‘̀-rヽ～
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a
 

噂

満
洲
事
髪
勃
蒻
二
周
年
記
念
日

描
き
出
さ
れ
た
軍
國
風
景
ー

そ
の
日
の
横
顔
を
見
る

一
、
戦
車
、
飛
行
機
、
毒
ガ
ス

を
交
、
た

剪
牡
な
述
合
演
習

力
強
き
近
代
芙
の
表
示

第
五
師
圏
主
催
聯
合
演
習
ほ
午
前
八
時

半
か
ら
東
練
兵
場
で
行
ほ
さ
れ
た
が
初

秋
の
空
は
り
す
寒
く
絶
好
の
演
習
日
和

で
あ
っ
た
上
、
何
と
い
つ
て
も
各
行
事

中
最
上
の
興
味
あ
る
も
の
故
早
朝
か
ら

観
衆
殺
到
し
定
刻
前
早
く
も
敷
万
に
逹

し
た
。
在
郷
軍
人
、
青
訓
、
男
女
中
等
學

校
生
徒
小
愚
校
兒
童
も
演
習
に
参
加
観

y

戦
し
、
一
一
宮
師
園
長
、
湯
澤
知
事
は
幕

僚
局
僚
を
随
へ
て
束
場
や
が
て
定
刻
と

な
り
。
古
来
中
佐
の
統

監
の
下
に
開
戦
ラ
ッ
パ

の
響
き
渡
る
と
共
に
松

原
附
近
の
攻
撃
軍
は
俄

常
砲
火
を
浴
せ
、
次
い

で
歩
兵
の
躍
進
、
殷
海

軍
機
の
旋
回
胤
舞
、
戦

車
の
縦
積
馳
駆
、
模
擬

毒
ガ
ス
、
防
毒
面
の
使

用
、
季
日
に
燻
に
股
々
蒙

々
、
人
馬
錯
綜
、
錬
光

爆
装
、
さ
な
が
ら
賞
戦

を
見
る
が
如
く
観
衆
ほ

す
べ
て
悦
惚
と
し
て
凄

肱
の
美
に
自
己
を
忘
れ

こ。キ
二
、
銃
後
守

を
完
備
'
・

3 
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殷
島
闊
防
婦
人
聯
合
會
装
會
式

i
市
内
婦
人
圃
臆
の
縛
聯
合
ー
ー

廣
島
図
防
婦
人
聯
合
會
稜
會
式
は
午
前

八
時
半
か
ら
袋
町
小
駆
校
購
堂
に
摯
行

さ
れ
た
が
服
島
市
内
各
小
墨
校
婦
人
會

廣
島
将
校
婦
人
會
、
廣
島
市
女
同
窓
會

厳
島
縣
同
朋
會
、
山
中
高
女
橘
香
會
、

誠
心
會
、
殿
島
女
學
院
婦
人
會
、
安
田

高
女
同
窓
會
、
キ
リ
ス
ト
敦
婦
人
嬌
風

會
、
メ
ゾ
ジ
ス
ト
婦
人
會
、
叢
雲
婦
人

會
、
生
活
改
善
會
等
市
内
四
十
園
腺
約

一
千
名
の
會
員
に
一
一
宮
第
五
師
園
長
、

湯
澤
縣
知
事
、
土
肥
原
第
九
旅
圏
長
、

岡
原
部
附
小
将
、
天
野
市
兵
事
課
長
、

師
園
、
在
郷
軍
人
分
會
、
廣
島
聯
賑
匿
司

令
部
員
等
来
賓
多
敷
列
席
各
會
員
ほ
純

白
の
割
烹
衣
に
優
し
い
愛
闊
の
至
誠
を

表
徽
し
て
赤
い
ハ
ー
ト
の
マ
ー
ク
を
胸

一l-=―-」

-
U
雪＿

g-―

覆

（勺，
"、守

フ・

置-―――
i

竺―――
-z-―
＇
こ

Eu-

u
還
●
旦
ほ
含
J
9
?乍
[
-
り
、
．
‘
＇
頂

~
-
9
[＼
危
達
楚
佐
岱
訊

一
一

傷

間
に
輝
か
し
て
御
箕
影
奉
拝
、
國
歌

合
唱
、
伊
藤
會
長
の
式
僻
に
次
い
で

議
事
に
移
り
非
常
時
局
に
営
り
皇
國

婦
女
子
の
覺
醒
を
促
し
、
國
臆
観
念

を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
協
心
敷
カ

銃
後
の
務
を
全
う
す
る
の
宜
言
並
に

國
防
精
紳
の
高
調
一
且
有
事
の
際
國

家
防
衛
上
逍
憾
な
き
を
期
す
る
の
決

議
を
満
場
一
致
可
決
更
に
袋
町
校
、

母
の
會
の
會
長
籐
岡
元
子
女
吏
の
動

機
で
廣
島
闊
防
研
究
會
へ
謝
意
を
表

す
る
こ
と
の
可
決
に
つ
い
で
一
一
宮
第

五
師
園
長
、
山
縣
國
防
研
究
會
副
會

長
の
祝
揺
等
萬
歳
の
三
唱
が
あ
り
九

時
四
十
分
閉
會
更
に
綾
い
て
時
局
映

需
を
上
映
十
時
半
よ
り
全
會
員
同
市

中
大
行
進
隊
に
参
加
し
た
。

三
、
模
擬
店
の
開
店

ほ
が
ら
か
に
笑
ふ

・

ー

白

衣

の

勇

士

達

．

縣
市
商
談
、
在
郷
軍
人
市
聯
合
分
會
、

脱
島
國
防
研
究
會
町
聰
代
聯
合
會
、
演

島
國
防
婦
人
聯
合
會
、
愛
國
婦
人
會
艇

島
縣
支
部
、
篤
志
看
護
婦
人
支
會
等
の

聯
合
主
催
に
よ
る
術
成
病
院
戦
傷
病
者

慰
間
會
ほ
午
前
八
時
よ
り
術
成
病
院
誤

柴
室
で
開
催
せ
ら
れ
た
が
一
一
宮
師
園
長

岡
原
部
附
少
将
、
湯
澤
縣
知
事
、
伊

藤
市
長
並
に
主
催
側
各
園
臆
代
表
二
名

づ
ぷ
出
席
陶
山
病
院
長
の
満
洲
事
愛
の

勃
登
の
原
因
、
世
界
の
大
勢
と
覺
悟
な

ど
に
つ
い
て
の
請
話
に
始
ま
り
浪
曲
、
-

魔
術
、
萬
歳
等
々
多
敷
の
面
白
ぎ
。
フ
ロ

グ
ラ
ム
に
二
百
餘
り
の
傷
病
勇
士
ほ
す

つ
か
り
ほ
が
ら
か
に
な
り
一
一
一
時
す
ぎ
閉

會
、
直
ち
に
太
田
川
の
浦
流
に
の
ぞ
む

庭
園
に
模
擬
店
を
開
店
、
白
衣
の
男
士

器
ほ
思
ひ
思
ひ
に
、
し
る
こ
、
或
ほ
ァ

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
う
ど
ん
、
す
し
等
々

る
が
一
咋
年
頼
山
陽
選
蹟
顕
彰
會
が

頼
山
陽
百
年
祭
を
執
行
し
て
か
ら
は

訪
客
が
急
に
激
増
し
た
の
で
町
有
志

間
で

A
j

れ
が
保
存
に
つ
い
て
種
々
協

議
中
で
あ
っ
た
が
縣
に
於
て
も
そ
の

必
要
を
認
め
今
回
文
部
大
臣
に
史
蹟

と
し
て
の
指
定
方
を
申
請
し
た
。

市
磨
野
球
部
優
勝
す

藪
備
日
々
新
開
社
主
催
第

1

一
回
近
縣

選
抜
野
球
大
會
は
九
月
十

H
十
七

H

の
雨
日
西
練
兵
場
球
場
に
於
い
て
拳

行
さ
れ
た
が
選
抜
八
チ
ー
ム
で
我
が

市
靡
軍
は
第
一
回
戦
に
於
て
享
賣
局

軍
と
勁
戦
し
1
5
A
到
6
に
て
大
捷
゜

次
い
で
準
決
勝
戦
に
於
て
は
齋
藤
株

式
店
と
相
見
へ
之
を
6
A
封
3
に
て

撃
破
し
決
勝
戦
に
残
る
。
期
く
し
て

俺
勝
戦
は
強
敵
税
務
監
督
局
軍
と
の

間
に
火
駕
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

試
合
は
税
務
軍
の
先
攻
で
開
始
さ
れ

た
が
我
が
市
顧
軍
は
第
一
回
に
二
貼

を
先
取
し
更
に
第
六
皿
に
一
曲
を
加

へ
て
計
三
貼
。
こ
れ
に
反
し
税
務
軍

は
終
始
我
が
佐
ん
木
投
手
の
好
投
に

黙
せ
ら
れ
第
九
回
に
至
り
安
打
一
本

を
出
せ
し
の
み
に
て
敗
退
し
凱
歌
は

途
に
我
が
市
巖
軍
に
畢
る
。
‘

斯
く
し
て
榮
あ
る
優
勝
旗
は
市
顧
軍

の
獲
得
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
尚

i

ニ
八
〇

呉
鎮
府
守
召
集
事
器
．

九
月

1
-
H
市
認
に
於
て
左
記
公
署
の

哭
鎖
守
府
召
集
事
務
を
検
閲
し
た
が

検
閲
管
は
海
軍
大
佐
角
田
貞
雄

で
受
検
公
磐
名
は

廣
島
市
役
所
、
東
、
西
、
祇
園

宇
品
水
上
警
察
薯
、
中
山
、
戸

坂
、
温
品
の
各
村
役
揚
で
あ
っ

た。

i
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函汗二月印訊和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第

三＇冒•... ．`，・・ ニ・ こ J < ． ．一如尚に協業席業會九旅

尾同呉
各‘:）レ朕近朕各ヽ彿事介：リ粛＾リモヲ其通聯 ‘ く ほ 骰 議 紹 主 紹 堂 月 島

道て'1市縣廣介
紹求各況努況職努フ；業・ノ；適務彼甚其見 J牒 絡聯で協會に介催介に十縣

市、｀，職所下島
入所開働二 ， 業 務 コ ） 本 所 ヲ 我 笈 ソ ズ 後 ア 事絡あ議し入事者所於四下

戦・ こ業
所及＼／申者付紹需 lヽ→使能二属iJ 逍趣斯ノル務 事る事たり務側外い日職

業＇ぃ紹職
J 求り活併ノ各介給 命ヲ涸行努憾旨•グ＇成所ノ務°項°午局代七て午業

紹・介 栗
求豊励セ移紹所航 逹翌材シ働 J,＼ヲテ慮賣ナ刷厠 並 後長表箇開前紹

介 ＇・所
人父振テ動介二況，成揮ヲテ事極没がハル新行 び 五のと所催ナ九介,・,

紹求換合求朕所於報・ニジ求迦情ナ却折体もモニニ に 時挨し並さ時所
所 名介轍．ヲ人況毎ケ告 一，：公メ材ヲ）レス角然;-1[，闊闊 出 三拶て縣れか事

＇聯者＊モ求紹ニル
絡 I-

段径以ヲ承，ヲ；7,陪・2...lヽ｀且！シス・席 十あ岡市たら務

事／
ド．詳職介取努← J職テ涸知以』翌省'1ジ心卦テル 者 分り山闘が廣協

務未
説二所扱務・， ＇努業聯所ジテ l、令テ於ハ件 ほ 盛次地係尾島談

・・ジ闊利／需・ カ紹絡二聯各ヽ改涌ぶ緩 次 會い方者道市會
打` 紹”ゞ
合

：・ス用附給 ヲ介紹送絡所ナ正麗ル・ニ の 裡で鞍出職公ほ

會｀ヽ ． ，， ．  、五・ 四・,.'

出、質ノ常行他ラハ／上キ毀闊職申‘捗現テシ，、力定絡求寓‘トヲ互等介
席現上管ハノル勿 純 漸 ス ー 庫 業 賭 職 ヲ ニ 常 相 既ナス紹戦腱職ヲ為ニヲ者
者二之内レ府へ論螢次市野補紹二業期努管常ニル ル 介 者 師 業 得 シ 交 詳 ニ

．氏努ガニ居縣キ 縣 二 搬 町 ジ 助 介 闊 紹 ス メ 内 成 他資上二／ヲ紹夕異換説付
氏 名ム申於ルニモ 費 付 大 村 テ ヲ 所 ス 介 ル ー ニ 績 管料二於健設介リ俯ヲシ希

ル諮テ所アノニテ強ニハ受ノル所コ層於ヲ内卜於テ康置所 ナ行各苗
コヲモアリ ト 於 ハ 化 於 憧 ク 純 件 ニ ト ． 有 ァ 牧 二認テ求診スニ、ルヒ紹條
トナ各ルテ認テ國ヲケニル菅 到 妓モメ於メ最人鬱Jrル覆i．・成多介件．

ス職ヲモメモ裳要ル六所ニ ス ナ是ツテラモ者書件託 績数所技
ニ業以之ラ相郁ス現分ナ付 ）レ ル非、モル必 I 並 ． 隧 ヲノ間能
梃紹テガレ，紫助）レ下ノルテ 縣 瑕共ア之、要採露 師．牧聯二資
力 介 此 補ル補ノ本ノーモハ 費 扱之ルヲニ且否低 諒 ム絡於格
其聯／助已助壻機財二純既 補 I ガヲ寅 付 ツ ヲ ハ 瘍 ル紹テ活
ノ合際ヲニセ額闊政過常二 助 進賓以施テ 有 決 聯 託・コ介相行

- -が又か八等まで通るれも柄類活此
少錫ら茶はす支邦にるのもに朕腐
し器輸碗日°那人安様叉の於態に 縣同廣同同同廣同同同脚廣脱同同廣三糸同岡輻竹殷同
研を出式本其服着債で無ーての目 市．島 島 島島島局龍島原崎山山原村，．
究珍さのの他固用で毛池色も中を屈｛ 會市 市 市商縣、會縣職町池市町職
を璽れ安 三 家 有 の 堅 朱 のの木一注 議東 中
積がる債四具の綿牢子棧花綿二げ島 員校 央

社エ祉主祉業職 方職職業・
痴會會事會紹業 職業業紹

んる様な十類傑メな巾黄型のをば 原 職 課議諜 課介紹業紹紹介
で傾でも 年 に 付 リ る 艇 反模型撃彼 戟 業 長所王 長所介紹介介所，
噂あの前於のヤも小物様もげ覧満 業 紹 事 所介所所
ルはりがのてもスの倉等‘のて 紹 介
ミあま盛俗ものシ‘織も巾概見那 介 所 ＇・事

補 J

二りすにに茶もヤ及等相ほしる人汁li ft)t 
々 、 ＇ 務

・局
ユま°内五碗賣‘ジび要常中てとの "'. - 長 ・ 長
Iす 地郎皿れ類普す賣巾太衣生 ft
ら活 颯吾に薬普が等こ漉豫地ム
ぬ態出人角類及隧四と地想あ製
と様 ほの居ほ我分五でにもり品

来
確の彼採乍極逹嚢十ホフ付とを
信研等ららめせれ年ヤフか見も 記
す究民ざにてざて前‘

ン‘

フ
。ぬ受つ

るに族るし好る居日力：＿もけて
も立のとて菌彼り本サをのま せ
の脚風 こ満で等まで‘多にすば
でし俗ろ蒙あ民す使ジいほ°販
あな習でをり族°用ンに満内路
りけ慣籐 論まに叉し及使蒙地撰
まれ及のずす到智た附用奥に大
すぼ其藷る _:o：し術も濁す地於の
°な生蒙は兎賣のの品るのて餘

.. ~ 

安藤城
：、

部`
＼ 

本

縣
下
職
業
紹
介
協
議
會

昭
和
八
年
九
月
十
四

n)

ぷ
簸
島
市
公
合
堂

名

順

序

不

同

猛

或英
―
―
―

太

郎

壻

（二）
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角 横大伴田普阿玉 田長波林絹松障吉田中岸小大檜卒岡

田西谷中光部胴．『谷多 澤 南武口光。味西山九
本，・.・..

和覺院謙川野 健 返 伊
和 友正＇鼻部

三二唯太瑛秀三睦助文國賑恵四太 三忠繁寛

雄郎郎一郎次高郎三一治壽吉昇海市郎郎一郎司男策茂

市
長
代
理
ど
し
て
奥
助
役
の
挨
拶
が
あ

り
拝
受
者
井
上
誠
作
氏
以
下
六
十
六
人

に
剪
し
夫
々
偲
逹
を
し
た
。

•
_
i
)

ー
・
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偲者に九
逹を於月
式出い十
をして一
攀た一日・
行る家午．．．
し家三後{|

芸畏紅轟!ll
到 上 よ

! l 
． しのり I・.
： 賞丘市
， 賜役題

品服正
の 務 諮

だるる．去の埃未低打＾で棉打＾棉敷紡へをに駆る楡へ る左製＾のにつめはで賞ば
かがか紡る縫やだ取棉こぁを棉こで種出ご解解搾闊入も解°の綿芭で大た椀三ほ乃最今
ら製 ら績のれ葉多去ま椀る更は打あのせ混棉きさ係棉 iり＇・棉 準ほ製あ戦が棉十七至初こf 
椋綿之ででを等少らで棉°に削1・棉る棉ん棉・とほれか花棉 I 備綿綿る吝後機五賀：：：：のれt 
紺 ほかほあ解が‘れの 浦棉 をと いく＇てらは 混工糸の°契次の賞乃面弓を
が 菓ら繊るき残房るエ 浮機 適 す ふさ来！総運 柑i 程製製機第採乃至で打各
仕産尚維°そつの繊程 均か 度る なる搾貨 I` を造造 とに用至八あ式生
上綿幾をのて形維で 齊ら に製 ＜従機が 打以ニニ し之に四賞るで産
機を 通揃中居をも棉 な出 混綿 てつに容棉つ十種てがほ十とがほ高

作もへのるな解の らて
と

合 に ほてカ~積 I て餘 頓使可貰な次ーか
るのる｀不‘しけ灰 •し来 す よ 不先けで 椀足種 に用成でりぎ日ら

なのエ必純椀‘て維 むた るつ 可づて課棉るの 稜 増 反 あ 椋 の の 比
つが 程要物棉其居物 る荒 之て な之‘せ のエ 展加到る棉足生較
て目ががをは中るほ 作い が豫 い を 墾 ら で程 ・ししも°機踏産す
居的ああ収そにが大 業廷 混め 之柔くれ あ中 た更あ初で式二れ

ら一有はく活を日＾ も 販 へ 年 ー シ 本 で る 時 規 彿 突 値 る と に に 底 年 十 は 非 き 米 ＾ る
九八マ．七 六・

れ朝の漸需様常本ッ他鮮樅の路ッ三質か市．ッ°の材底如頃飛な好本し九四天常が棉し゜
な一風滅要式用の製京‘島をほ販百を一製生 高料し在に付つ調年値月圃津にあと棉
い夕俗 の し が し 如 綿 阪 満 ヽ 學 全 路 五 二 日 綿 産 値現‘支保貨たをは上頃位棉縮る天：花
0 に習傾て愛てき業紳洲山ぐ國 十閥の業額 相は加紡合誓が旱米りはで五まが津相
・行慣向束化居國の‘‘ れ的

口
ニ八生者 場れふ績朕戒内し棉を出あ十つ現棉場

詰にがたした民将京豪、ばで 萬十産ほ をてる筋況に地たが束廻る一て在と
ま照あ闘絹國の来都澱 左あ・ヽ、四 八銭額二 現俄にのを牽筋為彼す時°圃居では
るしる係‘民多 のる千とは十
•も葵が上羊も敗 北ホ閾通が 闘見三敬 出

然印買績制の，‘のの期元五るほ普
品棉氣けさ秋支イでに来十°こ通

の苑日葵毛‘が 悔ノ り其 とれ千軒 し騰不策てれ安那ンあ向天鈍目の十
と綿本厖織近木 道 ル 九 で の なば五に たを質動居て見棉フるひ．津‘下十闘、
も需國綿物年綿 等）レ州あ主 る‘面上 認演てにた‘越叉レが在棉米の肌1位・
考 要民需を‘織 ‘‘るな °ー凱る でじふ在際相に強最‘貨ほ棉相鞘の
へほ固要多生物 其朝°る ケ ‘ ° あ現新貨‘霜~よ氣氣殊彿例五場が開

＾ 
ャざf' 慮り

ニ
八
二

・ 註 け 之 素 を ほ 製 へ 急 ー 橡 常 ほ 之依か等分る棉＾善闊運か利本＾ ＾傾普し係い
業登 本 料 れ 等 を 遂 勿 綿 〇 事 を 杏 つ 水 こ を り ら の の ° 花 ど は 係 貨 ら を 市 と も 向 及 て 上 て 反
を逹市製前ばも抜げ論業化で岡擾て氣し永抵束愛二而しま棉焦に‘の占打船問樅に向居近も之
加せ獨 造 琥 な 尚 く な で と 學 あ り 闘 居 検 に 氣 目 る 化 倍 か 天 花 眉 置 諸 轍 む 綿 便 題 島 あ 上 る 代 涎 絹
ふる特業にら将にけあし研る濫をる査お棉を棉ををも鋏水のカ~掛送るほ‘·市ると°生痙綿
噂の を 於 ぬ 来 ほ れ る て 究 ° 賣 設 ° 所 い と ｛ 為 花 認 吸 贅i;‘ 氣急れりにと野運 製°共又活綿ほ
業高加て°幾硫ばがほ所 をけ本をて言脇等め集迎-椀でての比ほ鮮貨 綿 に脱によ、輛
に級ふ輻多酸な将機設 統る市設大ふすほ難せ大プk査あ居幽較言輻闘 業 需脂新・り＜
同技従化 のをら束械置 制とにけ罠°る斯いし然分所るるにすへ悶係 浚 要綿し効て
様術つ學 I 研用ぬほ的問 す共於て勅 ものかめにを設°ヵ~於れ之し 逹 頓もき果保
塗にてエ究ひ‘化装題 るにて之績 の如らて吸吸置 ら い ば を 於 過 に術需的温
顛依業にて例學逹 こ 規 も が 聯 が き ‘ も 集 集 問 之 て 尚 揺 い 程 増生要での
料存に侯居へ的を と 格 斯 瞼 合 多 方 支 表 せ し 題 れ 割 船 岡 て ， 上 加思をあ幽
・製し塗たるば研閾 ほ の か 査 會 い 法 那 面 る て が高使方地 ．の せ想喚るに
造て顔なが色究る 緊統るにで °に邊何水居 改の‘面の 諸 るの起；闊於

999 9999 999 9999999999 99 99999999 9 1’999 9 9,...99 999 9●-ー9●.

合小溝 逍 小 増 測 宅 吹lll田 地はにり次る行地の事半二近の合市致て了賃過日七六皆
計・ 計渠路計 最地 H 左整疲多にひとみをの‘く東を長承事し貸般工年年寅
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贔歩段加國 歩段少尺 別う地も増｝分間新排至地心はな廿滴會務事中月認は
し．六一有 六一有
、畝町地 畝町埠・ 要

摘 地 ° と の 進 合 の せ 水 三 積 部 本 し 三 場 に を 務 の 十 可 昭
會`， 四ニゴ柑＇ 四二：故 稜因な漸せを宅るエ間三に市粗 H一 於 完 ‘ 虞 九 ‘ 和

、
ー
市
内
失
業
者
穂
薮

一
九

0
0年
以
来
の
泄
界
は
確
か

に
不
景
氣
に
よ
っ
て
特
徴
ず
け
ら

れ
、
世
界
脈
史
に
於
い
て
後
批
史
家

に
よ
っ
て
興
味
あ
る
世
紀
と
し
て
注

目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う
、
最
近
不

景
氣
は
盆
々
深
化
の
度
を
深
め
枇
界

は
只
そ
の
鉗
策
の
絶
姿
を
自
覺
し
て

い
よ

l
＼
國
際
的
協
調
を
破
棄
し
各

閾
獨
自
の
立
場
に
蹄
つ
て
そ
の
難
局

を
打
開
す
べ
く
、
非
常
時
の
理
論
に

よ
っ
て
非
常
時
鉗
策
を
採
用
し
始
め

た
か
ら
そ
の
う
ち
何
と
か
始
末
が
消

く
こ
と
だ
ら
う
ー
ー
が
今
の
と
こ
ろ

泄
界
各
都
市
に
於
い
て
は
失
業
者
の

洪
水
を
末
た
し
、
到
る
と
こ
ろ
に
所

謂
ュ
ー
ウ
ツ
に
し
て
氣
蔀
な
興
趣
あ

る
風
最
を
現
出
し
て
居
る
。

我
が
廣
島
は
人
ロ
一
＝
＋
萬
で
未
だ

大
都
市
或
は
商
業
都
市
と
し
て
の
賓

格
條
件
を
充
分
に
完
備
せ
ず
未
だ
多

分
に
封
建
時
代
の
城
下
町
た
る
資
格

條
件
を
備
へ
て
居
る
故
に
此
の
大
都

會
の
み
の
持
ち
得
る
ュ
ー
ウ
ツ
の
風

漿
を
持
ち
得
る
の
光
榮
に
浴
し
て
居

な
い
が
最
近
そ
の
不
景
氣
の
深
度
と

共
に
失
業
者
の
敷
も
増
加
し
ル
ン
ペ

ン
風
最
も
一
日
々
々
と
機
厚
と
な
っ

て

来

た

。

＇

最
近
の
社
會
調
壺
に
よ
れ
ば
市
内

の
失
業
者
綿
数
は
二
千
三
百
一
二
十
七

人
で
内
男
は

1

一
千
二
百
八
十
一

1

一
人
で

女
五
十
四
大
で
未
だ
大
し
た
さ
は
な

い
が
尚
更
に
給
料
者
、
努
働
者
日
傭

努
働
者
に
よ
つ
て
の
内
課
を
し
て
見

1il"l
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-i-
1
0
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1
-
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市
街
地
建
築
物
法
に
就
い

1
 .. 
,

J

 

8} 
鉦｝

（一）

第三
市
街
地
建
築
物
法
が
布
か
れ
下
丁
四
年
十
三
、
遮
用
置
域
十
四
、
準
用
除
外

種郵
我
が
廣
島
市
へ
適
用
せ
ら
れ
て
か
ら
最
十
五
、
用
語
睾
袈

偲
．
物
早
満
七
度
芸
ふ
永
い
月
日
が
鯉
つ
て
等
の
規
定
で
あ
っ
て
二
十
六
ヶ
條
の
本

認
る
の
で
あ
必
か
や
一
般
に
ほ
周
知
の
事
文
一
二
十
一
ヶ
條
の
施
行
令
百
五
十
三
ヶ

＇
と
思
ふ
け
れ
●
も
ま
だ
其
の
精
肺
を
了
條
の
施
行
規
則
か
ら
成
り
立
つ
て
居
り

可
i

解
出
来
ず
其
の
手
綾
き
が
分
ら
な
い
と
之
に
各
府
縣
に
於
て
施
行
細
則
を
設
け

云
ふ
人
も
少
く
な
い
で
あ
ら
り
と
思
ふ
て
施
行
手
綾
を
示
し
て
居
る
。

か
ら
今
一
度
其
の
大
要
を
記
す
る
こ
と
我
が
廣
島
縣
ほ
緩
和
規
定
で
あ
っ
て
六

大
都
市
の
如
く
法
全
部
が
適
用
さ
れ
る

に
し
よ
う
と
思
ふ
0

.

，

仰
も
市
街
地
建
築
物
法
と
ほ
都
市
だ
け
の
で
ほ
な
く
用
途
地
域
の
制
度
と
建
築

廣
」
に
必
要
な
名
g
で
農
村
と
か
避
諏
の
地
線
の
指
定
が
其
の
主
な
る
も
の
で
あ

に
ほ
闊
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
る
。
此
の
用
途
地
域
、
建
築
線
の
指
定

然
ら
ば
都
市
に
は
何
故
必
要
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
は
建
築
物
法
と
云
ふ
よ
り
も

羹
ふ
に
家
屋
建
物
の
密
集
し
て
居
る
寧
ろ
都
市
計
甕
と
し
て
の
事
業
の
一
っ

嗚，
虞
に
不
規
則
胤
欝
に
建
込
め
ら
れ
て
ほ
で
あ
っ
て
此
の
一
部
を
分
搬
し
て
居
る

交
通
、
衛
生
、
防
火
等
の
方
面
か
ら
考
と
云
つ
て
も
宜
し
い
の
で
あ
る
か
ら
一

市
患
ら
れ
都
市
に
起
り
得
る
災
害
を
出
面
か
ら
考
察
す
れ
ば
都
市
計
慨
法
の
補

密
得
る
だ
け
少
く
し
市
民
の
健
康
を
壻
助
規
定
と
も
云
へ
る
の
で
あ
る
。

報
進
し
揺
祉
を
計
る
事
が
出
来
な
い
。
斯
貯
笥
慰
冗
一
口
に
一
き
、
ば
建
物
の

用
途
に
依
り
同
じ
種
類
の
も
の
を
一
定

戸
様
な
事
柄
ほ
法
律
命
令
規
定
に
於
い
て

の
場
所
に
集
め
夫
れ
人
＼
適
應
し
た
都

,
f

命
ぜ
ら
れ
る
前
に
都
市
生
活
を
し
て
ゐ

市
と
し
て
の
設
備
を
し
よ
う
と
す
る
の

る
者
が
自
ら
進
ん
で
為
す
べ
き
も
の
で

あ
る
が
之
を
統
一
盤
理
す
る
に
ほ
法
の
で
あ
る
。

郎
ち
工
場
と
見
ら
れ
る
も
の
ほ
工
場
地

昭
力
を
以
て
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
都

域
で
な
く
て
は
建
ら
れ
な
い
し
商
業
地

和
市
建
設
の
為
め
斯
様
な
法
律
が
生
れ
出

域
に
ほ
商
店
街
を
為
さ
し
め
て
其
の
働

八
た
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
法
の
大
要
を

年

き
を
大
に
し
住
居
地
域
に
ほ
他
の
用
途

九
＿
述
べ
る
な
ら

に
用
ひ
安
息
を
妨
げ
る
様
な
建
物
を
為

一
、
用
途
地
城
二
、
建
築
線

・旧”.
+
―
―
-
、
建
築
物
の
高
さ
四
、
栂
造
設
備

二五
五
、
防
火
地
竪
な
特
殊
建
萎
物
せ
な
い
と
云
ふ
様
に
夫
々
地
域
を
指
定

日
七
、
美
観
地
窟
八
、
工
事
手
績
し
た
も
の
で
あ
る
。

九
損
失
補
償
十
、
建
都
物
の
虞
分
法
文
に
於
て
は
第
一
條
に

十
一
、
罰
則
十
二
、
救
満
主
務
大
臣
ハ
本
法
ヲ
適
用
ス
ル
匝
域

ニ
八
五

..．客降

内
二
住
居
地
域
、
商
業
地
域
、
商
業
ば
其
の
危
険
、
保
安
上
非
常
に
障
害
が
直
て
徴
牧
す
る
診
斯
聾
ま
た
は
證
明
書

地
域
又
ハ
工
業
地
域
ヲ
指
定
ス
ル
コ
大
で
あ
る
例
へ
ば
工
場
の
如
き
は
四
六
の
手
数
料
は
二
十
錢
乃
至
一
闘
で
職

時
中
煤
煙
を
吐
き
駿
季
日
を
學
げ
霙
動
を
員
は
天
野
病
院
長
荒
木
緊
師
（
他
の

ト
ヲ
得

第
二
條
建
築
物
一
ー
ジ
テ
住
居
ノ
安
起
し
應
芥
を
飛
散
せ
し
め
大
な
る
荷
物
一
名
は
未
定
）
河
村
書
記
（
他
の
一

寧
ヲ
害
ス
ル
鷹
ア
ル
阻
用
途
二
供
ス
ル
を
運
搬
せ
ら
れ
て
ほ
一
日
中
勤
努
に
疲
名
は
未
定
）
調
刑
員
一
名
、
看
護
婦

モ
ノ
ハ
住
居
地
域
内
二
之
ヲ
建
築
ス
れ
切
っ
た
賤
の
安
息
所
を
脅
か
さ
れ
る
一
＝
名
の
九
名
で
あ
る
。

ー
と
し
た
な
ら
明
日
の
業
の
妨
も
大
で
あ
な
ほ
牧
容
定
員
は
嘗
分
軽
症
患
者

ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
三
條
建
築
物
一
ー
ジ
テ
商
業
ノ
利
る
し
又
商
店
街
に
於
て
斯
の
如
き
も
の
二
十
四
名
に
限
る
が
第
二
期
工
事
竣

便
ヲ
害
ス
ル
虞
ァ
ル
用
途
二
供
ス
ル
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
最
も
交
通
頻
繁
工
後
は
中
等
症
、
重
症
の
一

1

一
十
六
名

モ
ノ
ハ
商
業
地
域
内
―
一
之
ヲ
建
築
ス
の
慮
の
危
険
ほ
大
で
あ
り
商
品
ほ
汚
損
を
噌
し
線
計
六
十
四
名
牧
容
の
計
書
旱

ル

コ

ト

ヲ

得

ス

さ

れ

て

供

給

す

る

に

も

出

来

な

く

な

る

で

あ

る

。

第
四
條
工
場
倉
庫
其
ノ
他
之
二
準
で
あ
ら
う
夫
れ
が
為
に
工
場
、
商
店
、

ス
ヘ
キ
建
築
物
一
ー
ジ
テ
規
模
大
ナ
ル
住
宅
の
地
域
を
別
々
に
指
定
し
て
各
々

モ
ノ
又
ハ
衛
生
上
有
害
若
ハ
保
健
上
其
の
機
能
を
全
う
さ
せ
る
事
は
必
要
な

ノ
事
で
あ
る
。

危
瞼
ノ
虞
ァ
ル
用
途
二
供
ス
ル
モ

0

0

0

 

ハ
之
ヲ
建
築
線
建
築
線
と
云
ふ
の
ほ
建
築

ハ
工
業
地
域
内
ニ
ア
ラ
サ
レ

}
”
物
を
設
け
る
に
指
定
せ
ら
れ
た
線
で
此

建
築
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

主
務
大
臣
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ
前
の
線
を
越
へ
て
建
築
す
る
事
の
出
来
な

項
ノ
建
築
物
ニ
ジ
テ
著
シ
ク
衡
生
上
い
も
の
で
即
ち
道
路
と
建
築
敷
地
の
境

有
害
叉
ハ
保
安
上
危
瞼
ノ
虞
ァ
ル
用
界
線
と
も
云
へ
る
線
で
あ
る
。

途
二
供
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
工
業
地
之
も
亦
前
述
の
交
通
、
保
健
、
防
火
等

域
内
二
於
テ
其
ノ
建
築
二
付
特
別
地
の
必
要
上
指
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ

域
ヲ
指
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
る
。
建
築
物
が
出
た
り
退
い
た
り
し
て

第
五
條
，
前
三
條
二
規
定
ス
ル
建
築
鋸
の
歳
の
様
な
道
路
に
な
つ
て
居
る
事

物
ノ
種
類
ハ
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
ほ
宦
に
睦
裁
上
の
問
題
の
み
で
な
く
其

第
六
條
前
四
條
ノ
規
定
ノ
適
用
二
の
胤
雑
な
為
に
交
通
の
機
能
を
削
が
れ

付
テ
ハ
新
二
建
築
物
ノ
用
途
ヲ
定
メ
る
事
が
敷
し
い
。

叉
ハ
建
築
物
ヲ
呼
用
途
二
供
ス
ル
叉
紫
粟
な
市
街
地
と
雖
も
這
路
が
狭
撚

ぶ
ハ
其
ノ
用
途
二
供
ス
ル
建
築
物
で
あ
る
場
合
ほ
交
通
上
の
支
障
ほ
固
よ

ヲ
建
築
ス
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
り
通
風
採
光
防
火
等
の
設
備
も
出
束
な

以
上
が
地
域
を
指
定
し
た
の
で
あ
っ
て
い
し
保
健
上
最
も
有
害
な
事
ほ
論
を
侯

用
途
の
働
き
を
完
全
に
攀
げ
得
る
様
に
た
な
い
さ
な
き
だ
に
都
會
人
の
衛
生
保

健
と
云
ふ
事
は
喧
し
く
な
つ
て
居
る
今

し
た
も
の
で
あ
る
。

若
し
是
が
本
法
施
行
前
の
如
く
自
由
に
日
斯
様
な
法
律
の
適
要
は
必
常
的
の
要

何
地
へ
で
も
建
築
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
求
で
あ
ら
芍
．
o
（
つ
ゞ
く
）

ダ，．
；ヽオ、-, ・ 
｀て
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用
と
し
て
植
栽
さ
孔
た
も
の
と
想
像
さ
た
の
に
惜
し
い
こ
と
に
現
在
で
ほ
敷
本

"
＼
ー
i
f

一

れ

る

の

で

あ

る

が

、

現

在

で

も

東

新

開

ほ

ん

の

孤

影

消

然

た

る

形

に

停

ま

つ

て

口
五
銃
木
に
就
い
て
語
る
5

町
猿
猥
川
堤
防
に
は
敷
町
に
亙
つ
て
ま
了
つ
て
居
り
（
七
）
他
の
一
っ
ほ
目
通
幹

’̀:~,\) 

目
1

尺
許
り
の
篠
懸
木
で
之
ほ
敷
年
前

新

来

の

樹

種

の

拉

木

の

初

は

ば
ら
な
が
ら
一
抱
餘
程
度
の
も
の
が
可

策

縣

磨

前

の

紳

樹

な

り

の

敷

残

存

し

大

正

初

年

頃

迄

は

そ

観

香

町

通

稲

五

間

道

路

に

植

付

ら

れ

今

三
，

種
i

春
同
町
二
中
前
通
り
に
移
植
さ
れ
た
も

の
向
側
の
狸
屋
町
堤
防
や
丹
那
堤
防

郵
”

（
此
慮
に
ほ
姻
ほ
若
干
残
存
品
が
あ
る
の
で
そ
の
敷
は
約
五
十
本
許
り
で
あ

偲
借
て
我
が
厳
島
市
の
並
木
と
し
て
ほ
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
一
）

物
一

が
）
や
皆
賓
町
ガ
ス
會
祉
裏
堤
防
や
平
．
る
。

如
何
な
る
種
類
が
遮
嘗
し
て
ゐ
る
だ
ら
先
づ
松
で
ほ
有
名
な
大
須
賀
町
東
松
原
．

認
，

田
屋
川
富
士
見
梱
下
手
の
雨
岸
（
此
慮
斯
様
に
我
が
廣
島
市
に
於
い
て
も
そ

憫

う

か

．．
 之
ほ
吾
々
に
と
つ
て
最
も
霊
要
の
松
ー
—
之
ほ
現
在
で
は
敷
本
の
古
い

の
過
去
に
敷
々
の
拉
木
を
存
し
又
そ
の

な
常
面
の
問
題
な
の
で
あ
る
が
今
暫
く
幾
存
品
に
若
干
の
新
ら
し
い
貧
弱
な
も

ほ
改
修
工
事
の
結
果
全
然
地
形
を
愛
更

或
も
の
ほ
今
日
に
於
い
て
も
存
綾
し
て

之
を
措
い
て
現
在
又
ほ
将
来
の
そ
の
撰
の
を
混
へ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
が
元
ほ

し
た
）
等
に
は
各
佳
い
風
最
を
作
っ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
そ
の
結
果

定
に
少
か
ら
ぬ
参
考
材
料
を
呉
へ
て
臭
イ
ロ
ハ
松
と
稲
し
て
四
十
八
本
あ
っ
た

ゐ
た
。
（
四
）
叉
櫻
は
現
存
の
も
の
で
は

と
し
て
将
来
の
並
木
に
ほ
如
何
な
る
種

れ
て
居
る
と
こ
ろ
の
過
去
の
そ
れ
に
就
と
云
ほ
れ
大
正
初
年
頃
迄
ほ
二
抱
内
外

類
が
推
奨
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
°
既
に

い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
と
思
ふ
°
尤
も
あ
る
老
繋
胃
一
十
本
許
ほ
存
在
前
記
東
松
原
の
鐵
道
踏
切
を
越
え
て
1

1

廣

も

之

は

古

文

献

を

渉

撒

す

る

暇

が

な

い

し

て

ゐ

た

し

、

騎

兵

隊

北

側

に

ほ

そ

れ

葉

山

東

照

宮

に

至

る

間

や

丹

那

堤

防

に

畑

賀

病

院

十

月

七

日

各
本
敷
一
一
＿
四
十
本
、
三
十
年
生
許
り
の
述
べ
翠
菜
た
る
の
條
件
と
廣
島
の
氣
よ
り
開
院

候
風
土
と
を
基
礎
と
し
此
慮
に
在
来
の

た
め
順
序
も
不
同
に
記
憶
の
儘
を
書
き
と
同
程
度
｀
と
思
ほ
れ
る
も
の
が
若
干
、

も

の

が

並

ん

で

居

り

嘗

て

大

正

初

年

頃

廣

島

市

立

畑

賀

柑

院

は

大

正

八

年

跛
木
の
興
亡
と
そ
の
環
境
の
愛
遜
と
を

為
列
ね
る
の
で
あ
る
こ
と
を
豫
め
お
断
り
又
己
斐
か
ら
高
須
、
古
田
附
近
の
街
道

迄

は

本

川

堤

防

や

土

手

町

堤

防

に

も

芙

床

次

内

務

大

臣

か

ら

設

置

命

令

を

受

詳
に
比
較
攻
究
す
る
と
き
我
が
廣
島
市
け
て
以
来
寅
に
十
五
年
産
み
の
惟
み

上
に
は
一
抱
半
程
度
の

将
来
の
並
木
と
し
て
結
局
左
の
如
き
種
を
綾
け
さ
き
に
や
う
や
く
安
臨
郡
畑

も
の
が
一
一
三
十
本
各
賤
し
い
花
を
咲
か
せ
て
ゐ
た
し
（
五
）
柳
は

類
が
そ
の
大
過
な
き
も
の
と
し
て
選
探
賀
村
に
敷
地
を
得
て
第
一
期
工
事
を

市

存

し

て

ゐ

る

°

叉

尾

長

今

日

で

こ

そ

全

然

そ

の

面

影

を

回

想

す

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る
終
へ
た
の
で
い
よ
(
+
月
七
日
に

る
こ
と
も
不
可
能
に
な
っ
た
が
明
治
末

町
岩
鼻
か
ら
府
中
橋
に

の
で
あ
る
0

開
院
式
を
學
げ
賞
日
か
ら
受
付
を
開

至
る
間
や
輻
島
橋
か
ら
年
頃
未
だ
巖
島
城
の
外
濠
存
在
の
頃
ほ

二

イ
テ
フ
、
ス
ズ
カ
ケ
、
ア
ヲ
ギ
リ
、
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
市
で
は
二

十
己
斐
梱
に
至
る
問
の
街
八
丁
堀
一
帯
の
濠
端
に
ほ
ず
つ
と
そ
れ

ニ
セ
ア
カ
シ
ャ
、
ト
ゲ
ナ
シ
ア
カ
ジ
十
五
日
病
院
虚
務
規
程
、
入
院
規
程
、

年
道
上
に
も
明
治
末
年
頃
が
並
ん
で
優
し
い
そ
の
影
を
水
に
映
し

、、、

ゐ
た
の
で
あ
っ
た
°
猶
ほ
以
上
は
大

前

ャ
、
エ
ン
ジ
ュ
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、
病
室
使
用
料
、
委
託
患
者
牧
容
料
、

頃
迄
ほ
相
常
立
派
な
松
諒
て

シ
ン
ジ
ュ
、
セ
ン
、
タ
ン
、
タ
ウ
カ
ヘ
手
数
料
な
ど
に
闘
し
て
告
示
し
た
が

の
．
木
が
あ
っ
た
が
之
は
今
骰
に
於
い
て
皐
に
昔
時
か
ら
の
し
き
た

八

デ
、
二
．
ノ
キ
、
ム
ク
ノ
キ
、
ヶ
ャ
、
キ
同
病
院
に
は
結
核
豫
防
法
に
よ
り
市

丁
日
で
ほ
殆
ん
ど
そ
の
跡
り
を
編
承
し
た
だ
け
の
古
風
な
並
木
ば

堀
を
断
っ
た
と
い
つ
て
い
か
り
に
過
ぎ
な
い
が
面
白
い
こ
と
に
は
ユ
リ
ノ
キ
、
サ
ハ
グ
ル
ミ
、
ト
チ
、
長
に
お
い
て
「
療
養
の
途
な
き
も
の
・

附
.

近

J

o

（
二
）
次
に
杉
で
ほ
次
の
様
な
新
来
の
樹
種
も
存
在
し
若
干
チ
ャ
ン
チ
ソ
、
ナ
ソ
キ
ン
ハ
ゼ
、
ハ
と
認
定
し
た
市
内
息
者
」
の
ほ
か
公

の並
牛
田
町
日
通
寺
前
の
一
の
新
味
を
興
へ
て
ゐ
る
事
賓
が
あ
る
。
ゼ
、
ボ
プ
ラ
、
ギ
ソ
ド
ロ
、
ヤ
ナ
ギ
共
圃
盟
の
委
託
に
か
ヽ
る
も
の
、
地

木
抱
餘
の
も
の
、
及
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述
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蜜
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丁
二
委
託
七
ヌ
様
七
ラ

一
レ
タ
シ
．
＇
）
．

期
し
て
ゐ
る
が
、
涎
に
今
囮
氏
が
畢

ー
副
社
市
内
各
郵
便
局
市
役
所
内
市
金
庫
、

L
流
川
町
株
式
會
社
廣
島
縣
農

意
工
銀
行
•
•
•
生
の
事
業
と
す
る
太
平
洋
相
互
宜
他

1
 

―
二
郵
便
局
―
ー
テ
ハ
釣
錢
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
受
ヶ
入
レ
ヲ
断
ハ
ル
場
合
ァ
協
合
を
設
立
し
、
我
が
外
國
貿
易
振

興
の
一
助
た
ら
し
む
べ
く
r

献
身
的

ル
＿
＿
依
リ
釣
錢
ヲ
要
セ
サ
ル
様
＿
ー
セ
ラ
レ
ク
シ
＇

努
力
を
傾
注
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

即
ち
氏
が
過
去
三
十
年
間
隈
な
く

視
察
せ
し
全
欧
米
五
百
有
餘
の
都
市

の
質
業
家
と
直
接
聯
絡
を
取
リ
、
侮

月
我
が
輸
出
貿
易
品
の
英
文
宜
熊
書

と
見
本
を
送
つ
て
販
路
の
開
拓
に
贅

す
る
こ
と
ヽ
し
た
。
．
然
し
，
て
同
協
會

の
輸
出
取
扱
ひ
の
方
法
は
榔
略
次
の

通
り
で
あ
る
c••• 

9.9, ．．． 

一
、
繹
費
は
彼
我
の
通
信
聯
絡
並
に

宜
偲
に
要
す
る
一
切
の
代
我
に
し

て
其
の
都
度
賞
業
者
と
協
議
決
定

，
す
る
[
9

賞
業
者
の
資
搬
網
致
は
何

れ
も
黄
捜
に
し
て
（
イ
）
見
本
品
、

（
口
）
英
文
宜
偲
再
原
稿
及
び
レ
ッ

告 額納

廣
島
市
長

伊

蔽

ll 
女．

J

.

右

年

臀
丁
開
金
庫
へ
納
付年

月＇

H
 貞

次印

貯
金

局
受

入
日

附
印

月

一
金

岡゚

年
度
使
用
料

嗜
竺
畔
噂
麟
．
一
〗

第

{
瑯

｀
 

自至
病

室

使

用

料

錢

委
託
息
者
牧
容
料

゜

郵
仮

局
又

ハ
市

金
庫

ー
，
受
入

11
附

n"・ 

日
限
IJ
郵
便
局
又
ハ

t
 

月月

日日

日
分

町

地

ら四あても宜を携る外の・・ ・ ・・ ． ．ロ・-ナ“-• • • ・ • ̀  
＇` ．．・ミ ニ、

直番る一同で充は者國事大りめ業の尚る・市々衷調宜にばな同｀‘すを｀疲刷テ
接地°般協あ分らは商怖要と‘品は協゜，•の員法製偲米そ物協宜る手輸送槃 Jじ
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會事に業のう利と諭見聴のめ會食美取 別るの之等向がとに及 料＇の我
せ務同者趣 ° 用 す ‘ 本 取 通 た に 料 術 扱 代米説・にをの米認於び

ノで案
と際用ッに

ら所協に旨．本する 1句をしりる於品品ひ 理 國明定考レ國めて疲', Lは等見要．．
れを會推に市 る 者 際 取 や で も て ' ‘ ‘ 物 卸二を債案ッ向た海賣’てそで本す
た置は稲贅産こに輸寄うあの轍コ｀雑品 商百加表し．テで場外の 協わあ並る
いい國ず同業とは出せとるで出ム貨の 店有へ及',-．：・ルお合輪方、よ
°て泰るし課が‘入やすがあに製．、主

l．會債溢に繹
に餘．ヽび英兄＼れは；出法

ゐ寺次‘｀と最同貿うつ・る
之額；；？宜我

ヽる＇適品翫た＇，・送の同其文使ば‘に "' 
る町第敢しも協易と者外

、, ．を・c,i;:1導並
•°賞を具る＇一附大協のに汀町ヽ．、例適 〗．：瑕近：：書に
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圭
n

-
1
 ．．

 
松

材

壺

本

[

第

[左
記
物
件
拾
得
ノ
旨
屈
出
有
之
候
二
付

三種．
b

郵
心
営
リ
ツ
モ
ノ
ハ
営
所
祉
會
課
．

1
-

屈

出

ラ
ル
ペ
ジ
＇
，
9
9

便
i

物事
昭
和
八
年
九
月
十
日

h’ 
，

殷

島

市

役

所

廣島市

B
 

n
1
-
E
E
 

一
、
革
製
錢
入

じ
ll!llい

一
、
松
丸
太

9

]

、
'
：
昭
和
．
八
年
九
月
一
―

-+H

殷

島

市

役

所

（
現
金
在
中
）

左
記
物
件
拾
得
ノ
旨
屈
出
有
之
候
二
付

一
心
営
リ
ノ
モ
ノ
ハ
常
所
祉
會
課
二
屈
出

ラ
ル
ヘ
ジ

昭
和
八
年
九
月
十
八
日

殷

島

市

役

所

壼
本

左
記
物
件
拾
得
ノ
旨
屈
出
有
之
候
二
付

報
．
一
心
常
リ
ノ
モ
ノ
＾
常
所
祉
會
課
二
屈
出

ラ
ル
ヘ
ジ

昭
・

和八
明
治
二
十
七
年
十
月
、
第
七
回
臨
時

．
帝
國
議
會
が
殿
島
に
召
集
せ
ら
れ
て
よ

年

り
、
今
年
ほ
将
に
四
十
周
年
に
相
常
す

十月十
．
る
。
同
年
七
月
帝
國
が
國
蓮
を
賂
し
て

日
濡
國
と
干
文
を
交
へ
る
や
、
九
月
十
五

日
、
明
治
大
帝
大
殴
を
本
市
に
進
め

さ
を
ら
れ
、
海
陸
の
軍
事
を
統
監
し
、

I
 

第
‘――― 種

＿
 

郵

I

、
沿
草

便
、
物認

本
市
紡
績
業
は
明
治
二
十
九
年
市
内
有

＿n．
志
者
相
僑
り
株
式
組
織
を
以
て
中
國
紡

績
株
式
會
祉
を
設
立
し
た
が
後
明
治
三

十
五
年
八
月
に
大
阪
合
同
紡
績
株
式
會

祉
の
買
牧
す
る
所
と
な
り
次
い
で
大
正

六
年
三
月
東
洋
紡
績
株
式
會
祉
と
合
併

し
現
在
に
及
ん
で
居
る
。

其
の
外
に
我
が
隅
で
も
早
く
か
ら
設

立
せ
ら
れ
た
殷
島
綿
絲
紡
績
株
式
會
祉

が
あ
っ
た
が
幾
多
の
髪
遷
を
網
て
現
在

廣

原
綿
染
色
紡
績
株
式
會
祉
と
な
つ
て

島
居
る
。

、

B
吾
n

一
、
材
木
（
埴
地
）
壷
本

す
°
其
敷
地
面
秩
七
千
六
百
十
五
坪
、

建
坪
七
百
十
坪
に
し
て
、
貴
族
院
を
南

側
に
、
衆
議
院
を
北
側
に
設
け
夫
々
西

面
し
竹
柵
を
以
て
閲
む
。
貴
族
院
の
背

後
に
棟
十
四
間
、
梁
五
間
の
御
便
殿
を

建
設
す
。
中
央
玉
座
の
あ
る
虞
仰
に
二

左
記
物
件
拾
得
ノ
旨
屈
出
有
之
候
二
付

心
賞
リ
／
モ
ノ
ハ
常
所
祉
會
課
二
屈
出
一
十
坪
、
其
の
用
材
ほ
松
稔
屋
根
は
粉

葺
、
天
井
ほ
綾
織
白
金
巾
、
四
壁
ほ
板

ラ
ル
．
ヘ
ジ

昭
和
八
年
九
月
―
―

-+H

殷

島

市

役

所

B
 

lllfP 

一
、
翌
動
機
船

輻
島
町
南
置

稲
荷
町
東
組

同

．

宇
品
町
南
部

東
組

同船
入
町
中
置

下
組

'＇下ヽ•
内豆泣， ぅヽ 壺

艘

◎
町
正
副
縛
代
就
任
認
可

自
九
月
十
六
日
）

后
九
月
一
二
十
日

副
総
代
藤
原
勇
次
郎

総

代

服

部

多

一

副

純

代

杉

岡

蒲

一

綿

代

副
綿
代

副
純
代

第
七
回
臨
時
帝
國
議
會

四
十
周
年
記
念
を
迎
ふ

本

市

工

業

大

観

（

北

へ

の

一

―

-

）

廣
島
市
綿
絲
紡
績
．
業

大
両
岩
太
郎

田
村
政
一

内
外
の
政
務
を
親
裁
あ
ら
せ
給
ふ
°
同

月
二
十
二
日
解
散
に
依
る
総
選
攀
直
後

の
臨
時
議
會
召
集
の
詔
害
を
證
せ
ら

れ
、
直
ち
に
同
月
廿
八
日
西
練
兵
場
内

憲
兵
隊
北
側
の
地
を
卜
し
て
、
恨
職
事

堂
建
設
の
エ
を
起
さ
れ
、
螂
査
夜
兼
行
僅

か
に
十
七
日
に
し
て
十
月
十
四
日
竣
工

r
9
,
．
r
‘
J
.
e
~
f
t
：
な
，
r
ば
＇
で
．
，
ゞ
，

4
 

ヽ

,
9
 

~
ー
，

4
~
9
.
~

：
~
,
＇
~
~

9
‘
t
．
ゞ
，
＇

~
i
1
,
j
,
"

；
,
＂
·
·
'

,
J
"
T
9

ふ

§
~
9・
y
,
9
,
·
'
：
，
'
:

＇
§
.
嘉
位
忍
琵
岱
灼
札
磨
唸
も
信
応
，
；
且
喜
＇
ゃ
じ
て
将
芯

',9

以＇仇鵞喜('ヽ
を',;＇

,
l
l二
』

K花
’
翌g
lな
炉
炉
虻
緊r姿
緊
，
紅
息
5ャ
的
¢
〗
迅
炉
恙i

三
、
國
内
消
費
の
旺
盛

四
、
國
外
需
要
地
の
隣
接

五
、
戦
争
其
他
の
國
外
的
原
因

六
、
常
業
者
の
進
歩
と
努
力

七
、
國
家
の
保
護

＿

英

國

に

於

て

紡

績

業

の

登

逹

し

た

一

因

二
、
我
が
國
紡
績
業

＇
は
同
國
ほ
四
方
海
に
園
ま
れ
空
氣
澱
潤

顧
み
る
に
我
が
國
の
紡
績
業
ほ
慶
應
―
―
―
9
に
し
て
自
然
に
紡
績
業
に
適
し
て
居
た

年
島
津
藩
主
が
藩
の
子
弟
に
揆
産
の
目
為
め
で
あ
る
が
日
本
も
此
の
幽
ほ
英
國

的
を
以
て
鹿
兒
島
磯
の
演
に
紡
績
工
場
同
様
恵
ま
れ
て
居
る
。

又
紡
績
業
は
箪
純
に
し
て
而
か
も
多

を
創
設
し
た
に
始
ま
る
。

盤
の
努
働
を
要
求
す
る
事
業
で
あ
る
か

営
時
の
設
備
機
械
ほ
英
國
。
フ
ラ
ッ
ト

ら
賃
銀
の
安
い
女
工
で
間
に
合
ふ
。

祉
の
製
作
に
係
か
る
リ
ン
グ
及
ミ
ュ
ー

而
し
て
我
が
國
多
敷
の
闊
民
は
常
用

ル
合
計
三
千
六
百
餘
錘
と
織
機
百
豪
と

服
地
に
木
綿
を
用
ひ
る
か
ら
紡
績
糸
の

を
以
つ
て
英
國
人
技
師
六
名
を
聘
用
し°

需
要
は
闊
内
用
丈
で
も
多
額
に
上
つ
て

其
の
地
方
か
ら
募
集
し
た
戦
工
に
依
つ

居
る
Q

て
操
業
は
開
始
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

爾
来
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
現
在
我
が

國
紡
績
會
祉
は
総
計
七
十
一
祉
、
資
本
其
の
上
に
隣
接
國
に
支
那
、
印
度
の

金
五
億
四
千
萬
圃
、
エ
様
な
綿
糸
の
大
消
費
國
を
有
し
て
居
る

場
敷
二
百
六
十
七
に
逹
殊
に
六
ヶ
年
に
亙
る
欧
州
大
戦
は
従
来

し
錘
数
も
リ
ン
グ
八
百
英
國
の
占
有
し
て
居
た
印
度
及
南
洋
の

十
七
萬
四
千
本
、
ミ
ュ
綿
糸
市
場
を
日
本
へ
提
供
し
た
、
こ
の

為
め
に
我
が
紡
績
業
は
規
模
の
上
に
も

貿
質
の
上
に
も
著
し
い
改
善
稜
逹
を
遂

ー
ル
三
萬
五
千
三
百
本

げ
た
の
で
あ
る
。

織
機
七
萬
九
千
三
百
豪

練
と
い
ふ
鷲
異
的
疲
達
を

遂
げ
て
居
る
0

・

例
へ
ぽ
技
術
的
方
面
に
於
て
ほ
混
棉

技
術
の
進
歩
、
棉
花
買
付
方
法
の
装

_
-
―
-
、
我
が
國
紡
績
一
遠
諭
入
運
賃
制
度
の
改
善
、
細
番
手

條
＿
業
稜
逹
原
因
化
、
綿
布
化
、
綿
布
加
工
化
の
如
き
之

我
が
國
紡
績
業
が
僅
々
で
あ
る
。
．
又
一
面
に
於
て
は
紡
績
聯
合

六
十
年
間
に
世
界
産
業
會
を
創
設
し
て
同
業
者
が
よ
く
統
制

史
上
特
箪
す
べ
き
装
逹
あ
る
行
動
を
と
っ
た
事
も
そ
の
装
逹
を

助
長
す
る
に
典
つ
て
力
あ
っ
た
の
で
あ

機

を
遂
げ
た
る
原
因
に
就

て
ほ
次
ぎ
の
諸
項
が
學
る
。
、
．
＾
，
＇

げ

ら

れ

る

。

・

而

し

て

其

の

背

後

に

政

府

の

保

謹

政

、
一
、
氣
候
の
適
合
策
が
あ
っ
て
棉
花
の
輸
入
税
を
免
除
し

＇
二
、
努
力
の
農
富
と
綿
糸
布
の
輸
入
に
蜀
し
．
て
ほ
保
誰
闊
税

努
銀
ー
｀
を
課
し
我
が
綿
業
を
保
渡
し
て
居
る
。

ヽ
'
·
,
:
~
＂
，
＇
｀
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メ
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`
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二
九
五

る車集十つ常竹張、
』勅駕し五た時をの A
語親議日とと打面：．

：＇を臨會雨とはちに
賜しほ院］まい付白＇
ふて成議畏へけ金
°開立員き最た巾
雨院を此極もるを

｀院式告のみ素も蔽
議をげ侃で朴のひ
長學‘誡あなに二
はげ同事る建しツ
大優十堂°物て割
本渥八に十で ‘0)
螢な日参月あ非宵
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p.  d 會・'I公他ずの＇ヤ '1り依常＇＇握醒て聾れ物用と＇，＼しー案離を者却のりヶ

；設のるも尚りで此,':しをほし其‘しし更て股出散巡のを市を年
ニ設を捩商 たに索り示ぞ；
ケ市企挽人斯

市設者あ公廃なのて促純ての漬‘てに行日せを 場 見 間 所 場 鸞 回 の の
°向制の債の：

つ吸；．ん
場備もり設止か間行し魯来装物筏販大き用ら防て集と

づ誘遠格使！
にせにに開す策公如

とに練ま市せつ私きま｀＇上ま展ヽ品賣正ま品れ止直をし依尚十過設ると設き
て導近の命『

:1 甲 も出し場らた設ましのしが佃整せ十し小てず藝計或つ叉幾ぎ常も
歩をの徹に

乙順
し市事，

した編れの市．した改た可煮理ら＇三た賣公る行りほて個箇な時のて場情 • 
・一試別底鑑

'I，な次｀＇てか仄しと場た為革か成類のれ年°商設等商又綴受人 h)「か私綾‘網で 歩
み~をにみ，

ぎ或地一方も設ほ゜｀にとらりの
ノ・て問意諸

1ま薔理面申の備絆 依指公公販
目し._
. i'-.... 

．r 人市種をほ牲け商をつ設出類瞥あ＇進市はを機：

でが的開出もの薔 然定設設賣
的盈 i・ま の場々試各品る店算た市し似にり

耶 雑 競内なみ家を！黙とすが場大の起ま
ん民ず涯闊

に 加 に設を敷不方、優商市 市 が を
での小きを

．`9|進へもをな市完法，位人場場始以醤闘 悶 篇 畠 冨 讐 翠 雙しるそは正私因す 参生賣‘通
・ 歩ら其計す場全が

て激の僅九設すか
をのとにめてをを 激人策客豪購り

り活債市';じ・
ほ壻後か年市るら ま安格場て：

．＇しれの甕もあに妥 把覺し＂影ら宵利主 化とがの所買脱此ぶ三に公場不他 し定のよ公・
:1 'ら鍛に 守 地 げ 路 代 すそ結勢公場の圃四坪八松 f̀ 
・しれぎ到に理つの順私

、くを檄く々と債し消縮 萬年のに途

i て汎｀••す流的
°の果の設の縮と十の十原其°衰得す為萎なはて費‘然圃公さ於に f

L^撰應設
：巧‘純るれのあ張の市・、

度か然市壻少云八小有の後 微ざるに縮り低束朕罷靡を設へ＇てほ

9 年．、磨洞‘闘るか紐場}
をらか場設とふ萬規餘改昭 のるも生して下ま況清＾ホ市あは市

＼衣界察指係の繭管‘
加見らのも同低闘槙坪築和 兆結の魚工吾をしほ界時し場る公場
へてし挽斯時下にとのと：：：：：

！成の力定もにり方夜
が果 が青場が始た減の代てのに設と

:i 績不ど商ぁ反相法店 かつるをせ段束しり場り常
た却む回行にを比な市な年 現で 績 物 閉 純 め ° 退 不 の 居 賣 至 市 し ．

！退況自人＇りし常が並 ほ
ぁ出佃塞済 t‘ 昭の況愛り上：り場文

のてと企ら原し一賣ほ‘時
t歩に登も鯉てな考個

りし煮を界不和一時遜ま綿まをの，

｝「の皐的亦螢公る究人 が場ろら頭流し劣額かの最
感市こてれ‘ま九上僅その れ公た類な‘況初途代はす額し造條

!I·~.直向祉方設牧せ商
て 設事のす事ほ年のに産° iまたか件，

・'のとれ勢紳たのもに結大
！途 を 上貪法市穫ら店

参市ほ行も業年頃み逢業 尚がに具
ぁ沈ほたにの°九前八果市

ii ¥のか心炊も場をれほ
り場亦商の界々よ繰着界

り衰いがあ二松萬年十写撥
百昭凌備

まほ止に敷ほ深りりしの 十和ぐの
みけを勢保ほ上販時 まほへ時る市原餘の餘面果 し漸む轄し釜酷物返て萎 ー冗も黙

つ傾に 向意難 す 採 互島く 窺闊の市 が を 年 りるほにさにぎふを み看を
て注りまつ氣闊創るりに市各本知の如場全あ組十慈まこ前之へ堕愛るぶ常の板辿
商忍指＇，てをの設こて鞭公指市．す登何成國つ織ーに
人ら｀定滑阻示横後と‘撻設定も

すと轍を窮し市に膚時朕ほり
る達に績各たし月於°ほを看すて場商すの態僅過

謗れ商・！みしほ日’L 共 し市商迦事の依の都の種市て 火踏過る向の人べ寅とか去
玖』
を店”

‘i9人つ一4<'れ尚な力‘場人蒔が程つ興市で々場か をみす朕上念相き吠なにの

徹紬素ぁ
の・ L歩る浅り一且聯のき出度て亡のあ研更指 見鰻れ態ほしご互施を．り昔名

底の質‘り・〈
: ~にキま致つ合自な来に左ほ賓り究生定 る店ばてお乏の設見ま日誉
•も聯し難督會治がま従右市朕ま甕の商 よの幾あろし意ほましのあ

：を大向しま力拘合た局闘 を 機 ら す ひ せ 場 を す 策 為 人 り止留り；か
iし改土！す強ら會°打扶組闊本°其ら商見°すにも

く思何すた悌る

め造，．に',:，’0.
もむせま現且ほーと°を公

くずほ 開助織と・→ のれ人ま
伺でと努郎打新幾• r のしし•八
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、一

志相カ
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でに栗徒持己をく苦 る場

・ ・ろ會客． あ至者らに心級加境 のの

てこ讃あ L 装のにな協他重構至 居遂視並等
1居と僻り吠行用今る議諸ね成三各

本の糾
- - -—り行察びで一―- - ． 

9る ＼．をま態の命‘日効 の機‘し名市 、、、、 一聯賓合
．まのをにあ‘‘‘‘公‘・母・ • 正．‘合現を

次 信 受＇：すで市にで果．上闊涸‘を場誘物標聯す為終七り先誘販試 公 販會が圃
第じで ， 鴫し、くかあ場よほを飼も ＇諧 各選 苺客 品準 合° にへ月ま進客資翼月設 賣の期り

る らり報る各上新定な地任に方購資會 ほてにし地に商會
、一

ぁ懸日・・‘まを入種げな期るのし理法入債分 左賓ほて公闊品の
回市 商事せ新

公 場 品業ら陳
り命も市 す基 札幽 ＇つるに方特以事研研研蓋 の地京本設すの開＇壬凡
まの蓋民 9準標臆上計或策殊て

販 のとれ代
＇！瞑．

す努 3し各斯と準かあ畳ほを事分
一究究究委 機研阪年市る共伽ー嚢 精致つ謝

市

°力遠位様し•もらりを随考
名 會會會員 闘究紳六場調同 債，撲し L に

情匿幹 會，をを方月の査購 場

鳳．．をかのなて常物ま樹時究の委事 報
格 とまあ依

傾ら満現居聯品すてにし研員二
設積面九視研入 浚の 賣しりり

注ざ足朕ら合納•°相會其究會名
骰み の州察究 公債てまて

・し］＇るとでる會；入故営合のをを乃
し事見各調 贔示のはす理
て業 學市査 ッ 公‘°想

9 99,9,.999●, ;,-■.一， 99 9 99 9,9 99999999999■-

、金金入金金'•私＇金金金金金金金
百可百百·百百•バ百・百 百

金金．金 金 金 金 金 金 金 金 金 金金ー，金金
百百百百
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、
金
参
百
武
拾
闘
七
拾
錢
＇
い
．
t
’
‘
.
,

一

・

三

篠

町

東

側

三

丁

目

・
＊
〇
し
〇
凋
．

75E3、
1
3
8
7
幽
函
3

如
i
]
m
(～
ん
彼
國
努
働
者
間
に
斯
か
る
精
巧
な
＇
一
の
生
活
を
甘
受
し
て
居
る
°
様
に
し
て
居
る
。

7,19,00163⑱

717070.4720.8787
、
峠
る
機
馘
を
使
用
す
れ
ぽ
失
業
者
が
増
加
即
ち
女
工
に
於
て
ほ
午
前
五
時
よ
り
男
子
の
方
面
で
は
野
球
、
弓
、
庭

-
、
ク

93い
99

,
.
，
ン
'
,•• 

1
3
.
 

リ

」

t
;し

.H'

：
す
る
差
、
反
詢
し
て
途
に
沙
汰
止
み
午
後
二
時
迄
と
一
一
時
か
ら
十
一
時
迄
の
球
、
ピ
ン
ボ
ン
、
玉
突
、
碁
、
将
棋
等
金
参
百
拾
闘
‘
，
胡
、
9

．．
 

町

金
参
百
0
五
闘
五
拾
錢
'
`
•
「
'

第11

ー

と

な

っ

た

こ

と

が

あ

る

。

一

一

部

制

度

と

な

し

其

間

の

餘

暇

を

利

用

を

萄

幡

し

て

居

る

。

堺
町

1

一一丁目

種

ー

35
罰

暉

如

寧

年

570
噂
776-

，
斯
か
る
機
械
の
翌
逹
に
競
し
て
本
市
し
て
覧
一
家
の
主
婦
た
る
に
必
要
な
工
場
内
寄
宿
舎
に
ほ
百
昼
敷
殿
間
を

．
業
者
に
於
て
は
要
す
る
に
箪
位
エ
賃
さ
る
賓
科
女
學
校
程
度
の
数
育
法
を
授
け
設
備
し
舞
豪
装
置
を
な
し
時
々
各
種
の
金
参
百
四
闘
六
拾
八
錢

郵
・
ユ

93

ミ

便

る

べ

く

會

祉

側

に

於

て

講

義

録

を

編

纂

演

藝

を

上

演

す

る

外

苺

月

一

、

二

回

十

賀

茂

郡

仁

方

町

東
洋
工
業
株
式
會
社

物

IJ-
＊
醐
國
逸
國
亜
利
國
度
國
へ
安
け
れ
ば
よ
い
の
で
従
業
員
の
個
人

民
牧
入
は
之
を
増
加
せ
し
む
る
目
的
の
下
し
修
身
、
闊
語
、
、
作
文
、
家
事
、
裁
縫
、
六
ミ
リ
映
寓
を
な
す
等
従
業
員
の
慰
安

口

生
花
を
敬
へ
て
居
る
0

に
努
め
て
居
る
。
尚
将
来
は
割
烹
、
炊

可

，

｀

衆

西

太

須

．

華

[、認

に
個
人
常
り
の
仕
事
の
彙
、
郎
ち
生
窟

3

國

叉
競
育
方
面
で
ほ
ピ
ン
ボ
ン
、
バ
レ
事
、
武
道
方
面
の
設
備
も
す
る
と
い

:

:

H
英

合

獨

佛

露

伊

致

印

中

高
の
増
加
に
努
め
て
居
る
。

,．, 
•..•...••.••• 

ー
、
テ
ー
ー
ス
、
水
泳
等
を
奨
め
工
場
内
ふ
0

.

一
六
、
紡
練
機
械
及
織
機
製
作
所
一
會
に
テ
ー
ー
ス
コ
ー
ト
及
び
プ
ー
ル
を
設
備
果
せ
る
哉
斯
か
る
協
同
一
致
の
勤
努

之
を
要
す
る
に
綿
業
の
錘
敷
、
機
械
豪

敷
、
従
業
員
敷
等
の
敷
量
の
大
小
よ
り

し
夏
季
ほ
工
場
内
各
所
か
ら
掘
氏
二
十
ほ
製
品
の
優
秀
を
致
し
、
本
市
紡
績
が

す
れ
ば
英
國
ほ
依
然
と
し
て
大
度
の
猶
＾
我
が
闊
に
於
け
る
紡
績
機
械
製
作
所
ほ

四
度
位
の
冷
却
さ
れ
た
空
氣
を
送
り
、
生
産
す
る
「
金
魚
印
の
二
丸
」
ほ
全
國

臆
を
維
持
す
る
も
技
術
的
設
備
の
高
度
去
次
ぎ
の
四
ヶ
所
で
あ
る
。

叉
冬
季
ほ
之
か
ら
温
か
い
空
氣
を
送
る
綿
糸
相
場
の
一
楔
準
と
な
っ
て
居
る
。

化
に
至
つ
て
ほ
反
野
の
序
列
に
立
つ
。
（
一
）
豊
田
織
機
製
作
所
（
大
阪
0

名
古

廣

近

世

國

際

綿

業

戦

に

於

け

る

英

國

の

屋

）

敗
因
の
一
は
陳
腐
な
る
生
産
設
備
が
依
（
二
）
大
阪
機
械
製
作
所
（
大
阪
）

然
と
し
て
使
用
さ
れ
て
居
る
と
言
ふ
事
（
三
）
大
阪
機
械
工
作
所
（
大
阪
）

（
四
）
壽
機
械
製
作
所
（
京
都
）

賓
に
輝
せ
ら
れ
る
。

島

市
内
の
紡
績
は
全
部
此
の
リ
ン
グ
を
使
而
し
て
織
機
製
作
所
は
左
の
ニ
ヶ
所
で

•
9

あ
る
。
，
．． 

用
し
て
居
る
。

四
、
五
年
前
紡
縦
機
械
で
は
世
界
一
（
一
）
豊
田
織
機
製
作
所
（
大
阪
0

名
古

市
へ

の

稲

あ

る

プ

ラ

ッ

ト

會

祉

か

ら

技

師

二

屋

）

．

名
が
我
が
園
に
紡
績
技
術
を
数
へ
9

-

（
二
）
遠
州
織
機
製
作
所
（
演
松
）

'
隠
篇
斯
業
の
進
歩
の
程
度
を
測
る
現
在
機
械
の
販
路
と
し
て
ほ
國
内
及
び

報
目
的
で
来
た
慮
が
、
反
へ
つ
て
我
闊
紡
上
海
の
紡
績
筋
で
あ
る
。

一
績
の
千
分
の
一
の
揺
ぎ
さ
へ
な
い
設
備

を
見
て
吃
鵞
し
へ
大
い
に
数
へ
ら
れ
て

蹄
國
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

金
参
百
闘

金
参
百
闘

廣
島
合
同
連
送
株
式
會
祉

金
式
百
九
拾
式
闘
参
拾
錢

大
手
町
三
丁
目

金
或
百
六
拾
六
闘
六
拾
五
錢
，

千
田
町
南
町
謳

金
式
百
六
拾
五
闘
六
拾
錢

.
’
'
"
、
中
•
町

金
式
百
五
拾
七
闘
0
五
錢

l

i

．
艇
瀬
町
横
堀

廣
島
市
公
設
市
場

金
戒
百
五
拾
圃
＇
尾
ふ
迫
．
＂
前

9
の
現
状
に
就
て
〗
金
或
百
四
拾
九
闘
五
拾
五
錢
．

三
篠
町
下
横
川

本
市
の
公
設
市
場
ほ
大
正
九
年
五
月
年
に
は
七
十
五
萬
圃
十
一
年
八
十
六
萬
金
武
百
参
拾
壼
岡
豊
田
郡
東
野
村

始
め
て
東
松
原
に
開
設
せ
ら
れ
引
綾
き
圃
、
十
二
年
は
百
九
萬
圃
と
年
主
蹴
上
金
式
百
武
拾
五
圃
拾
五
錢

．
＇
．
＝
デ
篠
町
柳
河
肉

を
向
上
し
断
然
市
場
萬
能
時
代
を
展
開
‘

同
年
六
月
大
手
町
八
月
河
原
町
に
降
つ

て

大

正

十

二

年

天

紳

町

に

開

設

せ

ら

れ

し

ま

し

た

。

金

武

百

武

拾

壼

圃

式

拾

錢

た
の
で
あ
り
ま
す
0

順

風

満

帆

の

市

場

は

日

々

に

利

用

者

廣

瀬

町

新

市

組

公
設
市
場
の
開
設
ほ
時
偶
々
物
慎
の
を
増
加
し
供
給
地
厭
ほ
順
次
搬
大
し
て
金
或
百
五
圃
六
拾
錢

小
網
町
南
組

暴
臆
せ
る
時
で
あ
り
加
ふ
る
に
商
人
の
市
場
近
接
の
商
人
に
脅
威
を
典
へ
之
等

金
武
百
参
闘
四
拾
五
錢

口
錢
ほ
法
外
な
る
高
率
を
示
し
て
一
般
商
人
も
営
然
時
流
に
順
應
し
公
設
市
場

輻
島
町
中
顧

金

或

百

闘

倉

田

信

太

郎

市
内
一
ヶ
年
生
産
額
ほ
消
賓
者
は
生
活
費
に
さ
へ
困
窮
を
来
さ
に
傲
ふ
に
至
り
ま
し
た

0

か
く
て
消
費

熊
巳
翼
蓋

整

皐

二

萬

四

千

梱

ん

と

し

、

民

心

の

動

揺

を

醜

し

つ

:

あ

者

よ

り

絶

蒟

の

信

頼

を

受

け

た

る

公

設

昭・
＿

五

、

二

我

が

國

紡

襲

機

械

の

進

歩

一

金

感

百

岡

‘

.

.

.

.

，

＇

金

武

百

闘

，

」

小

国

政

太

郎

．
債
格
'
―
―
―
百
六
十
萬
圃
り
ま
し
た
か
ら
祉
會
政
策
上
の
見
地
よ
市
場
は
合
法
的
な
商
取
引
に
依
り
機
能

和一

金

武

百

圃

熊

平

．

，

源

蔽

八
我
が
國
紡
績
機
械
は
初
め
女
エ
一
人
の
に
逹
し
て
居
る
°
而
し
て
其
地
方
的
販
り
し
て
、
新
鮮
優
良
な
る
日
用
品
を
合
向
上
に
努
め
、
大
正
世
一
一
年
に
は
百
二

年
受
持
は
―
-
]
憂
乃
至
四
豪
で
あ
っ
た
が
後
路
と
し
て
ほ
市
内
ほ
勿
論
久
留
米
、
岩
法
的
な
取
引
方
法
に
依
り
、
公
正
な
る
十
五
萬
圃
と
云
ふ
多
額
の
賣
上
を
示
し
金
武
百
圃
古
川
千
代
吉

午

羹

恩

な

り

、

そ

れ

誓

十

豪

と

な

國

、

箭

屯

、

岡

山

方

面

で

其

他

ほ

大

阪

債

格

を

以

て

供

給

し

此

の

不

安

な

る

他

て

来

ま

し

た

。

金

武

百

圃

三

宅

竺

i
万

り

、

現

在

で

ほ

輻

糸

の

切

れ

ぬ

も

の

に

へ

送

つ

て

居

る

。

・

相

偽

緩

和

を

計

ら

ん

が

為

に

前

記

四

ゲ

公

設

市

場

の

此

の

急

激

な

る

疲

展

ほ

金

武

百

圃

．

萬

谷

，

孫

八

＂
所
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
°
市
民
を
稗
盆
す
る
所
大
な
る
も
の
が
あ
金
武
百
闘
ふ
廿
｀
＇
吾
一
．

＆
ォ
な
る
、
と
八
十
憂
位
持
つ
て
居
忍
ぶ
"
"
,
＇

ゞ
日
先
年
プ
ラ
ッ
責
繋
ら
＼
こ
，
の
優
内
従
業
員
の
待
遇
一
，
＂
前
述
の
如
羹
設
市
場
は
時
宜
に
適
り
ま
し
た
が
又
他
面
一
般
商
人
の
之
に
．
金
式
百
闘
”
,
＇

,

J

'

，
多
山
恒
次
犀

秀
な
る
我
が
紡
績
機
械
を
賀
ひ
に
来
た
市
内
紡
績
業
各
工
場
の
従
業
員
待
遇
法
し
た
施
設
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
忽
に
依
つ
て
受
け
る
打
撃
も
相
常
甚
し
い
も
金
百
九
拾
五
闘
参
拾
五
錢
；
苓
[

'
:
．
矢
賀
町

に
各
工
場
共
職
工
も
職
員
も
箪
し
て
衆
望
を
集
め
て
盛
況
を
来
し
翌
十
の
が
あ
り
ま
し
た
°
然
し
公
設
市
場
は
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（
昭
和
五
年
夏
期
水
泳
期
間
中
に
於
け
る
匹
峡
囀
虹
：
走
壻
減
表
）

水
泳
と
女
子
、
我
が
高
等
女
學
校

{
に
水
泳
場
設
謹
要
望

，

ヽ

｀

＂

廣

島

市

高

等

女

學

校

長

今

堀

友

市

一
、
水
泳
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
り
に
大
き
い
事
ほ
年
々
此
期
間
に
於
け

我
が
學
校
で
は
毎
年
七
月
十
四
日
か
ら
る
生
徒
の
睦
格
が
著
し
く
増
大
す
る
こ

廿
七
日
迄
全
校
生
徒
の
水
泳
を
宣
施
し
と
に
由
つ
て
立
證
さ
れ
る
、
今
其
の
統

て
居
る
こ
と
は
前
々
競
我
が
校
の
夏
期
計
を
示
す
と
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

に
於
け
る
数
育
施
設
に
於
て
述
べ
た
の
昭
和
四
年
以
後
三
ヶ
年
間
の
水
泳
期

で
あ
る
が
此
の
二
週
間
の
短
日
時
に
於
に
於
け
る
生
徒
身
睦
状
況
表

て
水
泳
が
健
康
に
及
ぽ
す
影
響
が
あ
ま

（
昭
和
四
年
夏
期
水
泳
期
間
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滅
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零ト 心

（
一
）
イ
テ
フ
（
公
孫
樹
）
置
け
ば
将
来
幣
姿
其
の
他
色
々
な
手
入

ロ
地
質
時
代
に
ほ
枇
界
到
る
慮
に
紫
茂
の
蟄
用
を
僅
少
に
て
清
ま
せ
る
こ
と
が

し
た
が
現
在
で
ほ
僅
か
に
東
部
亜
細
亜
出
来
る
、
但
し
強
潮
風
や
ク
レ
オ
ソ
ー

に
璧
存
す
る
謂
ほ
ぼ
前
泄
界
の
避
物
で
卜
の
蒸
氣
等
に
ほ
葉
を
傷
め
ら
れ
易
い

あ
る
、
．
併
し
我
國
に
現
存
す
る
も
の
ほ
か
ら
斯
る
危
瞼
の
生
じ
易
い
箇
所
へ
は

往
昔
佛
数
の
侮
来
と
共
に
支
那
か
ら
入
向
け
ら
れ
な
い
。

っ
た
も
の
で
好
ん
で
帥
祉
佛
閣
の
境
内
樹
形
は
中
年
迄
は
梢
銃
い
園
錐
形
を

に
植
ゑ
ら
れ
た
、
厳
島
市
附
近
に
於
て
な
し
幹
立
ほ
興
直
、
枝
敷
適
度
、
春
日

も
斯
る
場
所
に
ほ
往
々
相
営
な
大
樹
を
の
新
葉
ほ
上
品
な
鮮
緑
で
晩
秋
は
美
し

見
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
、
並
木
と
し
い
黄
葉
と
な
る
。

て
ほ
東
京
市
を
特
色
付
け
て
居
る
も
の
（
二
）
ぞ
ス
カ
ケ
（
篠
懸
木
）
＇

で
あ
り
ア
メ
リ
カ
遜
へ
も
採
用
さ
れ
て
梢
大
き
な
木
で
は
冬
の
採
の
枝
に
直

座
一
寸
許
の
球
賓
を
ぶ
ら
さ
げ
る
、
ス

居
る
と
い
ふ
。

し
扇
形
の
感
じ
の
い
上
葉
を
有
し
幹
は
‘
ス
カ
ケ
と
い
ふ
名
稲
は
さ
う
し
た
所
か

大
き
く
な
る
と
周
園
五
丈
に
も
餘
る
も
ら
生
じ
た
ら
し
い
が
之
ほ
外
國
産
で
明

i

の
が
あ
る
、
性
質
ほ
非
常
に
強
健
で
土
治
年
間
に
輸
入
さ
れ
た
も
の
4

―
つ
で

地
の
乾
燥
、
荒
搭
に
よ
く
耐
へ
煤
煙
に
あ
る
、
並
木
用
と
し
て
枇
界
中
に
搬
つ

心
負
け
ず
防
火
樹
と
，
し
て
役
立
つ
こ
と
て
居
る
勁
で
は
一
寸
比
類
が
な
い
、
本

ほ
（
之
は
燃
え
る
時
殆
ん
ど
焙
を
上
げ
邦
の
諸
都
市
に
於
て
も
殆
ん
ど
猫
も
杓

な
い
、
だ
か
ら
自
身
が
燃
え
て
も
他
の
子
も
と
い
っ
た
調
子
に
採
用
さ
れ
並
木

も
の
4
延
燒
を
阻
つ
こ
と
に
な
る
）
彼
と
さ
へ
い
へ
ば
直
ち
に
此
の
名
が
迪
想

‘
、
、
、
、

の
闘
東
大
簑
災
の
営
時
浅
草
観
晋
堂
が
さ
れ
る
程
に
あ
り
ふ
れ
て
了
つ
て
居

そ
の
四
周
に
多
く
の
大
公
孫
樹
を
持
つ
る
、
賓
際
の
所
彼
の
有
名
な
巴
里
の
マ

て
ゐ
た
こ
と
が
幸
し
て
市
中
を
な
め
つ
．
ロ
ニ
エ
（
邦
名
ト
チ
ノ
キ
）
の
並
木
で
さ

く
し
た
火
ほ
已
に
そ
の
境
内
に
迫
つ
て
へ
之
に
駆
倒
さ
れ
て
ス
ズ
カ
ケ
の
三
萬

ゐ
た
に
も
拘
は
ら
ず
遂
に
其
慮
で
止
り
本
に
垂
ん
と
す
る
の
に
比
し
値
に
一
萬

観
晋
堂
ほ
危
＜
燒
失
を
免
が
れ
た
と
い
六
七
千
本
し
か
維
持
す
る
に
過
ぎ
ず
、

ふ
こ
と
が
あ
る
の
で
も
判
る
。
イ
テ
フ
を
誇
る
東
京
市
（
駕
市
）
の
如
き

f

生
長
は
元
来
早
い
方
で
あ
る
が
並
木
で
も
前
者
の
約
一
萬
二
千
本
な
る
に
比

[
と
し
て
市
中
に
植
出
す
と
地
味
の
悪
い
し
漸
く
八
千
本
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い

闘
係
か
ら
か
遅
く
な
る
こ
と
が
多
●
‘
租
で
あ
る
。
泄
界
中
に
普
逼
せ
る
本
敷

併
し
此
事
は
一
方
に
於
て
並
木
と
し
て
営
に
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

ぼ
却
つ
て
都
合
の
い
上
幽
で
此
樹
の
移
所
で
本
邦
に
普
通
見
ら
れ
る
ス
ズ
カ

植
に
容
易
な
る
こ
と
を
利
用
し
最
初
か
ヶ
に
は
二
種
あ
っ
て
葉
が
モ
ミ
ヂ
型
に

ら
相
営
な
大
さ
の
も
の
を
植
え
付
け
て
深
く
刻
ま
れ
て
居
る
方
を
只
の
ス
ズ
カ

9 9. ’`’ 

並

木

に

就

て

右
統
計
表
の
示
す
通
り
僅
か
二
週
問
、

其
れ
も
全
部
毎
日
水
泳
し
な
い
生
徒
も

入
れ
て
統
計
を
と
つ
て
見
て
も
水
泳
施

行
前
と
施
行
後
と
比
較
す
る
と
著
し
く

其
の
胸
園
、
並
に
呼
吸
差
に
於
て
壻
加

し
て
居
る
の
で
あ
る
我
が
國
女
子
の
最

も
憂
慮
す
べ
き
結
核
病
豫
防
と
し
て
女

子
の
胸
廓
を
壻
大
し
呼
吸
器
を
健
強
に

す
る
に
は
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
信
ず

二
九
九
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る
、
殊
に
皮
腐
に
受
け
た
る
日
光
「
ビ

タ
ー
ミ
ン
」
並
に
其
の
化
學
線
の
影
響

が
皮
膚
を
丈
夫
に
し
病
に
覇
す
る
抵
抗

力
を
壻
す
と
共
に
全
校
生
徒
の
健
康
の

上
に
及
ぼ
す
良
果
ほ
多
大
な
も
の
が
あ

る
、
又
統
計
表
の
示
す
所
に
よ
る
と

身
長
が
何
れ
の
年
度
に
於
い
て
も
著
し

．
＜
壻
加
し
て
居
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運
動
ほ
身
睦
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手 村 衛 史 郎 郎 村 助 ツ 村 身

金
参
拾
五
闘

宇
品
町
御
幸
通
四
丁
目

⑦ 噂

ゲ
（
プ
ラ
ク
ナ
ス
。
オ
リ
エ
ン
ク
リ
ス
）

と
い
ひ
棧
く
荒
く
切
れ
て
居
る
方
を
ア

メ
リ
カ
ス
ズ
カ
ケ
（
プ
ラ
タ
ナ
ス
0

オ
ク

シ
デ
ン
タ
リ
ス
）
と
い
ふ
。

葉
の
大
さ
は
附
者
共
五
寸
位
、
粗
野

な
面
で
、
幹
の
皮
が
斑
に
ほ
げ
る
、
大

喬
木
性
で
性
質
は
至
っ
て
強
健
、
少
し

池
味
が
い
4

と
ぐ
ん
人
＼
伸
び
る
、
併

し
此
の
盛
大
す
ぎ
る
生
長
力
は
市
街
地

の
高
さ
や
巾
を
制
限
さ
れ
る
箇
所
で
は

却
つ
て
厄
介
な
幽
で
、

9

イ
テ
フ
の
場
合

と
は
反
到
に
非
常
に
多
く
の
手
入
（
主

と
し
て
刈
込
）
蛮
を
要
す
る
結
果
と
な

る
。樹

形
ほ
梢
不
賂
で
幹
立
も
多
少
彎
曲

し
が
ち
で
あ
る
が
併
し
之
は
枝
を
刈
込

ん
で
比
較
的
容
易
に
弾
形
又
は
楕
圃
形

等
に
盤
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
莱
色
ほ

他
と
異
り
梢
黄
褐
色
を
含
み
秋
ほ
適
度

に
黄
葉
す
る
0,

全
一
）
ア
ヲ
ギ
リ
（
梧
桐
）

庭
木
と
し
て
極
く
普
辿
の
も
の
、
『
キ

リ
一
葉
落
ち
て
大
下
の
秋
を
知
る
』
の

キ
リ
は
之
に
該
掌
す
る
。
本
邦
に
も
自

生
品
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
現
在

一
般
に
搬
つ
て
居
る
も
の

4
元
肌
は
支

那
邊
か
ら
渡
来
し
だ
も
の
か
も
知
れ
な

い
と
い
ふ
説
が
あ
る
CJ

葉
は
ス
ズ
カ
ケ
の
倍
位
も
あ
っ
て
長

い
柄
が
つ
い
て
居
り
、
幹
も
枝
も
薬
と

同
柄
に
緑
色
な
の
が
そ
の
著
し
い
特
長

で
あ
る
、
木
の
高
さ
ほ
せ
い
人
＼
二
丈

許
り
性
質
は
強
健
、
移
植
に
強
い
勁
で

ほ
イ
テ
フ
に
も
ヒ
ヶ
を
取
ら
な
い
程
で

あ
る
、
只
枝
葉
の
少
い
た
め
若
い
木
で

は
姿
を
整
へ
に
く
い
餓
勁
が
あ
る
。

｀
樹
形
は
自
然
朕
態
で
ほ
梢
不
整
で
あ

る
が
幹
立
ほ
殆
ん
ど
低
直
で
毛
入
永
第

で
楕
圃
形
等
の
相
常
な
格
好
に
盤
へ
ら

れ
る
、
春
一
般
の
木
に
梢
迦
れ
て
芽
を

出
す
が
そ
れ
は
銀
色
を
帯
び
て
甚
だ
美

、O
、し

し（
四
）
―
ー
セ
ア
カ
シ
ャ

？
み
き

『
ア
カ
ジ
ャ
の
街
樹
に
ボ
プ
ラ
に
秋
の

風
吹
く
が
か
な
し
と
日
記
に
残
れ
り
』

と
い
ふ
啄
木
の
歌
の
様
に
一
般
に
は
只

ア
カ
シ
ャ
と
呼
ば
れ
て
居
る
、
北
米
中

部
地
方
の
原
窟
で
、
や
ほ
り
明
治
時
代

に
輸
入
さ
れ
た
も
の
4

一
っ
、
寒
暖
に

野
す
る
適
態
性
が
強
大
な
た
め
北
海
道

や
滴
洲
の
如
き
寒
地
か
ら
四
國
九
州
の

如
き
暖
地
に
到
る
迄
賊
く
使
用
さ
れ
て

居
る
、
艇
島
市
附
近
で
も
兵
螢
や
學
校

等
を
初
め
随
所
に
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
。葉

は
フ
ヂ
の
葉
の
様
に
複
葉
で
、
枝

に
は
刺
が
あ
り
、
木
の
高
さ
は
互
大
な

も
の
は
四
五
丈
に
蓬
す
る
、
性
質
ほ
極

め
て
強
く
荒
地
の
改
良
に
使
用
さ
れ
る

程
で
、
士
地
の
乾
燥
と
翔
懸
に
酎
へ
得
金
八
拾
闘

る
力
は
他
に
比
較
さ
れ
る
も
の
も
少
金
七
拾
九
闘
参
拾
錢

い
、
ロ
ハ
枝
が
密
生
し
過
ぎ
る
と
強
風
の
•
宇
品
町
西
通
五
丁
目

時

枝

を

裂

か

れ

た

り

す

る

こ

と

が

あ

金

七

拾

六

闘

攪

田

郡

西

野

村

る

。

.

金

七

拾

五

闘

八

拾

錢

樹

形

は

傘

形

又

は

圃

形

に

整

へ

易

＜

宇

品

町

御

幸

通

七

丁

目

幹
立
は
梢
賛
曲
し
勝
ち
で
も
あ
り
場
合
金
七
拾
参
圃
佐
伯
郡
飛
渡
瀬
村

に
よ
る
と
地
上
敷
尺
で
早
く
も
分
岐
す
金
七
拾
壼
闘

0
五
錢

る
事
が
あ
る
が
頭
木
朕
と
す
る
の
が
無
否
ナ
品
町
御
幸
通
十
五
丁
目

難
の
場
合
が
多
い
＼
葉
ほ
鮮
緑
で
輻
快
金
六
拾
八
闘
九
拾
錢

な

感

を

典

へ

初

夏

の

頃

の

白

い

花

も

見

豊

田

郡

御

手

洗

町

金

六

拾

六

闘

参

拾

錢

，

ぃ

宇
品
町
帥
田
通
十
二
丁
目

捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。

し
金
六
拾
闘
参
拾
茸
錢

獅
此
種
類
に
刺
無
し
ア
カ
シ
ャ
と
、

ふ

の

が

あ

り

厄

介

な

刺

が

無

い

だ

け

前

小

綱

町

新

明

組

者
よ
り
も
軍
喪
が
ら
れ
て
居
る

0

金
五
拾
七
闘
五
拾
錢

（

以

下

次

競

）

宇

品

町

帥

田

通

十

丁

目

二
九
八

金
八
拾
表
岡
五
拾
錢牛

田
町
早
稲
田
謳

田

村

矯

郎

金

百

闘

小

田

卓

一

金

百

闘

高

橋

春

夫

金

百

闘

↑

長

尾

太

郎

市

金

百

闘

皆

川

高

・

一

金

百

闘

中

村

久

吉

金

百

闘

佐

伯

郡

鹿

川

村

金

百

闘

鈴

木

軍

―

―

―

金

百

闘

木

村

市

郎

右

衛

門

金

百

闘

倉

本

種

之

助

金

百

闘

廣

瀬

町

旭

町

賑

金

百

闘

勝

盛

逹

之

助

金
九
拾
八
闘
八
拾
参
錢

山
口
縣
玖
珂
郡
鳴
川
村

金
九
拾
七
闘

0
参
錢

宇
品
町
御
幸
通
六
丁
目

金
九
拾
六
闘
参
拾
参
錢豊

田
郡
豊
田
村

金
九
拾
茸
闘
五
拾
錢賀

茂
郡
三
津
日
村

金
九
拾
式
闘
或
拾
五
錢

袖
屋
町
西
組

—-t‘^t-
,`
そ`',;'

.
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：を十い法る細建定ノート：ヨ．シ路公適ぐハ距敷務土築員，Jレ線等フ邑：七迫諦満十ふ：・』0-

台十市規 '̀i

；示二;・O'のの則築し培 '0 建’リテ，‘道又・其離等薔揚敷一線ヽ←色了 ，テ ‘Jレ；1JJ J: 
了街定§
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: ：し條 全でと線て界三築用其溝．．ド・ヘぞ99.....、,．

穴其沃條地に1
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：｝てに＇．部本芸を居線六敷縣ノ渠建幅'”』'： t

.Jし耳敷．地：0 ヲ リル欄・0線爾公私米ク一 建依；

；居於 を縣ふ定るヲ三地水公‘築員
瑞 0建リ等 '1、八以二側二七ヲ．側道道ヲ
界八築用ア J ーテ 0) 河二以各二及•

中八幅築つ

．iるて＇踏等のむか以米！、路道士敷一 線一敷悪ル間八建七公悔七テ
;:':'心米員物て］

：：郎蘭 用ほ ぼ る ら ァ 以 ツ ‘叉楊地・翡 ヲ八地水場二米築：：：道等米建。
ー：在幅幅線以二法為・:

，お 迂緩其の此建上境溝ハ敷 I、八 以米］、路合用以線七叉
リ員員ヨ上●●施す，，＼

在未築三テマニリ,ノ‘七行ベ'・
、、謂＇‘ら和のでの築ナ界渠私等ノー テtJ.I ＇、二縣．I::1、米、ンヽ，Jレ滴線，六ク‘‘¢,e西公二細ぎ •i
9 1 街 れ規縣あ細線）レ線 ‘ 道 ナ 間 八 建上境溺シ水ノス）私＇トノ＇卜三其八七側道七則で a

・・ 角 る定にる則卜 1、迄 土 ノ ル ニ 米 築ア慇遍羹~路公 距道キ公ス米・ノ L...

・切 繹で於°にスキ l 揚 中 場 凰 未 線）レ蘇 ‘道 離 j ，，，ヽ道，ヲ中八七
二各二米 あ．．

^ •取·で建て
在未→る！

依・・ハ距敷心合、l!J；満 トト迄口羞蓼溝 I・ ニ境 其 私 後心米米，てリ満 郎
表王ン・ 言．，．・． か．~,-

｀せ座秋
9・らを ' 

， 近てひな秋 予長醤喜芦鴫門塁羹ぃ昇麟戸ス有邊屈十建
れ占I•きヒやく香 六てなを決特ら陵．て築ふ築ハ應ほ例角・ラ．．ノ但七二曲度築：

:Iてめの讐げ心辻・ 菊 條唇署皐翌鼠見凸塁讐闊号前＝第外切スモシジ剪セ以線▲t

ゐ花花：
一於十を取 ，，建メ除 JレC下ガ',

なおくな！！ の 法規の場てを恥るを無も指篠チ三もの ア築タジ場．グ建
まとほリ 、日にり本 笙程こ合居つる
すい何

•こ受い設定ノ必條考事 ル線ルー合角築

.o ~まと・
ぎ卜見し大年 末・ーをとでるけへとけ慮けス規要に慮に 1、間線米ノ度敷：〗

，したてきの 子 十設をあ道る稲冊もるにてル定ア於章就 キノヲ以入ヲ地 g

そゞ云たす一．い菊 箭i 六け細る路必貝l出事は居コニリてらて ハ距以上隅以側 i

し菊つ
てをて，

る人努は 條て則 の 要 撃 来 も 建 る 卜拘 1、 れ示 此離テノニテニ

．、以も、
への前力夏 に 第 居 第 壊 の る亦築アラ認てし

．•もに，を雨 二る十域あ門規愛線ルスム
ノ十建剪於交於

花 て 菊 ． 程育彿力＜ 項 六 内るも定更を'
居て’限ー築瞼テ會テ'

しヽと代か‘’ • 一
．， 

菊 ノ 條 にこそがも申 ; !0Jlど 菟讐 :悶廂息り蘊ぞ旦
れなが去菊山そ 1名 の 述安係の於で事情゜でれ又つで夫は都くは域本
もと＇敷年をにら ．トj・ ー る全にでてあと
しろ年の見秋＜的く，

, 0あるほたあれ除市てな内條スヘ業築逍

てく前秋らの他にも と- こで付あ取るす る様最為るほ却計ほらに項ルキ執物路

も・〈に買れ散に行の
とあいる扱がるに°な後にか徳し畳建ぬほにコ條行ハノ、＇

ら 植つま策なぎし
にるてかひ此最就次事に思ら慎な事築こ 2依卜件期都境

ほにえたす試い渡I-ト． を し尚間ら警の後てぎに説は細でけ架しとッつアヲ日市域，

な水て 鉢‘みでつで'
． 、よ綾合凡察法にはほな明ぬ心除れをて Q｛股てル附迄計内

う・いせてがほよ次
いも置植家るあて菊 ． 

るす大のかば執ほご設見ヘシニ鸞＝ a 

放こいの庭とら居程 ・
3ててほ直凡く琥 かるき汗ねな行な其建るシ其佃事建

．棄やた菊のきふる貴．．
ゞ、全す誉捩て注に くら筈な滋ばらすらの築・と ?ii業築↓

朋し古或ー可郎もr.-: ＜ ／役る察監縣意於 注の損を な ぬ る ぬ 許 物 き 建二執ス

ょも株ほ隅憐もの，
こにの署督保すて・意罰害挑 ら こ 期 こ 可 で ほ 築テ行）レ

亙がのす安る述
育手の訛にな野ほ‘

す則をはぬと日とをな道｀
．つ最建る課稜べ｀

ヲ除者椴

て 入 菊 かは野やお賤 ても築もにり翠
べに招なこ而迄g得く路 許却ノ設

l 
き獨きかともにこなて境．可ス事建

れでふ す費ら竺的て憐自ひてツす績謂 すを‘ゐくあに本初花がと菊花・け ま的まが方
ナ｀日もが も 菊 れ 打 な 作 な然得鑑プるけー
花本の鑑切のるき菊らすにら賞リ大たケ

又°出へ・る菊り合のめの出し
‘ 現めがま致菊た外来てい

ととら又す．．‘す来を

に 麟が賞り大の亙
いれ秋°自°れし

ほ民如用花勢でつあ‘
もれが生れせ含菊所年昨 すで美しすを様にま秋はほての 然ヵ~ばて，

・た存まらみ‘謂を冬 る 切 し て る 西で洋すのずずゐ家 的
相 性 何 とがをあてる叉をし す れ 本 小 日 通 か こ泉い日様洋あ菊°殿小投ま庭 にふ

芽ゐ
述を様し第見りゐこ・・‘現又°る月菊本じら

をて

あ逍‘て
と化と本ににりが近堂菊入すの

ーままると興ほ‘斯時末も古て丹
出し伸も

り憾非の位す
がといの改於ま又時をとれ'‘床

す花か郷し庭 ぐ 期 か 今 来 努 精 豫 しふ菊良てすボ‘誇いと正に
来たばや

ま な常菊をる
る所しほ

。しまらな又の菊でら頃の力を 鵠てこよせ西 が ツ 日 る ほ い 花 ほ
せくには占・に な考技切ーは高来つ特とこ

・の謂・り

ん猿芙大め生
ぜほとりら洋 洋 本がずほと大

いへ術り隅賑貴月ぽ徽苦り ｀全が花れ
も賤花彼

が揮で菊て産 とて的花にや的にみを闘し ら盛偏首たの
人 菊〈古如花ずい抵＇菊的をれ

栽 せ優とゐも 考雖聾とも山 i 
を．流束く、9姿或ほ菊 で‘咲ほ

とかを装とた 、・じ時れが菊好は行の拝盤ほずが
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＇，中水之積征に其白いる最代ほ泳ほ征ず るさに心動・
く様る陸育＇

亦的動ふるに泳等極服百れな箭 L も女れ ず水のをる心とに水
共性使な運上す：

,1 停効のと事養蓮ほ精す難と桔肺明望性る麿自服忍又をで褐を濡自ほに
に哭用證動運る，

大果精此をは動皆肺るを共 らの苦侮恐あな得＜然些従畠鼠t1各で動か一 紳純るまに近養水心とられるいな氣とのひ美す こほのら、9
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．規ラヲアム建八が一就鰭 裁急場他け場るのる風 信渡育にる ―------
定ス受ルル築條此部てi'- も炉賓のる所心み然俗夏すす

れ設と身間四な
す本事ばけ斯騰に‘り

,1 し ケ場コ物にの建ほ於 か場が海水とあのる上期るるる校ほー
て夕合トノ於建築大て 市 L は必水泳し ての並於水と

居 '̀Jレニヲ敷て築線臆此
臼極要浴場てる浴に相休冷上施で云層常如にけ泳云

良場何賞暇のに設ほふ効に'.•象 よ摩雙［應 雙竺闘晶 街 ］亨虞讐醤鼠詈；ま虞考中で極が虚迄果水と誓棗塁信

ら ハ 行 但 建 ）
ょの慮にあめあ弱もの放せに泳置る

特 此政シ築・ふをての＇
云端し令 地 晏 翠 嘉 旦 ［ 賃 委 斎 海 を 於 る て る 者 無 偉 を ぽ 良 に

水 要 け ° 必 か を い 大 行 學 影 於
のを

曇別 ノ官特線 事述置出 建 心何學大のにが男浴する 要ら集事なほ校繹て必得
の限臆別二 はべい束 し等校なほ女水女場る海な虚めでる ー 要な
事 リ／ノ接本ててナ｀ 築 て特に旅な駆泳混でも水 る弱てあ しLをも、い
由 .::;許事セ 法置各所 泳 別 於 費 い 校 を 浴 も の 浴 施 者 別 る 嘉 誓 羹 督 塁 竺 ゜

の 在可由シ のい論以 物 贔象望嘉喜］は羞享エ胃設をに‘がと場す徒一

ほそす路得ナと此なの為 法 ―------------ど!9竺見色竺竺ミ：直
塵こる通てるをのら外に -とコに此事臆ても水故尚れ紳も女
行でこ路置道間建なほ行＇ （― , ＇哀設水とを樅の泳にほがにの子五少膚術が高 る
細小と のけ路ほ築し ‘ 

：‘い疾生絶ぃ駆も

則さはなば通ず線°く-
ヽ悉政 第息‘Iikす作島で場‘ー水及でと結と患的蒟
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つ路なにい培せふ 線許 t゚ ヽ日者がて闊す限 H違髯Kて上る鼠固いあ緬る
て道い は 其 界 ら の に 可 て ！様もの國居的べ島で伽が泳も述°病すのるほか
定 路 の建の線れほ 接を J・ 大 早 御 家 る に き の あ が 大 が 切 べ にると郎安ら

めので築外をた公 し受 下にく一の‘ほ事高るあで女れナ｀
犯か水ち全で

らああ物の云幅道，なけ ';i御女考為健此を等とるあ
さら質溺率ぁ

れるるを所ふ員と くt' 苓 価 子 を め 全 設 要 女
子ぬ篠 れ他に死にる
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上
に
技
術
を
要
す
る
闊
係
上
現
在
で
ほ
ま
で
の
懸
崖
よ
り
易
く
作
ら
れ
る
様
な
れ
か
ら
流
行
す
る
も
の
か
影
が
湘
く
な

小
菊
郎
ち
懸
崖
作
り
の
方
で
せ
5
°
然
感
じ
が
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、
半
ば
る
も
の
か
一
寸
見
営
が
付
き
兼
ね
ま
す

哀
が
全
盛
を
極
め
て
ゐ
る
と
い
つ
て
よ
い
放
置
し
て
出
来
る
様
に
思
は
れ
る
か
知
が
重
き
を
な
す
も
の
は
岩
と
い
ふ
材
料

―
―
―
で
せ
う
、
然
し
小
菊
の
栽
培
ほ
技
術
や
れ
ま
せ
ん
が
決
し
て
／
＼
そ
ん
な
も
の
を
得
る
こ
と
が
至
難
の
幽
か
ら
考
へ
て

利
手
敷
を
要
し
な
い
闘
係
か
ら
菊
本
来
の
で
は
な
く
自
然
作
り
こ
そ
努
力
と
瞑
饒
或
ほ
大
都
市
に
は
あ
ま
り
装
逹
す
る
も

郵便
趣
味
を
味
ふ
為
め
に
は
大
菊
で
な
け
れ
と
を
打
ち
込
ま
な
く
て
ほ
意
の
ま
4

に
の
で
な
く
殷
島
位
か
ら
以
下
の
都
市
に

物
邊
ば
ー
|
.
、
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
闘
東
地
作
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
流
行
す
れ
ば
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と

方
で
ほ
又
々
大
菊
の
栽
培
が
盛
に
な
る
こ
れ
ま
で
の
様
な
型
の
一
定
し
た
懸
抱
思
は
れ
ま
す
。

認可

様
に
伺
ほ
れ
ま
す
が
殷
島
あ
た
り
で
ほ
菊
こ
そ
或
る
程
度
迄
機
械
的
に
作
り
得
大
菊
で
も
小
菊
で
も
作
り
あ
げ
る
ま

マ
を
一
年
や
一
1
一
年
の
歳
月
を
純
過
し
な
ら
れ
栽
培
ほ
易
い
と
い
ひ
得
ら
れ
る
の
で
に
ほ
興
鯛
の
努
力
の
傾
注
を
必
要
と

け

れ

ば

大

菊

に

韓

向

す

る

と

い

ふ

傾

向

で

あ

り

ま

す

。

．

し

ま

す

従

っ

て

鑑

披

用

の

こ

れ

等

の

菊

>>[[[:!̀ >[[
昭
し
た
。
：
自
然
に
近
い
も
の
と
い
ふ
こ
と
近
時
又
、
岩
作
り
と
い
ふ
も
の
が
流
大
を
期
し
苺
年
展
覚
會
即
査
會
な
ど
年

和
ほ
と
り
も
な
ほ
さ
ず
如
何
に
も
優
雅
な
行
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
自
然
の
岩
石
中
行
事
の
一
と
し
て
開
佃
し
一
ほ
以
て

八
感
じ
を
典
へ
恰
も
山
野
に
自
生
す
る
野
に
菊
を
植
ゑ
自
然
の
風
致
を
と
り
入
れ
技
術
の
向
上
に
二
は
以
て
趣
味
の
普
及

年
菊
が
自
然
の
風
雨
に
晒
さ
れ
岩
石
に
首
た
作
と
も
云
ひ
得
ら
れ
、
一
面
亦
盆
栽
に
、
精
進
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
殊
に

十
を
出
し
て
ゐ
．
る
様
な
型
を
指
す
の
で
あ
式
の
作
と
も
云
ひ
得
ら
れ
ま
す
こ
れ
も
＿
一
昨
年
新
宿
御
宛
の
菊
花
部
長
東
野
式

月
り
ま
し
て
か
う
し
た
作
の
も
の
に
ほ
花
自
然
の
風
致
と
い
ふ
こ
と
を
考
慮
し
技
一
部
官
殿
が
昨
年
は
同
じ
く
御
宛
の
菊
花

十
の
開
き
も
早
き
よ
り
蓬
き
も
あ
り
枝
の
術
堪
能
の
人
が
作
れ
ば
相
営
趣
雅
の
あ
一
部
上
杉
次
席
や
賓
際
園
藝
祉
の
石
井
主

日
曲
り
か
ら
幹
の
向
ぎ
加
滅
な
ど
自
然
本
る
出
来
生
へ
が
す
る
も
の
で
す
。
本
市
幹
な
ど
態
々
本
市
の
菊
を
視
察
を
し
、
、

来
の
趣
雅
の
現
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
指
で
ほ
一
＿

r-―
-
年
来
特
殊
的
に
栽
培
す
る
斯
業
の
進
展
の
為
め
に
大
き
い
波
紋
を

す
の
で
あ
り
ま
す
、
斯
＜
申
せ
ば
こ
れ
方
が
あ
る
様
で
あ
り
ま
す
が
果
し
て
こ
諧
い
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
4
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百
七
十
九
人
、
女
百
八
萬
九
千
十
一

人
で
、
前
年
に
比
し
男
四
萬
五
千
二

百
凹
十
五
人
、
女
三
萬
五
千
八
百
四

四、
0

盆
-
]
-
―
―
七
十
虹
入
の
培
加
で
男
女
の
割
合
は
女

1
-
0
0
に
付
男
一
0
五

・
O
八
に
賞

一
り
前
年
に
比
し
男
の
割
合
は
0
•
七

ー
だ
け
増
加
し
て
居
る
。

ー
死
産
纏
数
は
十
二
萬
百
二
十
九
で
前

四
、
―
―
―
―
―
四
年
に
比
し
＝
―
-
千
1
-
+
＝
―
一
の
増
加
で
あ

る
。
同
年
の
推
計
人
口
甜
比
す
れ
ば

＿
四
九•
1
0

人
口
千
に
付
一
、
八
0
に
賞
り
前
年

ー

に

比

し

O
・
O
二
の
高
率
で
あ
る
。
尚

ほ
既
往
に
於
け
る
死
産
率
は
前
年
よ

よ
り
多
少
の
弛
張
あ
る
も
漸
減
の
歩

六0六・九六

調
を
辿
り
明
治
―
―
―
十
二
年
以
降
四
十

小

計

合

計

・
、
四
年
ま
で
は
三
十
八
9
年
の
例
外
を
除
～

一

｝
ー
四
、
1
-
＝
四
き
人
口
千
に
付
三
・
0
0
以
上
で
あ

、四、0̂
六

―1111̂ 

っ
た
が
其
の
後
一
―
―
・
0
0
以
下
と
な

リ
昭
利
一
一
年
以
降
は
夏
に
二
•
O
O

合

．

計

以
下
に
下
降
し
て
居
た
も
の
で
あ
る

死
亡
綿
数
は
百
二
十
萬
六
百
一
二
十
五

四
、
0

六七

人
で
前
年
よ
り
六
萬
二
千
七
百
―
―
-
+
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五
人
の
減
少
で
同
年
の
人
口
に
到
比

一、空0九

す
れ
ば
人
口
千
に
付
一
七
・
七
―
―
一
人

九^
＾

に
嘗
り
前
年
に
比
し
一
・
ニ
五
八
人

低
い
。
棄
兒
の
綿
数
百
九
人
で
内
男

翌
＾

五
十
四
人
、
女
五
十
五
人
で
前
年
に

竺
九

比
較
し
て
男
五
人
減
じ
、
女
十
五
人

1

一
が
主

の
増
加
を
見
て
居
る
0

.

-
1

六四

失
踪
失
踪
の
総
数
は
四
百
六
十
1
1

一芸

人
内
男
四
百
七
人
、
女
五
十
茸
人
で

琵九

九
、
空
＿

o

前
年
に
比
し
男
百
六
人
、
女
二
十

A

,．九＇＼六110

の
減
少
を
見
せ
て
居
る
の
は
而
白

1
―
1
1
―
―
-
•
七
―
―

、
o

―-・――――
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書
,r 
夕
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゜
合

ま

す

°

昭

和

七

年

帯

國

人

口

動
態
統
計

由
来
菊
花
は
全
國
的
に
唱
へ
る
大
菊

小
菊
の
外
に
伊
勢
菊
、
嵯
峨
菊
な
ど
脈

最
近
の
内
閣
統
計
局
の
調
査
に
よ
れ

ば
昭
和
七
年
の
婚
姻
、
離
婚
、
出
生
、

史
的
に
特
殊
の
も
の
が
あ
り
、
更
に
近

死
産
及
死
亡
並
に
棄
兒
、
失
踪
に
闊

時
賞
生
に
よ
っ
て
色
々
髪
態
の
も
の
が

す
る
計
数
は
次
の
通
で
あ
る
。
．

現
ほ
れ
て
ゐ
ま
す
が
最
近
最
も
あ
ら
は

線

●

に
現
は
れ
た
の
は
小
菊
丁
字
菊
で
あ
り

婚

姻

況

ニ

―

‘

0

六

七

ま
す
が
丁
字
菊
ほ
其
の
品
位
高
か
ら
ず

離

婚

五

一

九

六

八

只
闘
西
地
方
の
人
々
に
よ
っ
て
梢
一
時

出
生
二
、
二
＝
三
、
五
九
〇

的
流
行
物
で
あ
っ
て
あ
ま
り
に
璽
き
を

な
す
も
の
で
な
い
と
い
っ
た
風
評
が
高
死
産
一
、
―
1
0
0
P

空
蓋

1
0
九

ま

つ

て

来

た

こ

と

は

生

産

者

も

消

豊

者

棄

兒

も

亦

鑑

裳

者

も

心

得

懺

く

べ

き

事

物

で

失

踪

四

六

二

あ
り
ま
す
更
に
最
後
に
前
に
一
寸
述
べ
婚
姻
数
は
前
年
よ
リ
一
萬
八
千
十
八

た
洋
菊
で
あ
り
ま
す
が
切
り
花
用
と
し
件
を
増
加
し
人
口
千
に
付
七
・
七
七

t`

て
の
洋
菊
は
或
は
全
盛
時
代
が
来
る
か
件
で
前
に
比
し
0
．
一
七
の
高
率
で

も
知
れ
ま
せ
ん
が
大
菊
と
し
て
鑑
賞
菊
あ
る
。
我
が
國
婚
姻
率
は
既
往
三
十

と
し
て
の
洋
菊
を
趨
拝
す
る
こ
と
ほ
日
餘
年
間
に
於
い
て

H
露
戦
争
後
明
治

い
恥
賑
と
せ
な
け
れ
ば
四
十
一
年
の
人
口
千
に
付
九
・
三
五
{

•
]
、
・

:
.
A
'

、
競

E
・ヽ

C
ヽ
＾
f

」

本
國
民
の
大
き

,
J
 

な
ら
な
い
事
項
だ
と
思
ひ
ま
す
、
日
本
作
を
限
界
と
し
せ
爾
後
下
向
を
ア
し
．

古
来
の
國
華
で
あ
る
以
上
は
お
互
ひ
日
て
居
た
が
大
正
七
年
か
ら
再
び
上
昇

本
人
の
手
に
よ
っ
て
改
良
せ
ら
れ
た
も
し
大
正
九
年
に
は
未
曾
有
の
高
率
を
‘

の
で
趨
拝
し
て
意
義
あ
る
も
の
と
信
じ
示
し
九
•
七
六
件
を
示
し
た
が
大
眠

ま
す
従
つ
て
私
し
は
切
り
花
と
し
て
は
十
年
以
降
は
再
び
低
下
の
一
路
を
辿

洋
菊
を
用
ふ
る
こ
と
を
む
し
ろ
唱
導
し
り
前
年
は
七
•
六
0
件
の
低
率
を
示

ま
す
が
鑑
賞
用
と
し
て
の
洋
菊
は
排
斥
し
た
る
も
本
年
は
イ
ン
フ
レ
景
氣
の

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
高
調
す
る
の
せ
い
か
梢
上
昇
し
た
の
は
注
目
す
べ

で
あ
り
ま
す
、
ど
う
も
日
本
人
は
日
本
き
で
あ
る
。

古
来
の
獨
特
の
帖
を
輻
視
す
る
傾
向
が
離
婚
数
は
五
萬
千
九
百
六
十
八
件
で

あ
り
ま
し
て
貿
際
問
題
と
し
て
菊
の
こ
前
年
に
比
し
八
百
六
件
の
増
加
で
あ

と
で
も
櫻
の
こ
と
で
も
外
國
の
學
者
に
り
人
口
千
に
付

O
・
O
一
件
の
上
昇

習
っ
た
方
が
確
賞
で
早
い
な
ど
噂
さ
を
で
あ
る
。
出
生
綿
数
は
二
百
二
十
―
―
―

耳
に
し
ま
す
が
如
何
に
も
辿
憾
に
思
は
萬
二
千
五
百
九
十
人
で
前
年
に
比
し
．

れ
ま
す
お
互
ひ
大
き
い
努
力
を
切
茎
い
．
八
萬
千
九
十
人
の
増
加
で
之
を
男
女

．
別
に
て
示
せ
ば
男
百
十
四
菓
―
―
―
千
五

た
し
ま
す
。
＇
（
桑
原
生
）
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